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公益社団法人弘前青年会議所
長期ビジョン　60周年～70周年

白神の恵み
お城に桜  美しく

世界に誇れる
安

あ ず

住ましいまち
それが弘前

世界自然遺産白神山地の恵みに生かされた城下町弘前
築城より400年の月日を経て日本人が

愛してやまない桜を誇らしげに咲かせている
その姿に励まされるように私たちの

まちづくりも紡がれてきた
桜はやさしく咲き　桜は潔らかに散る

桜はしたたかに待ち　津軽人の心を写しだす
築城400年の弘前は　桜にこだわりぬいたまち

先人に感謝と敬意を抱き私たちは未来へ約束する
世界に通じるもう一つの心の遺産「弘前城の桜」を

未来永劫に紡ぐことを

The Creed of
Junior Chamber International

We Believe ：
That faith in God gives meaning
and purpose to human life ;
That the brotherhood of man
transcends the sovereignty of nations ;
That economic justice can best be won
by free men through free enterprise ;
That government should be of laws
rather than of men ;
That earth,s great treasure lies in
human personality ; and
That service to humanity is the best
work of life．

JCI MISSION

To provide development opportunities.
that empower young people.

to create positive change.

JCI VISION

To be the leading global network of
young active citizens.

J C 宣 言

日本の青年会議所は
混沌という未知の可能性を切り拓き

個人の自立性と社会の公共性が
生き生きと協和する確かな時代を築くために

率先して行動することを宣言する

綱　　領

われわれJAYCEEは
社会的・国家的・国際的な責任を自覚し
志を同じうする者、相集い、力を合わせ
青年としての英知と勇気と情熱をもって

明るい豊かな社会を築き上げよう

東北JC宣言

われわれは
新たな価値を創造する旗手として

尊い「結」の精神を呼び覚まし
かつてない未来を切り拓くことを誓う

※説明文P69参照　　　　
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はじめに 

今、世界は変革の時を迎えています。アメリカは保守主義を掲げ、世界の大勢あっ

た自由貿易が揺らぎ、欧州各地では大規模なデモが発生。日本でも近隣諸国との関係

が緊張化。私達の地域でも少子高齢化社会に直面し、人材不足が日常で叫ばれるよう

になりました。コミュニティのあり方も個人の多様性が際立つ SNS を中心としたネッ

ト社会と混在する世界へと変化を遂げ、国や地域を問わず様々な人とスマートフォン

のタッチ一つで繋がる事が出来るようになりました。世の中のスピードは、私たちが

想像している以上に進み、今、この瞬間も変化をし続けています。 
そんな時代において私たち弘前青年会議所の役割は何でしょうか。 
1951 年 1 月 15 日、戦後間もない中、弘前青年会議所が誕生しました。そして 68 年間、 
先輩方がその時代で行動を起こし、地域を変え続けてきました。今、地域で行われて

いることの多くが、先輩方の手によって地域の皆さまともに創造され、今も地域に根

ざしています。 
「混沌とした未知の可能性を切り開き明るい豊かな社会の実現を目指す」 
私たちはこの青年会議所の理念の元、変化し続けて行かなければなりません。AI が人

にとって変わる世界がすぐそこにあると言われています。しかし、いくら技術が進歩

しようとも、積み上げられてきた歴史は不退であり、そこから多くの学びを得る事が

出来ます。その時代で呼び名や形態が変化してしまっても、そこに関わっているのは、

いつの時代も「人」なのです。 
人のチカラ、人の可能性は無限大です。 
変化を求めて一歩踏み出し挑戦して行きましょう。私たちの行動の先にあるのは「可

能性」すなわち「機会」です。自ら行動し、チャンスを得て活かそう！ 
 

「志」を共にする仲間に出会おう 

人は目的を達成しようとする時、たった一人の全力を持って取り組めば多くの苦難

に立ち会います。しかしその苦難の多くは、協力することで乗り越えることができま

す。私が青年会議所に入会して本当に良かったと思うことは、志を共にする同志を作

ることができます。同志とは共に苦労し、共に汗を書き、共に笑って、共に泣いて、

時にぶつかり、本気で語り合う事のできる最高の「仲間（けやぐ）」です。そんな最高

の仲間ができる組織だからこそ、運動を地域へ発信し、仲間を増やし続けて行きたい

と私は考えます。メンバー一人一人が誠実さを持った行動を意識し、次代を担う人に

出会えるご縁を大切に、出会えた喜びと出会ってくれた事に感謝を伝えましょう。  

2019年度　公益社団法人弘前青年会議所

基　本　理　念

基　本　方　針

１．「志」を共にする仲間に出会おう

２．青年として規律ある行動、利他のココロを持とう

３．私たちの地域の魅力を生み出そう

４．子どもたちの夢をクリエイトしよう

５．子どもたちの日本文化のココロを育もう

６．弘前 JC“らしさ ”の追求をしよう

利他のココロ
輝く人が
集まるまちへ
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公益社団法人　弘前青年会議所

理　事　長　所　信

理事長　秋　元　駿　一
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多くの仲間で力を合わせれば、最後にはどんな困難な道も“笑って”乗り越えられま

す。 
今日も“笑って”新しい仲間を探しに行きましょう。 
 

青年として規律ある行動、利他のココロを持とう 

私たち青年会議所は、地域を担うリーダーとして、修練を積み、個人の成長へと繋

げ、それを地域の発展へと活かす責任がある“人”の集団です。一人一人が地域の手

本となる為に、品格を持った として自らを律し行動していかなければなりませ

ん。行動していく上での指針として 運動をしっかりと理解する為に、 プログラム

等の手法を用いた研修、弘前らしさを追求した研修を実施します。

我々は 
② 若さ溢れる力を結集し 
②よそから私たちの地域を客観的に見れる力を養い 
③バカみたいといわれても人のココロに寄り添い行動する 
弘前 JC らしい思いやり溢れる利他のココロを持った人財を育成してまいります。

意識することで行動は変えられる！行動を変えることで人は変わる！

１年という時間と機会を大切にし、まずは自分から、一歩踏み出しましょう。

 

私たちの地域の魅力を生み出そう 

2020年に東京オリンピック開催を控える中、海外からの訪日客は年々増加しており、

私たちのまちにも外国から多くの人が訪れるようになりました。2019 年は世界へ弘前

を発信する絶好の機会になると考えます。私たちは自分たちの地域の魅力をしっかり

と知り、学生や民間企業を巻き込みながら仕組みづくりに着手し、立場や年齢の垣根

を超えて、イノベーションを起こしてまいります。 
新しい歴史の１ページを作るチャレンジをしていきましょう。 
 

子どもたちの夢をクリエイトしよう 

いつの時代も地域の元気の源となるのは、子どもたちです。子どもたちの元気いっ

ぱいの笑顔は、一瞬でその場を和やかにする程のチカラに溢れています。それは私た

ちも誰もが知っていたワクワクするチカラです。そんな子どもたちのワクワクをカタ

チにする為に行動しましょう。夢は、年数を重ねていく上でいつの間にか違う「目標」

や「志」へと変化していきます。子どもたちには夢と目標の違いを伝えながら、遠大

な目標を達成するために行動を起こすきっかけをつくり、グローバルに物事を考え、

ローカルを見て、そして自分自身を客観的に改めて見た時に、新しく“やりたい事”

＝“夢となる目標“が生まれると考えます。私たちは持てる英知を駆使し、子どもた

ちと一緒にワクワクし、夢をクリエイトしてまいります。 
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子どもたちの日本文化のココロを育もう 

「相撲王国青森」と呼ばれた栄光は過去の物となり、近年相撲人口の減少が続いて

います。しかしながら 2016 年度に当会主催で行われた「わんぱく相撲オープン大会」

には、男女や学年を問わず、多くの参加者が集まりました。初めて対戦する子どもた

ちが、本気でぶつかる姿を見て感じたのは、相撲に触れる機会を作る大切さです。周

辺地域・自治体とも連携し、新たな可能性へチャレンジしていきます。 
また、私たちの津軽の魂である「ねぷた」。ねぷたには「ひとづくり」「社会教育」

といった概念が町内会のコミュニティ単位で確立され、浸透していました。私たちは

ねぷたのもつ役割と意味を進化させ、昨年から取り組んだ「剛情張り大太鼓の運行」「ち

びっ子ねぷたのお通りだい」の２つの進化したねぷた関連事業へとチャレンジしてい

きます。 
 

友好の種を育もう 

1807 年、当時の江戸幕府の命を受け北方警備へ多くの津軽藩士がその任にあたり、

多くの藩士が北海道斜里町で命を落としました。それが現在の北海道斜里町との友好

都市の繋がりへ発展し現在に至っています。また、弘前藩第 3 代藩主である津軽信義

公の生誕地であり、母である辰姫が今も眠っている上野ノ国、群馬県太田市。津軽藩

士の繋がりが今も遠い地域を繋ぎ、絆を作っています。友好 JC である斜里青年会議

所、友好団体である太田市新田商工会青年部この２つの津軽藩のつながりを大切に紡

ぎ新たな発展へと取り組みます。また全国城下町シンポジウムからの繋がりから生ま

れた松本青年会議所との新たな絆“けやぐ”を構築し、弘前から繋がる友好の芽をし

っかりと根付かせるべく、取り組んで参ります。 
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私たちに今できること、 
何もしなければ何も始まりません。 
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それは 
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勝つかもしれないし、負けるかもしれない。 
時には辛く遠い回り道なのかもしれない。 
もしかしたら、地域を興す活動は“誰か”がやるのかもしれない。 
 
でもその“誰か“を永遠に育てることも私たち JC のミッションです。 
 
利他のココロを育み“誰か”の為に行動できれば、ココロで繋がった輝くまちができ
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我々弘前青年会議所は、利他のココロで行動し、未来へ地域の“人“と共に種をまき

育くんでまいります。 
 

【
ス

ロ
ー

ガ
ン

】
理
事
会

三
國

　
典

央
未

来
へ

地
域

の
“

人
“

と
共

に
種

を
ま

き
育

も
う

直
前
理
事
長

理
事
長

常
任

理
事

大
藪

　
貴

雄

公
益

社
団

法
人

弘
前

青
年

会
議

所
２

０
１

９
年

度
 
組

織
図

（
案

）
総
会

【
基

本
理

念
】

監
事

利
他

の
コ

コ
ロ

輝
く

　
人

が
集

ま
る

ま
ち

へ
工

藤
　

順
敬

須
藤
　
立
也

秋
元
　
駿
一

専
務

理
事

副
理

事
長

副
理
事
長
 

副
理

事
長

 
副
理
事
長
 

櫛
引

　
英

揮
工

藤
　

靖
史

前
田
　
完
治

小
山

田
允

紀
大
湯
　
幸
世

常
任
理
事

比
内
　
理
佑

公
益

財
政

局
長

吉
川

　
裕

之

総
務

委
員

会
会

員
拡

大
委

員
会

地
域
の
絆
連
携
委
員
会

子
ど

も
た

ち
の

夢
創

造
委

員
会

J
A
Y
C
E
E
育
成
委
員

会

事
務

局
長

常
任

理
事

常
任
理
事

工
藤

　
正

貴
山

形
　

昌
弘

太
田
　
脩
皓

三
浦

　
聖

吾
木

村
　

歩
大
場
　
一
巧

下
山

　
千

嘉
三
上
　
優
香

委
員

長
委

員
長

委
員
長

委
員

長
委
員
長

伊
藤

　
英

里
成

田
　

陽
光

木
村
　
真
悦

工
藤

　
晋

一
郎

成
田
　
智
崇

副
委

員
長

副
委

員
長

副
委
員
長

副
委

員
長

副
委
員
長

赤
平

　
智

子
石

岡
　

伸
石

戸
谷

　
春

菜
石
山
　
瑠
衣

菊
地

　
勲

大
高
　
俊

事
務

局
員

委
　

員
委

　
員

委
　
員

委
　

員
委
　
員

小
山

内
　

健
将

葛
西

　
晋

白
石
　
将
一

杉
本

　
藍

新
戸
部
　
大
輝

野
村

　
太

郎
齊

藤
　

雄
太

野
宮
　
智
之

成
田

　
志

穂
福
士
　
蔵

長
内
　
遼
太
郎

馬
場

　
和

平

篠
原

　
典

孝
福
島
　
英
一

福
井

　
啓

之
八
木
橋
　
直
子

下
山

　
裕

之
三
上
　
恵
美

山
内

　
尚

美
村
上
　
大
輔

今
井
　
和
之

三
上

　
祐

介
鎌
田
　
祥
吾

賛
助
会
員

賛
助

会
員

賛
助
会
員

鈴
木
　
由
乃

賛
助

会
員

賛
助

会
員

石
岡

　
和

仁

中
村
　
浩
樹

98



 

5 
 

結びに 

私たちに今できること、 
何もしなければ何も始まりません。 
でも何かすれば何かが起きます。そして行動をすると起こすことができます。 
 
それは 
うまくいかないかもしれないし、うまくいくかもしれない、 
勝つかもしれないし、負けるかもしれない。 
時には辛く遠い回り道なのかもしれない。 
もしかしたら、地域を興す活動は“誰か”がやるのかもしれない。 
 
でもその“誰か“を永遠に育てることも私たち JC のミッションです。 
 
利他のココロを育み“誰か”の為に行動できれば、ココロで繋がった輝くまちができ

ていくと私は信じています。 
我々弘前青年会議所は、利他のココロで行動し、未来へ地域の“人“と共に種をまき

育くんでまいります。 
 

【
ス

ロ
ー

ガ
ン

】
理
事
会

三
國

　
典

央
未

来
へ

地
域

の
“

人
“

と
共

に
種

を
ま

き
育

も
う

直
前
理
事
長

理
事
長

常
任

理
事

大
藪

　
貴

雄

公
益

社
団

法
人

弘
前

青
年

会
議

所
２

０
１

９
年

度
 
組

織
図

（
案

）
総
会

【
基

本
理

念
】

監
事

利
他

の
コ

コ
ロ

輝
く

　
人

が
集

ま
る

ま
ち

へ
工

藤
　

順
敬

須
藤
　
立
也

秋
元
　
駿
一

専
務

理
事

副
理

事
長

副
理
事
長
 

副
理

事
長

 
副
理
事
長
 

櫛
引

　
英

揮
工

藤
　

靖
史

前
田
　
完
治

小
山

田
允

紀
大
湯
　
幸
世

常
任
理
事

比
内
　
理
佑

公
益

財
政

局
長

吉
川

　
裕

之

総
務

委
員

会
会

員
拡

大
委

員
会

地
域
の
絆
連
携
委
員
会

子
ど

も
た

ち
の

夢
創

造
委

員
会

J
A
Y
C
E
E
育
成
委
員

会

事
務

局
長

常
任

理
事

常
任
理
事

工
藤

　
正

貴
山

形
　

昌
弘

太
田
　
脩
皓

三
浦

　
聖

吾
木

村
　

歩
大
場
　
一
巧

下
山

　
千

嘉
三
上
　
優
香

委
員

長
委

員
長

委
員
長

委
員

長
委
員
長

伊
藤

　
英

里
成

田
　

陽
光

木
村
　
真
悦

工
藤

　
晋

一
郎

成
田
　
智
崇

副
委

員
長

副
委

員
長

副
委
員
長

副
委

員
長

副
委
員
長

赤
平

　
智

子
石

岡
　

伸
石

戸
谷

　
春

菜
石
山
　
瑠
衣

菊
地

　
勲

大
高
　
俊

事
務

局
員

委
　

員
委

　
員

委
　
員

委
　

員
委
　
員

小
山

内
　

健
将

葛
西

　
晋

白
石
　
将
一

杉
本

　
藍

新
戸
部
　
大
輝

野
村

　
太

郎
齊

藤
　

雄
太

野
宮
　
智
之

成
田

　
志

穂
福
士
　
蔵

長
内
　
遼
太
郎

馬
場

　
和

平

篠
原

　
典

孝
福
島
　
英
一

福
井

　
啓

之
八
木
橋
　
直
子

下
山

　
裕

之
三
上
　
恵
美

山
内

　
尚

美
村
上
　
大
輔

今
井
　
和
之

三
上

　
祐

介
鎌
田
　
祥
吾

賛
助
会
員

賛
助

会
員

賛
助
会
員

鈴
木
　
由
乃

賛
助

会
員

賛
助

会
員

石
岡

　
和

仁

中
村
　
浩
樹

98



Ver4 

公益社団法人 弘前青年会議所 2019 年度 職務分掌（案） 

副理事長 
理事長補佐 
担当委員会の統括責任者 
担当委員会の対外的活動に対する問題処理及び行政

機関、関係団体等への折衝並びに応接 
その他 
 
専務理事 
担当委員会の事業統括 
総務財政に関する事務及び事務局の統括 
各種関係団体窓口 
公認会計士窓口 
外部監査対応 
渉外関係窓口 
その他 
 
事務局長 
常任理事会の運営 
専務理事補佐並びに事務局運営 
担当委員会の運営統括 
基本資料・メンバーズリスト・定款・名刺の作成 
HP・各 SNS・広報総合管理 
渉外関係補佐 
その他 
 
公益財政局長 
専務理事補佐並びに財政管理 
コンプライアンス及び財政指導 
公益法人運営の精査・調整 
会費の徴収 
外部監査対応補佐 
その他 
 
担当常任理事 
担当委員会の運営統括 
公益目的に資する企画・運営 
その他 
 
 

各委員会共通事項 
例会の企画・運営 
 
総務委員委員長及び委員会 
理事会の運営・各種会議運営 
会議議事録の作成 
アテンダンスポイントの集計 
基本資料・メンバーズリスト・定款・名刺の作成 
新年祝賀会の企画・運営 
防災減災に関する事業の企画・運営 
その他 
 
拡大委員長及び委員会 
会員拡大窓口 
まんじ札事業の企画・運営 
卒業式の企画・運営 
その他 
 
地域の絆連携委員長及び委員会 
地域連携事業の企画・運営 
剛情張りねぷた事業の企画・運営 
その他 
 
子どもたちの夢創造委員長及び委員会 
青少年事業の企画・運営 
わんぱく相撲事業の企画・運営 
ちびっ子ねぷたのお通りだい実行委員会の運営 
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JAYCEE 育成委員長及び委員会 
会員研修の企画・運営 
新人研修の企画・運営 
あおいりんごの作成・発行 
その他 

年度 出向者一覧（案）
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総務グループ 渉外委員会 委 員 大藪 貴雄

（石川副会頭補佐）
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幹 事 成田 志穂

委 員 小山田允紀

青森ブロック協議会

副会長 須藤 立也

監査担当役員 三國 典央

アカデミー大学 塾 長 比内 理佑

委 員 石山 瑠衣

成田 陽光

成田 智崇

木村 歩

木村 真悦

石戸谷春菜

青森強靭化委員会 副委員長

委 員 葛西 晋

挑戦する 支援委員会 委 員 野村 太郎

青森デザイン委員会 委 員 大高 俊

選ばれる青森構築委員会 委 員 福井 啓之

総務広報委員会 委 員 白石 将一

事務局次長 新戸部大輝
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2019年度

公益社団法人弘前青年会議所

事　業　計　画



所 在 地 ： 青 森 県 弘 前 市
大 字 東 長 町 47 番 地 -2

JAYCEE育成委員会 会員研修

会員拡大委員会 会員拡大窓口

例会の企画・運営

子どもたちの夢創造委員会 青少年事業の企画・運営

本部

公3 防災・減災に寄与する事業

子どもたちの夢創造委員会 ちびっ子ねぷたのお通りだい実行委員会の運営

総務委員会 防災・減災に関する事業の企画・運営

公2
青少年の健全な育成に

寄与する事業
子どもたちの夢創造委員会 わんぱく相撲事業の企画・運営

他2
会員の拡大及び会員相互
の情報の共有等に関する事

業

2019年度　事業・組織体系図

地域の絆連携委員会 地域連携事業の企画・運営

地域の絆連携委員会公1
地域社会の健全な発展に

寄与する事業

他1 会員の資質・親睦向上事業 JAYCEE育成委員会 新人研修

剛情張大太鼓事業の企画・運営

会員拡大委員会 まんじ札事業の企画・運営

全体事業

－
 
1
4
2
 
－

公益社団法人 弘前青年会議所 2019 年度 事業計画書（案）

事業番号・区分 ： 公 1 地域社会の健全な発展に寄与する事業

委 員 会 名 ： 地域の絆連携委員会

事 業 名 地域連携事業

職 務 分 掌 ： 地域連携事業の企画・運営

事 業 要 項

事業実施に至る

背 景
:

地方創生が叫ばれる中、若い世代を中心に人口が首都圏へ集中する流れがあり、地方

の少子高齢化が進み地域が衰退してきている。

意義・目的（対外）
：

地域の人達と共に自分たちの地域の魅力を知り、事業を通して関わる人の人材育成を

目的とする。

意義・目的（対内）

：

事業を通して関わる人の人材育成をすることにより地域のリーダーとしての自覚と覚

悟をもち、地域の未来を切り拓き、明るい豊かな社会への実現の一歩を踏み出すこと

を目的とする。

事 業 の 対 象 者

対 外 ： 一般市民

対 内 ： 会員

事 業 概 要

事 業 内 容

：

・次世代を担う若者と共に事業を構築する

・地域の魅力を知り発信する

・イベントブースの設置

・世代を問わず家族や友人で楽しめる空間の演出

財 源 ： 入会金及び会費、外部資金等

予 算 ： ¥5,000,000

事 業 の 公 益 性 ： あり

年間スケジュール

2018 年

10 月～12 月
：

企画・準備

2019 年

1 月～5 月
：

企画・準備

6 月～8 月 ： 企画・準備・広報

9 月～10 月 ： 事業実施

公 益 性

事 業 の 種 類 ： 地域社会の健全な発展を目的とする事業

別 表 の 号 ： 19

該 当 理 由 ： 本事業は地域の人達と共に自分たちの地域の魅力を知り、事業を通してそれに関わる

地域連携事業

－ 143 －1514



所 在 地 ： 青 森 県 弘 前 市
大 字 東 長 町 47 番 地 -2

JAYCEE育成委員会 会員研修

会員拡大委員会 会員拡大窓口

例会の企画・運営

子どもたちの夢創造委員会 青少年事業の企画・運営

本部

公3 防災・減災に寄与する事業

子どもたちの夢創造委員会 ちびっ子ねぷたのお通りだい実行委員会の運営

総務委員会 防災・減災に関する事業の企画・運営

公2
青少年の健全な育成に

寄与する事業
子どもたちの夢創造委員会 わんぱく相撲事業の企画・運営

他2
会員の拡大及び会員相互
の情報の共有等に関する事

業

2019年度　事業・組織体系図

地域の絆連携委員会 地域連携事業の企画・運営

地域の絆連携委員会公1
地域社会の健全な発展に

寄与する事業

他1 会員の資質・親睦向上事業 JAYCEE育成委員会 新人研修

剛情張大太鼓事業の企画・運営

会員拡大委員会 まんじ札事業の企画・運営

全体事業

－
 
1
4
2
 
－

公益社団法人 弘前青年会議所 2019 年度 事業計画書（案）

事業番号・区分 ： 公 1 地域社会の健全な発展に寄与する事業

委 員 会 名 ： 地域の絆連携委員会

事 業 名 地域連携事業

職 務 分 掌 ： 地域連携事業の企画・運営

事 業 要 項

事業実施に至る

背 景
:

地方創生が叫ばれる中、若い世代を中心に人口が首都圏へ集中する流れがあり、地方

の少子高齢化が進み地域が衰退してきている。

意義・目的（対外）
：

地域の人達と共に自分たちの地域の魅力を知り、事業を通して関わる人の人材育成を

目的とする。

意義・目的（対内）

：

事業を通して関わる人の人材育成をすることにより地域のリーダーとしての自覚と覚

悟をもち、地域の未来を切り拓き、明るい豊かな社会への実現の一歩を踏み出すこと

を目的とする。

事 業 の 対 象 者

対 外 ： 一般市民

対 内 ： 会員

事 業 概 要

事 業 内 容

：

・次世代を担う若者と共に事業を構築する

・地域の魅力を知り発信する

・イベントブースの設置

・世代を問わず家族や友人で楽しめる空間の演出

財 源 ： 入会金及び会費、外部資金等

予 算 ： ¥5,000,000

事 業 の 公 益 性 ： あり

年間スケジュール

2018 年

10 月～12 月
：

企画・準備

2019 年

1 月～5 月
：

企画・準備

6 月～8 月 ： 企画・準備・広報

9 月～10 月 ： 事業実施

公 益 性

事 業 の 種 類 ： 地域社会の健全な発展を目的とする事業

別 表 の 号 ： 19

該 当 理 由 ： 本事業は地域の人達と共に自分たちの地域の魅力を知り、事業を通してそれに関わる

地域連携事業

－ 143 －1514



人の人材育成と新たなブランドの確立を目指し、地域を活性化することを目的として

おり、「地域社会の健全な発展を目的とする事業」に該当する。

事 業 の 公 益 性 ： チェックポイント事業区分 チェックポイントに該当する旨の説明

（18）上記の事業区分に該当しない場合

１．事業目的（趣旨：不特定多数でない者

の利益の増進への寄与を主たる目的に掲

げていないかを確認する趣旨。）

１．本事業は一般市民全般を対象として、

自分たちの地域の魅力を知り、事業を通し

てそれに関わる人の人材育成と新たなブ

ランドの確立を目指し、地域を活性化する

ことを目的とし、ホームページ等により広

く告知している。

２．事業の合目的性(趣旨：事業の内容や

手段が事業目的を実現するのに適切なも

のになっているかを確認する趣旨)

ア 受益の機会の公開(例 受益の機会

が、一般に開かれているか)

ア 本事業は一般市民全般を対象として

おり、特に制限を設けていないことから受

益の機会は一般に開かれている。

イ 事業の質を確保するための方策(例

専門家が適切に関与しているか)

ウ 審査・選考の公正性の確保(例 当該

事業が審査・選考を伴う場合、審査・選考

が公正に行われることとなっているか)

ウ 本事業において、審査・選考は伴わな

い。

エ その他(例 公益目的として設定した

事業目的と異なり、業界団体の販売促進、

共同宣伝になっていないか)

エ 特定の団体や業界の利益を図るもの

ではない。

－ 144 －

公益社団法人 弘前青年会議所 2019 年度 事業計画書（案）

事業番号・区分 ： 公 1 地域社会の健全な発展に寄与する事業

委 員 会 名 ： 地域の絆連携委員会

事 業 名 ： 剛情張大太鼓事業

職 務 分 掌 ： 剛情張りねぷた事業の企画・運営

事 業 要 項

事業実施に至る

背 景
:

2018 年度に弘前青年会議所では剛情張大太鼓を復活させましたが、後継者の育成・運

行に伴う知識・経験が未だ乏しい現状がある。

意義・目的（対外）
：

市内外の人たちに伝統文化である弘前ねぷたまつりの剛情張大太鼓の魅力と知識を知

っていただき、この地域の郷土愛を育む事を目的とする

意義・目的（対内）
：

一人ひとりが剛情張大太鼓の運行知識を理解し、地域のリーダーとして人に伝えられ

る人財となることを目的とする。

事 業 の 対 象 者

対 外 ： 一般市民

対 内 ： 会員

事 業 概 要

事 業 内 容

：

・弘前ねぷたまつりでの剛情張大太鼓の運行

・県内外への情報発信

・太鼓の叩き手から運行管理者までの人財の育成

財 源 ： 入会金及び会費、外部資金等

予 算 ： ¥400,000

事 業 の 公 益 性 ： あり

年間スケジュール

2018 年

10 月～12 月
：

企画・準備

2019 年

1 月～5 月
：

企画・準備・情報発信・叩き手等公募

2019 年

6 月～7 月
：

企画・準備

叩き手・運行管理者の育成

8 月 ： 事業実施

公 益 性

事業の種類 ： 地域社会の健全な発展を目的とする事業

別表の号 ： 19

該当理由 ：
本事業は市内外の人たちに伝統文化である弘前ねぷたまつりの剛情張大太鼓の魅力

を知ってもらい、市民が一体となって存続の可能性を見出し継承することを目的とし

剛情張大太鼓事業

－ 145 －1716



人の人材育成と新たなブランドの確立を目指し、地域を活性化することを目的として

おり、「地域社会の健全な発展を目的とする事業」に該当する。

事 業 の 公 益 性 ： チェックポイント事業区分 チェックポイントに該当する旨の説明

（18）上記の事業区分に該当しない場合

１．事業目的（趣旨：不特定多数でない者

の利益の増進への寄与を主たる目的に掲

げていないかを確認する趣旨。）

１．本事業は一般市民全般を対象として、

自分たちの地域の魅力を知り、事業を通し

てそれに関わる人の人材育成と新たなブ

ランドの確立を目指し、地域を活性化する

ことを目的とし、ホームページ等により広

く告知している。

２．事業の合目的性(趣旨：事業の内容や

手段が事業目的を実現するのに適切なも

のになっているかを確認する趣旨)

ア 受益の機会の公開(例 受益の機会

が、一般に開かれているか)

ア 本事業は一般市民全般を対象として

おり、特に制限を設けていないことから受

益の機会は一般に開かれている。

イ 事業の質を確保するための方策(例

専門家が適切に関与しているか)

ウ 審査・選考の公正性の確保(例 当該

事業が審査・選考を伴う場合、審査・選考

が公正に行われることとなっているか)

ウ 本事業において、審査・選考は伴わな

い。

エ その他(例 公益目的として設定した

事業目的と異なり、業界団体の販売促進、

共同宣伝になっていないか)

エ 特定の団体や業界の利益を図るもの

ではない。

－ 144 －

公益社団法人 弘前青年会議所 2019 年度 事業計画書（案）

事業番号・区分 ： 公 1 地域社会の健全な発展に寄与する事業

委 員 会 名 ： 地域の絆連携委員会

事 業 名 ： 剛情張大太鼓事業

職 務 分 掌 ： 剛情張りねぷた事業の企画・運営

事 業 要 項

事業実施に至る

背 景
:

2018 年度に弘前青年会議所では剛情張大太鼓を復活させましたが、後継者の育成・運

行に伴う知識・経験が未だ乏しい現状がある。

意義・目的（対外）
：

市内外の人たちに伝統文化である弘前ねぷたまつりの剛情張大太鼓の魅力と知識を知

っていただき、この地域の郷土愛を育む事を目的とする

意義・目的（対内）
：

一人ひとりが剛情張大太鼓の運行知識を理解し、地域のリーダーとして人に伝えられ

る人財となることを目的とする。

事 業 の 対 象 者

対 外 ： 一般市民

対 内 ： 会員

事 業 概 要

事 業 内 容

：

・弘前ねぷたまつりでの剛情張大太鼓の運行

・県内外への情報発信

・太鼓の叩き手から運行管理者までの人財の育成

財 源 ： 入会金及び会費、外部資金等

予 算 ： ¥400,000

事 業 の 公 益 性 ： あり

年間スケジュール

2018 年

10 月～12 月
：

企画・準備

2019 年

1 月～5 月
：

企画・準備・情報発信・叩き手等公募

2019 年

6 月～7 月
：

企画・準備

叩き手・運行管理者の育成

8 月 ： 事業実施

公 益 性

事業の種類 ： 地域社会の健全な発展を目的とする事業

別表の号 ： 19

該当理由 ：
本事業は市内外の人たちに伝統文化である弘前ねぷたまつりの剛情張大太鼓の魅力

を知ってもらい、市民が一体となって存続の可能性を見出し継承することを目的とし

剛情張大太鼓事業

－ 145 －1716



ており、「地域社会の健全な発展を目的とする事業」に該当する。

事業の公益性 ： チェックポイント事業区分 チェックポイントに該当する旨の説明

（18）上記の事業区分に該当しない場合

1.事業目的（趣旨：不特定多数でない者の

利益の増進への寄与を主たる目的に掲げ

ていないかを確認する趣旨。）

1.本事業は市民全般を対象として、市内外

の人たちに伝統文化である弘前ねぷたま

つりの剛情張大太鼓の魅力を知ってもら

い、市民が一体となって存続の可能性を見

出し継承することを目的とし、ホームペー

ジ等により広く告知している。

2.事業の合目的性(趣旨：事業の内容や手

段が事業目的を実現するのに適切なもの

になっているかを確認する趣旨)
ア 受益の機会の公開(例 受益の機会

が、一般に開かれているか)
ア 本事業は市民全般を対象としており、

特に制限を設けていないことから受益の

機会は一般に開かれている。

イ 事業の質を確保するための方策(例
専門家が適切に関与しているか)
ウ 審査・選考の公正性の確保(例 当該

事業が審査・選考を伴う場合、審査・選考

が公正に行われることとなっているか)

ウ 本事業において、審査・選考は伴わな

い。

エ その他(例 公益目的として設定した

事業目的と異なり、業界団体の販売促進、

共同宣伝になっていないか)

エ 特定の団体や業界の利益を図るもの

ではない。

－ 146 －

公益社団法人 弘前青年会議所 2019 年度 事業計画書（案）

事業番号・区分 ： 公 1 地域社会の健全な発展に寄与する事業

委 員 会 名 ： 会員拡大委員会

事 業 名 ： まんじ札事業

職 務 分 掌 ： まんじ札事業の企画・運営

事 業 要 項

事業実施に至る

背 景 :

当 LOM が復刻させ 8 年目を迎える本事業は、将来を担う子ども達や地域住民、訪れ

た観光客など幅広い層へ弘前の魅力を知ってもらう絶好のツールである。そのため

今後とも継続していく必要がある。

意義・目的(対外）
：

まんじ札を通じ、店舗・施設を訪れた人と交流を図るとともに街歩きをしながら、

まんじ札を収集することで弘前の魅力を発見することを目的とする。

意義・目的(対内）
：

まんじ札を通じ、店舗・施設、弘前の魅力を新たに発見し、郷土愛を育むことを目

的とする。

事 業 の 対 象 者

対 外 ： 一般市民、地域企業、公共施設他

対 内 ： 会員

事 業 概 要

事 業 内 容

：

まんじ札の作成、配布

コンプリートした方への特典考案、作成、配布

まんじ札の告知活動

参加店舗へ事後アンケート

財 源 ： 入会金及び会費、参加料他

予 算 ： ¥410,000

事 業 の 公 益 性 ： あり

年間スケジュール

2018 年

10 月～12 月
：

2018 年度からの引継ぎ

2019 年

1 月～6 月
：

企画・準備

7 月～9 月 ： 企画・準備・実施

公 益 性

事業の種類 ： 地域社会の健全な発展を目的とする事業

別表の号 ： 19

該当理由 ：
本事業は人と人の交流、街歩きを行いながら弘前の魅力を再発見する機会を提供し、

地域社会の活性化へ貢献することを目的としており、「地域社会の健全な発展を目的

まんじ札事業

－ 147 －1918



ており、「地域社会の健全な発展を目的とする事業」に該当する。

事業の公益性 ： チェックポイント事業区分 チェックポイントに該当する旨の説明

（18）上記の事業区分に該当しない場合

1.事業目的（趣旨：不特定多数でない者の

利益の増進への寄与を主たる目的に掲げ

ていないかを確認する趣旨。）

1.本事業は市民全般を対象として、市内外

の人たちに伝統文化である弘前ねぷたま

つりの剛情張大太鼓の魅力を知ってもら

い、市民が一体となって存続の可能性を見

出し継承することを目的とし、ホームペー

ジ等により広く告知している。

2.事業の合目的性(趣旨：事業の内容や手

段が事業目的を実現するのに適切なもの

になっているかを確認する趣旨)
ア 受益の機会の公開(例 受益の機会

が、一般に開かれているか)
ア 本事業は市民全般を対象としており、

特に制限を設けていないことから受益の

機会は一般に開かれている。

イ 事業の質を確保するための方策(例
専門家が適切に関与しているか)
ウ 審査・選考の公正性の確保(例 当該

事業が審査・選考を伴う場合、審査・選考

が公正に行われることとなっているか)

ウ 本事業において、審査・選考は伴わな

い。

エ その他(例 公益目的として設定した

事業目的と異なり、業界団体の販売促進、

共同宣伝になっていないか)

エ 特定の団体や業界の利益を図るもの

ではない。

－ 146 －

公益社団法人 弘前青年会議所 2019 年度 事業計画書（案）

事業番号・区分 ： 公 1 地域社会の健全な発展に寄与する事業

委 員 会 名 ： 会員拡大委員会

事 業 名 ： まんじ札事業

職 務 分 掌 ： まんじ札事業の企画・運営

事 業 要 項

事業実施に至る

背 景 :

当 LOM が復刻させ 8 年目を迎える本事業は、将来を担う子ども達や地域住民、訪れ

た観光客など幅広い層へ弘前の魅力を知ってもらう絶好のツールである。そのため

今後とも継続していく必要がある。

意義・目的(対外）
：

まんじ札を通じ、店舗・施設を訪れた人と交流を図るとともに街歩きをしながら、

まんじ札を収集することで弘前の魅力を発見することを目的とする。

意義・目的(対内）
：

まんじ札を通じ、店舗・施設、弘前の魅力を新たに発見し、郷土愛を育むことを目

的とする。

事 業 の 対 象 者

対 外 ： 一般市民、地域企業、公共施設他

対 内 ： 会員

事 業 概 要

事 業 内 容

：

まんじ札の作成、配布

コンプリートした方への特典考案、作成、配布

まんじ札の告知活動

参加店舗へ事後アンケート

財 源 ： 入会金及び会費、参加料他

予 算 ： ¥410,000

事 業 の 公 益 性 ： あり

年間スケジュール

2018 年

10 月～12 月
：

2018 年度からの引継ぎ

2019 年

1 月～6 月
：

企画・準備

7 月～9 月 ： 企画・準備・実施

公 益 性

事業の種類 ： 地域社会の健全な発展を目的とする事業

別表の号 ： 19

該当理由 ：
本事業は人と人の交流、街歩きを行いながら弘前の魅力を再発見する機会を提供し、

地域社会の活性化へ貢献することを目的としており、「地域社会の健全な発展を目的

まんじ札事業

－ 147 －1918



とする事業」に該当する。

事業の公益性 ： チェックポイント事業区分 チェックポイントに該当する旨の説明

（18）上記の事業区分に該当しない場合

1.事業目的（趣旨：不特定多数でない者の

利益の増進への寄与を主たる目的に掲げ

ていないかを確認する趣旨。）

1.本事業は市民全般を対象としており、弘

前の魅力を再発見する機会を提供し、地域

活性化へ貢献していく事を目的とし、ホー

ムページ等により広く告知している。

2.事業の合目的性(趣旨：事業の内容や手

段が事業目的を実現するのに適切なもの

になっているかを確認する趣旨)
ア 受益の機会の公開(例 受益の機会

が、一般に開かれているか)
ア 本事業は市民全般を対象としており、

特に制限を設けていないことから受益の

機会は一般に開かれている。

イ 事業の質を確保するための方策(例
専門家が適切に関与しているか)
ウ 審査・選考の公正性の確保(例 当該

事業が審査・選考を伴う場合、審査・選考

が公正に行われることとなっているか)

ウ 参加店舗等の選定に際し、本事業の意

義目的及び事業内容に合致しているもの

か委員会にて十分検討した上で、公正に選

考を行う。

エ その他(例 公益目的として設定した

事業目的と異なり、業界団体の販売促進、

共同宣伝になっていないか)

エ 特定の団体や業界の利益を図るもの

ではない。

－ 148 －

公益社団法人 弘前青年会議所 2019 年度 事業計画書（案）

事業番号・区分 ： 公 2 青少年の健全な育成に寄与する事業

委 員 会 名 ： 子どもたちの夢創造委員会

事 業 名 ： 子どもたちの夢創造事業

職 務 分 掌 ： 青少年事業の企画・運営

事 業 要 項

事業実施に至る

背 景
:

子どもの笑顔や活気は地域の元気の源であり、必要とされている。また、夢は追いか

け実現させることで心をより豊かにすることができる。地域の宝である子どもたちが、

子どもの頃から明確な夢を持ち、その夢を実現できるように考え行動することは、地

域の未来を変える可能性を秘めている。

意義・目的（対外）

：

人生の進路を決める子どもたちに対し、夢を妄想や願いで終わらせず、夢は実現でき

るものであると自覚し実現に向けて一歩踏み出す勇気と気付きを与えることを目的と

する。

意義・目的（対内）
：

事業への参加を通し、会員自身の夢を見つめ直し、夢と目標の違いを再認識し一歩踏

み出すことを目的とする。

事 業 の 対 象 者

対 外 ： 市内外の子どもたち

対 内 ： 会員

事 業 概 要

事 業 内 容
：

① 夢に向かって一歩踏み出す勇気と気付きを与える機会の提供。

② 夢に向かって一歩踏み出す子どもたちによる夢のプレゼンテーションの開催。

財 源 ： 入会金、会費及び助成金

予 算 ： ￥1,860,000

事 業 の 公 益 性 ： あり

年間スケジュール

2019 年 3 月 ： 企画・準備

4 月 ： 企画・準備

5 月 ： 夢募集

6 月 ： 書類選考、面談

7 月 ： 事業実施

8 月 ： 事業実施

9 月 ： 事業実施

公 益 性

事 業 の 種 類 ： 児童又は青少年の健全な育成を目的とする事業

別 表 の 号 ： 7

子どもたちの夢創造事業

－ 149 －2120



とする事業」に該当する。

事業の公益性 ： チェックポイント事業区分 チェックポイントに該当する旨の説明

（18）上記の事業区分に該当しない場合

1.事業目的（趣旨：不特定多数でない者の

利益の増進への寄与を主たる目的に掲げ

ていないかを確認する趣旨。）

1.本事業は市民全般を対象としており、弘

前の魅力を再発見する機会を提供し、地域

活性化へ貢献していく事を目的とし、ホー

ムページ等により広く告知している。

2.事業の合目的性(趣旨：事業の内容や手

段が事業目的を実現するのに適切なもの

になっているかを確認する趣旨)
ア 受益の機会の公開(例 受益の機会

が、一般に開かれているか)
ア 本事業は市民全般を対象としており、

特に制限を設けていないことから受益の

機会は一般に開かれている。

イ 事業の質を確保するための方策(例
専門家が適切に関与しているか)
ウ 審査・選考の公正性の確保(例 当該

事業が審査・選考を伴う場合、審査・選考

が公正に行われることとなっているか)

ウ 参加店舗等の選定に際し、本事業の意

義目的及び事業内容に合致しているもの

か委員会にて十分検討した上で、公正に選

考を行う。

エ その他(例 公益目的として設定した

事業目的と異なり、業界団体の販売促進、

共同宣伝になっていないか)

エ 特定の団体や業界の利益を図るもの

ではない。

－ 148 －

公益社団法人 弘前青年会議所 2019 年度 事業計画書（案）

事業番号・区分 ： 公 2 青少年の健全な育成に寄与する事業

委 員 会 名 ： 子どもたちの夢創造委員会

事 業 名 ： 子どもたちの夢創造事業

職 務 分 掌 ： 青少年事業の企画・運営

事 業 要 項

事業実施に至る

背 景
:

子どもの笑顔や活気は地域の元気の源であり、必要とされている。また、夢は追いか

け実現させることで心をより豊かにすることができる。地域の宝である子どもたちが、

子どもの頃から明確な夢を持ち、その夢を実現できるように考え行動することは、地

域の未来を変える可能性を秘めている。

意義・目的（対外）

：

人生の進路を決める子どもたちに対し、夢を妄想や願いで終わらせず、夢は実現でき

るものであると自覚し実現に向けて一歩踏み出す勇気と気付きを与えることを目的と

する。

意義・目的（対内）
：

事業への参加を通し、会員自身の夢を見つめ直し、夢と目標の違いを再認識し一歩踏

み出すことを目的とする。

事 業 の 対 象 者

対 外 ： 市内外の子どもたち

対 内 ： 会員

事 業 概 要

事 業 内 容
：

① 夢に向かって一歩踏み出す勇気と気付きを与える機会の提供。

② 夢に向かって一歩踏み出す子どもたちによる夢のプレゼンテーションの開催。

財 源 ： 入会金、会費及び助成金

予 算 ： ￥1,860,000

事 業 の 公 益 性 ： あり

年間スケジュール

2019 年 3 月 ： 企画・準備

4 月 ： 企画・準備

5 月 ： 夢募集

6 月 ： 書類選考、面談

7 月 ： 事業実施

8 月 ： 事業実施

9 月 ： 事業実施

公 益 性

事 業 の 種 類 ： 児童又は青少年の健全な育成を目的とする事業

別 表 の 号 ： 7

子どもたちの夢創造事業

－ 149 －2120



該 当 理 由 ：

本事業は人生の進路を決める子供達に対し、夢を妄想や願いで終わらせず、夢は実現

できるものであると自覚し、実現に向けて一歩踏み出す勇気と気付きを与えることを

目的としているため、「児童又は青少年の健全な育成を目的とする事業」に該当する。

事 業 の 公 益 性 ： チェックポイント事業区分 チェックポイントに該当する旨の説明

（18）上記の事業区分に該当しない場合

１．事業目的（趣旨：不特定多数でない者

の利益の増進への寄与を主たる目的に掲

げていないかを確認する趣旨。）

１．本事業は子供達を対象として、夢は実

現できるものであると自覚し、実現に向け

て勇気と気付きを与える機会と提供する

ことで自己肯定感を高めることを目的と

し、ホームページ等により広く告知してい

る。

２．事業の合目的性(趣旨：事業の内容や

手段が事業目的を実現するのに適切なも

のになっているかを確認する趣旨)

ア 受益の機会の公開(例 受益の機会

が、一般に開かれているか)

ア 本事業は子供達全般を対象としてお

り、特に制限を設けていないことから受益

の機会は一般に開かれている。

イ 事業の質を確保するための方策(例

専門家が適切に関与しているか)

イ 本事業は弘前市教育委員会の協力を

得ながら事業運営をする。

ウ 審査・選考の公正性の確保(例 当該

事業が審査・選考を伴う場合、審査・選考

が公正に行われることとなっているか)

ウ 事業化する案件の意義目的・内容とそ

の効果が、本事業と合致するものか委員会

にて十分検討し、公正に選考する。

エ その他(例 公益目的として設定した

事業目的と異なり、業界団体の販売促進、

共同宣伝になっていないか)

エ 特定の団体や業界の利益を図るもの

ではない。

－ 150 －

公益社団法人 弘前青年会議所 2019 年度 事業計画書（案）

事業番号・区分 ： 公 2 青少年の健全な育成に寄与する事業

委 員 会 名 ： 子どもたちの夢創造委員会

事 業 名 ： わんぱく相撲事業

職 務 分 掌 ： わんぱく相撲の企画・運営

事 業 要 項

事業実施に至る

背 景

:

わんぱく相撲は1977年に公益社団法人東京青年会議所が青少年健全育成事業として展

開し、現在では全国 211LOM、4 万人もの子どもたちが参加する、最大規模の相撲大会

になっており、当 LOM においても第 1 回全国大会開催当初より LOM 大会を開催してき

た。長年にわたって多くの子どもたちに夢と感動を与え続けてきた実績があり、今後

も継続する必要がある。

意義・目的（対外）
：

子どもたちが心身の鍛錬を通して、礼節を学び、努力や思いやりの精神を養い、心豊

かに成長することを目的とする。

意義・目的（対内）

：

JC の主要事業として定着化に向かっているわんぱく相撲事業の一端を担い、子どもた

ちの夢と感動に想いを重ね、力の限り事業を構築できる JAYCEE へ成長することを目的

とする。

事 業 の 対 象 者

対 外 ： 小学生、一般観覧者

対 内 ： 会員

事 業 概 要

事 業 内 容

：

・わんぱく相撲ＬＯＭ大会を企画運営する。

・わんぱく相撲全国大会において選手を引率する。

・わんぱく相撲女子全国大会において選手を引率する。

財 源 ： 入会金及び会費、受取負担金

予 算 ： ¥190,000

事 業 の 公 益 性 ： あり

年間スケジュール

2018 年 10 月 ： 6 日  わんぱく相撲全国大会参加 LOM 説明会（於：全国大会宮崎大会）

11 月 ： 30 日迄 わんぱく相撲全国大会エントリー締め切り

2019 年 1月 ： 19 日  わんぱく相撲全国大会オリエンテーション（於：京都会議）

3 月 ： 中旬  ポスター、メダル受領

4 月 ： 7 日  審判員講習会

6 月 30 日迄 LOM 大会開催、全国大会出場選手登録締切

7 月

上旬  全国大会取組、席割、宿泊相撲部屋抽選

27 日  第 35 回わんぱく相撲全国大会リハーサル、わんぱく子ども教室開催

28 日  第 35 回わんぱく相撲全国大会

わんぱく相撲事業

－ 151 －2322



該 当 理 由 ：

本事業は人生の進路を決める子供達に対し、夢を妄想や願いで終わらせず、夢は実現

できるものであると自覚し、実現に向けて一歩踏み出す勇気と気付きを与えることを

目的としているため、「児童又は青少年の健全な育成を目的とする事業」に該当する。

事 業 の 公 益 性 ： チェックポイント事業区分 チェックポイントに該当する旨の説明

（18）上記の事業区分に該当しない場合

１．事業目的（趣旨：不特定多数でない者

の利益の増進への寄与を主たる目的に掲

げていないかを確認する趣旨。）

１．本事業は子供達を対象として、夢は実

現できるものであると自覚し、実現に向け

て勇気と気付きを与える機会と提供する

ことで自己肯定感を高めることを目的と

し、ホームページ等により広く告知してい

る。

２．事業の合目的性(趣旨：事業の内容や

手段が事業目的を実現するのに適切なも

のになっているかを確認する趣旨)

ア 受益の機会の公開(例 受益の機会

が、一般に開かれているか)

ア 本事業は子供達全般を対象としてお

り、特に制限を設けていないことから受益

の機会は一般に開かれている。

イ 事業の質を確保するための方策(例

専門家が適切に関与しているか)

イ 本事業は弘前市教育委員会の協力を

得ながら事業運営をする。

ウ 審査・選考の公正性の確保(例 当該

事業が審査・選考を伴う場合、審査・選考

が公正に行われることとなっているか)

ウ 事業化する案件の意義目的・内容とそ

の効果が、本事業と合致するものか委員会

にて十分検討し、公正に選考する。

エ その他(例 公益目的として設定した

事業目的と異なり、業界団体の販売促進、

共同宣伝になっていないか)

エ 特定の団体や業界の利益を図るもの

ではない。

－ 150 －

公益社団法人 弘前青年会議所 2019 年度 事業計画書（案）

事業番号・区分 ： 公 2 青少年の健全な育成に寄与する事業

委 員 会 名 ： 子どもたちの夢創造委員会

事 業 名 ： わんぱく相撲事業

職 務 分 掌 ： わんぱく相撲の企画・運営

事 業 要 項

事業実施に至る

背 景

:

わんぱく相撲は1977年に公益社団法人東京青年会議所が青少年健全育成事業として展

開し、現在では全国 211LOM、4 万人もの子どもたちが参加する、最大規模の相撲大会

になっており、当 LOM においても第 1 回全国大会開催当初より LOM 大会を開催してき

た。長年にわたって多くの子どもたちに夢と感動を与え続けてきた実績があり、今後

も継続する必要がある。

意義・目的（対外）
：

子どもたちが心身の鍛錬を通して、礼節を学び、努力や思いやりの精神を養い、心豊

かに成長することを目的とする。

意義・目的（対内）

：

JC の主要事業として定着化に向かっているわんぱく相撲事業の一端を担い、子どもた

ちの夢と感動に想いを重ね、力の限り事業を構築できる JAYCEE へ成長することを目的

とする。

事 業 の 対 象 者

対 外 ： 小学生、一般観覧者

対 内 ： 会員

事 業 概 要

事 業 内 容

：

・わんぱく相撲ＬＯＭ大会を企画運営する。

・わんぱく相撲全国大会において選手を引率する。

・わんぱく相撲女子全国大会において選手を引率する。

財 源 ： 入会金及び会費、受取負担金

予 算 ： ¥190,000

事 業 の 公 益 性 ： あり

年間スケジュール

2018 年 10 月 ： 6 日  わんぱく相撲全国大会参加 LOM 説明会（於：全国大会宮崎大会）

11 月 ： 30 日迄 わんぱく相撲全国大会エントリー締め切り

2019 年 1月 ： 19 日  わんぱく相撲全国大会オリエンテーション（於：京都会議）

3 月 ： 中旬  ポスター、メダル受領

4 月 ： 7 日  審判員講習会

6 月 30 日迄 LOM 大会開催、全国大会出場選手登録締切

7 月

上旬  全国大会取組、席割、宿泊相撲部屋抽選

27 日  第 35 回わんぱく相撲全国大会リハーサル、わんぱく子ども教室開催

28 日  第 35 回わんぱく相撲全国大会

わんぱく相撲事業

－ 151 －2322



8 月
24 日  第 1 回わんぱく相撲女子全国大会リハーサル

25 日  第 1 回わんぱく相撲女子全国大会

公 益 性

事 業 の 種 類 ： 児童又は青少年の健全な育成を目的とする事

別 表 の 号 ： 7

該 当 理 由 ：

本事業は子どもたちに、相撲を通じ、心身を鍛錬し、礼節を学び、努力や思いやりの

精神を養い心豊かに成長させることを目的としているため「児童又は青少年の健全な

育成を目的とする事業に該当する。

事 業 の 公 益 性 ： チェックポイント事業区分 チェックポイントに該当する旨の説明

（15）競技会

1.事業目的（趣旨：不特定多数でない者の

利益の増進への寄与を主たる目的に掲げ

ていないかを確認する趣旨。）

1.本事業は不特定多数の青少年を対象と

して、相撲を通じ、心身を鍛錬し、礼節を

学び、努力や思いやりの精神を養い心豊か

に成長させることを目的とし、ホームペー

ジ等により広く告知している。

2.公益目的として設定した趣旨に沿った

競技会となっているか。（例：親睦会のよ

うな活動にとどまっていないか）

2.児童又は青少年の健全な育成を目的と

して、全国大会まで開催される小学生対象

で最大規模の相撲大会となっている。

3.出場者の選定や競技会の運営について

公正なルールを定め、公表しているか。

3.わんぱく相撲全国大会ホームページで

公表されているルールに準じ、校正に運営

を行う。

－ 152 －

公益社団法人 弘前青年会議所 2019 年度 事業計画書（案）

事業番号・区分 ： 公 2 青少年の健全な育成に寄与する事業

委 員 会 名 ： 子どもたちの夢創造委員会

事 業 名 ： ちびっ子ねぷたのお通りだい事業

職 務 分 掌 ： ちびっ子ねぷたのお通りだい実行委員会の運営

事 業 要 項

事業実施に至る

背 景
:

ねぷたは、世代を超えて共に楽しむことができる郷土の文化である。昨今の人口減少、

少子高齢化及び地域コミュニティの希薄化により、ねぷたに参加する子供達が減少し

続ける中、郷土の文化であるねぷたを次世代である子供達に引き継いでいく必要があ

る。

意義・目的（対外） ： 多くの子どもたちにねぷたに対する愛着をもたせ、郷土愛を育むことを目的とする。

意義・目的（対内） ： 郷土の文化であるねぷたを次世代に引き継ぐことを目的とする。

事 業 の 対 象 者

対 外 ： 弘前市内の保育園・幼稚園・認定こども園

対 内 ： 会員

事 業 概 要

事 業 内 容 ： ちびっ子ねぷたのお通りだい実行委員会事務局の運営及び当日運行。

財 源 ： 入会金及び会費

予 算 ： ¥50,000

事 業 の 公 益 性 ： あり

年間スケジュール

2019 年 2 月 ： 実行委員会開催

7 月 ： 実行委員会開催 事業実施

9 月 ： 実行委員会開催

公 益 性

事 業 の 種 類 ： 児童又は青少年の健全な育成を目的とするする事業

別 表 の 号 ： 7

該 当 理 由 ：

次世代を担う子どもたちのまつり参加の意識を高め、子どもたちと地域の人々が楽し

く運行をすることにより、地域の後継者育成を目指すという点において「児童又は青

少年の健全な育成を目的とする事業」に該当する

事 業 の 公 益 性 ： チェックポイント事業区分 チェックポイントに該当する旨の説明

（18）上記滋養区分に該当しない場合

１．事業目的（趣旨：不特定多数でないも

のの利益の増進への寄与を主たる目的に

１．定款に、児童又は青少年の健全な育成

を目的とすることを明記し、事業目的をホ

ちびっ子ねぷたのお通りだい事業

－ 153 －2524



8 月
24 日  第 1 回わんぱく相撲女子全国大会リハーサル

25 日  第 1 回わんぱく相撲女子全国大会

公 益 性

事 業 の 種 類 ： 児童又は青少年の健全な育成を目的とする事

別 表 の 号 ： 7

該 当 理 由 ：

本事業は子どもたちに、相撲を通じ、心身を鍛錬し、礼節を学び、努力や思いやりの

精神を養い心豊かに成長させることを目的としているため「児童又は青少年の健全な

育成を目的とする事業に該当する。

事 業 の 公 益 性 ： チェックポイント事業区分 チェックポイントに該当する旨の説明

（15）競技会

1.事業目的（趣旨：不特定多数でない者の

利益の増進への寄与を主たる目的に掲げ

ていないかを確認する趣旨。）

1.本事業は不特定多数の青少年を対象と

して、相撲を通じ、心身を鍛錬し、礼節を

学び、努力や思いやりの精神を養い心豊か

に成長させることを目的とし、ホームペー

ジ等により広く告知している。

2.公益目的として設定した趣旨に沿った

競技会となっているか。（例：親睦会のよ

うな活動にとどまっていないか）

2.児童又は青少年の健全な育成を目的と

して、全国大会まで開催される小学生対象

で最大規模の相撲大会となっている。

3.出場者の選定や競技会の運営について

公正なルールを定め、公表しているか。

3.わんぱく相撲全国大会ホームページで

公表されているルールに準じ、校正に運営

を行う。

－ 152 －

公益社団法人 弘前青年会議所 2019 年度 事業計画書（案）

事業番号・区分 ： 公 2 青少年の健全な育成に寄与する事業

委 員 会 名 ： 子どもたちの夢創造委員会

事 業 名 ： ちびっ子ねぷたのお通りだい事業

職 務 分 掌 ： ちびっ子ねぷたのお通りだい実行委員会の運営

事 業 要 項

事業実施に至る

背 景
:

ねぷたは、世代を超えて共に楽しむことができる郷土の文化である。昨今の人口減少、

少子高齢化及び地域コミュニティの希薄化により、ねぷたに参加する子供達が減少し

続ける中、郷土の文化であるねぷたを次世代である子供達に引き継いでいく必要があ

る。

意義・目的（対外） ： 多くの子どもたちにねぷたに対する愛着をもたせ、郷土愛を育むことを目的とする。

意義・目的（対内） ： 郷土の文化であるねぷたを次世代に引き継ぐことを目的とする。

事 業 の 対 象 者

対 外 ： 弘前市内の保育園・幼稚園・認定こども園

対 内 ： 会員

事 業 概 要

事 業 内 容 ： ちびっ子ねぷたのお通りだい実行委員会事務局の運営及び当日運行。

財 源 ： 入会金及び会費

予 算 ： ¥50,000

事 業 の 公 益 性 ： あり

年間スケジュール

2019 年 2 月 ： 実行委員会開催

7 月 ： 実行委員会開催 事業実施

9 月 ： 実行委員会開催

公 益 性

事 業 の 種 類 ： 児童又は青少年の健全な育成を目的とするする事業

別 表 の 号 ： 7

該 当 理 由 ：

次世代を担う子どもたちのまつり参加の意識を高め、子どもたちと地域の人々が楽し

く運行をすることにより、地域の後継者育成を目指すという点において「児童又は青

少年の健全な育成を目的とする事業」に該当する

事 業 の 公 益 性 ： チェックポイント事業区分 チェックポイントに該当する旨の説明

（18）上記滋養区分に該当しない場合

１．事業目的（趣旨：不特定多数でないも

のの利益の増進への寄与を主たる目的に

１．定款に、児童又は青少年の健全な育成

を目的とすることを明記し、事業目的をホ

ちびっ子ねぷたのお通りだい事業

－ 153 －2524



掲げていないかを確認する） ームページで公表している。

2．事業の合目的性（趣旨：事業の内容や

手段が事業目的を実現するのに適当なも

のになっているかを確認する趣旨）

ア．受益の機会の公開（例 受益の機会が

一般に開かれてるか）

ア．本事業の直接の受益者は、本事業に参

加する若い世代の子供たちであり、事業へ

の参加は公募によるため受益の機会が一

般に開かれている。

イ．事業の質を確保するための方策（例

専門家が適切に関与しているか）

イ．事業運営のバックアップについてノウ

ハウを持つものが関与し、過去に事業を経

験した者の助言や協力を得ている。

ウ．審査・選考の公正の確保（例 当該事

が審査選考を行う場合審査選考が公正に

行われることとなっている）

ウ．本事業は審査・選考を伴わない。

エ．その他（例 公益的と設定した事業目

的と異なり、業界団体の販売促進、共同宣

伝になっていないか）

エ．特定の財団や業界の利益を図るもので

はない。

－ 154 －

公益社団法人 弘前青年会議所 2019 年度 事業計画書（案）

事業番号・区分 ： 公 3 防災・減災に寄与する事業

委 員 会 名 総務委員会

事 業 名 ： 防災減災事業

職 務 分 掌 ： 防災減災に関する事業の企画・運営

事 業 要 項

事業実施に至る

背 景
:

昨今豪雨や地震などの災害が頻発している。災害が起きた際に一人ひとりが適切な行

動や対応ができるよう、市民が防災減災の意識をもつ必要がある。

意義・目的（対外） ： 市民に防災減災への意識をもっていただくことを目的とする。

意義・目的（対内）
：

災害発生時は適切な知識を基に行動できるよう、災害に対する関心を高めることを目

的とする。

事 業 の 対 象 者

対 外 ： 一般市民

対 内 ： 会員

事 業 概 要

事 業 内 容 ： 一般市民に対し防災減災意識をもっていただく場を企画し、運営する。

財 源 ： 会費及び入会金

予 算 ： ¥50,000

事 業 の 公 益 性 ： あり

年間スケジュール

2019 年   ～9 月 ： 企画、準備

9 月 ： 事業実施

公 益 性

事 業 の 種 類 ： 事故又は災害の防止を目的とする事業

別 表 の 号 ： 11

該 当 理 由 ：
本事業は市民に防災減災への意識をもたせることを目的としているため、「事故又は

災害の防止を目的とする事業」に該当する。

事 業 の 公 益 性 ： チェックポイント事業区分 チェックポイントに該当する旨の説明

（18）上記の事業区分に該当しない場合

１．事業目的（趣旨：不特定多数でない者

の利益の増進への寄与を主たる目的に掲

げていないかを確認する趣旨。）

１．本事業は市民全般を対象として、防災

減災への意識をもたせることを目的とし、

ホームページ等により広く告知している。

防災減災事業

－ 155 －2726



掲げていないかを確認する） ームページで公表している。

2．事業の合目的性（趣旨：事業の内容や

手段が事業目的を実現するのに適当なも

のになっているかを確認する趣旨）

ア．受益の機会の公開（例 受益の機会が

一般に開かれてるか）

ア．本事業の直接の受益者は、本事業に参

加する若い世代の子供たちであり、事業へ

の参加は公募によるため受益の機会が一

般に開かれている。

イ．事業の質を確保するための方策（例

専門家が適切に関与しているか）

イ．事業運営のバックアップについてノウ

ハウを持つものが関与し、過去に事業を経

験した者の助言や協力を得ている。

ウ．審査・選考の公正の確保（例 当該事

が審査選考を行う場合審査選考が公正に

行われることとなっている）

ウ．本事業は審査・選考を伴わない。

エ．その他（例 公益的と設定した事業目

的と異なり、業界団体の販売促進、共同宣

伝になっていないか）

エ．特定の財団や業界の利益を図るもので

はない。

－ 154 －

公益社団法人 弘前青年会議所 2019 年度 事業計画書（案）

事業番号・区分 ： 公 3 防災・減災に寄与する事業

委 員 会 名 総務委員会

事 業 名 ： 防災減災事業

職 務 分 掌 ： 防災減災に関する事業の企画・運営

事 業 要 項

事業実施に至る

背 景
:

昨今豪雨や地震などの災害が頻発している。災害が起きた際に一人ひとりが適切な行

動や対応ができるよう、市民が防災減災の意識をもつ必要がある。

意義・目的（対外） ： 市民に防災減災への意識をもっていただくことを目的とする。

意義・目的（対内）
：

災害発生時は適切な知識を基に行動できるよう、災害に対する関心を高めることを目

的とする。

事 業 の 対 象 者

対 外 ： 一般市民

対 内 ： 会員

事 業 概 要

事 業 内 容 ： 一般市民に対し防災減災意識をもっていただく場を企画し、運営する。

財 源 ： 会費及び入会金

予 算 ： ¥50,000

事 業 の 公 益 性 ： あり

年間スケジュール

2019 年   ～9 月 ： 企画、準備

9 月 ： 事業実施

公 益 性

事 業 の 種 類 ： 事故又は災害の防止を目的とする事業

別 表 の 号 ： 11

該 当 理 由 ：
本事業は市民に防災減災への意識をもたせることを目的としているため、「事故又は

災害の防止を目的とする事業」に該当する。

事 業 の 公 益 性 ： チェックポイント事業区分 チェックポイントに該当する旨の説明

（18）上記の事業区分に該当しない場合

１．事業目的（趣旨：不特定多数でない者

の利益の増進への寄与を主たる目的に掲

げていないかを確認する趣旨。）

１．本事業は市民全般を対象として、防災

減災への意識をもたせることを目的とし、

ホームページ等により広く告知している。

防災減災事業

－ 155 －2726



２．事業の合目的性(趣旨：事業の内容や

手段が事業目的を実現するのに適切なも

のになっているかを確認する趣旨)

ア 受益の機会の公開(例 受益の機会

が、一般に開かれているか)

ア 本事業は市民全般を対象としており、

特に制限を設けていないことから受益の

機会は一般に開かれている。

イ 事業の質を確保するための方策(例

専門家が適切に関与しているか)

ウ 審査・選考の公正性の確保(例 当該

事業が審査・選考を伴う場合、審査・選考

が公正に行われることとなっているか)

ウ 本事業において、審査・選考は伴わな

い。

エ その他(例 公益目的として設定した

事業目的と異なり、業界団体の販売促進、

共同宣伝になっていないか)

エ 特定の団体や業界の利益を図るもの

ではない。

－ 156 －

公益社団法人 弘前青年会議所 2019 年度 事業計画書（案）

事業番号・区分 ： 他 1 会員の資質・親睦向上事業

委 員 会 名 ： 総務委員会

事 業 名 ： 例会の企画運営

職 務 分 掌 ： 例会の企画・運営

事 業 要 項

事業実施に至る

背 景
:

例会は定款第 6 章第 45 条により原則として毎月 1回開催され、JC 活動の基盤となる。

意義・目的（対内） ： 会員の資質向上や、組織の一体感を高める機会とすることを目的とする。

事 業 の 対 象 者

対 内 ： 会員

事 業 概 要

事 業 内 容 ： 会員の資質向上と組織の一体感を高める例会の企画運営

財 源 ： 会費及び入会金

予 算 ： \125,000

事 業 の 公 益 性 ： なし

年間スケジュール

2 月 ： 2 月例会  JAYCEE育成委員会（会員研修にて、事業実施計画書を上程予定）

3 月 ： 3 月例会  子どもたちの夢創造委員会

4 月 ： 4 月例会  地域の絆連携委員会(黒石 JC との合同例会)

5 月 ： 5 月例会  JAYCEE育成委員会（会員研修にて、事業実施計画書を上程予定）

6 月 ： 6 月例会  会員拡大委員会

7 月 ： 7 月例会  JAYCEE育成委員会（会員研修にて、事業実施計画書を上程予定）

9 月 ： 9 月例会  総務委員会

10 月 ： 10 月例会 JAYCEE育成委員会

11 月 ： 11 月例会 JAYCEE育成委員会（新人研修にて、事業実施計画書を上程予定）

例会の企画運営

－ 157 －2928



２．事業の合目的性(趣旨：事業の内容や

手段が事業目的を実現するのに適切なも

のになっているかを確認する趣旨)

ア 受益の機会の公開(例 受益の機会

が、一般に開かれているか)

ア 本事業は市民全般を対象としており、

特に制限を設けていないことから受益の

機会は一般に開かれている。

イ 事業の質を確保するための方策(例

専門家が適切に関与しているか)

ウ 審査・選考の公正性の確保(例 当該

事業が審査・選考を伴う場合、審査・選考

が公正に行われることとなっているか)

ウ 本事業において、審査・選考は伴わな

い。

エ その他(例 公益目的として設定した

事業目的と異なり、業界団体の販売促進、

共同宣伝になっていないか)

エ 特定の団体や業界の利益を図るもの

ではない。

－ 156 －

公益社団法人 弘前青年会議所 2019 年度 事業計画書（案）

事業番号・区分 ： 他 1 会員の資質・親睦向上事業

委 員 会 名 ： 総務委員会

事 業 名 ： 例会の企画運営

職 務 分 掌 ： 例会の企画・運営

事 業 要 項

事業実施に至る

背 景
:

例会は定款第 6 章第 45 条により原則として毎月 1回開催され、JC 活動の基盤となる。

意義・目的（対内） ： 会員の資質向上や、組織の一体感を高める機会とすることを目的とする。

事 業 の 対 象 者

対 内 ： 会員

事 業 概 要

事 業 内 容 ： 会員の資質向上と組織の一体感を高める例会の企画運営

財 源 ： 会費及び入会金

予 算 ： \125,000

事 業 の 公 益 性 ： なし

年間スケジュール

2 月 ： 2 月例会  JAYCEE育成委員会（会員研修にて、事業実施計画書を上程予定）

3 月 ： 3 月例会  子どもたちの夢創造委員会

4 月 ： 4 月例会  地域の絆連携委員会(黒石 JC との合同例会)

5 月 ： 5 月例会  JAYCEE育成委員会（会員研修にて、事業実施計画書を上程予定）

6 月 ： 6 月例会  会員拡大委員会

7 月 ： 7 月例会  JAYCEE育成委員会（会員研修にて、事業実施計画書を上程予定）

9 月 ： 9 月例会  総務委員会

10 月 ： 10 月例会 JAYCEE育成委員会

11 月 ： 11 月例会 JAYCEE育成委員会（新人研修にて、事業実施計画書を上程予定）

例会の企画運営

－ 157 －2928



公益社団法人 弘前青年会議所 2019 年度 事業計画書（案）

事業番号・区分 ： 他１ 会員の資質・親睦向上事業

委 員 会 名 JAYCEE 育成委員会

事 業 名 ： 新人研修

職 務 分 掌 ： 新人研修の企画・運営

事 業 要 項

事業実施に至る

背 景
:

当 LOM の理念に賛同して入会した会員を、地域社会の発展に貢献してきた歴史と魅力

ある組織の一員として育成していく必要がある。

意義・目的（対内）
：

新人が会員交流の中で JC の魅力に気づき、積極的参加の意欲をもち、LOM の一員とし

て能動的に活動を展開することを目的とする。

事 業 の 対 象 者

対 内 ： 2017 年度、2018 年度、2019年度入会の会員

事 業 概 要

事 業 内 容 ： 新人研修の企画・運営

財 源 ： 入会金及び会費

予 算 ： \45,000

事 業 の 公 益 性 ： なし

年間スケジュール

2019 年 1～4月 ： 新人研修①

5～8 月 ： 新人研修②

9～11 月 ： 新人例会

新人研修

－ 158 －
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事業番号・区分 ： 他 1 会員の資質・親睦向上事業

委 員 会 名 ： JAYCEE 育成委員会

事 業 名 ： 会員研修

職 務 分 掌 ： 会員研修の企画・運営

事 業 要 項

事業実施に至る

背 景
:

JC は方向性を同じく運動を展開する団体であるが、その会員一人ひとりの JC 活動に

対する取り組み方や考え方は十人十色である。会員一人ひとりの成長が明るい豊かな

社会の実現につながることから、指針となる基本理念を基に個々の資質向上を目指す

必要がある。

意義・目的（対内）
：

地域社会に貢献する歴史ある団体の一員としての意志と英知をもち利他のココロを身

につけ、率先して行動できるようになることを目的とする。

事 業 の 対 象 者

対 内 ： 会員

事 業 概 要

事 業 内 容 ： 会員研修の企画・運営

財 源 ： 入会金及び会費

予 算 ： \75,000

事 業 の 公 益 性 ： なし

年間スケジュール

2018 年 12 月 ： 企画・準備

2019 年 1 月 ： 企画・準備

2 月 ： 会員研修①

3 月 ： 企画・準備

4 月 ： 企画・準備

5 月 ： 会員研修②

6 月 ： 企画・準備

7 月 ： 会員研修③

会員研修

－ 159 －3130



公益社団法人 弘前青年会議所 2019 年度 事業計画書（案）

事業番号・区分 ： 他１ 会員の資質・親睦向上事業

委 員 会 名 JAYCEE 育成委員会

事 業 名 ： 新人研修

職 務 分 掌 ： 新人研修の企画・運営

事 業 要 項

事業実施に至る

背 景
:

当 LOM の理念に賛同して入会した会員を、地域社会の発展に貢献してきた歴史と魅力

ある組織の一員として育成していく必要がある。

意義・目的（対内）
：

新人が会員交流の中で JC の魅力に気づき、積極的参加の意欲をもち、LOM の一員とし

て能動的に活動を展開することを目的とする。

事 業 の 対 象 者

対 内 ： 2017 年度、2018 年度、2019年度入会の会員

事 業 概 要

事 業 内 容 ： 新人研修の企画・運営

財 源 ： 入会金及び会費

予 算 ： \45,000

事 業 の 公 益 性 ： なし

年間スケジュール

2019 年 1～4月 ： 新人研修①

5～8 月 ： 新人研修②

9～11 月 ： 新人例会

新人研修

－ 158 －
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事業番号・区分 ： 他 1 会員の資質・親睦向上事業

委 員 会 名 ： JAYCEE 育成委員会

事 業 名 ： 会員研修

職 務 分 掌 ： 会員研修の企画・運営

事 業 要 項

事業実施に至る

背 景
:

JC は方向性を同じく運動を展開する団体であるが、その会員一人ひとりの JC 活動に

対する取り組み方や考え方は十人十色である。会員一人ひとりの成長が明るい豊かな

社会の実現につながることから、指針となる基本理念を基に個々の資質向上を目指す

必要がある。

意義・目的（対内）
：

地域社会に貢献する歴史ある団体の一員としての意志と英知をもち利他のココロを身

につけ、率先して行動できるようになることを目的とする。

事 業 の 対 象 者

対 内 ： 会員

事 業 概 要

事 業 内 容 ： 会員研修の企画・運営

財 源 ： 入会金及び会費

予 算 ： \75,000

事 業 の 公 益 性 ： なし

年間スケジュール

2018 年 12 月 ： 企画・準備

2019 年 1 月 ： 企画・準備

2 月 ： 会員研修①

3 月 ： 企画・準備

4 月 ： 企画・準備

5 月 ： 会員研修②

6 月 ： 企画・準備

7 月 ： 会員研修③

会員研修

－ 159 －3130



公益社団法人 弘前青年会議所 2019 年度 事業計画書（案）

事業番号・区分 ： 他 2 会員の拡大及び会員相互の情報の共有等に関する事業

委 員 会 名 ： 会員拡大委員会

事 業 名 ： 会員拡大事業

職 務 分 掌 ： 会員拡大窓口

事 業 要 項

事業実施に至る

背 景
:

後継者不足、少子化など社会情勢の中、当 LOM の会員は減少傾向にある。当 LOM の運

動・活動を継続していくには会員拡大は必須である。

意義・目的（対外）
：

地域の未来に真剣に取り組む我々の姿勢や想いを伝え仲間を増やしていく事を目的と

する。

意義・目的（対内） ： 会員の減少という問題に、より一層危機感を持ち会員拡大することを目的とする。

事 業 の 対 象 者

対 外 ： 定款諸規定に定める入会可能なすべての人

対 内 ： 会員

事 業 概 要

事 業 内 容

：

① 委員会による会員拡大活動

委員会で入会対象者を選定し入会へ促す活動をする

弘前 JC の新パンフレットを活用する

② 会員による会員拡大活動補助

入会予定者により近い関係をもった会員に補助を依頼する

③ 入会予定者の情報共有や精査

会員拡大情報共有会を開催し全会員からの情報提供をもとに資料を作成する

④ 会員紹介ポイントの設立

紹介、入会ポイントなど設け年度末に表彰する

財 源 ： 入会金及び会費

予 算 ： \40,000

事 業 の 公 益 性 ： なし

年間スケジュール

2018 年

11 月～12 月
：

前年度からの引継ぎ、調査・検討

2019 年

1 月～11 月
：

会員拡大運動、情報精査・共有

12 月 ： 会員拡大運動、情報精査・共有、次年度へ引き継ぎ

会員拡大事業

－ 160 －

公益社団法人 弘前青年会議所 2019 年度 事業計画書（案）

事業番号・区分 ： なし

委 員 会 名 ： 総務委員会

事 業 名 ： 理事会・各種会議

職 務 分 掌 ： 理事会の運営・各種会議運営

事 業 要 項

事業実施に至る

背 景
:

会員の総意を諮る場である総会、臨時総会と、各種事業執行のための協議や審議を行

う場である理事会、臨時理事会を定款、諸規定に則り運営する必要がある。

意義・目的（対内）
：

各種組織運営が適正かつ円滑に行われ、より良い JC 運動につながることを目的とす

る。

事 業 の 対 象 者

対 内 ： 会員

事 業 概 要

事 業 内 容

：

●1 月、8 月開催の通常総会及び必要に応じて臨時総会の運営

①召集の通知

定款及び法律に則って会員に通知を行う。

ただし、会員の承諾を得たときは書面による通知に代えて電磁的方法により通知を

行う。

②会議の司会進行

③出席と定足数、得票の管理

出欠及び委任状の管理と定足数の確認。決議時の得票確認

④議事録作成

法令に従い下記の事項を記載した議事録を作成する

・開催日時場所

・議事の経過の要領及び結果

・意見発言の内容の概要

・出席した理事、役員の氏名と人数

・議長の氏名

・議長及び出席した正会員の中から指名された議事録署名人2 名の署名押印

●毎月 1 回開催の定例理事会及び必要に応じて臨時理事会の運営

①召集の通知

開催 1 週間前までに各理事、各監事、直前理事長及び各顧問に対し、通知を発する。

ただし、緊急を要する場合は通知期間の短縮又は、理事及び監事全員の同意を得る。

②会議の司会進行

③出席と定足数、得票の管理

出欠及び定足数の確認。決議時の得票確認

理事会・各種会議

－ 161 －3332



公益社団法人 弘前青年会議所 2019 年度 事業計画書（案）

事業番号・区分 ： 他 2 会員の拡大及び会員相互の情報の共有等に関する事業

委 員 会 名 ： 会員拡大委員会

事 業 名 ： 会員拡大事業

職 務 分 掌 ： 会員拡大窓口

事 業 要 項

事業実施に至る

背 景
:

後継者不足、少子化など社会情勢の中、当 LOM の会員は減少傾向にある。当 LOM の運

動・活動を継続していくには会員拡大は必須である。

意義・目的（対外）
：

地域の未来に真剣に取り組む我々の姿勢や想いを伝え仲間を増やしていく事を目的と

する。

意義・目的（対内） ： 会員の減少という問題に、より一層危機感を持ち会員拡大することを目的とする。

事 業 の 対 象 者

対 外 ： 定款諸規定に定める入会可能なすべての人

対 内 ： 会員

事 業 概 要

事 業 内 容

：

① 委員会による会員拡大活動

委員会で入会対象者を選定し入会へ促す活動をする

弘前 JC の新パンフレットを活用する

② 会員による会員拡大活動補助

入会予定者により近い関係をもった会員に補助を依頼する

③ 入会予定者の情報共有や精査

会員拡大情報共有会を開催し全会員からの情報提供をもとに資料を作成する

④ 会員紹介ポイントの設立

紹介、入会ポイントなど設け年度末に表彰する

財 源 ： 入会金及び会費

予 算 ： \40,000

事 業 の 公 益 性 ： なし

年間スケジュール

2018 年

11 月～12 月
：

前年度からの引継ぎ、調査・検討

2019 年

1 月～11 月
：

会員拡大運動、情報精査・共有

12 月 ： 会員拡大運動、情報精査・共有、次年度へ引き継ぎ

会員拡大事業

－ 160 －

公益社団法人 弘前青年会議所 2019 年度 事業計画書（案）

事業番号・区分 ： なし

委 員 会 名 ： 総務委員会

事 業 名 ： 理事会・各種会議

職 務 分 掌 ： 理事会の運営・各種会議運営

事 業 要 項

事業実施に至る

背 景
:

会員の総意を諮る場である総会、臨時総会と、各種事業執行のための協議や審議を行

う場である理事会、臨時理事会を定款、諸規定に則り運営する必要がある。

意義・目的（対内）
：

各種組織運営が適正かつ円滑に行われ、より良い JC 運動につながることを目的とす

る。

事 業 の 対 象 者

対 内 ： 会員

事 業 概 要

事 業 内 容

：

●1 月、8 月開催の通常総会及び必要に応じて臨時総会の運営

①召集の通知

定款及び法律に則って会員に通知を行う。

ただし、会員の承諾を得たときは書面による通知に代えて電磁的方法により通知を

行う。

②会議の司会進行

③出席と定足数、得票の管理

出欠及び委任状の管理と定足数の確認。決議時の得票確認

④議事録作成

法令に従い下記の事項を記載した議事録を作成する

・開催日時場所

・議事の経過の要領及び結果

・意見発言の内容の概要

・出席した理事、役員の氏名と人数

・議長の氏名

・議長及び出席した正会員の中から指名された議事録署名人2 名の署名押印

●毎月 1 回開催の定例理事会及び必要に応じて臨時理事会の運営

①召集の通知

開催 1 週間前までに各理事、各監事、直前理事長及び各顧問に対し、通知を発する。

ただし、緊急を要する場合は通知期間の短縮又は、理事及び監事全員の同意を得る。

②会議の司会進行

③出席と定足数、得票の管理

出欠及び定足数の確認。決議時の得票確認

理事会・各種会議

－ 161 －3332



④議事録作成

法令に従い下記の事項を記載した議事録を作成する

・開催日時場所

・理事及び監事の請求により開催された場合はその旨

・理事会の議事の経過の要領及びその結果

・決議を要する事項について特別の利害関係を有する理事があるときは、その当該

理事の氏名

・出席した理事、役員の氏名と人数

・議長の氏名

・理事長及び出席監事の署名押印

●各会議共通

各種会議の資料について、誤字・脱字・リンク切れチェック、公益性のチェック、

財政

チェック、コンプライアンスチェックを事前に行う。

財 源 ： 入会金及び会費

予 算 ： ¥80,000

事 業 の 公 益 性 ： なし

年間スケジュール

2019 年 1月 ： 第 101 回通常総会・第 1 回理事会運営

2 月 ： 第 2 回理事会運営

3 月 ： 第 3 回理事会運営

4 月 ： 第 4 回理事会運営

5 月 ： 第 5 回理事会運営

6 月 ： 第 6 回理事会運営

7 月 ： 第 7 回理事会運営

8 月 ： 第 102 回通常総会・第 8 回理事会運営

9 月 ： 第 9 回理事会運営

10 月 ： 第 10 回理事会運営

11 月 ： 第 11 回理事会運営

12 月 ： 第 12 回理事会運営

－ 162 －

公益社団法人 弘前青年会議所 2019 年度 事業計画書（案）

事業番号・区分 ： なし

委 員 会 名 ： 総務委員会

事 業 名 ： アテンダンスポイント

職 務 分 掌 ： アテンダンスポイントの集計

事 業 要 項

事業実施に至る

背 景
:

会員資格規程第5章第13条によりアテンダンスポイント制度が定められているものな

ので、引き続き有効に活用していく必要がある。

意義・目的（対内） ： 会員の JC 活動を数値化して活発にすることを目的とする。

事 業 の 対 象 者

対 内 ： 会員

事 業 概 要

事 業 内 容

：

・会員のアテンダンスポイント集計・管理

・毎月集計したアテンダンスポイントの獲得者が多い会員を発表

・アテンダンスポイントが低い会員への呼びかけ

・年間アテンダンスポイントの獲得者が多い会員の表彰

財 源 ： 入会金及び会費

予 算 ： ¥10,000

事 業 の 公 益 性 ： なし

年間スケジュール

2019 年

1 月～12 月
：

毎月ごとにアテンダンスポイントの集計と掲示

集計後に例会等にて集計した月のアテンダンスポイント獲得者が多い会員の発表

2020 年 1 月 ： 2019 年度アテンダンスポイント獲得結果を発表、優秀者を表彰

アテンダンスポイント

－ 163 －3534



④議事録作成

法令に従い下記の事項を記載した議事録を作成する

・開催日時場所

・理事及び監事の請求により開催された場合はその旨

・理事会の議事の経過の要領及びその結果

・決議を要する事項について特別の利害関係を有する理事があるときは、その当該

理事の氏名

・出席した理事、役員の氏名と人数

・議長の氏名

・理事長及び出席監事の署名押印

●各会議共通

各種会議の資料について、誤字・脱字・リンク切れチェック、公益性のチェック、

財政

チェック、コンプライアンスチェックを事前に行う。

財 源 ： 入会金及び会費

予 算 ： ¥80,000

事 業 の 公 益 性 ： なし

年間スケジュール

2019 年 1月 ： 第 101 回通常総会・第 1 回理事会運営

2 月 ： 第 2 回理事会運営

3 月 ： 第 3 回理事会運営

4 月 ： 第 4 回理事会運営

5 月 ： 第 5 回理事会運営

6 月 ： 第 6 回理事会運営

7 月 ： 第 7 回理事会運営

8 月 ： 第 102 回通常総会・第 8 回理事会運営

9 月 ： 第 9 回理事会運営

10 月 ： 第 10 回理事会運営

11 月 ： 第 11 回理事会運営

12 月 ： 第 12 回理事会運営
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公益社団法人 弘前青年会議所 2019 年度 事業計画書（案）

事業番号・区分 ： なし

委 員 会 名 ： 総務委員会

事 業 名 ： アテンダンスポイント

職 務 分 掌 ： アテンダンスポイントの集計

事 業 要 項

事業実施に至る

背 景
:

会員資格規程第5章第13条によりアテンダンスポイント制度が定められているものな

ので、引き続き有効に活用していく必要がある。

意義・目的（対内） ： 会員の JC 活動を数値化して活発にすることを目的とする。

事 業 の 対 象 者

対 内 ： 会員

事 業 概 要

事 業 内 容

：

・会員のアテンダンスポイント集計・管理

・毎月集計したアテンダンスポイントの獲得者が多い会員を発表

・アテンダンスポイントが低い会員への呼びかけ

・年間アテンダンスポイントの獲得者が多い会員の表彰

財 源 ： 入会金及び会費

予 算 ： ¥10,000

事 業 の 公 益 性 ： なし

年間スケジュール

2019 年

1 月～12 月
：

毎月ごとにアテンダンスポイントの集計と掲示

集計後に例会等にて集計した月のアテンダンスポイント獲得者が多い会員の発表

2020 年 1 月 ： 2019 年度アテンダンスポイント獲得結果を発表、優秀者を表彰

アテンダンスポイント

－ 163 －3534



公益社団法人 弘前青年会議所 2019 年度 事業計画書（案）

事業番号・区分 ： なし

委 員 会 名 ： 総務委員会

事 業 名 ： 新年祝賀会

職 務 分 掌 ： 新年祝賀会の企画・運営

事 業 要 項

事業実施に至る

背 景 :

日々行っている JC 運動は各地 LOM や特別会員、各種団体のご理解とご協力なくして

は成り立たない。新年の開始とともにご協力いただいた方々や各種団体に対し、感謝

の気持ちと当年度を迎えるにあたっての思いを伝える場が必要である。

意義・目的（対外）

：

これまでに頂いた多くのご理解、ご協力に対する感謝の気持ちを伝えるとともに、

2019 年度の方針を発信し、これからの弘前青年会議所の運動にさらなる力添えを頂け

るような場とすることを目的とする。

意義・目的（対内）
：

前年度を振り返るとともに当年度の幕開けとしてふさわしい、2019 年度を一丸となっ

て進める決意の場とすることを目的とする。

事 業 の 対 象 者

対 外 ： 2018 年度卒業生、特別会員、各 LOM、各種関係団体

対 内 ： 会員

事 業 概 要

事 業 内 容

：

○事前準備

・案内状の作成発送

・次第、席次表の作成

○当日

・受付対応

・司会

・当日スケジュールの企画運営

・来賓、特別会員、友好団体対応

○事後対応

・御礼状の作成発送

財 源 ： 会費

予 算 ：

事 業 の 公 益 性 ： 無し

年間スケジュール

2018 年 10 月 ： 前年度の引き継ぎ、企画

11 月 ：
案内状リスト精査

各種印刷物データ作成・校正

12 月 ： 案内状発送

新年祝賀会
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各種印刷物発注

2019 年 1 月 ： 新年祝賀会開催・お礼状発送

－ 165 －3736



公益社団法人 弘前青年会議所 2019 年度 事業計画書（案）

事業番号・区分 ： なし

委 員 会 名 ： 総務委員会

事 業 名 ： 新年祝賀会

職 務 分 掌 ： 新年祝賀会の企画・運営

事 業 要 項

事業実施に至る

背 景 :

日々行っている JC 運動は各地 LOM や特別会員、各種団体のご理解とご協力なくして

は成り立たない。新年の開始とともにご協力いただいた方々や各種団体に対し、感謝

の気持ちと当年度を迎えるにあたっての思いを伝える場が必要である。

意義・目的（対外）

：

これまでに頂いた多くのご理解、ご協力に対する感謝の気持ちを伝えるとともに、

2019 年度の方針を発信し、これからの弘前青年会議所の運動にさらなる力添えを頂け

るような場とすることを目的とする。

意義・目的（対内）
：

前年度を振り返るとともに当年度の幕開けとしてふさわしい、2019 年度を一丸となっ

て進める決意の場とすることを目的とする。

事 業 の 対 象 者

対 外 ： 2018 年度卒業生、特別会員、各 LOM、各種関係団体

対 内 ： 会員

事 業 概 要

事 業 内 容

：

○事前準備

・案内状の作成発送

・次第、席次表の作成

○当日

・受付対応

・司会

・当日スケジュールの企画運営

・来賓、特別会員、友好団体対応

○事後対応

・御礼状の作成発送

財 源 ： 会費

予 算 ：

事 業 の 公 益 性 ： 無し

年間スケジュール

2018 年 10 月 ： 前年度の引き継ぎ、企画

11 月 ：
案内状リスト精査

各種印刷物データ作成・校正

12 月 ： 案内状発送

新年祝賀会
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各種印刷物発注

2019 年 1 月 ： 新年祝賀会開催・お礼状発送

－ 165 －3736



公益社団法人 弘前青年会議所 2019 年度 事業計画書（案）

事業番号・区分 ： なし

委 員 会 名 ： 会員拡大委員会

事 業 名 ： 卒業式

職 務 分 掌 ： 卒業式の企画・運営

事 業 要 項

事業実施に至る

背 景
:

地域の発展へご尽力されてきた卒業生の今後のさらなるご活躍を願い、祝う場をもう

ける必要がある。

意義・目的（対外）
：

特別会員やOBの方々など皆様に卒業生の新たな門出を共に祝って頂くことを目的とす

る。

意義・目的（対内）
：

卒業生には心に残る卒業式を過ごしてもらうことを目的とする。また現役会員には卒

業生を気持ちよく送り出す場とすることを目的とする。

事 業 の 対 象 者

対 外 ： 特別会員、OB、各 LOM 会員、各種関係者

対 内 ： 会員

事 業 概 要

事 業 内 容 ： 卒業を迎える会員の為に、2019 年度（公社）弘前青年会議所卒業式を企画・運営する。

財 源 ： 入会金及び会費

予 算 ： \50,000

事 業 の 公 益 性 ： なし

年間スケジュール

2018 年 10 月 ： 2018 年度からの引継ぎ

11 月 ： 2018 年度からの引継ぎ

12 月 ： 2018 年度からの引継ぎ

2019 年 6 月 ： 企画・準備

7 月 ： 企画・準備

8 月 ： 企画・準備（余興考案）

9 月 ： 企画・準備（余興考案）

10 月 ： 企画・準備

11 月 ： 企画・準備

12 月 ： 実施

卒業式
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公益社団法人 弘前青年会議所 2019 年度 事業計画書（案）

事業番号・区分 ： なし

委 員 会 名 ： JAYCEE 育成委員会

事 業 名 ： あおいりんご

職 務 分 掌 ： あおいりんごの作成・発行

事 業 要 項

事業実施に至る

背 景 :

JC は市民運動の先頭に立ち、明るい豊かな社会を目指してまちづくりを行う団体であ

るが、その運動は市民や地域企業に知られていないのが実状である。当 LOM の広報誌

であるあおいりんごの対外的な活用が必要である。

意義・目的（対外） ： JC 運動を広く周知し共感を得、地域に JC のファンを増やすことを目的とする。

意義・目的（対内）
：

JC 活動に参加できない会員が例会や事業の情報、会員情報などを知る機会となり、活

動意欲向上へつながることを目的とする。

事 業 の 対 象 者

対 外 ： 特別会員、外部団体、一般市民

対 内 ： 会員

事 業 概 要

事 業 内 容
：

あおいりんごの作成・発行

紙媒体、電子媒体にて発信

財 源 ： 入会金及び会費

予 算 ： \120,000

事 業 の 公 益 性 ： なし

年間スケジュール

2019 年  1～4 月 ： あおいりんご№379作成・発行

5～8 月 ： あおいりんご№380作成・発行

9～12 月 ： あおいりんご№381作成・発行

あおいりんご
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公益社団法人 弘前青年会議所 2019 年度 事業計画書（案）

事業番号・区分 ： なし

委 員 会 名 ： 会員拡大委員会

事 業 名 ： 卒業式

職 務 分 掌 ： 卒業式の企画・運営

事 業 要 項

事業実施に至る

背 景
:

地域の発展へご尽力されてきた卒業生の今後のさらなるご活躍を願い、祝う場をもう

ける必要がある。

意義・目的（対外）
：

特別会員やOBの方々など皆様に卒業生の新たな門出を共に祝って頂くことを目的とす

る。

意義・目的（対内）
：

卒業生には心に残る卒業式を過ごしてもらうことを目的とする。また現役会員には卒

業生を気持ちよく送り出す場とすることを目的とする。

事 業 の 対 象 者

対 外 ： 特別会員、OB、各 LOM 会員、各種関係者

対 内 ： 会員

事 業 概 要

事 業 内 容 ： 卒業を迎える会員の為に、2019 年度（公社）弘前青年会議所卒業式を企画・運営する。

財 源 ： 入会金及び会費

予 算 ： \50,000

事 業 の 公 益 性 ： なし

年間スケジュール

2018 年 10 月 ： 2018 年度からの引継ぎ

11 月 ： 2018 年度からの引継ぎ

12 月 ： 2018 年度からの引継ぎ

2019 年 6 月 ： 企画・準備

7 月 ： 企画・準備

8 月 ： 企画・準備（余興考案）

9 月 ： 企画・準備（余興考案）

10 月 ： 企画・準備

11 月 ： 企画・準備

12 月 ： 実施

卒業式
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公益社団法人 弘前青年会議所 2019 年度 事業計画書（案）

事業番号・区分 ： なし

委 員 会 名 ： JAYCEE 育成委員会

事 業 名 ： あおいりんご

職 務 分 掌 ： あおいりんごの作成・発行

事 業 要 項

事業実施に至る

背 景 :

JC は市民運動の先頭に立ち、明るい豊かな社会を目指してまちづくりを行う団体であ

るが、その運動は市民や地域企業に知られていないのが実状である。当 LOM の広報誌

であるあおいりんごの対外的な活用が必要である。

意義・目的（対外） ： JC 運動を広く周知し共感を得、地域に JC のファンを増やすことを目的とする。

意義・目的（対内）
：

JC 活動に参加できない会員が例会や事業の情報、会員情報などを知る機会となり、活

動意欲向上へつながることを目的とする。

事 業 の 対 象 者

対 外 ： 特別会員、外部団体、一般市民

対 内 ： 会員

事 業 概 要

事 業 内 容
：

あおいりんごの作成・発行

紙媒体、電子媒体にて発信

財 源 ： 入会金及び会費

予 算 ： \120,000

事 業 の 公 益 性 ： なし

年間スケジュール

2019 年  1～4 月 ： あおいりんご№379作成・発行

5～8 月 ： あおいりんご№380作成・発行

9～12 月 ： あおいりんご№381作成・発行

あおいりんご

－ 167 －3938
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公益社団法人　弘前青年会議所　正味財産増減計算書（２０１９年度予算）

２０１８年１２月１６日から２０１９年１２月１５日まで
（単位　円）

当年度 第一次修正予算 増減

Ⅰ　一般正味財産増減の部 ※前年度は2018年度3次修正

１．経常増減の部

（１）経常収益

①特定資産運用益 0 0 0

特定資産受取利息 0 0 0

特定資産受取配当金 0 0 0

特定資産受取賃貸料 0 0 0

②受取入会金 140,000 140,000 0

受取入会金 140,000 140,000 0

③受取会費 7,647,500 7,647,500 0

正会員会費 6,345,000 6,345,000 0

特別会員会費 675,000 675,000 0

賛助会員会費 20,000 20,000 0

新入会員会費 607,500 607,500 0

④事業収益 2,500,000 2,500,000 0

登録料収益 400,000 400,000 0

懇親会費収益 0 0 0

広告料収益 0 0 0

販売収益 1,750,000 1,750,000 0

事務局受託収益 0 0 0

雑収益 350,000 350,000 0

⑤受取補助金等 4,480,000 4,480,000 0

受取国庫補助金 0 0 0

受取地方公共団体補助金 3,000,000 3,000,000 0

受取民間補助金 1,480,000 1,480,000 0

受取国庫助成金 0 0 0

受取地方公共団体助成金 0 0 0

受取民間助成金 0 0 0

受取地方公共団体受託金 0 0 0

受取補助金等振替額 0 0 0

⑥受取負担金 200,000 200,000 0

受取負担金 200,000 200,000 0

受取負担金振替額 0 0 0

⑦受取寄付金 0 0 0

受取寄付金 0 0 0

募金収益 0 0 0

受取寄付金振替額 0 0 0

⑧雑収益 1,000 1,000 0

受取利息 1,000 1,000 0

雑収益 0 0 0

経常収益計 14,968,500 14,968,500 0

（２）経常費用

①事業費 11,783,000 11,783,000 0

1 給料手当 1,440,000 1,440,000 0

2 退職給付費用 0 0 0

3 福利厚生費 160,000 160,000 0

4 会議費 84,000 84,000 0

5 旅費交通費 188,000 188,000 0

6 通信運搬費 524,000 524,000 0

7 消耗什器備品費 370,000 370,000 0

8 消耗品費 515,000 515,000 0

9 会員支給品費 0 0 0

10 修繕費 0 0 0

11 印刷製本費 1,040,000 1,040,000 0

12 広報費 750,000 750,000 0

13 燃料費 134,000 134,000 0

14 光熱水料費 186,000 186,000 0

15 賃借料 1,952,000 1,952,000 0

16 保険料 99,000 99,000 0

17 諸謝金 1,203,000 1,203,000 0

18 租税公課 15,000 15,000 0

19 渉外費 0 0 0

20 委託費 2,266,000 2,266,000 0

21 記念品費 40,000 40,000 0

22 衛生費 60,000 60,000 0

23 雑費 757,000 757,000 0

24 0 0 0

25 事業仮払金 0 0 0

科　目 備　考

寄付金

－ 168 －

②管理費 3,185,500 3,185,500 0

1 給料手当 360,000 360,000 0

2 退職給付費用 0 0 0

3 福利厚生費 40,000 40,000 0

4 会議費 17,000 17,000 0

5 旅費交通費 0 0 0

6 通信運搬費 120,000 120,000 0

7 消耗什器備品費 0 0 0

8 消耗品費 20,000 20,000 0

9 会員支給品費 9,000 9,000 0

10 修繕費 0 0 0

11 印刷製本費 100,000 100,000 0

12 広報費 0 0 0

13 燃料費 26,000 26,000 0

14 光熱水料費 44,000 44,000 0

15 賃借料 120,000 120,000 0

16 保険料 9,500 9,500 0

17 諸謝金 0 0 0

18 租税公課 3,000 3,000 0

19 渉外費 803,040 803,040 0

20 委託費 400,000 400,000 0

21 記念品費 10,000 10,000 0

22 衛生費 25,000 25,000 0

23 雑費 40,000 40,000 0

24 寄付金 0 0 0

26 支払負担金 1,038,960 1,038,960 0

国際青年会議所負担金 62,910 62,910 0

日本青年会議所負担金 715,500 715,500 0

国際協力資金 98,550 98,550 0

We Believe購読料 162,000 162,000 0

経常費用計 14,968,500 14,968,500 0

0 0 0

①基本財産評価損益等 0 0 0

②特定資産評価損益等 0 0 0

③投資有価証券評価損益等 0 0 0

評価損益等計 0 0 0

当期経常増減額 0 0 0

２．経常外増減の部

（１）経常外収益

①固定資産売却益 0 0 0

建物売却益 0 0 0

車両運搬具売却益 0 0 0

什器備品売却益 0 0 0

土地売却益 0 0 0

借地権売却益 0 0 0

電話加入権売却益 0 0 0

②固定資産受贈益 0 0 0

土地受贈益 0 0 0

投資有価証券受贈益 0 0 0

経常外収益計 0 0 0

（２）経常外費用

①固定資産売却損 0 0 0

建物売却損 0 0 0

車両運搬具売却損 0 0 0

什器備品売却損 0 0 0

土地売却損 0 0 0

借地権売却損 0 0 0

電話加入権売却損 0 0 0

②固定資産除却損 0 0 0

土地減損損失 0 0 0

投資有価証券減損損失 0 0 0

③災害損失 0 0 0

災害損失 0 0 0

経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0

0 0 0

当期一般正味財産増減額 0 0 0

一般正味財産期首残高 3,173,810 4,066,900 △ 893,090

一般正味財産期末残高 3,173,810 4,066,900 △ 893,090

Ⅱ　指定正味財産増減の部

①受取補助金等 0 0 0

受取国庫補助金 0 0 0

受取地方公共団体補助金 0 0 0

他会計振替額

評価損益等調整前当期経常増減額
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公益社団法人　弘前青年会議所　正味財産増減計算書（２０１９年度予算）

２０１８年１２月１６日から２０１９年１２月１５日まで
（単位　円）

当年度 第一次修正予算 増減

Ⅰ　一般正味財産増減の部 ※前年度は2018年度3次修正

１．経常増減の部

（１）経常収益

①特定資産運用益 0 0 0

特定資産受取利息 0 0 0

特定資産受取配当金 0 0 0

特定資産受取賃貸料 0 0 0

②受取入会金 140,000 140,000 0

受取入会金 140,000 140,000 0

③受取会費 7,647,500 7,647,500 0

正会員会費 6,345,000 6,345,000 0

特別会員会費 675,000 675,000 0

賛助会員会費 20,000 20,000 0

新入会員会費 607,500 607,500 0

④事業収益 2,500,000 2,500,000 0

登録料収益 400,000 400,000 0

懇親会費収益 0 0 0

広告料収益 0 0 0

販売収益 1,750,000 1,750,000 0

事務局受託収益 0 0 0

雑収益 350,000 350,000 0

⑤受取補助金等 4,480,000 4,480,000 0

受取国庫補助金 0 0 0

受取地方公共団体補助金 3,000,000 3,000,000 0

受取民間補助金 1,480,000 1,480,000 0

受取国庫助成金 0 0 0

受取地方公共団体助成金 0 0 0

受取民間助成金 0 0 0

受取地方公共団体受託金 0 0 0

受取補助金等振替額 0 0 0

⑥受取負担金 200,000 200,000 0

受取負担金 200,000 200,000 0

受取負担金振替額 0 0 0

⑦受取寄付金 0 0 0

受取寄付金 0 0 0

募金収益 0 0 0

受取寄付金振替額 0 0 0

⑧雑収益 1,000 1,000 0

受取利息 1,000 1,000 0

雑収益 0 0 0

経常収益計 14,968,500 14,968,500 0

（２）経常費用

①事業費 11,783,000 11,783,000 0

1 給料手当 1,440,000 1,440,000 0

2 退職給付費用 0 0 0

3 福利厚生費 160,000 160,000 0

4 会議費 84,000 84,000 0

5 旅費交通費 188,000 188,000 0

6 通信運搬費 524,000 524,000 0

7 消耗什器備品費 370,000 370,000 0

8 消耗品費 515,000 515,000 0

9 会員支給品費 0 0 0

10 修繕費 0 0 0

11 印刷製本費 1,040,000 1,040,000 0

12 広報費 750,000 750,000 0

13 燃料費 134,000 134,000 0

14 光熱水料費 186,000 186,000 0

15 賃借料 1,952,000 1,952,000 0

16 保険料 99,000 99,000 0

17 諸謝金 1,203,000 1,203,000 0

18 租税公課 15,000 15,000 0

19 渉外費 0 0 0

20 委託費 2,266,000 2,266,000 0

21 記念品費 40,000 40,000 0

22 衛生費 60,000 60,000 0

23 雑費 757,000 757,000 0

24 0 0 0

25 事業仮払金 0 0 0

科　目 備　考

寄付金
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②管理費 3,185,500 3,185,500 0

1 給料手当 360,000 360,000 0

2 退職給付費用 0 0 0

3 福利厚生費 40,000 40,000 0

4 会議費 17,000 17,000 0

5 旅費交通費 0 0 0

6 通信運搬費 120,000 120,000 0

7 消耗什器備品費 0 0 0

8 消耗品費 20,000 20,000 0

9 会員支給品費 9,000 9,000 0

10 修繕費 0 0 0

11 印刷製本費 100,000 100,000 0

12 広報費 0 0 0

13 燃料費 26,000 26,000 0

14 光熱水料費 44,000 44,000 0

15 賃借料 120,000 120,000 0

16 保険料 9,500 9,500 0

17 諸謝金 0 0 0

18 租税公課 3,000 3,000 0

19 渉外費 803,040 803,040 0

20 委託費 400,000 400,000 0

21 記念品費 10,000 10,000 0

22 衛生費 25,000 25,000 0

23 雑費 40,000 40,000 0

24 寄付金 0 0 0

26 支払負担金 1,038,960 1,038,960 0

国際青年会議所負担金 62,910 62,910 0

日本青年会議所負担金 715,500 715,500 0

国際協力資金 98,550 98,550 0

We Believe購読料 162,000 162,000 0

経常費用計 14,968,500 14,968,500 0

0 0 0

①基本財産評価損益等 0 0 0

②特定資産評価損益等 0 0 0

③投資有価証券評価損益等 0 0 0

評価損益等計 0 0 0

当期経常増減額 0 0 0

２．経常外増減の部

（１）経常外収益

①固定資産売却益 0 0 0

建物売却益 0 0 0

車両運搬具売却益 0 0 0

什器備品売却益 0 0 0

土地売却益 0 0 0

借地権売却益 0 0 0

電話加入権売却益 0 0 0

②固定資産受贈益 0 0 0

土地受贈益 0 0 0

投資有価証券受贈益 0 0 0

経常外収益計 0 0 0

（２）経常外費用

①固定資産売却損 0 0 0

建物売却損 0 0 0

車両運搬具売却損 0 0 0

什器備品売却損 0 0 0

土地売却損 0 0 0

借地権売却損 0 0 0

電話加入権売却損 0 0 0

②固定資産除却損 0 0 0

土地減損損失 0 0 0

投資有価証券減損損失 0 0 0

③災害損失 0 0 0

災害損失 0 0 0

経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0

0 0 0

当期一般正味財産増減額 0 0 0

一般正味財産期首残高 3,173,810 4,066,900 △ 893,090

一般正味財産期末残高 3,173,810 4,066,900 △ 893,090

Ⅱ　指定正味財産増減の部

①受取補助金等 0 0 0

受取国庫補助金 0 0 0

受取地方公共団体補助金 0 0 0

他会計振替額

評価損益等調整前当期経常増減額
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受取民間補助金 0 0 0

受取国庫助成金 0 0 0

受取地方公共団体助成金 0 0 0

受取民間助成金 0 0 0

②受取負担金 0 0 0

受取負担金 0 0 0

③受取寄付金 0 0 0

受取寄付金 0 0 0

④固定資産受贈益 0 0 0

土地受贈益 0 0 0

投資有価証券受贈益 0 0 0

⑤基本財産評価益 0 0 0

基本財産評価益 0 0 0

⑥特定資産評価益 0 0 0

特定資産評価益 0 0 0

⑦基本財産評価損 0 0 0

基本財産評価損 0 0 0

⑧特定資産評価損 0 0 0

特定資産評価損 0 0 0

⑨一般正味財産への振替額 0 0 0

一般正味財産への振替額 0 0 0

当期指定正味財産増減額 0 0 0

指定正味財産期首残高 0 0 0

指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 3,173,810 4,066,900 △ 893,090
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法人会計 内部取引消去 合計

公 3 共通 小計 他 2 共通 小計

防災・減災に

寄与する事業
共通 小計

会員の拡大及び会

員相互の情報の共

有等に関する事業

共通 小計

地 域 連 携 事 業

の 企画・運営

剛 情 張 大 太 鼓

事 業 の

企 画 ・ 運 営

ま ん じ 札 事 業

の 企 画 ・ 運 営

青 少 年 事 業 の

企 画 ・ 運 営

わ ん ぱ く 相 撲

事 業 の 企 画 ・

運 営

ち び っ こ ね ぷ

た の お 通 り だ

い 実 行 委 員 会

の 運 営

防 災 ・ 減 災 に

関 す る 事 業 の

企 画 ・ 運 営

例 会 の

企 画 ・ 運 営
新 人 研 修 会 員 研 修 会 員 拡 大 窓 口

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

①特定資産運用益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特定資産受取利息 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特定資産受取配当金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特定資産受取賃貸料 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②受取入会金 0 0 0 0 0 0 0 42,000 42,000 0 0 0 0 28,000 28,000 70,000 0 140,000 140,000 0

受取入会金 0 0 0 0 0 0 0 42,000 42,000 0 0 0 0 28,000 28,000 70,000 0 140,000 140,000 0

③受取会費 0 0 0 0 0 0 0 2,294,250 2,294,250 0 0 0 0 1,529,500 1,529,500 3,823,750 0 7,647,500 7,647,500 0

正会員会費 0 0 0 0 0 0 0 1,903,500 1,903,500 0 0 0 0 1,269,000 1,269,000 3,172,500 0 6,345,000 6,345,000 0

特別会員会費 0 0 0 0 0 0 0 202,500 202,500 0 0 0 0 135,000 135,000 337,500 0 675,000 675,000 0

賛助会員会費 0 0 0 0 0 0 0 6,000 6,000 0 0 0 0 4,000 4,000 10,000 0 20,000 20,000 0

新入会員会費 0 0 0 0 0 0 0 182,250 182,250 0 0 0 0 121,500 121,500 303,750 0 607,500 607,500 0

④事業収益 1,750,000 350,000 400,000 0 0 0 0 0 2,500,000 0 0 0 0 0 0 0 2,500,000 2,500,000 0

登録料収益 0 0 400,000 0 0 0 0 0 400,000 0 0 0 0 0 0 0 0 400,000 400,000 0

懇親会費収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

広告料収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

販売収益 1,750,000 0 0 0 0 0 0 0 1,750,000 0 0 0 0 0 0 0 0 1,750,000 1,750,000 0

事務局受託収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

雑収益 0 350,000 0 0 0 0 0 0 350,000 0 0 0 0 0 0 0 0 350,000 350,000 0

⑤受取補助金等 3,000,000 0 0 1,480,000 0 0 0 0 4,480,000 0 0 0 0 0 0 0 0 4,480,000 4,480,000 0

受取国庫補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取地方公共団体補助金 3,000,000 0 0 0 0 0 0 0 3,000,000 0 0 0 0 0 0 0 0 3,000,000 3,000,000 0

受取民間補助金 0 0 0 1,480,000 0 0 0 0 1,480,000 0 0 0 0 0 0 0 0 1,480,000 1,480,000 0

受取国庫助成金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取地方公共団体助成金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取民間助成金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取地方公共団体受託金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取補助金等振替額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑥受取負担金 0 0 0 0 150,000 0 0 0 150,000 0 0 0 0 0 0 50,000 0 200,000 200,000 0

受取負担金 0 0 0 0 150,000 0 0 0 150,000 0 0 0 0 0 0 50,000 0 200,000 200,000 0

受取負担金振替額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑦受取寄付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取寄付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

募金収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取寄付金振替額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑧雑収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,000 0 1,000 1,000 0

受取利息 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,000 0 1,000 1,000 0

雑収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経常収益計 4,750,000 350,000 400,000 1,480,000 150,000 0 0 2,336,250 9,466,250 0 0 0 0 1,557,500 1,557,500 3,944,750 0 14,968,500 14,968,500 0

（２）経常費用 0

①事業費 5,000,000 400,000 410,000 1,860,000 190,000 50,000 30,000 2,217,500 10,157,500 125,000 45,000 75,000 50,000 1,330,500 1,625,500 0 0 11,783,000 11,783,000 0

1 給料手当 0 0 0 0 0 0 0 900,000 900,000 0 0 0 0 540,000 540,000 0 0 1,440,000 1,440,000 0

2 退職給付費用 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 福利厚生費 0 0 0 0 0 0 0 100,000 100,000 0 0 0 0 60,000 60,000 0 0 160,000 160,000 0

4 会議費 0 0 0 0 16,000 0 0 42,500 58,500 0 0 0 0 25,500 25,500 0 0 84,000 84,000 0

5 旅費交通費 0 0 0 108,000 80,000 0 0 0 188,000 0 0 0 0 0 0 0 0 188,000 188,000 0

6 通信運搬費 30,000 0 0 9,000 0 0 0 300,000 339,000 5,000 0 0 0 180,000 185,000 0 0 524,000 524,000 0

7 消耗什器備品費 100,000 185,000 0 85,000 0 0 0 0 370,000 0 0 0 0 0 0 0 0 370,000 370,000 0

8 消耗品費 400,000 0 0 0 5,000 0 25,000 50,000 480,000 0 0 5,000 0 30,000 35,000 0 0 515,000 515,000 0

9 会員支給品費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

# 修繕費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

# 印刷製本費 0 0 360,000 229,000 6,000 0 0 250,000 845,000 10,000 0 5,000 30,000 150,000 195,000 0 0 1,040,000 1,040,000 0

# 広報費 700,000 0 50,000 0 0 0 0 0 750,000 0 0 0 0 0 0 0 0 750,000 750,000 0

# 燃料費 30,000 0 0 0 0 0 0 65,000 95,000 0 0 0 0 39,000 39,000 0 0 134,000 134,000 0

# 光熱水料費 10,000 0 0 0 0 0 0 110,000 120,000 0 0 0 0 66,000 66,000 0 0 186,000 186,000 0

# 賃借料 1,000,000 100,000 0 225,000 12,000 0 5,000 300,000 1,642,000 45,000 45,000 30,000 10,000 180,000 310,000 0 0 1,952,000 1,952,000 0

# 保険料 40,000 40,000 0 0 9,000 0 0 0 89,000 10,000 0 0 0 0 10,000 0 0 99,000 99,000 0

# 諸謝金 0 0 0 1,188,000 0 0 0 0 1,188,000 15,000 0 0 0 0 15,000 0 0 1,203,000 1,203,000 0

# 租税公課 5,000 5,000 0 0 0 0 0 0 10,000 5,000 0 0 0 0 5,000 0 0 15,000 15,000 0

# 渉外費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

# 委託費 2,155,000 10,000 0 16,000 0 50,000 0 0 2,231,000 15,000 0 20,000 0 0 35,000 0 0 2,266,000 2,266,000 0

# 記念品費 0 0 0 0 10,000 0 0 0 10,000 10,000 0 10,000 10,000 0 30,000 0 0 40,000 40,000 0

# 衛生費 30,000 30,000 0 0 0 0 0 0 60,000 0 0 0 0 0 0 0 0 60,000 60,000 0

# 雑費 500,000 30,000 0 0 52,000 0 0 100,000 682,000 10,000 0 5,000 0 60,000 75,000 0 0 757,000 757,000 0

# 寄付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

# 事業仮払金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②管理費 3,185,500 0 3,185,500 3,185,500 0

1 給料手当 360,000 0 360,000 360,000 0

2 退職給付費用 0 0 0 0 0

3 福利厚生費 40,000 0 40,000 40,000 0

4 会議費 17,000 0 17,000 17,000 0

5 旅費交通費 0 0 0 0 0

6 通信運搬費 120,000 0 120,000 120,000 0

7 消耗什器備品費 0 0 0 0 0

8 消耗品費 20,000 0 20,000 20,000 0

9 会員支給品費 9,000 0 9,000 9,000 0

# 修繕費 0 0 0 0 0

# 印刷製本費 100,000 0 100,000 100,000 0

# 広報費 0 0 0 0 0

# 燃料費 26,000 0 26,000 26,000 0

# 光熱水料費 44,000 0 44,000 44,000 0

# 賃借料 120,000 0 120,000 120,000 0

# 保険料 9,500 0 9,500 9,500 0

# 諸謝金 0 0 0 0 0

# 租税公課 3,000 0 3,000 3,000 0

# 渉外費 803,040 0 803,040 803,040 0

# 委託費 400,000 0 400,000 400,000 0

# 記念品費 10,000 0 10,000 10,000 0

# 衛生費 25,000 0 25,000 25,000 0

# 雑費 40,000 0 40,000 40,000 0

# 寄付金 0 0 0 0 0

# 支払負担金 1,038,960 0 1,038,960 1,038,960 0

国際青年会議所負担金 62,910 0 62,910 62,910 0

日本青年会議所負担金 715,500 0 715,500 715,500 0

国際協力資金 98,550 0 98,550 98,550 0

We Believe購読料 162,000 0 162,000 162,000 0

経常費用計 5,000,000 400,000 410,000 1,860,000 190,000 50,000 30,000 2,217,500 10,157,500 125,000 45,000 75,000 50,000 1,330,500 1,625,500 3,185,500 0 14,968,500 14,968,500 0

△ 250,000 △ 50,000 △ 10,000 △ 380,000 △ 40,000 △ 50,000 △ 30,000 118,750 △ 691,250 △ 125,000 △ 45,000 △ 75,000 △ 50,000 227,000 △ 68,000 759,250 0 0 0 0

①基本財産評価損益等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②特定資産評価損益等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

③投資有価証券評価損益等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

評価損益等計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

△  250,000 △  50,000 △  10,000 △  380,000 △  40,000 △  50,000 △  30,000 118,750 △  691,250 △  125,000 △  45,000 △  75,000 △  50,000 227,000 △  68,000 759,250 0 0 0 0

２．経常外増減の部

（１）経常外収益 0

①固定資産売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

建物売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

車両運搬具売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

什器備品売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

土地売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

借地権売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電話加入権売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②固定資産受贈益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

土地受贈益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

投資有価証券受贈益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）経常外費用 0

①固定資産売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

建物売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

車両運搬具売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

什器備品売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

土地売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

借地権売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電話加入権売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②固定資産除却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

土地減損損失 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

投資有価証券減損損失 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

③災害損失 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

災害損失 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

△ 250,000 △ 50,000 △ 10,000 △ 380,000 △ 40,000 △ 50,000 △ 30,000 118,750 △ 691,250 △ 125,000 △ 45,000 △ 75,000 △ 50,000 227,000 △ 68,000 759,250 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3,173,810 4,066,900 △  893,090

△  250,000 △  50,000 △  10,000 △  380,000 △  40,000 △  50,000 △  30,000 118,750 △  691,250 △  125,000 △  45,000 △  75,000 △  50,000 227,000 △  68,000 759,250 0 3,173,810 4,066,900 △  893,090

公益社団法人弘前青年会議所　２０１９年度　正味財産増減計算書　内訳表

２０１８年１２月１６日から２０１９年１２月１５日まで

（単位　円）

科目名

公益目的事業会計 収益事業等会計

会員の資質・親睦向上事業

他 1公 1 公 2

地域社会の健全な発展に

寄与する事業

青少年の健全な育成に

寄与する事業
2019年度

第一次修正

予算
差異

当期経常外増減額

他会計振替額

当期一般正味財産増減額

一般正味財産期首残高

当期経常増減額

評価損益等調整前当期経常増減額

一般正味財産期末残高

－ 171 －4544



受取民間補助金 0 0 0

受取国庫助成金 0 0 0

受取地方公共団体助成金 0 0 0

受取民間助成金 0 0 0

②受取負担金 0 0 0

受取負担金 0 0 0

③受取寄付金 0 0 0

受取寄付金 0 0 0

④固定資産受贈益 0 0 0

土地受贈益 0 0 0

投資有価証券受贈益 0 0 0

⑤基本財産評価益 0 0 0

基本財産評価益 0 0 0

⑥特定資産評価益 0 0 0

特定資産評価益 0 0 0

⑦基本財産評価損 0 0 0

基本財産評価損 0 0 0

⑧特定資産評価損 0 0 0

特定資産評価損 0 0 0

⑨一般正味財産への振替額 0 0 0

一般正味財産への振替額 0 0 0

当期指定正味財産増減額 0 0 0

指定正味財産期首残高 0 0 0

指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 3,173,810 4,066,900 △ 893,090

－ 170 －

法人会計 内部取引消去 合計

公 3 共通 小計 他 2 共通 小計

防災・減災に

寄与する事業
共通 小計

会員の拡大及び会

員相互の情報の共

有等に関する事業

共通 小計

地 域 連 携 事 業

の 企画・運営

剛 情 張 大 太 鼓

事 業 の

企 画 ・ 運 営

ま ん じ 札 事 業

の 企 画 ・ 運 営

青 少 年 事 業 の

企 画 ・ 運 営

わ ん ぱ く 相 撲

事 業 の 企 画 ・

運 営

ち び っ こ ね ぷ

た の お 通 り だ

い 実 行 委 員 会

の 運 営

防 災 ・ 減 災 に

関 す る 事 業 の

企 画 ・ 運 営

例 会 の

企 画 ・ 運 営
新 人 研 修 会 員 研 修 会 員 拡 大 窓 口

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

①特定資産運用益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特定資産受取利息 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特定資産受取配当金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特定資産受取賃貸料 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②受取入会金 0 0 0 0 0 0 0 42,000 42,000 0 0 0 0 28,000 28,000 70,000 0 140,000 140,000 0

受取入会金 0 0 0 0 0 0 0 42,000 42,000 0 0 0 0 28,000 28,000 70,000 0 140,000 140,000 0

③受取会費 0 0 0 0 0 0 0 2,294,250 2,294,250 0 0 0 0 1,529,500 1,529,500 3,823,750 0 7,647,500 7,647,500 0

正会員会費 0 0 0 0 0 0 0 1,903,500 1,903,500 0 0 0 0 1,269,000 1,269,000 3,172,500 0 6,345,000 6,345,000 0

特別会員会費 0 0 0 0 0 0 0 202,500 202,500 0 0 0 0 135,000 135,000 337,500 0 675,000 675,000 0

賛助会員会費 0 0 0 0 0 0 0 6,000 6,000 0 0 0 0 4,000 4,000 10,000 0 20,000 20,000 0

新入会員会費 0 0 0 0 0 0 0 182,250 182,250 0 0 0 0 121,500 121,500 303,750 0 607,500 607,500 0

④事業収益 1,750,000 350,000 400,000 0 0 0 0 0 2,500,000 0 0 0 0 0 0 0 2,500,000 2,500,000 0

登録料収益 0 0 400,000 0 0 0 0 0 400,000 0 0 0 0 0 0 0 0 400,000 400,000 0

懇親会費収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

広告料収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

販売収益 1,750,000 0 0 0 0 0 0 0 1,750,000 0 0 0 0 0 0 0 0 1,750,000 1,750,000 0

事務局受託収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

雑収益 0 350,000 0 0 0 0 0 0 350,000 0 0 0 0 0 0 0 0 350,000 350,000 0

⑤受取補助金等 3,000,000 0 0 1,480,000 0 0 0 0 4,480,000 0 0 0 0 0 0 0 0 4,480,000 4,480,000 0

受取国庫補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取地方公共団体補助金 3,000,000 0 0 0 0 0 0 0 3,000,000 0 0 0 0 0 0 0 0 3,000,000 3,000,000 0

受取民間補助金 0 0 0 1,480,000 0 0 0 0 1,480,000 0 0 0 0 0 0 0 0 1,480,000 1,480,000 0

受取国庫助成金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取地方公共団体助成金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取民間助成金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取地方公共団体受託金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取補助金等振替額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑥受取負担金 0 0 0 0 150,000 0 0 0 150,000 0 0 0 0 0 0 50,000 0 200,000 200,000 0

受取負担金 0 0 0 0 150,000 0 0 0 150,000 0 0 0 0 0 0 50,000 0 200,000 200,000 0

受取負担金振替額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑦受取寄付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取寄付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

募金収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取寄付金振替額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑧雑収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,000 0 1,000 1,000 0

受取利息 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,000 0 1,000 1,000 0

雑収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経常収益計 4,750,000 350,000 400,000 1,480,000 150,000 0 0 2,336,250 9,466,250 0 0 0 0 1,557,500 1,557,500 3,944,750 0 14,968,500 14,968,500 0

（２）経常費用 0

①事業費 5,000,000 400,000 410,000 1,860,000 190,000 50,000 30,000 2,217,500 10,157,500 125,000 45,000 75,000 50,000 1,330,500 1,625,500 0 0 11,783,000 11,783,000 0

1 給料手当 0 0 0 0 0 0 0 900,000 900,000 0 0 0 0 540,000 540,000 0 0 1,440,000 1,440,000 0

2 退職給付費用 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 福利厚生費 0 0 0 0 0 0 0 100,000 100,000 0 0 0 0 60,000 60,000 0 0 160,000 160,000 0

4 会議費 0 0 0 0 16,000 0 0 42,500 58,500 0 0 0 0 25,500 25,500 0 0 84,000 84,000 0

5 旅費交通費 0 0 0 108,000 80,000 0 0 0 188,000 0 0 0 0 0 0 0 0 188,000 188,000 0

6 通信運搬費 30,000 0 0 9,000 0 0 0 300,000 339,000 5,000 0 0 0 180,000 185,000 0 0 524,000 524,000 0

7 消耗什器備品費 100,000 185,000 0 85,000 0 0 0 0 370,000 0 0 0 0 0 0 0 0 370,000 370,000 0

8 消耗品費 400,000 0 0 0 5,000 0 25,000 50,000 480,000 0 0 5,000 0 30,000 35,000 0 0 515,000 515,000 0

9 会員支給品費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

# 修繕費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

# 印刷製本費 0 0 360,000 229,000 6,000 0 0 250,000 845,000 10,000 0 5,000 30,000 150,000 195,000 0 0 1,040,000 1,040,000 0

# 広報費 700,000 0 50,000 0 0 0 0 0 750,000 0 0 0 0 0 0 0 0 750,000 750,000 0

# 燃料費 30,000 0 0 0 0 0 0 65,000 95,000 0 0 0 0 39,000 39,000 0 0 134,000 134,000 0

# 光熱水料費 10,000 0 0 0 0 0 0 110,000 120,000 0 0 0 0 66,000 66,000 0 0 186,000 186,000 0

# 賃借料 1,000,000 100,000 0 225,000 12,000 0 5,000 300,000 1,642,000 45,000 45,000 30,000 10,000 180,000 310,000 0 0 1,952,000 1,952,000 0

# 保険料 40,000 40,000 0 0 9,000 0 0 0 89,000 10,000 0 0 0 0 10,000 0 0 99,000 99,000 0

# 諸謝金 0 0 0 1,188,000 0 0 0 0 1,188,000 15,000 0 0 0 0 15,000 0 0 1,203,000 1,203,000 0

# 租税公課 5,000 5,000 0 0 0 0 0 0 10,000 5,000 0 0 0 0 5,000 0 0 15,000 15,000 0

# 渉外費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

# 委託費 2,155,000 10,000 0 16,000 0 50,000 0 0 2,231,000 15,000 0 20,000 0 0 35,000 0 0 2,266,000 2,266,000 0

# 記念品費 0 0 0 0 10,000 0 0 0 10,000 10,000 0 10,000 10,000 0 30,000 0 0 40,000 40,000 0

# 衛生費 30,000 30,000 0 0 0 0 0 0 60,000 0 0 0 0 0 0 0 0 60,000 60,000 0

# 雑費 500,000 30,000 0 0 52,000 0 0 100,000 682,000 10,000 0 5,000 0 60,000 75,000 0 0 757,000 757,000 0

# 寄付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

# 事業仮払金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②管理費 3,185,500 0 3,185,500 3,185,500 0

1 給料手当 360,000 0 360,000 360,000 0

2 退職給付費用 0 0 0 0 0

3 福利厚生費 40,000 0 40,000 40,000 0

4 会議費 17,000 0 17,000 17,000 0

5 旅費交通費 0 0 0 0 0

6 通信運搬費 120,000 0 120,000 120,000 0

7 消耗什器備品費 0 0 0 0 0

8 消耗品費 20,000 0 20,000 20,000 0

9 会員支給品費 9,000 0 9,000 9,000 0

# 修繕費 0 0 0 0 0

# 印刷製本費 100,000 0 100,000 100,000 0

# 広報費 0 0 0 0 0

# 燃料費 26,000 0 26,000 26,000 0

# 光熱水料費 44,000 0 44,000 44,000 0

# 賃借料 120,000 0 120,000 120,000 0

# 保険料 9,500 0 9,500 9,500 0

# 諸謝金 0 0 0 0 0

# 租税公課 3,000 0 3,000 3,000 0

# 渉外費 803,040 0 803,040 803,040 0

# 委託費 400,000 0 400,000 400,000 0

# 記念品費 10,000 0 10,000 10,000 0

# 衛生費 25,000 0 25,000 25,000 0

# 雑費 40,000 0 40,000 40,000 0

# 寄付金 0 0 0 0 0

# 支払負担金 1,038,960 0 1,038,960 1,038,960 0

国際青年会議所負担金 62,910 0 62,910 62,910 0

日本青年会議所負担金 715,500 0 715,500 715,500 0

国際協力資金 98,550 0 98,550 98,550 0

We Believe購読料 162,000 0 162,000 162,000 0

経常費用計 5,000,000 400,000 410,000 1,860,000 190,000 50,000 30,000 2,217,500 10,157,500 125,000 45,000 75,000 50,000 1,330,500 1,625,500 3,185,500 0 14,968,500 14,968,500 0

△ 250,000 △ 50,000 △ 10,000 △ 380,000 △ 40,000 △ 50,000 △ 30,000 118,750 △ 691,250 △ 125,000 △ 45,000 △ 75,000 △ 50,000 227,000 △ 68,000 759,250 0 0 0 0

①基本財産評価損益等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②特定資産評価損益等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

③投資有価証券評価損益等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

評価損益等計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

△  250,000 △  50,000 △  10,000 △  380,000 △  40,000 △  50,000 △  30,000 118,750 △  691,250 △  125,000 △  45,000 △  75,000 △  50,000 227,000 △  68,000 759,250 0 0 0 0

２．経常外増減の部

（１）経常外収益 0

①固定資産売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

建物売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

車両運搬具売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

什器備品売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

土地売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

借地権売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電話加入権売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②固定資産受贈益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

土地受贈益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

投資有価証券受贈益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）経常外費用 0

①固定資産売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

建物売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

車両運搬具売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

什器備品売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

土地売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

借地権売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電話加入権売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②固定資産除却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

土地減損損失 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

投資有価証券減損損失 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

③災害損失 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

災害損失 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

△ 250,000 △ 50,000 △ 10,000 △ 380,000 △ 40,000 △ 50,000 △ 30,000 118,750 △ 691,250 △ 125,000 △ 45,000 △ 75,000 △ 50,000 227,000 △ 68,000 759,250 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3,173,810 4,066,900 △  893,090

△  250,000 △  50,000 △  10,000 △  380,000 △  40,000 △  50,000 △  30,000 118,750 △  691,250 △  125,000 △  45,000 △  75,000 △  50,000 227,000 △  68,000 759,250 0 3,173,810 4,066,900 △  893,090

公益社団法人弘前青年会議所　２０１９年度　正味財産増減計算書　内訳表

２０１８年１２月１６日から２０１９年１２月１５日まで

（単位　円）

科目名

公益目的事業会計 収益事業等会計

会員の資質・親睦向上事業

他 1公 1 公 2

地域社会の健全な発展に

寄与する事業

青少年の健全な育成に

寄与する事業
2019年度

第一次修正

予算
差異

当期経常外増減額

他会計振替額

当期一般正味財産増減額

一般正味財産期首残高

当期経常増減額

評価損益等調整前当期経常増減額

一般正味財産期末残高

－ 171 －4544



費用

10,157,500

1,625,500

3,185,500

14,968,500

項　目 会計区分 受取会費計 使用割合 振分金額

公益目的事業会計 30% 1,903,500

収益事業等会計 20% 1,269,000

法人会計 50% 3,172,500
公益目的事業会計 30% 202,500
収益事業等会計 20% 135,000
法人会計 50% 337,500
公益目的事業会計 30% 42,000

収益事業等会計 20% 28,000

法人会計 50% 70,000

公益目的事業会計 30% 6,000

収益事業等会計 20% 4,000

法人会計 50% 10,000

公益目的事業会計 30% 182,250

収益事業等会計 20% 121,500

法人会計 50% 303,750

用　途 用　途
コピー機リース料 コピー機リース料

什器備品 什器備品

コピーカウンター料 コピーカウンター料

退職金 退職金

科　目 会計区分 配賦前管理費 従事割合 配賦金額
公益目的事業会計 50% 900,000

収益事業等会計 30% 540,000

管理費 20% 360,000
公益目的事業会計 50% 0
収益事業等会計 30% 0

管理費 20% 0

公益目的事業会計 50% 100,000

収益事業等会計 30% 60,000

管理費 20% 40,000

公益目的事業会計 50% 42,500

収益事業等会計 30% 25,500

法人会計 20% 17,000
公益目的事業会計 50% 300,000
収益事業等会計 30% 180,000

法人会計 20% 120,000

公益目的事業会計 50% 50,000

収益事業等会計 30% 30,000

法人会計 20% 20,000
公益目的事業会計 50% 250,000
収益事業等会計 30% 150,000

法人会計 20% 100,000

公益事業比率

F消耗品費

6,345,000

特別会員会費

A給料手当 1,800,000

D会議費 85,000

新入会員会費 607,500

675,000

入会金 140,000

正会員会費

B退職給付費用 0

C福利厚生費

退職給付費用

２０１０年度
賃借料

消耗什器備品費
印刷製本費

通話通信料・発送費等・HP費用
毎月発送分

事務消耗品等

コピー機カウンター料 その他　35万円
あおいりんご12万円／基本資料3万円／
メンズリ12万

500,000

600,000

理事会5,000円×12回
12月臨時理事会×1回
総会10,000円×2回

100,000

公益事業比率

7名

総支給140,000円／月
残業　 10,000円／月

表２．平成２０年度公益会計基準適用に伴う科目変更管理表

表３．管理費の事業費配賦基準管理表
備　考

備　考

⇒

項　目

7名×20,000

5名×135,000

表１．受取会費配賦表

公益目的事業の実施に係る費用

68%

２００９年度

47名×135,000

2名×10,000

収益事業等に係る費用

公益法人運営経常費用

合　　計

賛助会員 20,000

G印刷製本費

E通信運搬費

200,000

退職給付引当費用

法定福利費等 

消耗品費支出
什器備品取得支出

リース料支出

退職給付引当資産取得支出
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公益目的事業会計 50% 110,000

収益事業等会計 30% 66,000

法人会計 20% 44,000
公益目的事業会計 50% 300,000
収益事業等会計 30% 180,000

法人会計 20% 120,000
公益目的事業会計 50% 100,000
収益事業等会計 30% 60,000
法人会計 20% 40,000
公益目的事業会計 50% 0
収益事業等会計 30% 0
法人会計 20% 0
公益目的事業会計 50% 65,000
収益事業等会計 30% 39,000
法人会計 20% 26,000
公益目的事業会計 50% 2,217,500
収益事業等会計 30% 1,330,500
法人会計 20% 887,000

表４．　支払負担金内訳
項目 基本 単価 人数 基本+単価*人数

JCI 1,165 47 54,755
JCI追加 1,165 7 8,155

62,910
日本JC 30,000 5,000 47 265,000
日本JC前期追加 5,000 5 25,000
日本JC後期追加 2,500 2 5,000
地区 5,000 1,500 47 75,500
地区出向 10,000 1 10,000
地区追加 1,500 2 3,000
ブロック 20,000 5,000 47 255,000
ブロック出向 7,000 6 42,000
ブロック追加 5,000 7 35,000

715,500
国際協力金 1,825 54 98,550
We Believe 3,000 54 162,000

1,038,960
(期首47名＋年間7名)×3,000円

JCI小計

合　計

備考
期首47名×1,165円
年間7名×1,165円

期首47名×5,000円
前期5名×5,000円
後期2名×2,500円
期首47名×1,500円
ゼミナール1名×10,000円
前期2名×1,500円

JCI小計

(期首47名＋年間7名)×1,825円

前期7名×5,000円

220,000

600,000

光熱費等

ｺﾋﾟｰ機ﾘｰｽ　5,724×12=68,688
家賃 35,000×12=420,000
他

0

130,000

期首47名×5,000円
アカデミー6名×7,000円

200,000

合  計 4,435,000

M燃料費

L修繕費

K雑費

H光熱水料費

IJ賃借料
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２
６
(金
)～
２
７
日
(土
)

１
４
(水
)～
１
５
日
(木
)

ブ
ロ

ッ
ク

大
会

【
黒

石
】

【
青

森
】

東
北

青
年

フ
ォ

ー
ラ

ム
 ゼ

ミ
ナ

ー
ル

閉
校

式

１
１

日
(
土

)
～

１
２

日
(
日

)
８

日
(
土

)
～

９
日

(
日

)

【
能

代
】

【
福

島
】

J
C
I
中

間
常

任
理

事
会

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
第

５
講

座
【

山
形

】

【
】

ア
ジ

ア
・

太
平

洋

【
】

【
八

戸
】

全
国

大
会

【
富

山
】

【
富

山
】

Ｊ
Ｃ

Ｉ
世

界
会

議
【

富
山

】

【
富

山
】

【
エ

ス
ト

ニ
ア

(
タ

リ
ン

)
】

【
鶴

岡
】

【
大

曲
】

１
３

日
(
土

)
～

１
４

日
(
日

)

【
郡

山
】

【
い

わ
き

】

青 森 ブ ロ ッ ク 協 議 会 Ｊ Ｃ Ｉ
Ｊ

Ｃ
Ｉ

諸
会

議
（

Ｇ
Ｐ

Ｓ
）

Ｎ
Ｏ

Ｍ
主

要
事

業

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０

月

第
４

講
座

・
閉

校
式

【
泉

】

【
青

森
】

ア
カ

デ
ミ

ー
大

学
第

２
講

座
【

八
戸

】
【

弘
前

】

１
１

日
(
土

)
～

１
２

日
(
日

)

開
校

式
・

第
１

講
座

特
別

講
座

【
青

森
】

第
３

講
座

【
む

つ
】

８
月

３
１

日
(
土

)
～

９
月

１
日

(
日

)

1
月

役
員

会
議

【
青

森
】

【
青

森
】

【
青

森
】

【
青

森
】

【
青

森
】

【
青

森
】

全
国
城
下
町
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

新
年
祝
賀
会

全
国
城
下
町
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム

８
日
(
水
)
・
２
９
日
(
水
)

２
８

(
金

)
～

３
０

(
日

)

東 北 地 区 協 議 会

正
副

会
議

正
副

拡
大

会
議

役
員

会
議

会
員

会
議

所
会

議

主
要

行
事

【
八

戸
】

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
開

校
式

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
第

１
講

座
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

第
２

講
座

【
大

船
渡

】

【
能

代
】

１
６

日
(
土

)
～

１
７

日
(
日

)

【
盛

岡
】

【
仙

台
】

公
益

社
団

法
人

弘
前

青
年

会
議

所
　

２
０

１
９

年
度

年
間

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

（
案

）
v
e
r
.
５

１
２

月

７
日

(
土

)
～

８
日

(
日

)
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

第
３

講
座

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
第

４
講

座

１
１

月

【
い

わ
き

】
【

青
森

】

【
青

森
】

【
三

沢
】

【
南

陽
】

【
京

都
】

【
北

上
】

【
横

手
】

主
要

行
事

【
八

戸
】

【
仙

台
】

【
久

慈
】

【
仙

台
】

【
青

森
】

新
春

名
刺

交
歓

会

１
３

日
(
土

)
～

１
４

日
(
日

)

【
泉

】

【
モ

ー
リ

シ
ャ

ス
(
フ

リ
ツ

ク
・

ア
ン

・
ア

ラ
ッ

ク
)
】

地
域

会
議

【
東

京
】

ア
フ

リ
カ

・
中

東

ア
メ

リ
カ

地
域

会
議

【
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
(
メ
ン
ド
ー
サ
)
】

金
沢

会
議

【
横

浜
】

【
フ
ラ
ン
ス
(
リ
ヨ
ン
)
】

【
京

都
】

【
金

沢
】

【
軽

井
沢

】

常
任

理
事

会

ブ
ロ

ッ
ク

会
長

会
議

総
会

国
際

ア
カ

デ
ミ

ー

サ
マ
ー
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

日 本 青 年 会 議 所 そ の 他

そ
の

他

公
益

審
査

会
議

財
政

審
査

会
議

理
事

会
【

京
都

】

（
Ｊ
Ｃ
Ｉ
　
Ｊ
Ｅ
Ｍ
／
Ｊ
Ｂ
Ｍ
）

【
京

都
】

正
副

会
頭

会
議

理
事

会

【
京

都
】

京
都

会
議

Ｊ
Ｃ

Ｉ
常

任
理

事
会

/

会
員

会
議

所
会

議
【

青
森

】
【

三
沢

】
【

弘
前

】
【

十
和

田
】

【
む

つ
】

【
八

戸
】

【
黒

石
】

【
五

所
川

原
】

【
黒

石
】

【
未

定
】
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例
会

７
日

(
木

)
７

日
(
木

)
８

日
(
月

)
７

日
(
火

)
７

日
(
金

)
８

日
(
月

)
９

日
(
月

)
７

日
(
月

)
７

日
(
木

)

総
会

１
１

日
(
木

)

常
任
理
事
会

１
０

日
(
木

)
５

日
(
火

)
５

日
(
火

)
９

日
(
火

)
９

日
(
木

)
６

日
(
木

)
９

日
(
火

)
８

日
(
木

)
５

日
(
木

)
８

日
(
火

)
６

日
(
水

)
５

日
(
木

)

理
事
会

２
３

日
(
水

)
１

９
日

(
火

)
１

９
日

(
火

)
２

３
日

(
火

)
２

２
日

(
水

)
２

０
日

(
木

)
２

２
日

(
月

)
２

１
日

(
水

)
１

９
日

(
木

)
２

２
日

(
火

)
２

０
日

(
水

)
１

２
日

(
木

)

主
要
行
事

１
５

日
(
火

)

９
日

(
水

)
６

日
(
水

)
６

日
(
水

)
３

日
(
水

)
２

６
日

(
水

)
４

日
(
水

)

２
６

日
(
土

)
１

７
日

(
日

)
１

６
日

(
土

)
１

８
日

(
木

)
１

８
日

(
土

)
１

１
日

(
火

)
６

日
(
土

)
１

４
日

(
土

)
１

９
日

(
土

)
１

６
日

(
土

)

２
６

日
(
土

)
４

日
(
月

)

２
６

日
(
土

)
７

日
(
日

)

 
６

日
(
日

)
 
１

６
日

(
火

)
 
１

０
日

(
土

)
 
１

７
日

(
火

)
 
１

５
日

(
火

)
 
１

２
日

(
火

)

２
３

日
(
水

)
１

８
日

(
月

)
１

８
日

(
月

)
１

６
日

(
火

)
１

６
日

(
木

)
１

２
日

(
水

)

１
４

日
(
月

)
８

日
(
金

)
１

０
日

(
日

)
５

日
(
金

)
７

日
(
火

)
３

日
(
月

)
３

日
(
水

)
３

０
日

(
金

)
４

日
(
金

)
１

日
(
金

)
・

３
０

日
(
土

)

【
石

巻
】

【
八

戸
】

１
８

日
(
金

)
１

日
(
日

）

９
日

（
土

）

１
０

日
（

木
）

１
４

日
（

木
）

６
日

（
水

）
４

日
（

木
）

２
日

（
木

）
１

３
日

（
木

）
１

７
日

（
水

）
５

日
（

木
）

３
日

（
木

）
２

１
日

（
木

）
５

日
（

木
）

３
１

日
（

木
）

２
８

日
（

木
）

１
８

日
（

木
）

２
３

日
（

木
）

３
０

日
（

日
）

１
９

日
（

木
）

２
４

日
（

木
）

１
２

日
（

木
）

３
０

日
（

木
）

３
１

日
（

木
）

１
１

日
（

金
）

１
５

日
（

金
）

７
日

（
木

）
１

９
日

（
金

）
２

４
日

（
金

）
１

４
日

（
金

）
１

８
日

（
木

）
２

０
日

（
金

）
２

５
日

（
金

）
２

２
日

（
金

）
１

３
日

（
金

）

１
８

日
（

金
）

１
６

日
（

土
）

８
日

（
金

）
２

０
日

（
土

）
２

５
日

（
土

）
１

５
日

（
土

）
１

９
日

（
金

）
２

１
日

（
土

）
１

１
日

（
金

）
２

３
日

（
土

）
１

４
日

（
土

）

２
６

日
（

土
）

１
８

日
（

金
）

１
６

日
（

土
）

８
日

（
金

）
２

０
日

（
土

）
２

５
日

（
土

）
１

５
日

（
土

）
１

９
日

（
金

）
２

１
日

（
土

）
１

１
日

（
金

）
２

３
日

（
土

）
１

４
日

（
土

）
２

６
日

（
土

）

１
９

日
（

土
）

２
３

日
（

土
）

１
１

日
（

金
）

４
日

（
月

）
１

日
（

水
）

１
７

日
（

木
）

２
５

日
（

木
）

～
８

日
（

金
）

７
日

（
月

）
～

４
日

（
土

）
～

２
０

日
（

日
）

～
２

７
日

（
土

）
～

１
１

日
（

金
）

８
日

（
水

）
～

１
１

日
（

土
）

１
５

日
（

水
）

～
１

８
日

（
土

）

１
７

日
（

木
）

２
２

日
（

金
）

日
（

）
１

０
日

（
木

）
～

２
０

日
（

日
）

～
２

４
日

（
日

）
～

日
（

）
～

１
３

日
（

日
）

２
０

日
（

土
）

～
２

１
日

（
日

）

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

審
査

会
議

Ｊ
Ｃ

Ｉ
緒

会
議

・
大

会
　

開
催

地
【

J
C
I
常

任
理

事
会

/
理

事
会

】
ア

メ
リ

カ
（

セ
ン

ト
ル

イ
ス

）
　

【
中

間
常

任
理

事
会

】
ア

メ
リ

カ
（

セ
ン

ト
ル

イ
ス

）
【

ア
フ

リ
カ

・
中

東
地

域
会

議
】

モ
ー

リ
シ

ャ
ス

（
フ

リ
ッ

ク
・

ア
ン

・
ア

ラ
ッ

ク
）

【
ア

ジ
ア

・
太

平
洋

地
域

会
議

】
韓

国
（

済
州

）
【

ア
メ

リ
カ

地
域

会
議

】
ア

ル
ゼ

ン
チ

ン
（

メ
ン

ド
ー

サ
）

【
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

地
域

会
議

】
フ

ラ
ン

ス
（

リ
ヨ

ン
）

【
グ

ロ
ー

バ
ル

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

サ
ミ

ッ
ト

】
ア

メ
リ

カ
（

ニ
ュ

ー
ヨ

ー
ク

）
【

世
界

会
議

】
エ

ス
ト

ニ
ア

（
タ

リ
ン

）

【
豊
橋
】

９
日
(
水
)
・
３
０
日
(
木
)

弘 前 青 年 会 議 所

斜
里
ね
ぷ
た
祭
り

【
ア
メ
リ
カ
(
セ
ン
ト
ル
イ
ス
)
】

【
ア
メ
リ
カ
(
セ
ン
ト
ル
イ
ス
)
】

【
ア
メ
リ
カ
(
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
)
】

２
７

日
(
土

)
～

２
８

日
(
日

)

尾
島
ね
ぷ
た
祭
り

地
域

会
議

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
地

域
会

議
グ
ロ
ー
バ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ

プ
サ

ミ
ッ

ト

（
J
C
I
 
M
Y
E
）

【
韓

国
(
済

州
)
】

【
泉

】

【
能

代
】

【
山

形
】

【
鹿

角
】

９
日
(金
)

卒
業
式

２
６
(金
)～
２
７
日
(土
)

１
４
(水
)～
１
５
日
(木
)

ブ
ロ

ッ
ク

大
会

【
黒

石
】

【
青

森
】

東
北

青
年

フ
ォ

ー
ラ

ム
 ゼ

ミ
ナ

ー
ル

閉
校

式

１
１

日
(
土

)
～

１
２

日
(
日

)
８

日
(
土

)
～

９
日

(
日

)

【
能

代
】

【
福

島
】

J
C
I
中

間
常

任
理

事
会

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
第

５
講

座
【

山
形

】

【
】

ア
ジ

ア
・

太
平

洋

【
】

【
八

戸
】

全
国

大
会

【
富

山
】

【
富

山
】

Ｊ
Ｃ

Ｉ
世

界
会

議
【

富
山

】

【
富

山
】

【
エ

ス
ト

ニ
ア

(
タ

リ
ン

)
】

【
鶴

岡
】

【
大

曲
】

１
３

日
(
土

)
～

１
４

日
(
日

)

【
郡

山
】

【
い

わ
き

】

青 森 ブ ロ ッ ク 協 議 会 Ｊ Ｃ Ｉ
Ｊ

Ｃ
Ｉ

諸
会

議
（

Ｇ
Ｐ

Ｓ
）

Ｎ
Ｏ

Ｍ
主

要
事

業

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０

月

第
４

講
座

・
閉

校
式

【
泉

】

【
青

森
】

ア
カ

デ
ミ

ー
大

学
第

２
講

座
【

八
戸

】
【

弘
前

】

１
１

日
(
土

)
～

１
２

日
(
日

)

開
校

式
・

第
１

講
座

特
別

講
座

【
青

森
】

第
３

講
座

【
む

つ
】

８
月

３
１

日
(
土

)
～

９
月

１
日

(
日

)

1
月

役
員

会
議

【
青

森
】

【
青

森
】

【
青

森
】

【
青

森
】

【
青

森
】

【
青

森
】

全
国
城
下
町
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

新
年
祝
賀
会

全
国
城
下
町
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム

８
日
(
水
)
・
２
９
日
(
水
)

２
８

(
金

)
～

３
０

(
日

)

東 北 地 区 協 議 会

正
副

会
議

正
副

拡
大

会
議

役
員

会
議

会
員

会
議

所
会

議

主
要

行
事

【
八

戸
】

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
開

校
式

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
第

１
講

座
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

第
２

講
座

【
大

船
渡

】

【
能

代
】

１
６

日
(
土

)
～

１
７

日
(
日

)

【
盛

岡
】

【
仙

台
】

公
益

社
団

法
人

弘
前

青
年

会
議

所
　

２
０

１
９

年
度

年
間

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

（
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基本理念

基本方針

１． 誰も取り残さない持続可能な社会への改善

２． 価値デザインと消費拡大による日本経済の充実

３． 多様性社会を先導する人材の育成

４． 質向上とつながりの拡大による国際的組織への進化

５． 持続的なインパクトを与える機動的な組織運営

公益社団法人日本青年会議所
２０１９年度　基本資料（案）

基本計画
（基本理念・基本方針）

誰もが挑戦できる

幸せな国　日本の創造

［１］
　

１． 地域社会でＳＤＧｓを達成していくための事業の実施

２． 選挙における公開討論会の実施

３． アカデミー事業への参加促進

［２］

　

１． 京都会議 　【　１月】

２． 金沢会議 　【　２月】

３． サマーコンファレンス 　【　７月】

４． 全国大会富山大会 　【１０月】

５． 国際アカデミー

６． 日本アカデミー

７． ＴＯＹＰ大賞

８． 褒賞

９． 各種視察団・使節団の派遣

１０． 国際協力

［３］

１． ＪＣＩ　ＡＳＰＡＣ（韓国／済州） 　【　６月】

２． ＪＣＩ　Ｗｏｒｌｄ　Ｃｏｎｇｒｅｓｓ（エストニア共和国／タリン） 　【１１月】

３． ＪＣＩ　ＡＷＡＲＤＳへの申請 　【　４月・９月】

４． ＪＣＩ　ＴＯＹＰへの申請 　【　５月】

［４］
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４．

５．

［５］

１．

２．
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４．

５． ブロックアカデミー事業と連携したカリキュラムの実施

公益社団法人日本青年会議所
２０１９年度　基本資料（案）

事業計画

日本青年会議所が会頭所信に基づき、地区協議会と連携する事業

日本青年会議所が主催し、各地会員会議所またはＪＣＩと共に連携して行う運動・事業

日本青年会議所が会頭所信に基づき、ブロック協議会と連携する事業

ブロックと連携した会員拡大支援の実施

地区・ブロック協議会・ＬＯＭの災害支援ネットワークの構築

地域社会でＳＤＧｓを達成していくための事業の実施

多子社会の実現へ向けた議論を推進する事業の実施

地域に則した社会保障制度と地域のあり方を考える事業の実施

ＪＣＩが主催し、日本青年会議所が連携して行う運動・事業

日本青年会議所が主催し、各地会員会議所またはＪＣＩや各国青年会議所に対して、

参加や参画など協力を依頼して行う事業

地域経済ビジョンを推進する事業の実施

ＪＣカップ Ｕ－１１ 少年少女サッカー全国大会予選大会の実施

地域社会でＳＤＧｓを達成していくための事業の実施

国土強靭化にむけた社会基盤整備計画の実施
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公益社団法人 日本青年会議所 ２０１９年度 会頭所信 
鎌 田 長 明 

 
０、はじめに

「より良くなりたい」それが私の最初の願いです。人生に過ちはつきもので、常に正し

いことなどありはしません。しかし、どんなどん底にあっても、どんな高みにあっても、よ

り良くなりたいと私は願っています。そして、どうか私に関わる全ての人々が幸せであって

欲しいと祈っています。

未来のことは誰もわかりません。しかし、未来が誰の手に委ねられているかは明確です。

私たちの未来を明るく豊かにできるのは、私たち自身だけなのです。たとえ、一人ではでき

なくても、同じ志をもつ仲間がたった数人集まるだけで、未来はきっと変えられます。さあ、

青年よ、たとえ今は苦しくとも自ら変化の起点となり、心踊る素晴らしい未来を共に作ろう

ではありませんか。

１、平成時代の終わりと新しい時代の始まり

一つの時代が終わります。この約３０年間日本は平和で治安が良く、ＧＤＰの総額は大

きく、多くの人は社会的に自立し、健康で長寿でした。しかし、一人当たりＧＤＰは先進国

の中では高くなく、所得の格差は拡大し、相対的な貧困率は増加し、社会の公正さは向上し

ていません。また、生活の満足度は上がらず、国民の社会参加は少なく、自殺率は高く、社

会的なつながりが失われています。さらに、アジア地域の発展と日本経済の停滞により、日

本の国家としての存在感は相対的に小さくなっています。そして、２０代から４０代の収入

の減少により、消費と子供を生み出す力も弱まっています。その上、日本の社会基盤には老

朽化による限界が来つつあります。このような状況下において、少子化による人口減少と、

超高齢化による社会保障費の増加は、日本に国難をもたらします。そう遠くない未来に日本

が先進国と言えなくなる日が来るかもしれません。私たち青年は現実から目をそらすこと

なく、圧倒的な危機感を持って、今、行動しなければならないのです。

一方で、時代は大きく変化をし始めています。一つめに、サステナビリティやボランタ

リー経済といった道徳的な価値を重んじる考え方が社会の中で大きな地位を占め始めてい

ます。二つめに、ＩＴを媒介として新たな信用創造が起こり、共有経済が生まれ始めていま

す。三つめに、高度情報化と人工知能の台頭により、従来評価されてきた能力や仕事や無形

資産が価値を持たなくなりつつあります。一方で、人間的な能力の必要性が高まり、文化や

芸術などの価値が上がり、新たな価値が生まれ始めています。四つめに、国籍や地域や性別

や年齢などによる垣根が低くなり、社会の多様性が拡大しています。五つめに、人工知能や

遺伝子工学などの新技術は、生活をより豊かで好ましいものにする一方で、社会に深刻な事

態をもたらす可能性があります。充実した社会資本を活かし、このような変化を上手く捉え

て社会をより良くできれば、日本の未来は必ず明るくなるはずです。そのとき、青年は誰よ

  

2 
 

りも率先して変化を捉えて行動しなければなりません。

歴史を振り返れば、明治維新からの大躍進期でも、昭和の占領期からの高度経済成長期

でも、危機感を持って変化を捉えて時代を動かしてきたのはいつも青年でした。しかし、発

展は青年だけの力で成し遂げられたわけではありません。山縣有朋や吉田茂といった、青年

を抜擢し活躍の場を与えた偉大なシニア層の力と、坂本龍馬や白洲次郎といった、青年をつ

なぎ社会の壁を越える人材の存在が必要でした。では、そのシニア層と青年はどのようにし

て結びついたのでしょうか、社会の壁を越える人材はどこから生まれるのでしょうか。社会

のつながりが弱まった現代において、強い縦の関係と横の結束がある組織はなくなりつつ

あります。しかし、まだ日本には青年会議所があります。国難が目の前に迫った今こそ、日

本の青年会議所は社会を動かす青年を生み出す存在とならなければなりません。

２、全員が挑戦し、誰一人取り残さない日本社会を築く

一部の人や集団が社会をリードするだけでは、２０年後も日本が明るく豊かで世界に誇

れる国となることは難しいでしょう。しかし、日本にはいまだ多くの社会的資本があり、何

より多くの人材が存在します。全ての人材が成長して活躍の場を持つようになり、豊かな社

会資本を生かすことができれば、日本の未来は輝かしいものとなるはずです。

高齢化社会の最大の問題は、年齢を理由に個人の成長が止まることで組織の成長が止ま

り、社会の成長が止まることです。自らの置かれた現状を変えず同じことを繰り返すだけで

は、成長はありません。成長を止めないためには挑戦し続けることが不可欠です。性別や年

齢や置かれた条件を問わず、日本中のあらゆる個人と組織が挑戦し続ける、そんな日本社会

を築こうではありませんか。

一方で、個人の置かれる条件は良いものばかりとは限らず、挑戦には成功と失敗が伴い

ます。しかし、条件の悪い人や失敗した人を社会から取り残すならば、挑戦する人はいなく

なり社会は暗いものとなります。誰一人取り残さない社会を築くこと、それは私たち全員の

責務です。

全員が挑戦し、誰一人取り残さない日本社会を築くために、青年会議所及び青年会議所

のメンバー、つまり私たちは更に一歩先を行かなければなりません。私たちは社会の問題を

解決するだけでなく、社会に価値を創造し、時にはこれが価値だと決める、つまり価値その

ものをデザインするリーダーとなるのです。そして、社会に持続的なインパクトを与え、青

年に新しい時代に必要とされる能力を与える機動的組織へと青年会議所は進化しなければ

なりません。

３、社会、経済、人材を開発し、組織を進化させる

上記のビジョンを達成するために、日本青年会議所は社会の改善、経済の充実、人材の

育成に取り組み、組織を進化させます。
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公益社団法人 日本青年会議所 ２０１９年度 会頭所信 
鎌 田 長 明 

 
０、はじめに

「より良くなりたい」それが私の最初の願いです。人生に過ちはつきもので、常に正し

いことなどありはしません。しかし、どんなどん底にあっても、どんな高みにあっても、よ

り良くなりたいと私は願っています。そして、どうか私に関わる全ての人々が幸せであって

欲しいと祈っています。

未来のことは誰もわかりません。しかし、未来が誰の手に委ねられているかは明確です。

私たちの未来を明るく豊かにできるのは、私たち自身だけなのです。たとえ、一人ではでき

なくても、同じ志をもつ仲間がたった数人集まるだけで、未来はきっと変えられます。さあ、

青年よ、たとえ今は苦しくとも自ら変化の起点となり、心踊る素晴らしい未来を共に作ろう

ではありませんか。

１、平成時代の終わりと新しい時代の始まり

一つの時代が終わります。この約３０年間日本は平和で治安が良く、ＧＤＰの総額は大

きく、多くの人は社会的に自立し、健康で長寿でした。しかし、一人当たりＧＤＰは先進国

の中では高くなく、所得の格差は拡大し、相対的な貧困率は増加し、社会の公正さは向上し

ていません。また、生活の満足度は上がらず、国民の社会参加は少なく、自殺率は高く、社

会的なつながりが失われています。さらに、アジア地域の発展と日本経済の停滞により、日

本の国家としての存在感は相対的に小さくなっています。そして、２０代から４０代の収入

の減少により、消費と子供を生み出す力も弱まっています。その上、日本の社会基盤には老

朽化による限界が来つつあります。このような状況下において、少子化による人口減少と、

超高齢化による社会保障費の増加は、日本に国難をもたらします。そう遠くない未来に日本

が先進国と言えなくなる日が来るかもしれません。私たち青年は現実から目をそらすこと

なく、圧倒的な危機感を持って、今、行動しなければならないのです。

一方で、時代は大きく変化をし始めています。一つめに、サステナビリティやボランタ

リー経済といった道徳的な価値を重んじる考え方が社会の中で大きな地位を占め始めてい

ます。二つめに、ＩＴを媒介として新たな信用創造が起こり、共有経済が生まれ始めていま

す。三つめに、高度情報化と人工知能の台頭により、従来評価されてきた能力や仕事や無形

資産が価値を持たなくなりつつあります。一方で、人間的な能力の必要性が高まり、文化や

芸術などの価値が上がり、新たな価値が生まれ始めています。四つめに、国籍や地域や性別

や年齢などによる垣根が低くなり、社会の多様性が拡大しています。五つめに、人工知能や

遺伝子工学などの新技術は、生活をより豊かで好ましいものにする一方で、社会に深刻な事

態をもたらす可能性があります。充実した社会資本を活かし、このような変化を上手く捉え

て社会をより良くできれば、日本の未来は必ず明るくなるはずです。そのとき、青年は誰よ
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りも率先して変化を捉えて行動しなければなりません。

歴史を振り返れば、明治維新からの大躍進期でも、昭和の占領期からの高度経済成長期

でも、危機感を持って変化を捉えて時代を動かしてきたのはいつも青年でした。しかし、発

展は青年だけの力で成し遂げられたわけではありません。山縣有朋や吉田茂といった、青年

を抜擢し活躍の場を与えた偉大なシニア層の力と、坂本龍馬や白洲次郎といった、青年をつ

なぎ社会の壁を越える人材の存在が必要でした。では、そのシニア層と青年はどのようにし

て結びついたのでしょうか、社会の壁を越える人材はどこから生まれるのでしょうか。社会

のつながりが弱まった現代において、強い縦の関係と横の結束がある組織はなくなりつつ

あります。しかし、まだ日本には青年会議所があります。国難が目の前に迫った今こそ、日

本の青年会議所は社会を動かす青年を生み出す存在とならなければなりません。

２、全員が挑戦し、誰一人取り残さない日本社会を築く

一部の人や集団が社会をリードするだけでは、２０年後も日本が明るく豊かで世界に誇

れる国となることは難しいでしょう。しかし、日本にはいまだ多くの社会的資本があり、何

より多くの人材が存在します。全ての人材が成長して活躍の場を持つようになり、豊かな社

会資本を生かすことができれば、日本の未来は輝かしいものとなるはずです。

高齢化社会の最大の問題は、年齢を理由に個人の成長が止まることで組織の成長が止ま

り、社会の成長が止まることです。自らの置かれた現状を変えず同じことを繰り返すだけで

は、成長はありません。成長を止めないためには挑戦し続けることが不可欠です。性別や年

齢や置かれた条件を問わず、日本中のあらゆる個人と組織が挑戦し続ける、そんな日本社会

を築こうではありませんか。

一方で、個人の置かれる条件は良いものばかりとは限らず、挑戦には成功と失敗が伴い

ます。しかし、条件の悪い人や失敗した人を社会から取り残すならば、挑戦する人はいなく

なり社会は暗いものとなります。誰一人取り残さない社会を築くこと、それは私たち全員の

責務です。

全員が挑戦し、誰一人取り残さない日本社会を築くために、青年会議所及び青年会議所

のメンバー、つまり私たちは更に一歩先を行かなければなりません。私たちは社会の問題を

解決するだけでなく、社会に価値を創造し、時にはこれが価値だと決める、つまり価値その

ものをデザインするリーダーとなるのです。そして、社会に持続的なインパクトを与え、青

年に新しい時代に必要とされる能力を与える機動的組織へと青年会議所は進化しなければ

なりません。

３、社会、経済、人材を開発し、組織を進化させる

上記のビジョンを達成するために、日本青年会議所は社会の改善、経済の充実、人材の

育成に取り組み、組織を進化させます。
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社会の改善の指標としては、ＳＤＧｓに注目します。日本社会と日本に関わる国々の社

会の改善のために、ＳＤＧｓの１７の項目について私たち自身の目標を定めて推進を行い

ます。また、持続可能な社会を作るため、地域特性に合った持続可能な社会福祉の確立並び

に社会基盤の形成を目指します。さらに、周辺地域の平和維持に貢献し、災害の激甚化への

備えを充実させ、地域の発展の障害を取り除き、社会から取り残される若者を救う必要があ

ります。

経済の充実の指標としては、企業の競争力と持続性の向上と、ＧＤＰの中でも特に民間

消費、民間投資、輸出の向上に注目します。人口減少の中で１人あたりＧＤＰの高い国を目

指し、サービスや財の供給側の国際競争力と持続的な成長力を上げるとともに、需要側の質

と量を上げ、好循環を生む環境を作る必要があります。

人材の育成の指標としては、人材の数、広がり、質に注目します。まずは、少子化を克

服し各地域のあるべき人口像の実現を目指します。また、社会の分断を避けつつ多様性を拡

大するとともに、国際競争力のある人材を増やし、社会を先導する傑出した人材を生み出す

必要があります。

組織の進化の指標としては、地域の青年会議所の数、メンバー数、メンバーの能力、ネ

ットワーク、社会の中での発言力、内部統制に注目します。青年により多くの発展・成長の

機会を提供し、若き能動的市民のグローバルネットワークとなるべく、青年会議所をより質

が高く、広いつながりを持ち、機動的に行動できる組織へと進化させる必要があります。

４、５つの戦略

上記の目標を達成し、社会を変革するために、日本青年会議所はこれまでに積み上げて

きた実績とつながりという強みを生かし、知名度や継続性といった弱みを克服する５つの

戦略を実行します。

第１の戦略は、力ある青年を増やすことです。全員が挑戦する社会で最も積極的に挑戦

して成長を遂げ、社会を動かす力を持つのは青年であるべきです。日本青年会議所は、青年

を動機付け、より多くの仲間を作り、機動的に決定する会議を通して挑戦をする機会を作り

出すことで青年を成長させ、力ある青年を増やします。

第２の戦略は、パートナーシップを築くことです。青年会議所の力だけでは、社会を変

えることは容易ではありません。社会の中で影響力を持つ組織との連携なしには、社会に長

期的な変革を起こすことはできないのです。日本青年会議所は長期的目的を共有できる個

人や団体と対話を進めて信頼関係を醸成し、時に共に行動することで、パートナーシップを

築いていきます。

第３の戦略は、社会実験を行うことです。誰もやったことがないことに人は恐れを感じ

るものです。場所と範囲を限って政策を実施する社会実験は、政策に実績という根拠を与

え、社会運動を起こします。一方で、私たちだけで社会実験を実施しても、その影響力は限
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られたものにしかなりません。日本青年会議所は、社会実験をパートナーと共に企画し、共

に資金を集め、共に発信し、共に実施します。

第４の戦略は、未来に向けた投資を行うことです。行動には資金が必要であり、自己資

金がなければ行動は限られたものとなりますし、手元資金を消費するだけでは長期的な発

展は望めません。日本青年会議所は、継続的に資金を集める仕組みを作り、長期的資産とな

る情報基盤や有形・無形の資産に投資します。そして、メンバーの拡大と人材の開発に投資

し、組織の発信力を高めていきます。

第５の戦略は、政治を動かすことです。社会制度の変革において重要なのは、政治の力

であります。しかし、政治は政治家の力だけで動くものではありません。行政、外郭団体、

各種団体、企業そして市民など、様々な利害関係者の思惑のもとに政治は動いています。日

本青年会議所は、同じ志を持つ集団の声を集め、政治家だけでなく利害関係者に対して横串

で訴えかけ、政治が動くきっかけを作ります。

５、社会を改善する

日本青年会議所は綱領で明るい豊かな社会を築き上げることを宣言していますが、どう

なればより良いかは明確ではありません。社会課題を数字で表せば未来は見える形になり、

目指すものを多くの人と共有することができます。既に世界にはＳＤＧｓという明確な１

７の目標が示されています。日本青年会議所は全ての政策の展開にあたってこのＳＤＧｓ

と関連した目標を定め、多くのパートナーと共有し、各地の青年会議所とともに自らその目

標を進ませる主体となります。国際協力だけでなく、自社や社会を良くするためのＳＤＧｓ

の目標に対して地域の企業ができることを進めていく運動を作る必要があります。そして、

力あるパートナーとともに、世界中でＳＤＧｓの推進に向けて活動する私たちの仲間との

つながりを強め、ベストプラクティスを共有する機会を作ります。

国と地方の財政を圧迫しているのは、社会基盤への投資でも公務員の人件費でもなく、

歳出の約４割を占める社会保障費です。しかし、社会保障を支える財政の先行きの不透明さ

は、一時的な景気の改善で解決できる問題ではなくなっています。少子高齢化の中で誰一人

取り残さない社会保障制度と持続的な財政を実現するためには、私たち一人ひとりが社会

保障制度について考え、自ら選択していかなければなりません。それは同時に自分たちの生

活する地域の未来についての選択でもあります。２０年後も生きている私たちだからこそ

課題から目をそらさず、社会保障制度と地域のあり方についての国民的な議論を推進して

いきます。また、地域の改善が進まない大きな理由に土地が何もされないままに放置される

ことが挙げられます。日本青年会議所は、各地域の持続可能なまちの未来ビジョンに基づき、

全国の声を集めて有効に土地が使われるために必要な土地制度改革の議論を起こします。

自然、人為に関わらず災害は日本のどこでも起こりうることですが、全ての災害を防ぐこ

とは技術面からも費用面からも容易ではありません。しかし、災害が起きた時に取り残され

る被災者を一人も出さない社会は作ることができるはずです。防災４ ０が叫ばれる時代に、
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社会の改善の指標としては、ＳＤＧｓに注目します。日本社会と日本に関わる国々の社

会の改善のために、ＳＤＧｓの１７の項目について私たち自身の目標を定めて推進を行い

ます。また、持続可能な社会を作るため、地域特性に合った持続可能な社会福祉の確立並び

に社会基盤の形成を目指します。さらに、周辺地域の平和維持に貢献し、災害の激甚化への

備えを充実させ、地域の発展の障害を取り除き、社会から取り残される若者を救う必要があ

ります。

経済の充実の指標としては、企業の競争力と持続性の向上と、ＧＤＰの中でも特に民間

消費、民間投資、輸出の向上に注目します。人口減少の中で１人あたりＧＤＰの高い国を目

指し、サービスや財の供給側の国際競争力と持続的な成長力を上げるとともに、需要側の質

と量を上げ、好循環を生む環境を作る必要があります。

人材の育成の指標としては、人材の数、広がり、質に注目します。まずは、少子化を克

服し各地域のあるべき人口像の実現を目指します。また、社会の分断を避けつつ多様性を拡

大するとともに、国際競争力のある人材を増やし、社会を先導する傑出した人材を生み出す

必要があります。

組織の進化の指標としては、地域の青年会議所の数、メンバー数、メンバーの能力、ネ

ットワーク、社会の中での発言力、内部統制に注目します。青年により多くの発展・成長の

機会を提供し、若き能動的市民のグローバルネットワークとなるべく、青年会議所をより質

が高く、広いつながりを持ち、機動的に行動できる組織へと進化させる必要があります。

４、５つの戦略

上記の目標を達成し、社会を変革するために、日本青年会議所はこれまでに積み上げて

きた実績とつながりという強みを生かし、知名度や継続性といった弱みを克服する５つの

戦略を実行します。

第１の戦略は、力ある青年を増やすことです。全員が挑戦する社会で最も積極的に挑戦

して成長を遂げ、社会を動かす力を持つのは青年であるべきです。日本青年会議所は、青年

を動機付け、より多くの仲間を作り、機動的に決定する会議を通して挑戦をする機会を作り

出すことで青年を成長させ、力ある青年を増やします。

第２の戦略は、パートナーシップを築くことです。青年会議所の力だけでは、社会を変

えることは容易ではありません。社会の中で影響力を持つ組織との連携なしには、社会に長

期的な変革を起こすことはできないのです。日本青年会議所は長期的目的を共有できる個

人や団体と対話を進めて信頼関係を醸成し、時に共に行動することで、パートナーシップを

築いていきます。

第３の戦略は、社会実験を行うことです。誰もやったことがないことに人は恐れを感じ

るものです。場所と範囲を限って政策を実施する社会実験は、政策に実績という根拠を与

え、社会運動を起こします。一方で、私たちだけで社会実験を実施しても、その影響力は限
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られたものにしかなりません。日本青年会議所は、社会実験をパートナーと共に企画し、共

に資金を集め、共に発信し、共に実施します。

第４の戦略は、未来に向けた投資を行うことです。行動には資金が必要であり、自己資

金がなければ行動は限られたものとなりますし、手元資金を消費するだけでは長期的な発

展は望めません。日本青年会議所は、継続的に資金を集める仕組みを作り、長期的資産とな

る情報基盤や有形・無形の資産に投資します。そして、メンバーの拡大と人材の開発に投資

し、組織の発信力を高めていきます。

第５の戦略は、政治を動かすことです。社会制度の変革において重要なのは、政治の力

であります。しかし、政治は政治家の力だけで動くものではありません。行政、外郭団体、

各種団体、企業そして市民など、様々な利害関係者の思惑のもとに政治は動いています。日

本青年会議所は、同じ志を持つ集団の声を集め、政治家だけでなく利害関係者に対して横串

で訴えかけ、政治が動くきっかけを作ります。

５、社会を改善する

日本青年会議所は綱領で明るい豊かな社会を築き上げることを宣言していますが、どう

なればより良いかは明確ではありません。社会課題を数字で表せば未来は見える形になり、

目指すものを多くの人と共有することができます。既に世界にはＳＤＧｓという明確な１

７の目標が示されています。日本青年会議所は全ての政策の展開にあたってこのＳＤＧｓ

と関連した目標を定め、多くのパートナーと共有し、各地の青年会議所とともに自らその目

標を進ませる主体となります。国際協力だけでなく、自社や社会を良くするためのＳＤＧｓ

の目標に対して地域の企業ができることを進めていく運動を作る必要があります。そして、

力あるパートナーとともに、世界中でＳＤＧｓの推進に向けて活動する私たちの仲間との

つながりを強め、ベストプラクティスを共有する機会を作ります。

国と地方の財政を圧迫しているのは、社会基盤への投資でも公務員の人件費でもなく、

歳出の約４割を占める社会保障費です。しかし、社会保障を支える財政の先行きの不透明さ

は、一時的な景気の改善で解決できる問題ではなくなっています。少子高齢化の中で誰一人

取り残さない社会保障制度と持続的な財政を実現するためには、私たち一人ひとりが社会

保障制度について考え、自ら選択していかなければなりません。それは同時に自分たちの生

活する地域の未来についての選択でもあります。２０年後も生きている私たちだからこそ

課題から目をそらさず、社会保障制度と地域のあり方についての国民的な議論を推進して

いきます。また、地域の改善が進まない大きな理由に土地が何もされないままに放置される

ことが挙げられます。日本青年会議所は、各地域の持続可能なまちの未来ビジョンに基づき、

全国の声を集めて有効に土地が使われるために必要な土地制度改革の議論を起こします。

自然、人為に関わらず災害は日本のどこでも起こりうることですが、全ての災害を防ぐこ

とは技術面からも費用面からも容易ではありません。しかし、災害が起きた時に取り残され

る被災者を一人も出さない社会は作ることができるはずです。防災４ ０が叫ばれる時代に、
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災害の初動対応、物資の供給、復興支援、日常の啓発など、青年会議所だからこそできる防

災を全国で確立することは、地域に対する最高の貢献となります。一方で、高度経済成長期

に形成された日本の社会基盤は老朽化の時期を迎え、その維持には多大な費用がかかりま

す。さらに時代の変化により、過去に企画された社会基盤整備計画は今後の日本社会にふさ

わしいものとは言えなくなっています。私たちは、地域の特性と発展の歴史を見つめ直し、

私たちがまだ生きている可能性も高い４０年後にどのような社会基盤が必要なのかを、よ

り広いエリアで自由な発想で考え、地域に新しい光を見出していくべきです。

社会から取り残される人をなくすために取り組むべきは格差の是正ではなく、貧困によ

る機会の不平等の解消と貧困の再生産を防ぐことです。発言権の弱い子供たちを貧困や虐

待から守りその可能性を引き出さなければなりません。外国人労働者についても、その存在

を無視し地域から疎外してしまうと、いずれ社会が分断され、社会の不安定化の要因となり

ます。また、心や体の問題で職場から脱落し社会から取り残される若者が生まれることを防

がなければなりません。青年会議所は地域社会をつなぎ、地域から取り残される人材を活か

すためのハブとなれるはずです。社会的包摂を目指して、青年会議所が地域で活躍する組織

とパートナーシップを組み、貧困や国籍や心身の問題で若者が社会から分断されない仕組

みを作る必要があります。

日本国憲法は、民主主義や資本主義、基本的人権などの社会の原則を基礎として作られ

ていますが、その前提となる社会の状況は制定時と大きく変化しています。日本青年会議所

は、歴史の大局と社会のあり方を学び、日本国民が憲法を通して国家にどのような社会の実

現を求めるべきなのかという未来を見据えた議論を進めていきます。そして、Ｇ２０の日本

開催を機に、各国の若きリーダーと共に未来の資本主義や民主主義についての議論を深め

ていくことができれば、その広がりはさらに大きくなるでしょう。

社会の安定の基盤は平和ですが、歴史を見れば平和は不断の努力無くしては維持できな

いことがわかります。恒久的世界平和を目指すＪＣＩに加盟する国家青年会議所の一つと

して、青年会議所の政策や事業が恒久的世界平和につながっていることを示していかなけ

ればなりません。一方で、周辺諸国との領土問題は古い問題ではなく、対話を進め関係性を

強める中で解決の糸口を見つけ出していくべきものです。特に、日本の周辺諸国の状況が変

化する中で、いまだ平和条約すら成されていないロシアとの関係は重要度を増しています。

日本青年会議所は２０年以上に渡り続けられてきた両国の未来を担う青年の交流の機会を

さらに広げ、特に極東地域の平和と繁栄の未来像をカウンターパートと共に描いていきま

す。

６、経済を充実させる

日本の一人当たりＧＤＰを増やしていくためには、明らかな必要性に応えるだけでなく、

潜在的な必要性や欲求を捉えるデザイン思考によって、価値そのものをデザインすること

のできる社会を目指す必要があります。そのためには、日本各地でこれまでの常識を捨て
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て、平均を求めることを止め、異能を集めて挑戦する取り組みを増やすことが必要です。新

たな事業を創造するための日本青年会議所のプラットフォームをさらに拡大し、規制のサ

ンドボックス制度や企業向け助成金や海外進出支援などの政策をうまく利用し、地域を巻

き込んで挑戦を行う仕組みを作り、広く発信していくべきです。また、理念を継承し、新技

術の導入やブランドの革新を行い続けるファミリービジネスに学び、企業がより持続的に

成長し続ける仕組みを作り、企業のライフサイクルに合わせて必要な経営人材を育成して

いく必要があります。

多くの中小企業にとっては、地域経済の縮小は自社の市場の縮小につながっています。

人口減少により地域経済の縮小が予想される中で、インバウンドの増加やＩＲの実現など

の時流を捉え、地域特性を踏まえて地域でどのような産業を育成していくべきかを議論す

るべき時が来ています。同時にそれは個人の働き方、生活の仕方の議論でもあります。女性

や高齢者や外国人労働者などにとってどのような働き方が必要なのかの議論を推進してい

きます。そして、各地域の経済団体や研究機関と連携し、地域経済のプレーヤーとして２０

年後を見据えた地域経済のビジョンを描き出し、推進を行なっていく仕組み作りを進めま

す。

ＳＤＧｓの達成には、ビジネスを通した国を越えた企業の連携が必要です。青年会議所

のネットワークを用いて各国においてＳＤＧｓを軸にした企業のマッチングを行なって行

きます。そして、これまで日本青年会議所として推進してきたＳｍｉｌｅ Ｂｙ Ｗａｔｅｒ

事業を、世界各国の青年会議所や水や衛生に関連する企業と連携した持続可能な事業創造

のプラットフォームへと変えて行きます。

人口減少による縮小が予想される国内市場に対し、日本にとって今後拡大が期待できる

市場となるのは中国です。しかし、日本と中国の人と人とのつながりはいまだ限定的で

す。そして、今急激に発展する中国から学ぶことには大きなビジネスの機会があります。

未来を築く青年として、特に人材育成やＳＤＧｓの達成など互恵的な面を通じて、日本と

中国との人的なつながりを強固なものとしていくことは、国際経済との連携を強めるだけ

でなく、アジア地域の平和と安定にも貢献することになります。

日本はガラパゴス市場と揶揄されることがありますが、国内にグローバル市場から隔絶

した市場を形成できるだけの消費量がある国は限られています。供給側を育てるだけでな

く、別の地域にない消費者を育てて行くことも重要です。歴史や文化を踏まえて社会のため

に行動する消費者コミュニティが存在し、独自の価値を評価する土壌があれば、新たな価値

が生まれやすくなります。まずは、青年会議所メンバー自身がよき消費者となって、地域の

消費者コミュニティの核となる必要があります。

７、人材を育成する

人口減少が日本の成長を阻む原因となることは否定できません。また、国防も防災も介

護も社会基盤の維持や文化の維持も全て人がいてこそできることです。日本人の絶滅を防
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災害の初動対応、物資の供給、復興支援、日常の啓発など、青年会議所だからこそできる防
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現を求めるべきなのかという未来を見据えた議論を進めていきます。そして、Ｇ２０の日本

開催を機に、各国の若きリーダーと共に未来の資本主義や民主主義についての議論を深め

ていくことができれば、その広がりはさらに大きくなるでしょう。

社会の安定の基盤は平和ですが、歴史を見れば平和は不断の努力無くしては維持できな

いことがわかります。恒久的世界平和を目指すＪＣＩに加盟する国家青年会議所の一つと

して、青年会議所の政策や事業が恒久的世界平和につながっていることを示していかなけ

ればなりません。一方で、周辺諸国との領土問題は古い問題ではなく、対話を進め関係性を

強める中で解決の糸口を見つけ出していくべきものです。特に、日本の周辺諸国の状況が変

化する中で、いまだ平和条約すら成されていないロシアとの関係は重要度を増しています。

日本青年会議所は２０年以上に渡り続けられてきた両国の未来を担う青年の交流の機会を

さらに広げ、特に極東地域の平和と繁栄の未来像をカウンターパートと共に描いていきま

す。

６、経済を充実させる

日本の一人当たりＧＤＰを増やしていくためには、明らかな必要性に応えるだけでなく、

潜在的な必要性や欲求を捉えるデザイン思考によって、価値そのものをデザインすること

のできる社会を目指す必要があります。そのためには、日本各地でこれまでの常識を捨て
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て、平均を求めることを止め、異能を集めて挑戦する取り組みを増やすことが必要です。新

たな事業を創造するための日本青年会議所のプラットフォームをさらに拡大し、規制のサ

ンドボックス制度や企業向け助成金や海外進出支援などの政策をうまく利用し、地域を巻

き込んで挑戦を行う仕組みを作り、広く発信していくべきです。また、理念を継承し、新技

術の導入やブランドの革新を行い続けるファミリービジネスに学び、企業がより持続的に

成長し続ける仕組みを作り、企業のライフサイクルに合わせて必要な経営人材を育成して

いく必要があります。
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の時流を捉え、地域特性を踏まえて地域でどのような産業を育成していくべきかを議論す

るべき時が来ています。同時にそれは個人の働き方、生活の仕方の議論でもあります。女性

や高齢者や外国人労働者などにとってどのような働き方が必要なのかの議論を推進してい

きます。そして、各地域の経済団体や研究機関と連携し、地域経済のプレーヤーとして２０
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人口減少による縮小が予想される国内市場に対し、日本にとって今後拡大が期待できる

市場となるのは中国です。しかし、日本と中国の人と人とのつながりはいまだ限定的で

す。そして、今急激に発展する中国から学ぶことには大きなビジネスの機会があります。

未来を築く青年として、特に人材育成やＳＤＧｓの達成など互恵的な面を通じて、日本と

中国との人的なつながりを強固なものとしていくことは、国際経済との連携を強めるだけ

でなく、アジア地域の平和と安定にも貢献することになります。

日本はガラパゴス市場と揶揄されることがありますが、国内にグローバル市場から隔絶

した市場を形成できるだけの消費量がある国は限られています。供給側を育てるだけでな

く、別の地域にない消費者を育てて行くことも重要です。歴史や文化を踏まえて社会のため

に行動する消費者コミュニティが存在し、独自の価値を評価する土壌があれば、新たな価値

が生まれやすくなります。まずは、青年会議所メンバー自身がよき消費者となって、地域の

消費者コミュニティの核となる必要があります。

７、人材を育成する

人口減少が日本の成長を阻む原因となることは否定できません。また、国防も防災も介

護も社会基盤の維持や文化の維持も全て人がいてこそできることです。日本人の絶滅を防
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ぐためには合計特殊出生率２ ０７の回復は必須であり、少子化対策は国家の成長戦略の最

たるものです。子供が生まれることは社会全体の利益なのですから、子供を持つことが個人

をより幸せにする社会に変えていかなければなりません。同時に、人口減少社会の中で地域

ごとに実態に即したあるべき人口像を描く議論を進める必要があります。私たちは、１８歳

から投票権を持つ統一地方選挙及び参議院選挙にあたり、若年層の政治参加を促し、多子社

会を実現する議論を進めて行く必要があります。

時代の変化を捉えて社会を変えるのに最も必要なのは、それを実現できる人材です。し

かし、現在の高等教育は新しい時代に必要な能力、特に職業的能力、対人的能力、組織的能

力を十分に育めていません。また、既に教育を終えた年代も時代の変化に対応した教育を再

度受ける必要が出てきています。青年会議所は、地域の高等教育機関とパートナーシップを

築き、地域の若者に新しい時代に必要な能力を身につける場を作るとともに、自らの学びを

得る場を作ります。

社会の多様性が増す中で、歴史、身体的条件、価値観、経済社会状況などの多様な背景

を有する他者と共に学ぶことによって、その多様性を理解し敬意を育むダイバーシティ教

育が必要とされています。青年会議所の国際的なネットワークや新しい技術を用いて、ダ

イバーシティを育む実践的な教育の場を作り上げます。また、多様性を理解し、お互いへ

の敬意を育むには、スポーツの場は最適と言えます。日本青年会議所は日本で開催される

２０１９年のラグビーワールドカップや、２０２０年のオリンピック・パラリンピックを

好機として、共生社会づくりを推し進め、グッドルーザーの精神を広めます。

新技術や新しい社会運動を生むには時として天才や異能が必要です。しかし、今の日本

社会は若き天才や異能を素直に「すごい」と認めることが十分にできていません。青年会

議所が、若者の感性で「すごい」と認められる傑出した若き人材を発掘し、青年会議所の

ネットワークに乗せて活躍の場を作ることができれば、天才や異能が日本のみならず世界

をより良く変えていくきっかけを作ることになるでしょう。従来目を向けられていなかっ

た分野の人材にも目を向けていく必要があります。

異能を持つ若者が単なる我欲や社会的に認められない目的を持つのであれば、価値ある

ものは生まれません。また、ストレスのない日常の繰り返しだけの教育では、異能をもつ

若者を傑出した人材へと育てることはできません。若者が社会と目的を共有し、その異能

を示すことができる若者の日常を超えた場所を作ることは、若者の可能性を引き出しま

す。青年会議所の持つ国連との強固なつながりによって実現した、若者を「国連大使」と

して送り出す取り組みは、異能を持つ若者を傑出した若き人材へと育成する場となるはず

です。

８、国際的な組織を拡大し、メンバーを開発する

青年に発展・成長の機会を与えることを使命とする青年会議所にとって、青年会議所の

メンバーを増やすことは、その使命を達成するための最もよい方法です。限られた環境の中
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で成長が止まっている若者は、青年会議所のメンバーとなることで、素晴らしい仲間と成長

の機会を得ることができます。拡大の活動は組織と社会の最大の接点でもあり、組織をより

良く変えるきっかけにもなります。どのような組織も社会の変化についていけなければ消

滅する定めにあります。女性の社会での活躍が広まる中で、青年会議所が女性に十分な成長

の場を提供できていないことは明らかに問題です。日本全体だけでなく他国の青年会議所

から学び、青年会議所の法人格の見直しを含め新しい青年会議所組織のあり方を議論し、組

織を拡大していくべきです。

日本青年会議所は世界最大の国家青年会議所ですが、ＪＣＩの中での存在感はその貢献

に比べて小さいものとなっています。一方で、ＪＣＩの持つネットワークや知識や手法の中

で、日本の青年会議所が活用できるものも数多くあります。数ある青年団体の中でもこれほ

ど国際的に強いつながりを持つ団体は他になく、その強みを最大限に生かしてメンバーに

発展・成長の機会を提供していかなければなりません。

各地の青年会議所はメンバーの成長の場として最適ですが、そこで活動するだけでは得

られない体験や知識もあります。特に、別の地域の若きリーダーと出会い、同じ体験をする

機会はかけがえのないものです。日本の青年会議所には、世界約８０カ国や４７都道府県か

ら若きリーダーが集まり、共に学ぶことのできる機会があります。日本青年会議所は、国際

アカデミー、日本アカデミー、そして各ブロックで行われるアカデミー事業に一本の軸を定

め、各アカデミーにおいてそこでしか得られない体験があり、最低限身につけられることが

あるアカデミーを開催します。また、青年会議所の学びの基本は教え合いにあります。これ

までに生み出された個人の能力開発のプログラムを発展させ、叡智を結集して新しいプロ

グラムを作り、教え合いの運動を広げるべきです。

青年会議所の起こしたいくつかの社会運動や事業は、これまで確実に地域を変えてきま

した。どうすればこのような素晴らしい社会運動や事業を生み出すことができるのでしょ

うか。そのための方法論やベストプラクティスは数多く存在しますが、いまだ十分に浸透

しているとは言えません。日本青年会議所はプログラムやメンバーの憧れとなる褒賞事業

を通して、より良い事業構築の方法論を伝えていきます。さらに、傑出したメンバーや地

域の青年会議所をロールモデルとして発信することで、青年会議所のブランドを高めて行

きます。

９、組織を進化させる

若き能動的市民が最も頻繁に目にする報道機関は何でしょうか。日本青年会議所がもし

青年の社会活動を専門的に取り上げる代表的な報道機関となることができれば、それは青

年会議所の運動の発信になるだけでなく、日本全体の社会活動を促進することになります。

全国的なネットワークを用いて広くコンテンツを集め、単なる広報を脱した自律的な報道

機関を作ります。
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たるものです。子供が生まれることは社会全体の利益なのですから、子供を持つことが個人

をより幸せにする社会に変えていかなければなりません。同時に、人口減少社会の中で地域

ごとに実態に即したあるべき人口像を描く議論を進める必要があります。私たちは、１８歳

から投票権を持つ統一地方選挙及び参議院選挙にあたり、若年層の政治参加を促し、多子社

会を実現する議論を進めて行く必要があります。
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年会議所の運動の発信になるだけでなく、日本全体の社会活動を促進することになります。

全国的なネットワークを用いて広くコンテンツを集め、単なる広報を脱した自律的な報道

機関を作ります。

6160
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クラウドファンディングはもはや社会実験を実施する上で不可欠になりましたが、日本

青年会議所は単にお金を集めるだけでなく、社会に貢献したいという思いを持つ人々との

長期的な信頼関係を構築するべきです。企画段階からの参加や正確な報告など、既存のクラ

ウドファンディングと差別化された仕組みが必要です。

私たちの活動に関わる資金はメンバー一人ひとりから出た会費と私たちの運動に賛同す

る多くの方々の思いから成り立っています。この資金を有効に使うことはもちろんですが、

資金が有効に使われているかを積極的に知らしめて行くことも重要です。また、用途を特定

化することで、より大きなインパクトを出すことができるのであれば積極的に取り組むべ

きです。

公益法人である日本青年会議所にとって、公益性とコンプライアンスの確保はその存続

にとって不可欠です。しかし、個人の暴走を防ぐことは容易ではありません。公益法人に

出向するメンバーとして一人ひとりのコンプライアンス意識を向上すると同時に、組織的

なコンプライアンスの確認体制を整備し、組織のガバナンスを強化していきます。

青年会議所のベストプラクティスの一つは議案と会議にあります。しかし、時として精

緻で冗長すぎる仕組みが、効果的な事業実施を阻害し、外部の信用を失うことにつながる

こともあります。会議は議論のうえで計画を決定し、報告を承認する場であって、議案を

改善する場ではありません。１年限りの機動部隊としてＯＯＤＡループを実現できるよ

う、適切な権限委譲を行い、実施体制を築き、これを補完する財政・コンプライアンスの

確認体制を築いていきます。

１０、社会の各分野をつなぐ

少子高齢化によって日本の各地域が今後急激に変わっていくことが予想される中で、希

望を持って未来を描く青年会議所の政策や事業は各地域をリードする可能性があります。

しかし、青年会議所とパートナーとなり得る行政や団体や個人とのつながりが強い地域と、

そうでない地域があります。日本青年会議所の各委員会等や各協議会は、行政をはじめとし

た社会の各分野とのつながりを強め、地域の青年会議所だけでは築くことのできないネッ

トワークを築き、地域の青年会議所とつなげていきます。さらに、各協議会においては、日

本青年会議所の運動を推進するとともに、一つの青年会議所も取り残すことがないように

地域の青年会議所を支援し、各地域の問題に取り組む必要があります。

また、日本青年会議所はその定款第５５条において「本会は、会員会議所の意見を総合

調整し、かつ、地域においてその目的達成のために地区協議会およびブロック協議会を設置

する」としています。各協議会は本来の目的を見失うことのないように組織を進化させ続け

る必要があります。

１１、何を残していくのか
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社会にインパクトを与える上で持続的な事業を作ることは重要ですが、日本青年会議所

自体が同じ事業を実施し続けることは新たな挑戦を阻害してしまいます。日本青年会議所

は１年という限られた時間の中で、可能な限り素早く各地の青年会議所に政策を周知して

賛同を集め、パートナーシップを築いて社会実験を実施し、そこから得られた実績や知見を

行政やパートナーや各地の青年会議所が実施できる形にして渡すことで、インパクトの持

続性と単年度制を両立していかなければなりません。そして、次年度以降に１年間の活動で

作り上げた実績とネットワークと人材を引き渡していくことで、新たな挑戦により大きな

力を与えていくのです。

１２、終わりに

私は、全員が挑戦し誰も取り残さない社会は必ず実現可能だということを、強く信じて

います。７０年前に日本で青年会議所運動が始まった時に比べ、私たちははるかに良い条件

のもとに置かれています。私たちは歴史ある日本の青年会議所運動の偉大な「巨人の肩」の

上に乗っているのです。青年が時代の変化を捉え、能動的に価値を創造するために行動する

とき、社会は必ず動き出します。私たちはいつまでも青年のままでいることはできません

が、私たち自身が何歳になっても挑戦できる社会の実現は可能です。いまこそ、私たち青年

は信念を持ち、国境を越えてつながり、自由な発想で経済活動を行い、社会的公正を重視し、

多様性を活かし、社会に貢献しようではありませんか。私たちが共に行動することこそが、

日本をもっと偉大な国へと変え、私たち一人ひとりが幸せになるために重要なことなので

す。

危機感を持とう

心地の良い場所から共に飛び出そう

そして、変化を起こそう

6362
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公益社団法人 日本青年会議所 東北地区協議会

２０１９年度 基本計画

【基本理念】

誰もが挑戦できる

結の精神溢れる東北の実現

【スローガン】

東北の心躍る未来へ胆識をもって挑戦し続けよう

【基本方針】

１． 東北ゼミナール委員会

ＪＡＹＣＥＥとして地域を牽引する覚悟と胆識を兼ね備えた圧倒的な人材の育成

２． 支援委員会

個々の結集が織り成す強固な東北の確立

３． 東北青年フォーラム運営委員会

一人ひとりの意識を変革し、ポジティブな変化を巻き起こす東北の実現

４． 財政規則審査委員会

法令を遵守した運営と健全な財政基盤からなる盤石な組織体制確立

５．総務広報委員会

結の精神をもった堅固な組織で輝く東北の実現

【事業計画】

１． 地域社会でＳＤＧｓを達成していくための事業の実施

２． 胆識ある人材の育成

３． 地域経済ビジョンを推進する事業の実施

４．国土強靭化にむけた社会基盤整備計画の実施

５．未来を切り開く褒賞事業の実施

６．地区・ブロック協議会・ＬＯＭの災害支援ネットワークの構築

７．ＪＣカップ Ｕ－１１ 少年少女サッカー全国大会予選大会の実施

８．広報の充実によるＪＣブランディング

公益社団法人 日本青年会議所

東北地区協議会 会長意見書

公益社団法人八戸青年会議所

庭 勝也

「まちはそこに住む人の意識以上にはよくならない」という理念のもと、「知即愛の精神」をもって

市民の意識を高揚すべく、政策立案実行団体として運動を展開します。

「まちはそこに住む人の意識以上にはよくならない」とは、社会心理学者レヴィンの法則にもあ

る通り、人間の行動は、人間と環境により成り立ち変化するという考えを基にできた理念であり、

「知即愛の精神」とは、知ること即ち愛すること、愛すること即ち知ること、どちらも同じ精神行動で

あるという哲学者西田幾太郎の言葉であります。

まちは、外からやってくる風、その土地の歴史や文化である土、そこから生まれてくる心、風と土

と心で成り立っています。

これが、私が青年会議所で最初に教わったものであり、今でも私のＪＣ運動の根幹であります。

【はじめに】

１９１５年一人の青年から始まった運動の灯は、現在１１７ＮＯＭ、４７８０ＬＯＭ、１６万人を超え

る会員へと広がりを見せております。このスケールメリットを最大限活かせば世界は大きく変える

ことができます。１６万人の共通意識としてＪＣＩ Ｃｒｅｅｄ、ＪＣＩ Ｍｉｓｓｉｏｎ、ＪＣＩ Ｖｉｓｉｏｎがあります。

ＪＣＩ Ｃｒｅｅｄとは、明るい豊かな社会とはどのような状態かを謳い、ＪＣＩ Ｍｉｓｓｉｏｎとは、私たちが

運動をする上で常に成長の機会を提供することが使命であると謳い、ＪＣＩ Ｖｉｓｉｏｎとは、社会の

枠にとらわれずリーダーシップを発揮することが重要であると謳っております。

さらに、ＪＣ宣言、東北には東北ＪＣ宣言があります。東北人としてのアイデンティティである「結」

の精神をバックグラウンドとし、如何なる困難にも負けないつよい地域の再建を目指し、力強い一

歩を踏み出す宣言です。

われわれは

新たな価値を創造する旗手として

尊い結の精神を呼び覚まし

かつてない未来を切り拓くことを誓う

震災や原発事故の影響が色濃く残るここ東北は、若者の東京一極集中や少子高齢化の影響もあ

り、日本のどの地域よりも先んじて人口減少が進み、生産年齢人口の減少による経済の低迷や

限界集落増加の懸念が高まっております。そのような中、政府も地方創生を打ち出しましたが、Ｊ
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２０１９年度 基本計画

【基本理念】

誰もが挑戦できる

結の精神溢れる東北の実現

【スローガン】

東北の心躍る未来へ胆識をもって挑戦し続けよう

【基本方針】

１． 東北ゼミナール委員会

ＪＡＹＣＥＥとして地域を牽引する覚悟と胆識を兼ね備えた圧倒的な人材の育成

２． 支援委員会

個々の結集が織り成す強固な東北の確立

３． 東北青年フォーラム運営委員会

一人ひとりの意識を変革し、ポジティブな変化を巻き起こす東北の実現

４． 財政規則審査委員会

法令を遵守した運営と健全な財政基盤からなる盤石な組織体制確立

５．総務広報委員会

結の精神をもった堅固な組織で輝く東北の実現

【事業計画】

１． 地域社会でＳＤＧｓを達成していくための事業の実施

２． 胆識ある人材の育成

３． 地域経済ビジョンを推進する事業の実施

４．国土強靭化にむけた社会基盤整備計画の実施

５．未来を切り開く褒賞事業の実施

６．地区・ブロック協議会・ＬＯＭの災害支援ネットワークの構築

７．ＪＣカップ Ｕ－１１ 少年少女サッカー全国大会予選大会の実施

８．広報の充実によるＪＣブランディング

公益社団法人 日本青年会議所

東北地区協議会 会長意見書

公益社団法人八戸青年会議所

庭 勝也
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市民の意識を高揚すべく、政策立案実行団体として運動を展開します。
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【はじめに】

１９１５年一人の青年から始まった運動の灯は、現在１１７ＮＯＭ、４７８０ＬＯＭ、１６万人を超え

る会員へと広がりを見せております。このスケールメリットを最大限活かせば世界は大きく変える

ことができます。１６万人の共通意識としてＪＣＩ Ｃｒｅｅｄ、ＪＣＩ Ｍｉｓｓｉｏｎ、ＪＣＩ Ｖｉｓｉｏｎがあります。

ＪＣＩ Ｃｒｅｅｄとは、明るい豊かな社会とはどのような状態かを謳い、ＪＣＩ Ｍｉｓｓｉｏｎとは、私たちが

運動をする上で常に成長の機会を提供することが使命であると謳い、ＪＣＩ Ｖｉｓｉｏｎとは、社会の

枠にとらわれずリーダーシップを発揮することが重要であると謳っております。

さらに、ＪＣ宣言、東北には東北ＪＣ宣言があります。東北人としてのアイデンティティである「結」

の精神をバックグラウンドとし、如何なる困難にも負けないつよい地域の再建を目指し、力強い一

歩を踏み出す宣言です。

われわれは

新たな価値を創造する旗手として

尊い結の精神を呼び覚まし

かつてない未来を切り拓くことを誓う

震災や原発事故の影響が色濃く残るここ東北は、若者の東京一極集中や少子高齢化の影響もあ

り、日本のどの地域よりも先んじて人口減少が進み、生産年齢人口の減少による経済の低迷や

限界集落増加の懸念が高まっております。そのような中、政府も地方創生を打ち出しましたが、Ｊ
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Ｃの組織を生かし独自の調査研究を行い、政策立案実行団体として、市民意識を変革していかな

ければなりません。また、青年会議所は単年度制ということもあり、毎年毎年違う方向を向いてい

たのでは目標を達成することはできません。私たち東北ＪＡＹＣＥＥは、子どもたちの夢と希望溢れ

る東北を創るために、「輝く東北」へ向けての実践を行い、ＪＣが地域の「結」となって市民意識変

革運動を興す、「２０１０年代東北ＪＣ運動指針」を策定しました。そして、２０１２年には中長期的な

将来を見据え、持続可能な新しい東北の再建に取り組むべく「自立した新東北再建ビジョン」を策

定しました。さらに、２０１６年には地域がそれぞれの特色を活かした地方創生に取り組み、ＪＣが

地域のコーディネーターとしての役割を果たしながら運動を加速していく事こそが輝く東北の実現

につながるとして、「躍進する東北」を策定しました。東北ＪＣに向けた運動推進として、①地域社

会に貢献できる人材育成。②地域コミュニティーの再生。③地域の枠を超えた活動の推進。④「地

域のちから」を活かしたまちづくりの推進。⑤地方創生につなげる事業の推進。をアクションプラン

として制定しました。

それぞれの地域に今あるものを見つめなおし徹底的に掘り下げる努力をし、地域に眠っている

宝を地域の維持発展に対する経済的な宝へと昇華させていく使命が私たち青年経済人にはあり

ます。

【震災復興】

東日本大震災から我々は何を学び、そして何を感じたのだろう。そしてどう行動に移すべきか真

剣に考えたはずです。

現在復興庁によると、「災害公営住宅」は計画の９割は完了し、移転して自宅を再建するための

宅地も８割が完成し、住宅再建は２０１８年度にはおおむね完了するとしています。また、被災３県

（岩手県、宮城県、福島県）の製造品出荷額等は、震災前の水準まで回復しており、津波被災農

地の８４％が営農再開可能となり、被害を受けた水産加工施設のうち９３％が業務を再開しました。

被災地域の「グループ補助金」交付先企業のうち、震災直前の売上水準まで回復したのは４５％

であり、調査に対し建設業の８割が「回復した」と回答した一方、水産・食品加工業では３割にとど

まるなど、業種別にばらつきがあります。そして、東京電力福島第１原発は、廃炉完了まで２０年

かかるとされています。

被災地域に住み暮らす人々がふるさとを愛し、自分たちの手で震災以前よりも輝けるまちを創

るのだという強い気持ちを持ち続け、行動し続けた結果が「今」であります。企業、行政、市民、社

会の枠にとらわれずリーダーシップを発揮してきたＪＡＹＣＥＥがそこにはいました。東北の復興は

我々青年の責務であり、東北の復興なくして日本創生はありません。各地域において東日本大震

災を風化させることなく、復興を加速させるためにも「東北は一つ」という合言葉を胸に邁進しなけ

ればなりません。今までの「被災地域」から今後は「防災先進地域」と呼んで頂けるように、東北Ｊ

Ｃが導いていかなければなりません。大規模災害発災直後には、素早く情報を収集し、混乱を招

かないためにも正確な情報を発信し、的確な災害支援をしていかなければなりません。そのため

に、今まで経験を積み重ねてきたノウハウを検証し、防災・減災体制のあり方も整えておく必要が

あります。災害に強い東北を目指すために、今後更にメンバーと市民の意識の向上をはかり、地

域間連携の強化、県社会福祉協議会との連携強化、ＴＡＤＳネットの運用、防災減災への取り組

みを引き続き行い、東北を牽引していかなければなりません。

【リーダーの育成】

青年会議所に入会したら、社会の発展に寄与できる人材として成長することができるということを、

世の中に認知されることが必要です。一人ひとりが成長を遂げながら、社会においてあらゆる分

野で活躍し、憧れの存在として昇華しているならば、必然的に会員数は増加していくと確信してい

ます。その理想に一歩でも近づくためには、現状を打開すべく、一人ひとりが当事者意識をもって

会員拡大を行い、自らが成長を遂げていかなければいけません。市民からの共感と信頼を得るた

めに会員拡大を行うことは、己の指導力を高めていく、私たち自身のための運動でもあります。地

域の担い手である私たち青年経済人は、「胆識」をもってまちづくりに邁進しなければなりません。

人の話や書物を読んで得られるものが知識であり、知識に物事の本質を見通す判断力が加わっ

たものが見識となります。そして、見識に決断力と実行力が加わったものが胆力ある見識、つまり

胆識です。まちづくりを行う上で常に必要なものは、確かな見識をもって行動に移すことです。胆

識ある人材の育成を目指し個人が成長することは、地域が求めるリーダーとして成長することに

つながります。そして、胆識をもって市民を巻き込みまちづくりに取り組むことで、社会の負託に応

えることとなり、まちの成長につながります。理想のリーダー像は多様にありますが、共通して言

えるのは高い志をもって自らの責任を自覚し、他人のために行動できる人間です。東北地区協議

会は、東北というスケールメリットの中でメンバーが挑戦し成長できる機会を提供することが、東北

７７ＬＯＭに対してのアイデンティティになると考えます。

【東北青年フォーラム】

第６７回の東北青年フォーラムは、一般社団法人能代青年会議所を主管ＬＯＭとして開催いた

します。能代は、古くから日本海交易の要衝で『日本書紀』の阿倍比羅夫による蝦夷経営に関す

る記事に「渟代（ぬしろ）」の名で登場し、江戸時代は北前船の寄港地、近代には秋田杉の一大集

散地として「東洋一の木都」と謳われ、伝統的に製材業・木工業が盛んで発展してきた歴史あるま

ちです。また、二度にわたる大火、大洪水、日本海中部地震等度重なる災害を乗り越えてきたコミ

ュニティーが確立された地域であります。

東北青年フォーラムは、会員の意識を高揚させる大会でなければなりません。大会を通して参

加者が何を得られるのかをしっかりと考え構築していく必要があります。そして、開催地域を活性

化させ市民の意識を変革していく大会とします。開催地域益を最大限発揮するため、行政や企業、

市民を巻き込んだ大会とし、まちを考える機会を提供致します。さらに、東北各地にポジティブな

変化を巻き起こす大会とします。東北にとっても、能代にとっても転機となるような魅力ある大会を

メンバー一丸となって構築して参りましょう。
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Ｃの組織を生かし独自の調査研究を行い、政策立案実行団体として、市民意識を変革していかな

ければなりません。また、青年会議所は単年度制ということもあり、毎年毎年違う方向を向いてい

たのでは目標を達成することはできません。私たち東北ＪＡＹＣＥＥは、子どもたちの夢と希望溢れ

る東北を創るために、「輝く東北」へ向けての実践を行い、ＪＣが地域の「結」となって市民意識変

革運動を興す、「２０１０年代東北ＪＣ運動指針」を策定しました。そして、２０１２年には中長期的な

将来を見据え、持続可能な新しい東北の再建に取り組むべく「自立した新東北再建ビジョン」を策

定しました。さらに、２０１６年には地域がそれぞれの特色を活かした地方創生に取り組み、ＪＣが

地域のコーディネーターとしての役割を果たしながら運動を加速していく事こそが輝く東北の実現

につながるとして、「躍進する東北」を策定しました。東北ＪＣに向けた運動推進として、①地域社

会に貢献できる人材育成。②地域コミュニティーの再生。③地域の枠を超えた活動の推進。④「地

域のちから」を活かしたまちづくりの推進。⑤地方創生につなげる事業の推進。をアクションプラン

として制定しました。

それぞれの地域に今あるものを見つめなおし徹底的に掘り下げる努力をし、地域に眠っている

宝を地域の維持発展に対する経済的な宝へと昇華させていく使命が私たち青年経済人にはあり

ます。

【震災復興】

東日本大震災から我々は何を学び、そして何を感じたのだろう。そしてどう行動に移すべきか真

剣に考えたはずです。

現在復興庁によると、「災害公営住宅」は計画の９割は完了し、移転して自宅を再建するための

宅地も８割が完成し、住宅再建は２０１８年度にはおおむね完了するとしています。また、被災３県

（岩手県、宮城県、福島県）の製造品出荷額等は、震災前の水準まで回復しており、津波被災農

地の８４％が営農再開可能となり、被害を受けた水産加工施設のうち９３％が業務を再開しました。

被災地域の「グループ補助金」交付先企業のうち、震災直前の売上水準まで回復したのは４５％

であり、調査に対し建設業の８割が「回復した」と回答した一方、水産・食品加工業では３割にとど

まるなど、業種別にばらつきがあります。そして、東京電力福島第１原発は、廃炉完了まで２０年

かかるとされています。

被災地域に住み暮らす人々がふるさとを愛し、自分たちの手で震災以前よりも輝けるまちを創

るのだという強い気持ちを持ち続け、行動し続けた結果が「今」であります。企業、行政、市民、社

会の枠にとらわれずリーダーシップを発揮してきたＪＡＹＣＥＥがそこにはいました。東北の復興は

我々青年の責務であり、東北の復興なくして日本創生はありません。各地域において東日本大震

災を風化させることなく、復興を加速させるためにも「東北は一つ」という合言葉を胸に邁進しなけ

ればなりません。今までの「被災地域」から今後は「防災先進地域」と呼んで頂けるように、東北Ｊ

Ｃが導いていかなければなりません。大規模災害発災直後には、素早く情報を収集し、混乱を招

かないためにも正確な情報を発信し、的確な災害支援をしていかなければなりません。そのため

に、今まで経験を積み重ねてきたノウハウを検証し、防災・減災体制のあり方も整えておく必要が

あります。災害に強い東北を目指すために、今後更にメンバーと市民の意識の向上をはかり、地

域間連携の強化、県社会福祉協議会との連携強化、ＴＡＤＳネットの運用、防災減災への取り組

みを引き続き行い、東北を牽引していかなければなりません。

【リーダーの育成】

青年会議所に入会したら、社会の発展に寄与できる人材として成長することができるということを、

世の中に認知されることが必要です。一人ひとりが成長を遂げながら、社会においてあらゆる分

野で活躍し、憧れの存在として昇華しているならば、必然的に会員数は増加していくと確信してい

ます。その理想に一歩でも近づくためには、現状を打開すべく、一人ひとりが当事者意識をもって

会員拡大を行い、自らが成長を遂げていかなければいけません。市民からの共感と信頼を得るた

めに会員拡大を行うことは、己の指導力を高めていく、私たち自身のための運動でもあります。地

域の担い手である私たち青年経済人は、「胆識」をもってまちづくりに邁進しなければなりません。

人の話や書物を読んで得られるものが知識であり、知識に物事の本質を見通す判断力が加わっ

たものが見識となります。そして、見識に決断力と実行力が加わったものが胆力ある見識、つまり

胆識です。まちづくりを行う上で常に必要なものは、確かな見識をもって行動に移すことです。胆

識ある人材の育成を目指し個人が成長することは、地域が求めるリーダーとして成長することに
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【ＬＯＭ支援】

日本ＪＣ、東北地区協議会、ブロック協議会はＬＯＭが行う運動の効果を最大限引き出すための

連絡調整機関であります。また、日本ＪＣの方針、協働推進運動等、各ブロック協議会を通して、

各ＬＯＭに伝達すると同時に、各ＬＯＭが抱える、疑問や意見等を集約し、東北地区協議会の意

見として、日本ＪＣへ進言する事であります。そのためにも、６ブロック協議会、東北７７ＬＯＭとの

連携の強化を図っていかなければなりません。組織とは、「個」の結集であり、組織力を高めていく

ためには、一人ひとりの主体的な参画とメンバー同士の深い交流が必要不可欠です。私たちは、

自分一人のために活動するのではなく、「個」である一人ひとりが多様な価値観をぶつけ合い、ま

た互いに相寄り理解し合うことにより、有機的なつながりをもった強固な信頼関係を構築していくこ

とができます。「個」で挑む力よりも、「個」の結集した強固な組織とならなければなりません。その

ような組織こそが、力強い運動を展開し、地域の発展のために取り組んでいけるのです。また、公

益社団法人格を有する連絡調整機関として健全な財政基盤の確立と、社会的価値とＪＣ運動のブ

ランディング向上のためにコンプライアンス体制を確立し、明確なルールのもと法令遵守を行って

参ります。運営面では東北７７ＬＯＭの手本となり、ＬＯＭが抱える法人格の維持や会計、公益性、

コンプライアンスの遵守などの課題を解決します。青年会議所は常に地域主権であり、地区協議

会は常にＬＯＭを支えます。

【結びに】

青年会議所には、自分の価値観を変えてしまうような刺激的な出逢いがあり、社業だけでは絶

対に得ることのできない成長の機会が用意されています。青年会議所での活動を通し、自己が成

長する過程において重要なことのひとつに利他の精神があります。はじめは自分のためにやって

きたことが、いつしか人のためになり、まちのためへと変わっていきます。青年会議所運動で市民

の意識高揚を望むのであれば、自己の意識高揚を実現するべきです。そして、積み重ねた活動

が運動となり、社会にポジティブな変化を生むからこそ、日々の活動を大切にしなければなりませ

ん。

松下幸之助の言葉に、「失敗したところでやめてしまうから失敗になる、成功するところまで続け

ればそれは成功になる」という言葉がある。変化を恐れ挑戦しないリスクは、失敗するリスクよりも

はるかに大きいものであります。成功、失敗の経験を繰り返し、自分の答えを見つけ出す。時には、

どんな困難が立ちはだかろうとも、断固たる決意をもち、志を立て、未来を切り開いていく。現状に

満足せず、何事にも挑戦し続けるという強い意志がそこになければ、人の営みは停滞し、まちは

瞬く間に活力を失います。

私たちが住み暮らすこのまちの「今」は、私たちの意識を映し出す鏡であるからこそ、目の前の

物事へ真摯に取り組み、「今」を生きるものとして気概をもって運動を展開していきましょう。

公益社団法人 日本青年会議所 東北地区青森ブロック協議会 
２０１９年度 基本計画 

 
【基本理念】 

誰もが挑戦できる 幸せな地域 青森の創造 
 
 
【スローガン】 

共感溢れる地域のために いま変化を起こせ 
 
【基本方針】 
１．挑戦するＬＯＭ支援委員会 

本会と連携した会員拡大ならびに会員の資質向上 
２．青森強靭化委員会 

青森で活き活きと充実した生活が送るため取り組み 
３．青森デザイン委員会 

持続可能な地域社会の発展に向けた事業の実施 
４．アカデミー大学 

地域や組織を牽引するＪａｙｃｅｅの育成 
５．選ばれる青森構築委員会 

愛と希望に溢れる青森から輝く魅力を発信する事業の開催 
６．総務広報委員会 

盤石な組織運営と LOM 支援 
 
【事業計画】 
１．ＬＯＭの会員拡大推進と組織力強化 
２．県民自身で守る防災減災意識の醸成 
３．心豊かな県民性の醸成 
４．ＳＤＧｓの青森での理解と普及 
５．市民の政治参画によるまちの変革促進 
６．アカデミー大学の設置運営 
７．第４９回青森ブロック大会ｉｎ黒石の企画・運営・実施 
８．ＪＣカップ Ｕ－１１ 少年少女サッカー大会青森県予選会の企画・実施 
９．広報の充実によるＪＣブランディング 
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２０１９年度 公益社団法人日本青年会議所

東北地区 青森ブロック協議会 会長予定者意見書 
 

公益社団法人青森青年会議所 
倉橋 龍太郎 

共感溢れる地域のために いま変化を起こせ 
 

【誰かのために何が出来るか】 
人のため、仲間のために何が出来るか。青年会議所に入会してから大事にしている理念

だ。誰かを支え、支えられて私は青年会議所活動を今日まで続けてきた。様々な出会いと

機会をいただき、青年会議所で出来た仲間を信じ、仲間と共に課題や困難に対し諦めずに

挑戦し続けてきた。活動に邁進するうちにやがて、独りよがりで生きてきた自分から脱却

でき、人のために生きる、と言う長い人生の道標となる軸を、より密に太くすることが出

来たことは、誰かに奪われることはない自分だけの財産だ。この財産は自分だけで築けた

ものではなく、今この瞬間も行動を共にし、寄り添ってくれている仲間と、人生の学び舎

である青年会議所に対し深く感謝の念を抱いている。人間は誰しも発展途上であり、成長

することに終わりはない。青年時代とその先の長い人生において、２０１９年度青森ブロ

ック協議会全メンバーが、これまでにない成長を遂げ、人のため、仲間のために率先して

行動出来る人財となり、地域のリーダーとして活躍し、心豊かな人生を送れるよう、身命

を賭すことを誓う。 
 
【青森ブロック協議会のミッション】 

青森ブロック協議会は、日本青年会議所と青森県内８つの会員会議所を基盤として、青

森ブロック内会員会議所会員の意見を総合調整し、青年会議所運動の進展に寄与すること

を目的として１９７１年に発足した。青森ブロック協議会は県内８会員会議所と連携して、

まちを超えた会員相互の交流や情報交換や青森県全体の課題や広域に渡る事業に対して取

り組み、日本青年会議所が推し進める運動を全国に展開する一助を担っている。青森ブロ

ック協議会が県内の８会員会議所に対してすべきことは、多様な特性を持つ青森ブロック

内８会員会議所が培ってきたノウハウや、まちの中で築いてきたポジションの取り方、抱

えている課題を共有して、共に発展できる可能性を探求していくことではないだろうか。

好事例は積極的に各地で採用し、課題に対しては８会員会議所全てで対策を考えるなど、

自分のまちでは生み出せないきっかけが他所の会員会議所にある場合が多々ある。会員会

議所間の情報共有と熱意の伝播の場として活用していただき、お互いを認め共感を生み出

し、前進していく組織として支え合って活動していくことが青森ブロック協議会のミッシ

ョンである。 
 

【未来のために今行動する】 
多くの先輩方から、出向することは青年会議所活動の中で一番成長できる機会であると

教わった。青森ブロック協議会に出向していただくメンバーは、自分の所属する青年会議

所の看板を背負い、勇気ある一歩を踏み出し、決意をもって出向してくる。出向してくる

メンバーに対して私は、彼らの成長を考え、最大限の愛情と厳しさを持って応えたい。そ

して、楽しいこと難しいこと、全ての活動に真剣に挑戦し、集いたくなるワクワクする組

織を皆で創り出する。青森ブロック協議会に皆が本気で向き合えば、まちを越えて本音で

語り合える、かけがえのない固い絆と共感が生まれ、やがて人と地域を巻き込む原動力と

なる。出向したメンバーが一回りも二回りも成長して自分の所属する場所に戻り還元する

ことで、青森ブロック内会員会議所の更なる飛躍に繋がることを確信している。 
 
【全てはこの地域のために】 

私たちの住み暮らす青森は、農水産業を軸とした第一次産業が経済基盤となり、近年で

はインバウンド戦略をもとに、観光産業に官民一体となって注力しており、市街地を歩い

ていると交流人口の増加を実感できる。しかしながら、昭和５８年度の１５２万人をピー

クに人口減少が続き、平成３０年度は１２６万人にまで減少しており、依然としてＧＤＰ

は全国平均を下回っている。健康寿命の低水準も相まって、健康・文化・仕事・生活・教

育を加味した幸福度ランキングでは４７都道府県中４６位との結果が出ており、幸せを実

感できない背景があると言われている。ピンチをチャンスと捉え、地域とそこに住む人々

のことを互いに大切に想い、共感を生み出せる環境づくりを通じて、ＳＤＧｓの推進を軸

に地域に誇りと心の安寧を実感できる地域へと押し上げていくことが、多様化と個別化が

加速していく２０２０年代へ向けて必要である。 
 
【結びに】 

これからの日本、これからの青森、そしてこれからの私たちに大事なことは、多様なコ

ミュニティがあるなかで、複数のコミュニティに参画し、コミュニティ間を日々行ったり

来たりを繰り返しながら、学び成長し、影響力を身に付け、時代に合わせて自分自身を更

新できる感覚を養っていくことであると切に思う。地域の住民、各地青年会議所会員、全

ての人々の好奇心を掻き立て、変化を恐れず時代を捉えて共感を生み出し続けられる組織

として、青森ブロック協議会を人々に選ばれる地域コミュニティとして確立出来れば、私

たちの住む青森は、未来への希望が溢れる、明るい豊かな社会へと必ずや前進できる。 
 
 
 
 

7170



２０１９年度 公益社団法人日本青年会議所

東北地区 青森ブロック協議会 会長予定者意見書 
 

公益社団法人青森青年会議所 
倉橋 龍太郎 

共感溢れる地域のために いま変化を起こせ 
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挑戦し続けてきた。活動に邁進するうちにやがて、独りよがりで生きてきた自分から脱却

でき、人のために生きる、と言う長い人生の道標となる軸を、より密に太くすることが出

来たことは、誰かに奪われることはない自分だけの財産だ。この財産は自分だけで築けた

ものではなく、今この瞬間も行動を共にし、寄り添ってくれている仲間と、人生の学び舎

である青年会議所に対し深く感謝の念を抱いている。人間は誰しも発展途上であり、成長

することに終わりはない。青年時代とその先の長い人生において、２０１９年度青森ブロ

ック協議会全メンバーが、これまでにない成長を遂げ、人のため、仲間のために率先して

行動出来る人財となり、地域のリーダーとして活躍し、心豊かな人生を送れるよう、身命

を賭すことを誓う。 
 
【青森ブロック協議会のミッション】 

青森ブロック協議会は、日本青年会議所と青森県内８つの会員会議所を基盤として、青

森ブロック内会員会議所会員の意見を総合調整し、青年会議所運動の進展に寄与すること

を目的として１９７１年に発足した。青森ブロック協議会は県内８会員会議所と連携して、

まちを超えた会員相互の交流や情報交換や青森県全体の課題や広域に渡る事業に対して取

り組み、日本青年会議所が推し進める運動を全国に展開する一助を担っている。青森ブロ

ック協議会が県内の８会員会議所に対してすべきことは、多様な特性を持つ青森ブロック

内８会員会議所が培ってきたノウハウや、まちの中で築いてきたポジションの取り方、抱

えている課題を共有して、共に発展できる可能性を探求していくことではないだろうか。

好事例は積極的に各地で採用し、課題に対しては８会員会議所全てで対策を考えるなど、

自分のまちでは生み出せないきっかけが他所の会員会議所にある場合が多々ある。会員会

議所間の情報共有と熱意の伝播の場として活用していただき、お互いを認め共感を生み出

し、前進していく組織として支え合って活動していくことが青森ブロック協議会のミッシ

ョンである。 
 

【未来のために今行動する】 
多くの先輩方から、出向することは青年会議所活動の中で一番成長できる機会であると

教わった。青森ブロック協議会に出向していただくメンバーは、自分の所属する青年会議

所の看板を背負い、勇気ある一歩を踏み出し、決意をもって出向してくる。出向してくる

メンバーに対して私は、彼らの成長を考え、最大限の愛情と厳しさを持って応えたい。そ

して、楽しいこと難しいこと、全ての活動に真剣に挑戦し、集いたくなるワクワクする組

織を皆で創り出する。青森ブロック協議会に皆が本気で向き合えば、まちを越えて本音で

語り合える、かけがえのない固い絆と共感が生まれ、やがて人と地域を巻き込む原動力と

なる。出向したメンバーが一回りも二回りも成長して自分の所属する場所に戻り還元する

ことで、青森ブロック内会員会議所の更なる飛躍に繋がることを確信している。 
 
【全てはこの地域のために】 

私たちの住み暮らす青森は、農水産業を軸とした第一次産業が経済基盤となり、近年で

はインバウンド戦略をもとに、観光産業に官民一体となって注力しており、市街地を歩い

ていると交流人口の増加を実感できる。しかしながら、昭和５８年度の１５２万人をピー

クに人口減少が続き、平成３０年度は１２６万人にまで減少しており、依然としてＧＤＰ

は全国平均を下回っている。健康寿命の低水準も相まって、健康・文化・仕事・生活・教

育を加味した幸福度ランキングでは４７都道府県中４６位との結果が出ており、幸せを実

感できない背景があると言われている。ピンチをチャンスと捉え、地域とそこに住む人々

のことを互いに大切に想い、共感を生み出せる環境づくりを通じて、ＳＤＧｓの推進を軸

に地域に誇りと心の安寧を実感できる地域へと押し上げていくことが、多様化と個別化が

加速していく２０２０年代へ向けて必要である。 
 
【結びに】 

これからの日本、これからの青森、そしてこれからの私たちに大事なことは、多様なコ

ミュニティがあるなかで、複数のコミュニティに参画し、コミュニティ間を日々行ったり

来たりを繰り返しながら、学び成長し、影響力を身に付け、時代に合わせて自分自身を更

新できる感覚を養っていくことであると切に思う。地域の住民、各地青年会議所会員、全

ての人々の好奇心を掻き立て、変化を恐れず時代を捉えて共感を生み出し続けられる組織

として、青森ブロック協議会を人々に選ばれる地域コミュニティとして確立出来れば、私

たちの住む青森は、未来への希望が溢れる、明るい豊かな社会へと必ずや前進できる。 
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公益社団法人日本青年会議所 東北地区 青森ブロック協議会

９年度 職務分掌（案）

◇挑戦するＬＯＭ支援委員会

本会と連携した会員拡大ならびに会員の資質向上による各ＬＯＭの運動力強化支援

Ⅰ 会員拡大に関する事業の実施

１．各ＬＯＭの会員拡大に関するセミナーの実施

２．会員拡大キャラバン隊の結成、各ＬＯＭへの指導

３．青森ブロック版拡大褒賞の実施

Ⅱ リーダーとしての資質向上ならびにＬＯＭの組織力強化

１．日本アカデミーへの参加促進ならびに支援

２．ＪＣＩ公式コース並びに日本ＪＣ公認プログラムの実施

３．５つの戦略（影響力 意欲 投資 協力 つながり）に基づいた事業構築様式

の提案

◇青森強靭化委員会

青森で活き活きと充実した生活を送るための取り組み

Ⅰ 防災意識醸成による地域の安全・安心の構築

１．災害時に率先して行動できるリーダーの育成

２．住民参加型の防災減災フォーラムの実施

３．東北地区協議会と連携したＴＡＤＳネットの運用

Ⅱ 心豊かな県民性の醸成

１．「未来へつなぐプロジェクト～音楽のちから～」未来へつなぐメッセージの推進

２．生涯学習社会の実現に向けた事業の実施

◇青森デザイン委員会

持続可能な地域社会の発展に向けた事業の実施

Ⅰ ＳＤＧｓの推進

１．青森ブロック協議会及び県内８ＬＯＭにおけるＳＤＧｓの普及推進

２．行政、団体、企業におけるＳＤＧｓの目的達成意識の醸成

Ⅱ 青森県民の政治意識醸成に繋がる事業の実施

１．若年層に対する政治参画意識を醸成する事業の実施

２．統一地方選挙や参議院議員選挙における公開討論会の実施

◇アカデミー大学

地域や組織を牽引するＪａｙｃｅｅの育成

Ⅰ 青森ブロックアカデミー大学講座の実施

１．開校式・閉校式の実施

２．全５回のアカデミー大学講座の実施

３．日本ＪＣと連携したカリキュラムの実施

◇選ばれる青森構築委員会

愛と希望に溢れる青森から輝く魅力を発信する事業の開催

Ⅰ 青年会議所運動に関する意識高揚

１．第４９回青森ブロック大会 黒石の企画・運営・実施

２．青森の魅力と可能性を検証発信する事業の実施

Ⅱ ブロック大会開催地域をはじめとする地域の発展

１．ブロック大会メインフォーラムの実施

２．主管青年会議所との連携・協力

３．大懇親会の支援

Ⅲ ブロック大会の研究・検証

１．青森ブロック大会の研究・検証及び引き継ぎ

◇総務広報委員会

盤石な組織運営と 支援

１．諸会議の設営及び議事録の作成

２．諸事業議案等のコンプライアンスチェック並びに庶務全般

３．新春名刺交歓会・卒業式の企画・実施

４．本協議会のウェブサイト等の運営管理、各種情報の受発信

５．ＪＣカップ Ｕ－１１ 少年少女サッカー大会青森県予選会の企画・実施

◇財政局

組織の健全化と組織進化へ向けた 支援の実施

１．各 法人格維持の為の指導・補助

２．本協議会会計、会議体・委員会会計の予算・決算における指導・助言

３．ブロック内監査の実施

◇事務局

青森ブロック協議会の円滑な運営ならびに本会・地区・ＬＯＭとの

情報共有ならびに連絡調整

１．本協議会の事務運営

２．運営専務の補佐

３．総務・財政局との連携

４．諸会議の案内通知、及び提出議案の取りまとめ
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５．各種大会へ対する運営協力・支援

（サマコン、 【済州】、東北青年フォーラム【能代】、

全国大会【富山】、世界会議【エストニア】等）

．アジェンダシステムの管理と指導

．その他必要事項

以上
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議
所
名

会
員
数
（
1
/
1
）

役
員

ス
タ
ッ
フ
出
向

特
別
職

計
(青

森
)

(十
和
田
)

(弘
前
)

(黒
石
)

(八
戸
)

(む
つ
)

(五
所
川
原
)

(三
沢
)

計
※
各
委
員
会
・
各
Ｌ
Ｏ
Ｍ
委
員
出
向
1
名

挑
戦
す
る
Ｌ
Ｏ
Ｍ
支
援
委
員
会

副
会
長

委
員
長

副
委
員
長

運
営
幹
事

高
木
　
雄
平

佐
々
木
　
大
輔

竹
本
　
慎
太
郎

山
形
　
広
平

委
員

（
黒
石
）

（
八
戸
）

（
む
つ
）

（
八
戸
）

各
L
O
M
よ
り
１
名

庭
　
勝
也

（
八
戸
）

(青
森
)

青
森
強
靭
化
委
員
会

工
藤
　
大
地

（
八
戸
）

(十
和
田
)

　
委
員
長

副
委
員
長

運
営
幹
事

倉
橋
　
龍
太
郎

（
青
森
）

(弘
前
)

関
　
貴
光

二
戸
部
　
大
輝

紺
野
　
兼
如

委
員

大
山
　
慎
司

（
八
戸
）

(黒
石
)

副
会
長

（
青
森
）

（
弘
前
）

（
十
和
田
）

各
L
O
M
よ
り
１
名

長
谷
川
　
覚
仙

（
三
沢
）

(八
戸
)

須
藤
　
立
也

柳
本
　
隆
洋

（
八
戸
）

(む
つ
)

（
弘
前
）

青
森
デ
ザ
イ
ン
委
員
会

上
野
　
衆

（
八
戸
）

(五
所
川
原
)

委
員
長

副
委
員
長

運
営
幹
事

高
橋
　
佑
樹

（
八
戸
）

(三
沢
)

築
井
　
生

舘
　
貴
義

北
　
梨
絵

委
員

太
田
　
脩
皓

（
弘
前
）

計
（
三
沢
）

（
八
戸
）

（
三
沢
）

各
L
O
M
よ
り
１
名

佐
々
木
　
篤
史

（
五
所
川
原
）

藤
川
　
晃
吉

（
青
森
）

大
野
　
晶
子

（
三
沢
）

ア
カ
デ
ミ
ー
大
学

成
田
　
志
穂

（
弘
前
）

塾
長

副
塾
長

総
括
幹
事

田
中
　
文
貴

（
五
所
川
原
）

ア
カ
デ
ミ
ー
大
学

祐
川
　
拓
朗

附
田
　
暁

杉
澤
　
惟
成

野
呂
　
修
平

（
青
森
）

副
会
長
兼
学
長

（
む
つ
）

（
三
沢
）

（
八
戸
）

岡
崎
　
勇
介

（
青
森
）

田
島
　
理
成

岡
山
　
拓
也

（
十
和
田
）

（
八
戸
）

小
山
田
　
允
紀

（
弘
前
）

塾
長

副
塾
長

会
計
幹
事

松
村
　
定
世

（
黒
石
）

比
内
　
理
佑

平
山
　
稔
洋

安
田
　
伯
正

坂
本
　
俊
也

（
八
戸
）

（
弘
前
）

（
五
所
川
原
）

（
八
戸
）

竹
本
　
慎
太
郎

（
む
つ
）

山
田
　
恭
嗣

（
五
所
川
原
）

安
田
　
勝
司

（
三
沢
）

ブ
ロ
ッ
ク
大
会

選
ば
れ
る
青
森
構
築
委
員
会

西
田
　
文
豪

（
青
森
）

副
会
長

委
員
長

副
委
員
長

運
営
幹
事

佐
藤
　
あ
き
こ

（
三
沢
）

太
田
　
格
道

浅
原
　
宏
之

長
尾
　
宗
幸

中
村
　
俊
隆

委
員

河
内
　
啓
樹

（
三
沢
）

（
十
和
田
）

（
黒
石
）

（
青
森
）

（
黒
石
）

各
L
O
M
よ
り
１
名

加
澤
　
和
樹

（
三
沢
）

総
務
広
報
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

運
営
幹
事

對
馬
　
央
也

富
谷
　
英
生

田
中
　
宏
明

委
員

築
井
　
生

（
三
沢
）

（
五
所
川
原
）

（
黒
石
）

（
五
所
川
原
）

各
L
O
M
よ
り
１
名

佐
々
木
　
大
輔

（
八
戸
）

財
政
局

祐
川
　
拓
朗

（
む
つ
）

運
営
専
務

財
政
局
長

財
政
局
次
長

出
戸
端
　
稔
史

西
田
　
文
豪

高
屋
　
龍
一

※
こ
の
他
、
依
頼
有
り
（
流
動
的
）

（
青
森
）

（
青
森
）

（
む
つ
）

事
務
局
次
長

事
務
局
次
長

事
務
局

最
上
　
慶
一

高
屋
　
龍
一

庭
　
勝
也

（
八
戸
）

事
務
局
長

（
青
森
）

（
む
つ
）

木
村
　
親
弘

（
青
森
）

事
務
局
次
長

似
鳥
　
友
理

（
十
和
田
）

※
こ
の
他
、
依
頼
有
り
（
流
動
的
）

氏
　
名

東
北
青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
会
　
委
員

多
子
社
会
創
造
会
議

J
C
拡
大
会
議

東
北
地
区
担
当
常
任
理
事

日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
委
員
会

東
北
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
委
員
会
　
委
員

東
北
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
委
員
会
　
委
員

Ｌ
Ｏ
Ｍ
支
援
委
員
会
　
委
員

氏
　
名

東
北
青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
委
員
会
　
副
委
員
長

東
北
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
委
員
会
　
幹
事

東
北
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
委
員
会
　
委
員

東
北
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
委
員
会
　
委
員

東
北
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
委
員
会
　
委
員

日
本
青
年
会
議
所
出
向
者
（
Ｂ
Ｌ
推
薦
）

役
職
・
委
員
会
名

日
本
青
年
会
議
所
出
向
者

役
職
・
委
員
会
名

東
北
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
委
員
会
　
委
員

東
北
青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
委
員
会
　
幹
事

東
北
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
委
員
会
　
委
員

財
政
規
則
審
査
委
員
会
　
委
員

東
北
青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
会
　
委
員

Ｌ
Ｏ
Ｍ
支
援
委
員
会
　
総
括
幹
事

公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所
　
東
北
地
区

（
青
森
）

Ｌ
Ｏ
Ｍ
支
援

日
本
Ｊ
Ｃ
連
携

青
森
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
役
員

大
平
　
亮

認
証
番
号

東
北
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
委
員
会
　
委
員

(公
社
)八

戸

東
北
地
区
協
議
会
会
長

理
事
長
名

２
０
１
９
年
度
　
青
森
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
　
組
織
図
(案

)v
e
r.
2
1

国
分
　
聡

秋
元
　
駿
一

村
上
　
陽
心

(公
社
)青

森
(公

社
)十

和
田

(公
社
)弘

前
(公

社
)黒

石

(一
社
)む

つ
金
入
　
健
雄

道
川
　
貞
徳

佐
々
木
　
邦
和

（
八
戸
）

倉
橋
　
龍
太
郎

中
村
　
貴
大

計

山
子
　
泰
典

会
　
　
長

直
前
会
長

会 員 会 議 所 会 議

(公
社
)五

所
川
原

(公
社
)三

沢

役
　
員
東
北
地
区
協
議
会
出
向

総
務
委
員
会
　
幹
事

青
森
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
副
会
長

氏
　
名

運
営
専
務

事
務
局
長

事
務
局
次
長

総
務
委
員
会
　
副
委
員
長

事
務
局
次
長

監
査
担
当
役
員

Ｌ
Ｏ
Ｍ
支
援
委
員
会
　
委
員
長

東
北
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
委
員
会
　
副
委
員
長

宮
崎
　
敬
也

（
五
所
川
原
）

監
査
担
当
役
員役 員 会

三
国
　
典
央

（
弘
前
）
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会
員
会
議
所
名

会
員
数
（
1
/
1
）

役
員

ス
タ
ッ
フ
出
向

特
別
職

計
(青

森
)

(十
和
田
)

(弘
前
)

(黒
石
)

(八
戸
)

(む
つ
)

(五
所
川
原
)

(三
沢
)

計
※
各
委
員
会
・
各
Ｌ
Ｏ
Ｍ
委
員
出
向
1
名

挑
戦
す
る
Ｌ
Ｏ
Ｍ
支
援
委
員
会

副
会
長

委
員
長

副
委
員
長

運
営
幹
事

高
木
　
雄
平

佐
々
木
　
大
輔

竹
本
　
慎
太
郎

山
形
　
広
平

委
員

（
黒
石
）

（
八
戸
）

（
む
つ
）

（
八
戸
）

各
L
O
M
よ
り
１
名

庭
　
勝
也

（
八
戸
）

(青
森
)

青
森
強
靭
化
委
員
会

工
藤
　
大
地

（
八
戸
）

(十
和
田
)

　
委
員
長

副
委
員
長

運
営
幹
事

倉
橋
　
龍
太
郎

（
青
森
）

(弘
前
)

関
　
貴
光

二
戸
部
　
大
輝

紺
野
　
兼
如

委
員

大
山
　
慎
司

（
八
戸
）

(黒
石
)

副
会
長

（
青
森
）

（
弘
前
）

（
十
和
田
）

各
L
O
M
よ
り
１
名

長
谷
川
　
覚
仙

（
三
沢
）

(八
戸
)

須
藤
　
立
也

柳
本
　
隆
洋

（
八
戸
）

(む
つ
)

（
弘
前
）

青
森
デ
ザ
イ
ン
委
員
会

上
野
　
衆

（
八
戸
）

(五
所
川
原
)

委
員
長

副
委
員
長

運
営
幹
事

高
橋
　
佑
樹

（
八
戸
）

(三
沢
)

築
井
　
生

舘
　
貴
義

北
　
梨
絵

委
員

太
田
　
脩
皓

（
弘
前
）

計
（
三
沢
）

（
八
戸
）

（
三
沢
）

各
L
O
M
よ
り
１
名

佐
々
木
　
篤
史

（
五
所
川
原
）

藤
川
　
晃
吉

（
青
森
）

大
野
　
晶
子

（
三
沢
）

ア
カ
デ
ミ
ー
大
学

成
田
　
志
穂

（
弘
前
）

塾
長

副
塾
長

総
括
幹
事

田
中
　
文
貴

（
五
所
川
原
）

ア
カ
デ
ミ
ー
大
学

祐
川
　
拓
朗

附
田
　
暁

杉
澤
　
惟
成

野
呂
　
修
平

（
青
森
）

副
会
長
兼
学
長

（
む
つ
）

（
三
沢
）

（
八
戸
）

岡
崎
　
勇
介

（
青
森
）

田
島
　
理
成

岡
山
　
拓
也

（
十
和
田
）

（
八
戸
）

小
山
田
　
允
紀

（
弘
前
）

塾
長

副
塾
長

会
計
幹
事

松
村
　
定
世

（
黒
石
）

比
内
　
理
佑

平
山
　
稔
洋

安
田
　
伯
正

坂
本
　
俊
也

（
八
戸
）

（
弘
前
）

（
五
所
川
原
）

（
八
戸
）

竹
本
　
慎
太
郎

（
む
つ
）

山
田
　
恭
嗣

（
五
所
川
原
）

安
田
　
勝
司

（
三
沢
）

ブ
ロ
ッ
ク
大
会

選
ば
れ
る
青
森
構
築
委
員
会

西
田
　
文
豪

（
青
森
）

副
会
長

委
員
長

副
委
員
長

運
営
幹
事

佐
藤
　
あ
き
こ

（
三
沢
）

太
田
　
格
道

浅
原
　
宏
之

長
尾
　
宗
幸

中
村
　
俊
隆

委
員

河
内
　
啓
樹

（
三
沢
）

（
十
和
田
）

（
黒
石
）

（
青
森
）

（
黒
石
）

各
L
O
M
よ
り
１
名

加
澤
　
和
樹

（
三
沢
）

総
務
広
報
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

運
営
幹
事

對
馬
　
央
也

富
谷
　
英
生

田
中
　
宏
明

委
員

築
井
　
生

（
三
沢
）

（
五
所
川
原
）

（
黒
石
）

（
五
所
川
原
）

各
L
O
M
よ
り
１
名

佐
々
木
　
大
輔

（
八
戸
）

財
政
局

祐
川
　
拓
朗

（
む
つ
）

運
営
専
務

財
政
局
長

財
政
局
次
長

出
戸
端
　
稔
史

西
田
　
文
豪

高
屋
　
龍
一

※
こ
の
他
、
依
頼
有
り
（
流
動
的
）

（
青
森
）

（
青
森
）

（
む
つ
）

事
務
局
次
長

事
務
局
次
長

事
務
局

最
上
　
慶
一

高
屋
　
龍
一

庭
　
勝
也

（
八
戸
）

事
務
局
長

（
青
森
）

（
む
つ
）

木
村
　
親
弘

（
青
森
）

事
務
局
次
長

似
鳥
　
友
理

（
十
和
田
）

※
こ
の
他
、
依
頼
有
り
（
流
動
的
）

氏
　
名

東
北
青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
会
　
委
員

多
子
社
会
創
造
会
議

J
C
拡
大
会
議

東
北
地
区
担
当
常
任
理
事

日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
委
員
会

東
北
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
委
員
会
　
委
員

東
北
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
委
員
会
　
委
員

Ｌ
Ｏ
Ｍ
支
援
委
員
会
　
委
員

氏
　
名

東
北
青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
委
員
会
　
副
委
員
長

東
北
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
委
員
会
　
幹
事

東
北
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
委
員
会
　
委
員

東
北
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
委
員
会
　
委
員

東
北
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
委
員
会
　
委
員

日
本
青
年
会
議
所
出
向
者
（
Ｂ
Ｌ
推
薦
）

役
職
・
委
員
会
名

日
本
青
年
会
議
所
出
向
者

役
職
・
委
員
会
名

東
北
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
委
員
会
　
委
員

東
北
青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
委
員
会
　
幹
事

東
北
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
委
員
会
　
委
員

財
政
規
則
審
査
委
員
会
　
委
員

東
北
青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
会
　
委
員

Ｌ
Ｏ
Ｍ
支
援
委
員
会
　
総
括
幹
事

公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所
　
東
北
地
区

（
青
森
）

Ｌ
Ｏ
Ｍ
支
援

日
本
Ｊ
Ｃ
連
携

青
森
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
役
員

大
平
　
亮

認
証
番
号

東
北
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
委
員
会
　
委
員

(公
社
)八

戸

東
北
地
区
協
議
会
会
長

理
事
長
名

２
０
１
９
年
度
　
青
森
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
　
組
織
図
(案

)v
e
r.
2
1

国
分
　
聡

秋
元
　
駿
一

村
上
　
陽
心

(公
社
)青

森
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２０１８年度を振り返って 
直前理事長 三國 典央 

 
 

2018 年は LOM では直前理事長として 1 年間過ごさせていただきました。 1 

定款第 23 条第 3 項に「直前理事長は、理事長経験を活かし、業務について必要な助言2 

を行い、理事会その他の会議に出席し、意見を述べることができる。」とあります。また、3 

理事長を歴任された先輩方からも、「理事長は直前理事長まで全うしてはじめて理事長を終4 

えることができるんだよ。」と教えられました。 5 

これは、理事長の任期を務めて走り抜けている最中には気づかなかったこと、あるいは6 

気が付いてはいたけれどもその時の取捨選択でその時は置いておいて優先順位を後にした7 

ものなどを、先頭から一歩引いた直前理事長というある意味では俯瞰をできる立場で会員8 

の皆様に伝える義務があり、その役目が極めて重要だという意味で私は捉えており、実際9 

にそう感じております。自分が先頭を走ることはもうありませんが、これから先頭を切っ10 

て走ろうとしていく後輩に情報として１つでも多くのことを伝え、その情報を考える材料11 

にしてもらい、決断したことに対して覚悟をもって実行していってもらう、そのための大12 

事な役割だと感じております。 13 

わりと口うるさく言わせてもらったと思っています。言うことは大概お伝えしましたの14 

で、これからまだまだ走る後輩の皆様には、頭の片隅にでも置いてもらいながら頑張って15 

もらえればと思います。1 年間ありがとうございました。 16 
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ものなどを、先頭から一歩引いた直前理事長というある意味では俯瞰をできる立場で会員8 

の皆様に伝える義務があり、その役目が極めて重要だという意味で私は捉えており、実際9 

にそう感じております。自分が先頭を走ることはもうありませんが、これから先頭を切っ10 

て走ろうとしていく後輩に情報として１つでも多くのことを伝え、その情報を考える材料11 

にしてもらい、決断したことに対して覚悟をもって実行していってもらう、そのための大12 

事な役割だと感じております。 13 

わりと口うるさく言わせてもらったと思っています。言うことは大概お伝えしましたの14 

で、これからまだまだ走る後輩の皆様には、頭の片隅にでも置いてもらいながら頑張って15 

もらえればと思います。1 年間ありがとうございました。 16 

 

２０１８年度を振り返って 
副理事長 工藤 順敬 

 
 

拡大は委員会のみでは限界があります。会全体で動かなければ飛躍的な効果（会員数の1 

増加）は見込めません。このままの動き（卒業人数と同じくらいの新加入会員の入会、2 

卒業人数より少し多い新加入会員の入会）だと弘前 JC の今後の活動・運動に支障をき3 

たし、会の存続危機となることは間違いありません。 4 

というのをもっと前面に押し出して委員会、弘前 JC を担当副理事長として引っぱって5 

いきたかったです。青森ブロックへのアカデミー大学塾長としての出向もあったことか6 

らそうもいきませんでした。やることが沢山ありすぎて、手がまわらなかった悔いの残7 

る非常にもどかしい 1 年でした。 8 
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２０１８年度を振り返って 
副理事長 吉川 裕之 

 
 

例年、渉外事業は行ける人だけ行けばいいでしょ・・・の考え方の弘前ＪＣは今年一味1 

も二味も違い、近年に無い盛り上がりが起こった。それは、弘前ＪＣ初の日本ＪＣ清藤副2 

会頭の輩出を始め、東北地区へは三國会務担当副会長として出向し、日本全土より弘前が3 

注目される年だったこと。そして、島津委員長のやるからには各種大会において過去・未4 

来と誰にも越されない参加者を集め、爪痕を残すとのことだった。 5 

島津委員長のＪＣの様々な場面で常に『大会行こうよ！』の誘い込み、周りを巻き込み6 

ながら逃げ道を断つ手法は見事にハマり、各種大会平均 10 人以上、8 月例会の位置付けと7 

した太田訪問へは、約 30 人近くの会員が行くという結果に！人が動くにはちょっとした8 

きっかけと自分で 1 歩でも前に踏み出す勇気が必要であるということが立証できたのでは9 

ないでしょうか。2018 年度、我々“けやぐ委員会”は渉外に参加された会員の学びの機会10 

と仲間との友情を最大限サポートできたでしょうか？また参加された方は、自分が住み暮11 

らす“まち”を離れ、他の地域を感じることで、郷土（弘前）を想う心が養われたでしょ12 

うか？この２つを感じ取れたのであれば、今年、けやぐ委員会は大成功です！ 13 

最後に・・・常任理事兼副会頭セク&次年度理事長と多くの役を付けながらも、全てを14 

全力で取り組む秋元君には頭があがりません。どうかお体を大切に・・・。 15 

初委員長&卒業年度というなかで、全力投球で取組んだ一年、島津君本当にお疲れ様で16 

した。来年は思いっきりゴルフして下さい。そして誘って下さい。 17 

途中から委員会に配属された成田君、持前の明るさと物怖じしない行動力は、近いうち18 

必ず理事として活躍するでしょう。これからもラーメン食べに行きます。  19 

少数精鋭の『けやぐ委員会』最高の 1 年をありがとう！ 20 
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ないでしょうか。2018 年度、我々“けやぐ委員会”は渉外に参加された会員の学びの機会10 

と仲間との友情を最大限サポートできたでしょうか？また参加された方は、自分が住み暮11 

らす“まち”を離れ、他の地域を感じることで、郷土（弘前）を想う心が養われたでしょ12 

うか？この２つを感じ取れたのであれば、今年、けやぐ委員会は大成功です！ 13 

最後に・・・常任理事兼副会頭セク&次年度理事長と多くの役を付けながらも、全てを14 
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した。来年は思いっきりゴルフして下さい。そして誘って下さい。 17 

途中から委員会に配属された成田君、持前の明るさと物怖じしない行動力は、近いうち18 
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２０１８年度を振り返って 
専務理事 小山田 允紀 

 
 

理事長の片腕として LOM を運営する大役をお預かりし、貴重な経験をさせて頂きまし1 

た。なんといっても弘前 JC 初となる日本青年会議所副会頭を輩出するにあたり、様々な2 

場面がありましたが、OB の皆様のご支援と、会員の皆様のご協力に助けられここまでた3 

どり着くことができました。深く感謝申し上げます。 4 

LOM 内外のすべてに対し先回りして気を配ることが求められる専務理事ですが、見通5 

し甘さから後手に回ることも多く、関係各所、OB、会員の皆様に不安を抱かせてしまっ6 

たことと思います。申し訳ありませんでした。思い返せば、ああすればよかった、こうす7 

ればよかったという思いでいっぱいです。専務理事にもう一度チャレンジしてみたいとさ8 

え思うところですが、他の方が専務理事を務め成長を遂げる機会を奪ってしまってはいけ9 

ませんので、今後はこの経験をしっかり若い世代へ伝え、支えていければと思います。 10 

そして成田事務局長、理事会・事務局・委員会運営全て任せきりになってしまいました11 

が、持ち前の責任感で、文句ひとつ言わずやり遂げて頂き、ありがとうございました。 12 

最後に須藤理事長、多くの時間を共に過ごす中で、うれしいことはもちろん、難しい決13 

断や厳しい対応を求められる場面も、語りつくせないほどありましたね。その全てが私に14 

とって学びとなり、かけがえのない思い出となりました。本当にお世話になりました。 15 
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２０１８年度を振り返って 
BIG UP プロジェクト委員会担当常任理事 川嶋 貴裕 

 
 

本年度は、自身が卒業の年とのこともあり理事を引き受けるかどうか迷っておりました1 

が、本年度理事長であった須藤理事長のご配慮もあり、常任理事として、あおいりんご事2 

業及びクロスエス事業を行わせて頂きました。特に、思い起こすことはクロスエス事業の3 

ことで、予定者段階からの準備を含めると開催まで約丸一年と長い準備期間と全体事業と4 

のこともあり大きな予算が掛かる、大変な事業でした。外部団体、特に助成金を頂いてい5 

る市役所担当の部署の方々とのすり合わせや自身が行ったことの無い興行的な内容が多く、6 

様々な方々に助けられ事業を構築していきました。途中、担当である委員長の出産休暇や7 

共催である弘前デザインウィークの弘前市長交代による方針の変更など、予定通りにはゆ8 

かないことも多く、約六年間の JC 運動のなかでも一筋縄ではいかない事業ではありまし9 

たが、委員会内はもちろんのこと委員会外のメンバーの方々や会議所外の様々な方々の助10 

力を受けひとつひとつ解決に向かうことが出来たことは、ひとえ感謝しかありません。残11 

念ながら様々な準備をしてきた事業ではありましたが、開催前に大型の台風がこの弘前に12 

接近し部分的な開催となってはしまいましたが、このことにより、事業を行う際には中止13 

を含めた様々な状況に対応していくことが本当に重要なことと、自身も大きな教訓を得る14 

に至りました。最後になりますが、今後の益々の会の発展と皆様のご多幸をお祈り申し上15 

げます。六年間、本当に有難うございました。 16 
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２０１８年度を振り返って 
BIG UP プロジェクト委員会担当常任理事 川嶋 貴裕 

 
 

本年度は、自身が卒業の年とのこともあり理事を引き受けるかどうか迷っておりました1 

が、本年度理事長であった須藤理事長のご配慮もあり、常任理事として、あおいりんご事2 

業及びクロスエス事業を行わせて頂きました。特に、思い起こすことはクロスエス事業の3 

ことで、予定者段階からの準備を含めると開催まで約丸一年と長い準備期間と全体事業と4 

のこともあり大きな予算が掛かる、大変な事業でした。外部団体、特に助成金を頂いてい5 

る市役所担当の部署の方々とのすり合わせや自身が行ったことの無い興行的な内容が多く、6 

様々な方々に助けられ事業を構築していきました。途中、担当である委員長の出産休暇や7 

共催である弘前デザインウィークの弘前市長交代による方針の変更など、予定通りにはゆ8 

かないことも多く、約六年間の JC 運動のなかでも一筋縄ではいかない事業ではありまし9 

たが、委員会内はもちろんのこと委員会外のメンバーの方々や会議所外の様々な方々の助10 

力を受けひとつひとつ解決に向かうことが出来たことは、ひとえ感謝しかありません。残11 

念ながら様々な準備をしてきた事業ではありましたが、開催前に大型の台風がこの弘前に12 

接近し部分的な開催となってはしまいましたが、このことにより、事業を行う際には中止13 

を含めた様々な状況に対応していくことが本当に重要なことと、自身も大きな教訓を得る14 

に至りました。最後になりますが、今後の益々の会の発展と皆様のご多幸をお祈り申し上15 

げます。六年間、本当に有難うございました。 16 

 

２０１８年度を振り返って 
まつり継承委員会担当常任理事 太田 脩皓 

 
 

1 年ぶりに理事として活動して参りましたが、終わってみれば今年もまた「大変だった1 

がやって良かった」の一言だったと感じます。3 月のひな祭り例会から始まり、ちびっ子2 

ねぷた事務局の運営、剛情張大太鼓の運行、9 月の後の祭り例会、そして卒業式と、まさ3 

に「まつり」尽くしの 1 年間となりました。担当させて頂いた一つひとつの事業のどれも4 

が楽しく、そして学びの多いものばかりでした。中でも剛情張大太鼓の運行については、5 

私を含め委員会メンバーの殆どがねぷた祭りに参加したことがないという状況でしたが、6 

ねぷた祭りに関する様々な会議に出席し、様々な方と交流を図っていくなかで、「この弘前7 

にはこれほどねぷた祭りを愛し、情熱を傾けている人達がいたのか」ということに気づか8 

されました。そして、ねぷた祭りを愛してやまないその心を次の世代へ伝えていくことこ9 

そが真の「継承」なのだろうと感じました。今年 1 年間の取り組みで本当の意味での継承10 

まで辿り着けたかどうかは分かりませんが、次年度以降もそこを目指してこの事業が続い11 

ていけば嬉しく思います。 12 

そして、大藪委員長とは 2016 年の同期委員長でもありましたので、常任という立場で13 

したが上手くサポート出来たか正直分かりませんが、私のサポートなど必要無かったくら14 

い、しっかりと全うして頂いたと思います。大変な 1 年間でしたが、本当にお疲れ様でし15 

た。これに懲りずにまた来年もお互いに頑張っていきましょう！ 16 
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２０１８年度を振り返って 
けやぐ委員会 委員長 島津 隆義 

 
 

けやぐ委員会は、理事長の基本方針でもある『よき冒険であれ』をモットーに、知らな1 

い世界を「知る」という事と、参加意識を向上させる目的を目標に吉川副理と秋元常任と2 

委員会メンバーと力を合わせ、数多い渉外事業や各種大会でのブース出展などを経験する3 

事が出来たと思っています。4 

各地青年会議所の新年祝賀会からけやぐ委員会が始まり、大人数で新年を祝い、理事長5 

と共に各地に挨拶できた事を、嬉しく今でも覚えています。6 

京都会議から渉外が始まり、多くの会員の人達を渉外事業に参加させる事がとても難し7 

い事を知り、また、段取りや持参する物、ホテルの場所の選定、交通機関の把握など、難8 

しい事がいっぱいありました。 月に太田市新田商工会青年部新年度祝賀会［群馬県太田9 

市］に行った事によって、私の考え方が変わりました。『おもてなし』の意味と歓迎する事10 

の難しさ、『感謝』する気持ち、団結力。全てにおいて、負けていました。それからのけや11 

ぐ委員会は、団結力を深め、企画力や楽しさを増やし、おもてなしや感謝を忘れず、多く12 

の会員の人達を渉外事業に参加させる事によって、数多い渉外事業や各種大会でのブース13 

出展、来弘、式典に参加などの事業をやり遂げる事が出来たと思っています。14 

私個人としては、 月例会が一番苦しく、緊張もして大変でした。リハーサルを何回も15 

やり、いろんな人に意見をもらい、吉川副理と秋元常任と委員会メンバーと力を合わせや16 

り切った事が、一番の思い出となっております。17 

とても貴重な経験をした一年でした。このような機会を与えてくれた、須藤理事長、小18 

山田専務、吉川副理事長、秋元常任理事にはとても感謝しております。19 

ありがとうございました！20 
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２０１８年度を振り返って 
けやぐ委員会 委員長 島津 隆義 

 
 

けやぐ委員会は、理事長の基本方針でもある『よき冒険であれ』をモットーに、知らな1 

い世界を「知る」という事と、参加意識を向上させる目的を目標に吉川副理と秋元常任と2 

委員会メンバーと力を合わせ、数多い渉外事業や各種大会でのブース出展などを経験する3 

事が出来たと思っています。4 

各地青年会議所の新年祝賀会からけやぐ委員会が始まり、大人数で新年を祝い、理事長5 

と共に各地に挨拶できた事を、嬉しく今でも覚えています。6 

京都会議から渉外が始まり、多くの会員の人達を渉外事業に参加させる事がとても難し7 

い事を知り、また、段取りや持参する物、ホテルの場所の選定、交通機関の把握など、難8 

しい事がいっぱいありました。 月に太田市新田商工会青年部新年度祝賀会［群馬県太田9 

市］に行った事によって、私の考え方が変わりました。『おもてなし』の意味と歓迎する事10 

の難しさ、『感謝』する気持ち、団結力。全てにおいて、負けていました。それからのけや11 

ぐ委員会は、団結力を深め、企画力や楽しさを増やし、おもてなしや感謝を忘れず、多く12 

の会員の人達を渉外事業に参加させる事によって、数多い渉外事業や各種大会でのブース13 

出展、来弘、式典に参加などの事業をやり遂げる事が出来たと思っています。14 

私個人としては、 月例会が一番苦しく、緊張もして大変でした。リハーサルを何回も15 

やり、いろんな人に意見をもらい、吉川副理と秋元常任と委員会メンバーと力を合わせや16 

り切った事が、一番の思い出となっております。17 

とても貴重な経験をした一年でした。このような機会を与えてくれた、須藤理事長、小18 

山田専務、吉川副理事長、秋元常任理事にはとても感謝しております。19 

ありがとうございました！20 

 

２０１８年度を振り返って 
まつり継承委員会 委員長 大藪貴雄 

 
 

本年は本当に勉強になった１年になりました。ちびっ子ねぷた、剛情張大太鼓、卒業式と1 

担当したすべての事業に素晴らしい思い出があります。ちびっ子ねぷたは近年無いほどの2 

猛暑日で当日運行に参加する団体が少なくなってはしまいましたが、全力でサポートし無3 

事に運行を終える事ができました。剛情張大太鼓はねぷたに参加した事が無い委員会メン4 

バーがほとんどで何から始めたらいいのか解らず戸惑いながらも周りの方々に助けられ合5 

同運行の初日に太田市新田商工会青年部、斜里青年会議所、弘前青年会議所の三つ巴で無6 

事に運行する事ができました。卒業式は残念ながら卒業生１名が諸事情により出席するこ7 

とが出来ませんでしたが、卒業生の皆様の思い出に残る式にすることができました。今年8 

度を振り返り委員会メンバーから「今までで一番楽しい委員会でした」と委員長冥利に尽9 

きる言葉をかけて頂いたりもしました。今年 1 年全力で学び、全力で遊ばせていただく事10 

が出来ました。本当にありがとうございました。 11 
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２０１８年度を振り返って 
一人称総務委員会委員長 村上 英里 

 
 

入会 2 年目で、青年会議所全体の基盤となる総務委員会の委員長という役職を与えて1 

頂きました。須藤理事長からお話を頂いた時は、青年会議所がどのような活動をしている2 

のかも分かっていない状況で、理事の一員になるには不安というのが正直な気持ちでした。3 

ですが、須藤理事長から選任して頂き、これも貴重な経験で成長へのステップアップと思4 

い挑戦させて頂くことになりました。 5 

今まで、事務や総務には触れた経験がなく、いざスタートしたら初めて耳にする言葉や6 

作業や司会進行と初体験のことばかりで、ビクビクドキドキでした。けど、私は目の前に7 

山があったら登りたいタイプでして、不安になればなるだけやる気もでてき、必死に食ら8 

い付いていこうとしていた矢先のことです。私的な理由で参加することが難しくなり中盤9 

でお休み頂くことになりました。皆様には多大なご迷惑をおかけしたことと思います。期10 

待に添えられなかったことばかりでしたが、小山田専務、成田事務局長、委員会の委員の11 

方々に助けられながらも今年 1 年を締めくくれることができ、心より感謝申し上げます。12 

そして、須藤理事長、このような素晴らしい経験の機会を下さり、心より感謝申し上げま13 

す。次年度は、一会員とし様々な活動に参加させて頂き、違う角度から地域のためにお役14 

に立てていければと思います。 15 

1 年間どうもありがとうございました。 16 
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２０１８年度を振り返って 
一人称総務委員会委員長 村上 英里 

 
 

入会 2 年目で、青年会議所全体の基盤となる総務委員会の委員長という役職を与えて1 

頂きました。須藤理事長からお話を頂いた時は、青年会議所がどのような活動をしている2 

のかも分かっていない状況で、理事の一員になるには不安というのが正直な気持ちでした。3 

ですが、須藤理事長から選任して頂き、これも貴重な経験で成長へのステップアップと思4 

い挑戦させて頂くことになりました。 5 

今まで、事務や総務には触れた経験がなく、いざスタートしたら初めて耳にする言葉や6 

作業や司会進行と初体験のことばかりで、ビクビクドキドキでした。けど、私は目の前に7 

山があったら登りたいタイプでして、不安になればなるだけやる気もでてき、必死に食ら8 

い付いていこうとしていた矢先のことです。私的な理由で参加することが難しくなり中盤9 

でお休み頂くことになりました。皆様には多大なご迷惑をおかけしたことと思います。期10 

待に添えられなかったことばかりでしたが、小山田専務、成田事務局長、委員会の委員の11 

方々に助けられながらも今年 1 年を締めくくれることができ、心より感謝申し上げます。12 

そして、須藤理事長、このような素晴らしい経験の機会を下さり、心より感謝申し上げま13 

す。次年度は、一会員とし様々な活動に参加させて頂き、違う角度から地域のためにお役14 

に立てていければと思います。 15 

1 年間どうもありがとうございました。 16 

 

 

２０１８年度を振り返って 
監事 大湯 幸世 

 
 

2018 年度は監事 2 年目という事で引き続き、各委員会にて構築された事業をお手伝い1 

する形で参加させて頂きました。青年会議所は明確な正解や答えという物が無い中での運2 

動を展開する団体であり限られた時間や予算・人員で地域に貢献していく事によって会員3 

個人の成長に繋がっているのだと役員・会員の皆様をみて感じました。そんな中で自分は4 

監事としての役目を果たせず力不足であったと反省することも多く、残り少ない JC ライ5 

フで成長できるよう残りの期間を大事にしたいと思います。 6 
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２０１８年度を振り返って 
公益社団法人日本青年会議所 
東北地区青森ブロック協議会 

青森を牽引する人財育成委員会 
委員長兼塾長 工藤順敬 

 
 

青森ブロック協議会にアカデミー大学の塾長として出向したのですが、今年はアカデミ 1 

ー大学以外の担いとして JC カップ U-11 少年少女サッカー大会青森県予選会の運営、2 

東北青年フォーラム in MISAWA ウェルカムナイトの運営もあったことから非常に多3 

忙な 1 年でした。何が多忙だったかというと資料の上程が忙しく、年当初から毎月 2、4 

3 つ資料を上程していたと思います。計画書が終われば報告書、報告書と同時進行で次5 

の計画書と無限ループでへこたれる日々でした。しかし、得られるものも沢山あったの6 

で、振り返るとやって良かったなと現在では感じております。 7 

アカデミー塾生、アカデミー大学スタッフ、青森ブロック役員、各 LOM 理事長、携わ8 

ってくれた様々な関係者、協力者との絆や、学びは一生ものです。 9 

振り返ると、なんとなく成長を感じ取れた 1 年。今年 1 年の絆や学びで得られたものを10 

これから LOM に還元していきたいと思います。ありがとう、青森ブロック協議会。 11 
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２０１８年度を振り返って 
公益社団法人日本青年会議所 
東北地区青森ブロック協議会 

青森を牽引する人財育成委員会 
委員長兼塾長 工藤順敬 

 
 

青森ブロック協議会にアカデミー大学の塾長として出向したのですが、今年はアカデミ 1 

ー大学以外の担いとして JC カップ U-11 少年少女サッカー大会青森県予選会の運営、2 

東北青年フォーラム in MISAWA ウェルカムナイトの運営もあったことから非常に多3 

忙な 1 年でした。何が多忙だったかというと資料の上程が忙しく、年当初から毎月 2、4 

3 つ資料を上程していたと思います。計画書が終われば報告書、報告書と同時進行で次5 

の計画書と無限ループでへこたれる日々でした。しかし、得られるものも沢山あったの6 

で、振り返るとやって良かったなと現在では感じております。 7 

アカデミー塾生、アカデミー大学スタッフ、青森ブロック役員、各 LOM 理事長、携わ8 

ってくれた様々な関係者、協力者との絆や、学びは一生ものです。 9 

振り返ると、なんとなく成長を感じ取れた 1 年。今年 1 年の絆や学びで得られたものを10 

これから LOM に還元していきたいと思います。ありがとう、青森ブロック協議会。 11 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： なし 

事 業 名 ： 渉外事業 

職 務 分 掌 ： 渉外関係窓口 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

明るい豊かな社会の実現を理想として、会員の資質の向上へと繋げる為に、失敗を

恐れずに実行していく活動を自己成長の機会ととらえ、各種大会・交流事業等の渉

外活動を進め、それらの開催の意義や目的を伝えるとともに、参加し易い環境を提

供していく必要がある。 

意義・目的（対外） ： 

我々は、地域に対して実行力のあるリーダー作りや品格のある青年を目指す為に、

より一層の友情や団結力を向上させ、それらの組織の重要性を対外的に伝えていき

たい。 

意義・目的（対内） ： 

弘前 JC という組織の中で協働することの意義はとても力強く、各種大会・交流事業

等へ参加し、弘前 JCに戻った時に活動する事が、大きな運動を推し進める原動力と

なり、その大きな力を地域に貢献する為に、人財を成長させる機会となることを目

的とする。 

実 施 日 時 ： ※事業実施までのスケジュールに記載 

実施場所・会場 ： ※事業実施までのスケジュールに記載 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ： 友好団体 友好 JC 姉妹 JC その他各地会員会議所会員  

対 内 ： 会 員 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

２０１８年  １月 ： 

弘前青年会議所 新年祝賀会  15 日 ホテルニューキャッスル 

各地新年祝賀会  11 日～27 日 

・(公社)青森青年会議所  参加人数 7 名 

日時：11日（木）18 時 00 分～  会場：ホテル青森 孔雀の間 

・(公社)五所川原青年会議所  参加人数 10 名 

日時：13日（土）18 時～ 会場：プラザマリュー五所川原 

・(一社)能代青年会議所・シニアクラブ  参加人数 3 名 

日時：13日（土）18 時 30 分～  会場：プラザ都 

・(公社)八戸青年会議所 参加人数 5名 

日時：14日（日）16 時 30 分～  会場：八戸プラザホテル アーバンホテル 

(一社)むつ青年会議所と(公社)十和田青年会議所 

渉外事業 

● 委員会名 ： け  や  ぐ 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 吉川 裕之 ／ 秋元 駿一 ／ 島津 隆義 

－ 2 －

上記新年祝賀会は当会新年祝賀会と同日開催の為、祝電での対応。 

・(公社)黒石青年会議所  参加人数 8 名 

日時：16日（金）18 時～ 会場：グリーンパレス松安閣 

・(公社)三沢青年会議所 参加人数 3名 

日時：25日（木）18 時 30 分～  会場：きざん三沢 

・アカデミー大学開校式 参加人数 17 名 

日時：27日（土）13 時～ 会場：八戸パークホテル 

・日本青年会議所 東北地区青森ブロック協議会 新春名刺交歓会 参加人数 17 名 

日時：27日（土）18 時～ 会場：八戸パークホテル 

京都会議 19 日～21 日 会場：国立京都国際会館 参加人数 8名 

  ２月 ： 金沢会議 16 日～18 日 会場：金沢市文化ホール 参加人数 4名 

４月 ： 平成 30 年度太田市新田商工会青年部 新年度祝賀会 21 日 参加人数 5名 

５月 ： 
全国城下町シンポジウム（島根県松江市）ブース出展 18 日～20 日 参加人数 6名 

ＡＳＰＡＣ鹿児島大会 ブース出展 24 日～27 日  参加人数 10 名 

６月 ： 
三沢ＪＣ創立 55 周年（三沢）  10 日 参加人数 4 名 

青森ブロック大会（八戸） 30 日～ 1 日 参加人数 15 名 

７月 ： 

サマーコンファレンス（横浜みなとみらい） 21日～22 日 参加人数 ８名 

津軽藩士殉難慰霊祭・しれとこ斜里ねぷた（北海道斜里） 27 日～28 日 

参加人数 2 名 

８月 ： 
太田市新田商工会青年部・斜里青年会議所 来弘 1 日～2日 参加人数 24 名 

尾島ねぷたまつり（群馬県太田市） 14 日～15 日 参加人数 22 名 

９月 ： 東北青年フォーラム（三沢） ブース出展 1 日～2日 参加人数 16 名 

１０月 
： 全国大会（宮崎） ブース出展 4日～7日 参加人数 9 名 

ＪＣＩ世界会議（インドゴア） 30 日～3日 参加人数 1名 

１１月 ： 
一般社団法人 松本青年会議所 11月例会 2 日 参加人数 8 名 

姉妹ＪＣ 台湾苗栗ＪＣ創立 50 周年記念式典 9日～12 日   参加人数 10名 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

  ※各スケジュールによる 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

各種大会や渉外事業に、委員会の熱意によって、参加させる目的を伝える事と参加

の意味を伝える事ができ、多くの会員や理事者達の参加する意思が高まっただけで

も、渉外事業の成果がでたと思っています。また、おもてなし等のアテンドでは、

会員との情報を共有する事ができ、けやぐとして会員との友情を育み、「冒険」を通

して、他団体等のけやぐとしての絆が強固となる事ができた。 

次回への引継事項 ： 

・当日の変更（急遽の変更）等にも、対応をするシュミレーションが必要であ

る。 

・休憩に対しての配慮が不足した為、スケジュールに余裕を持たせ休憩の時間を

配慮すれば良い。 

・委員長の熱い想いを伝えれば、必ずみんな賛同して参加してくれます。 

－ 3 －9190



公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： なし 

事 業 名 ： 渉外事業 

職 務 分 掌 ： 渉外関係窓口 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

明るい豊かな社会の実現を理想として、会員の資質の向上へと繋げる為に、失敗を

恐れずに実行していく活動を自己成長の機会ととらえ、各種大会・交流事業等の渉

外活動を進め、それらの開催の意義や目的を伝えるとともに、参加し易い環境を提

供していく必要がある。 

意義・目的（対外） ： 

我々は、地域に対して実行力のあるリーダー作りや品格のある青年を目指す為に、

より一層の友情や団結力を向上させ、それらの組織の重要性を対外的に伝えていき

たい。 

意義・目的（対内） ： 

弘前 JC という組織の中で協働することの意義はとても力強く、各種大会・交流事業

等へ参加し、弘前 JCに戻った時に活動する事が、大きな運動を推し進める原動力と

なり、その大きな力を地域に貢献する為に、人財を成長させる機会となることを目

的とする。 

実 施 日 時 ： ※事業実施までのスケジュールに記載 

実施場所・会場 ： ※事業実施までのスケジュールに記載 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ： 友好団体 友好 JC 姉妹 JC その他各地会員会議所会員  

対 内 ： 会 員 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

２０１８年  １月 ： 

弘前青年会議所 新年祝賀会  15 日 ホテルニューキャッスル 

各地新年祝賀会  11 日～27 日 

・(公社)青森青年会議所  参加人数 7 名 

日時：11日（木）18 時 00 分～  会場：ホテル青森 孔雀の間 

・(公社)五所川原青年会議所  参加人数 10 名 

日時：13日（土）18 時～ 会場：プラザマリュー五所川原 

・(一社)能代青年会議所・シニアクラブ  参加人数 3 名 

日時：13日（土）18 時 30 分～  会場：プラザ都 

・(公社)八戸青年会議所 参加人数 5名 

日時：14日（日）16 時 30 分～  会場：八戸プラザホテル アーバンホテル 

(一社)むつ青年会議所と(公社)十和田青年会議所 

渉外事業 

● 委員会名 ： け  や  ぐ 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 吉川 裕之 ／ 秋元 駿一 ／ 島津 隆義 
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上記新年祝賀会は当会新年祝賀会と同日開催の為、祝電での対応。 

・(公社)黒石青年会議所  参加人数 8 名 

日時：16日（金）18 時～ 会場：グリーンパレス松安閣 

・(公社)三沢青年会議所 参加人数 3名 

日時：25日（木）18 時 30 分～  会場：きざん三沢 

・アカデミー大学開校式 参加人数 17 名 

日時：27日（土）13 時～ 会場：八戸パークホテル 

・日本青年会議所 東北地区青森ブロック協議会 新春名刺交歓会 参加人数 17 名 

日時：27日（土）18 時～ 会場：八戸パークホテル 

京都会議 19 日～21 日 会場：国立京都国際会館 参加人数 8名 

  ２月 ： 金沢会議 16 日～18 日 会場：金沢市文化ホール 参加人数 4名 

４月 ： 平成 30 年度太田市新田商工会青年部 新年度祝賀会 21 日 参加人数 5名 

５月 ： 
全国城下町シンポジウム（島根県松江市）ブース出展 18 日～20 日 参加人数 6名 

ＡＳＰＡＣ鹿児島大会 ブース出展 24 日～27 日  参加人数 10 名 

６月 ： 
三沢ＪＣ創立 55 周年（三沢）  10 日 参加人数 4 名 

青森ブロック大会（八戸） 30 日～ 1 日 参加人数 15 名 

７月 ： 

サマーコンファレンス（横浜みなとみらい） 21日～22 日 参加人数 ８名 

津軽藩士殉難慰霊祭・しれとこ斜里ねぷた（北海道斜里） 27 日～28 日 

参加人数 2 名 

８月 ： 
太田市新田商工会青年部・斜里青年会議所 来弘 1 日～2日 参加人数 24 名 

尾島ねぷたまつり（群馬県太田市） 14 日～15 日 参加人数 22 名 

９月 ： 東北青年フォーラム（三沢） ブース出展 1 日～2日 参加人数 16 名 

１０月 
： 全国大会（宮崎） ブース出展 4日～7日 参加人数 9 名 

ＪＣＩ世界会議（インドゴア） 30 日～3日 参加人数 1名 

１１月 ： 
一般社団法人 松本青年会議所 11月例会 2 日 参加人数 8 名 

姉妹ＪＣ 台湾苗栗ＪＣ創立 50 周年記念式典 9日～12 日   参加人数 10名 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

  ※各スケジュールによる 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

各種大会や渉外事業に、委員会の熱意によって、参加させる目的を伝える事と参加

の意味を伝える事ができ、多くの会員や理事者達の参加する意思が高まっただけで

も、渉外事業の成果がでたと思っています。また、おもてなし等のアテンドでは、

会員との情報を共有する事ができ、けやぐとして会員との友情を育み、「冒険」を通

して、他団体等のけやぐとしての絆が強固となる事ができた。 

次回への引継事項 ： 

・当日の変更（急遽の変更）等にも、対応をするシュミレーションが必要であ

る。 

・休憩に対しての配慮が不足した為、スケジュールに余裕を持たせ休憩の時間を

配慮すれば良い。 

・委員長の熱い想いを伝えれば、必ずみんな賛同して参加してくれます。 
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・毎月の発送物に案内文を入れる事によって、メールでの配信より、10名位返信

が増えた。だが、まだ返信しない人達がいる為、その人達に対しての周知できる

機会を増やせば良い。 

委 員 長 所 見 ： 

多くの会員に参加してもらい、皆さんからは、『行ってみて、良かった』『行かない

と分からないの意味が分かった』『また、来年も行きたい』という言葉が聞けて、私

も渉外事業に携わって嬉しいと思いました。また、渉外に繋がる為の成長を向上さ

せる事ができ、けやぐとして互いに成長する事を学び、実現出来たと確信しており

ます。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： ￥148,800 

（ 事 業 費 ）  ：  

（ 管 理 費 ）  ： ￥148,800 

予 算 総 額 ： ￥150,000 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 他 2  

事 業 名 ： 会員拡大事業 

職 務 分 掌 ： 会員拡大窓口 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

弘前青年会議所は 2018 年度、50 名の会員でスタートし、年度末には 5名の卒業予定

者を予定しております。会員拡大を実施し会員を増やしていく事で、人数不足によ

る弘前青年会議所の活動が縮小していく事を防ぎ、明るい豊かな社会の実現へ向け

て活動し続けていく必要があります。 

意義・目的（対外） ： 
明るい豊かな社会の実現へ向けて活動していくためには、大きく力強い JAYCEE とし

ての組織が必要であり、その為に継続的な会員増加活動を行う事を目的とする。 

意義・目的（対内） ：  

事 業 の 対 象 者 ：  

対 外 ： 当会諸規定に準ずる入会可能な全ての人 

対 内 ： 
 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

① 委員会による会員拡大活動 

委員会で入会対象者を選定し入会へ促す活動をした。 

② 会員が会員拡大活動をするさいの補助、協力 

③ 入会予定者の情報共有や管理 

④ 各委員会より会員拡大委員会へ 1名出向して頂き、会員拡大活動を行った。 

1 月 下山千嘉君入会 

2 月 長内遼太郎君（賛助）入会 

3 月 船水直子君入会 

4 月 馬場和平君（賛助）、成田智崇君、石山瑠衣君、篠原典孝君入会 

5 月 成田陽光君入会 

6 月 石戸谷春菜君、村山大輔君入会 

7 月 木村真悦君、杉本藍君入会  

 

年 間 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

２０１８年  １月 ： 会員拡大運動、情報精査、共有  

  ２月 ： 会員拡大運動、情報精査、共有  

会員拡大事業 

● 委員会名 ： 会員拡大  委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 工藤 順敬 ／ 工藤 靖史 ／ 新戸部 大輝 
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・毎月の発送物に案内文を入れる事によって、メールでの配信より、10名位返信

が増えた。だが、まだ返信しない人達がいる為、その人達に対しての周知できる

機会を増やせば良い。 

委 員 長 所 見 ： 

多くの会員に参加してもらい、皆さんからは、『行ってみて、良かった』『行かない

と分からないの意味が分かった』『また、来年も行きたい』という言葉が聞けて、私

も渉外事業に携わって嬉しいと思いました。また、渉外に繋がる為の成長を向上さ

せる事ができ、けやぐとして互いに成長する事を学び、実現出来たと確信しており

ます。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： ￥148,800 

（ 事 業 費 ）  ：  

（ 管 理 費 ）  ： ￥148,800 

予 算 総 額 ： ￥150,000 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 他 2  

事 業 名 ： 会員拡大事業 

職 務 分 掌 ： 会員拡大窓口 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

弘前青年会議所は 2018 年度、50 名の会員でスタートし、年度末には 5名の卒業予定

者を予定しております。会員拡大を実施し会員を増やしていく事で、人数不足によ

る弘前青年会議所の活動が縮小していく事を防ぎ、明るい豊かな社会の実現へ向け

て活動し続けていく必要があります。 

意義・目的（対外） ： 
明るい豊かな社会の実現へ向けて活動していくためには、大きく力強い JAYCEE とし

ての組織が必要であり、その為に継続的な会員増加活動を行う事を目的とする。 

意義・目的（対内） ：  

事 業 の 対 象 者 ：  

対 外 ： 当会諸規定に準ずる入会可能な全ての人 

対 内 ： 
 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

① 委員会による会員拡大活動 

委員会で入会対象者を選定し入会へ促す活動をした。 

② 会員が会員拡大活動をするさいの補助、協力 

③ 入会予定者の情報共有や管理 

④ 各委員会より会員拡大委員会へ 1名出向して頂き、会員拡大活動を行った。 

1 月 下山千嘉君入会 

2 月 長内遼太郎君（賛助）入会 

3 月 船水直子君入会 

4 月 馬場和平君（賛助）、成田智崇君、石山瑠衣君、篠原典孝君入会 

5 月 成田陽光君入会 

6 月 石戸谷春菜君、村山大輔君入会 

7 月 木村真悦君、杉本藍君入会  

 

年 間 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

２０１８年  １月 ： 会員拡大運動、情報精査、共有  

  ２月 ： 会員拡大運動、情報精査、共有  

会員拡大事業 

● 委員会名 ： 会員拡大  委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 工藤 順敬 ／ 工藤 靖史 ／ 新戸部 大輝 
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  ３月 ： 会員拡大運動、情報精査、共有  

４月 ： 会員拡大運動、情報精査、共有  

５月 ： 会員拡大運動、情報精査、共有  

６月 ： 会員拡大運動、情報精査、共有  

７月 ： 会員拡大運動、情報精査、共有  

８月 ： 会員拡大運動、情報精査、共有  

９月 ： 会員拡大運動、情報精査、共有  

１０月 ： 会員拡大運動、情報精査、共有 

１１月 ： 会員拡大運動、情報精査、共有 

１２月 ： 次年度へ引継ぎ 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

明るく豊かな社会の実現のため弘前青年会議所が継続して事業を行っていく為に

会員拡大を行い、会員を増やしていく事が出来た。1 月から 7 月まで毎月順調に入

会に繋がったが、後半はオブザーブでの例会参加はあったものの、入会に至らせる

事が出来なかった。2018 年度は 50名から始まり正会員 10 名、賛助会員 2名、合計

12 名の入会を達成する事が出来た。本年は 5名の卒業がおり、7名の純増となった。 

次回への引継事項 ： 

・会員拡大リスト 

・特定の業種に偏って入会に繋がった部分もあり、より幅広い業種が興味を持っ

てもらえるように他の集まりに参加して案内をしたり、業種を絞って興味を持っ

てもらえるようなお誘いをするなど、入会を勧めていくと良い。 

・会員の中から広く入会に繋がりそうな人を紹介しあう機会があればいいと思

う。 

・オブザーブをされた方で、すぐに入会に繋がらない方でも 2・3回目のお誘いを

して、弘前青年会議所との繋がりを築き、入会を繋げていくようにした方が良

い。 

・担当委員会だけで行うのでは無く、全メンバーを巻き込んで会員拡大をすれば

良い。 

・卒業生や OBの方々にも声をかけ、会社や知り合いを紹介して貰って、繋げてい

く活動を強化する事も必要かと思う。 

・新しく入会された会員が積極的に会の事業や集まりに参加しやすくなる集会な

どを開催して、入会後のアフターフォローを行う。 

・入会の案内や説明の時に、過去に行った事業や弘前青年会議所の PR が出来る冊

子などがあると、どのような活動をしている団体なのか相手に伝わりやすくな

る。 

・予算があったなら、弘前青年会議所で関わった過去 5年間ほどの主だった事業

や交流についてまとめた冊子を作成したり、オブザーバーに参加してくださった

方へのお礼の品を用意して感謝の気持ちを伝えるなどして、入会や次回オブザー

ブに繋げることが出来ると思う。 

・オブザーブで参加された方への後追いでの、案内や声がけが 8月以降十分にす

る事が出来ていなかったので、参加された方には必ず一方ご連絡して、感想を伺

ったり、入会のお誘いをするようにした方が良い。 
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・拡大目標 15名に対して賛助会員含む 12 名と 80％の達成となった。卒業するメ

ンバーが何人いて、このままいけば今年度の増減が何人で来年度が始まるのかを

意識して拡大活動を行った方が良い。 

委 員 長 所 見 ： 

前年度から引継ぎした会員拡大リストを元に、会員拡大を図っていった。前年度か

らの活動の中で今期入会に繋がった方もおり、工藤常任による継続的な声がけが入

会に繋がっており、継続して会員拡大を図っていく事の大切さが改めて分かった。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： \0 

（ 事 業 費 ）  ： \0 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： \5,000 
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  ３月 ： 会員拡大運動、情報精査、共有  

４月 ： 会員拡大運動、情報精査、共有  

５月 ： 会員拡大運動、情報精査、共有  

６月 ： 会員拡大運動、情報精査、共有  

７月 ： 会員拡大運動、情報精査、共有  

８月 ： 会員拡大運動、情報精査、共有  

９月 ： 会員拡大運動、情報精査、共有  

１０月 ： 会員拡大運動、情報精査、共有 

１１月 ： 会員拡大運動、情報精査、共有 

１２月 ： 次年度へ引継ぎ 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

明るく豊かな社会の実現のため弘前青年会議所が継続して事業を行っていく為に

会員拡大を行い、会員を増やしていく事が出来た。1 月から 7 月まで毎月順調に入

会に繋がったが、後半はオブザーブでの例会参加はあったものの、入会に至らせる

事が出来なかった。2018 年度は 50名から始まり正会員 10 名、賛助会員 2名、合計

12 名の入会を達成する事が出来た。本年は 5 名の卒業がおり、7名の純増となった。 

次回への引継事項 ： 

・会員拡大リスト 

・特定の業種に偏って入会に繋がった部分もあり、より幅広い業種が興味を持っ

てもらえるように他の集まりに参加して案内をしたり、業種を絞って興味を持っ

てもらえるようなお誘いをするなど、入会を勧めていくと良い。 

・会員の中から広く入会に繋がりそうな人を紹介しあう機会があればいいと思

う。 

・オブザーブをされた方で、すぐに入会に繋がらない方でも 2・3回目のお誘いを

して、弘前青年会議所との繋がりを築き、入会を繋げていくようにした方が良

い。 

・担当委員会だけで行うのでは無く、全メンバーを巻き込んで会員拡大をすれば

良い。 

・卒業生や OBの方々にも声をかけ、会社や知り合いを紹介して貰って、繋げてい

く活動を強化する事も必要かと思う。 

・新しく入会された会員が積極的に会の事業や集まりに参加しやすくなる集会な

どを開催して、入会後のアフターフォローを行う。 

・入会の案内や説明の時に、過去に行った事業や弘前青年会議所の PR が出来る冊

子などがあると、どのような活動をしている団体なのか相手に伝わりやすくな

る。 

・予算があったなら、弘前青年会議所で関わった過去 5年間ほどの主だった事業

や交流についてまとめた冊子を作成したり、オブザーバーに参加してくださった

方へのお礼の品を用意して感謝の気持ちを伝えるなどして、入会や次回オブザー

ブに繋げることが出来ると思う。 

・オブザーブで参加された方への後追いでの、案内や声がけが 8月以降十分にす

る事が出来ていなかったので、参加された方には必ず一方ご連絡して、感想を伺

ったり、入会のお誘いをするようにした方が良い。 

－ 6 －

・拡大目標 15名に対して賛助会員含む 12 名と 80％の達成となった。卒業するメ

ンバーが何人いて、このままいけば今年度の増減が何人で来年度が始まるのかを

意識して拡大活動を行った方が良い。 

委 員 長 所 見 ： 

前年度から引継ぎした会員拡大リストを元に、会員拡大を図っていった。前年度か

らの活動の中で今期入会に繋がった方もおり、工藤常任による継続的な声がけが入

会に繋がっており、継続して会員拡大を図っていく事の大切さが改めて分かった。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： \0 

（ 事 業 費 ）  ： \0 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： \5,000 

 

 

－ 7 －9594



公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 公１ 地域社会の健全な発展に寄与する事業 

事 業 名 ： 2018 年平成まんじ札事業 

職 務 分 掌 ： 平成まんじ札事業の企画・運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

今年度で七年目を迎える平成まんじ札事業は、地域活性化を図るために、多くの人

に郷土愛を育む土壌と地域企業との交流を促すために継続的に行っていく必要があ

る。 

意義・目的（対外） ： 

店舗や公共施設の意見と要望をもとに平成まんじ札を作成し、子どもたちやそれ以

外の人々へ弘前の歴史と郷土愛を育んでもらい、地域活性化へ貢献していく事を目

的とする。 

意義・目的（対内） 
 

： 

地域をけん引する会員が、平成まんじ札事業を通して弘前市の魅力と文化を改めて

学び、地域に対しての理解と郷土愛をより深める事を目的とする。 

実 施 日 時 ： 2018 年 7月 21 日(土)～2018 年 8 月 23 日(木) 

実施場所・会場 ： 市内各所に設けた平成まんじ札配布場所 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ： 会員 

対 内 ： 弘前市民・地元企業、施設他 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

<事業内容> 

平成まんじ札の作成・配布 

コンプリートした方への特典考案・作成・配布 

平成まんじ札の告知活動 

参加店舗・施設マップを弘前の様々な場所に設置 

参加店舗・施設マップを見ながら平成まんじ札を探し、収集の促進。 

2018 年度まんじ札に関する参加者アンケート 

参加店舗・施設への御礼（お礼状） 

<札のデザイン> 

【表面】札表面は従来通りの平成まんじ札とする。 

【裏面】札裏面はまんじ暦を印刷し、全て収集すると 2018 年にしかない地元のお祭

りについて知る事の出来るものにする。 

【寸法】横 50×縦 150（mm) 

平成まんじ札事業 

● 委員会名 ： 会員拡大 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 工藤 順敬 ／ 工藤 靖史 ／ 新戸部 大輝 

－ 8 －

【特注】札を専門のデザイナー等(0172 デザイン事務所ややまと印刷など)にデザイ

ンして貰える選択を用意する。（有料オプション） 

<記念品> 

先着 100 名様に無料配布 

<収集キット配布> 

配布 

平成まんじ札を全て集め、弘前青年会議所に来られた方に無料配布。 

<配布方法> 

城東～弘前駅周辺と土手町～市役所周辺エリアとし、予定 60 店舗のうち 50 箇所の

店舗・施設へ平成まんじ札を配布。 

<参加料金> 

各店舗 10,000 円 

<アンケート> 

協賛先：平成まんじ札配布期間終了後にアンケート用紙を配布。記載していただい

た上で回収する。 

一般参加者：平成まんじ札をコンプリートして弘前青年会議所事務局に来ていただ

いた方に、アンケート記入を依頼する。 

<PR 方法> 

ポスター、チラシ 

参 加 人 員 ： 弘前市内各店舗、弘前市各施設、50 店舗 

外 部 協 力 者 ：  なし 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

２０１８年３月 ： 検討、打ち合わせ 

４月 ： 検討、打ち合わせ、店舗・施設調査 

５月 ： 検討、打ち合わせ 

６月 ： 配布先のお願いと選定、札の作成、広報活動、札の納品 

７月 ： 2018 年度平成まんじ札事業実施 

８月 ： 平成まんじ札事業終了 

９月 ： お礼状お届け 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

・まんじ札の収集者が、参加店舗さんとの交流を図る事ができ、普段、なかなか訪

れる事の少ない場所やお店、街並みを知ってもらう事で、弘前への郷土愛を育む事

が出来た。参加店舗様からは参加する事で、普段お店に来られないような客層や収

集者の元気を頂けたというお声を頂く事が出来たというご意見のほか、まんじ札の

配布店舗に参加したいという企業様がいるという紹介（平山万年堂様）や時期をず

らして行ってもいいのでは（旭松堂様）というご意見も頂けた。特に今年初めて参

加された店舗では、来年も参加させてほしいという意見や収集できてくれた子供か

ら札の絵柄が一番好きといわれて嬉しかったという喜びの言葉もあり、参加者と地

域企業との交流が達成されたと感じた。 

－ 9 －9796



公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 公１ 地域社会の健全な発展に寄与する事業 

事 業 名 ： 2018 年平成まんじ札事業 

職 務 分 掌 ： 平成まんじ札事業の企画・運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

今年度で七年目を迎える平成まんじ札事業は、地域活性化を図るために、多くの人

に郷土愛を育む土壌と地域企業との交流を促すために継続的に行っていく必要があ

る。 

意義・目的（対外） ： 

店舗や公共施設の意見と要望をもとに平成まんじ札を作成し、子どもたちやそれ以

外の人々へ弘前の歴史と郷土愛を育んでもらい、地域活性化へ貢献していく事を目

的とする。 

意義・目的（対内） 
 

： 

地域をけん引する会員が、平成まんじ札事業を通して弘前市の魅力と文化を改めて

学び、地域に対しての理解と郷土愛をより深める事を目的とする。 

実 施 日 時 ： 2018 年 7月 21 日(土)～2018 年 8 月 23 日(木) 

実施場所・会場 ： 市内各所に設けた平成まんじ札配布場所 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ： 会員 

対 内 ： 弘前市民・地元企業、施設他 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

<事業内容> 

平成まんじ札の作成・配布 

コンプリートした方への特典考案・作成・配布 

平成まんじ札の告知活動 

参加店舗・施設マップを弘前の様々な場所に設置 

参加店舗・施設マップを見ながら平成まんじ札を探し、収集の促進。 

2018 年度まんじ札に関する参加者アンケート 

参加店舗・施設への御礼（お礼状） 

<札のデザイン> 

【表面】札表面は従来通りの平成まんじ札とする。 

【裏面】札裏面はまんじ暦を印刷し、全て収集すると 2018 年にしかない地元のお祭

りについて知る事の出来るものにする。 

【寸法】横 50×縦 150（mm) 

平成まんじ札事業 

● 委員会名 ： 会員拡大 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 工藤 順敬 ／ 工藤 靖史 ／ 新戸部 大輝 

－ 8 －

【特注】札を専門のデザイナー等(0172 デザイン事務所ややまと印刷など)にデザイ

ンして貰える選択を用意する。（有料オプション） 

<記念品> 

先着 100 名様に無料配布 

<収集キット配布> 

配布 

平成まんじ札を全て集め、弘前青年会議所に来られた方に無料配布。 

<配布方法> 

城東～弘前駅周辺と土手町～市役所周辺エリアとし、予定 60 店舗のうち 50 箇所の

店舗・施設へ平成まんじ札を配布。 

<参加料金> 

各店舗 10,000 円 

<アンケート> 

協賛先：平成まんじ札配布期間終了後にアンケート用紙を配布。記載していただい

た上で回収する。 

一般参加者：平成まんじ札をコンプリートして弘前青年会議所事務局に来ていただ

いた方に、アンケート記入を依頼する。 

<PR 方法> 

ポスター、チラシ 

参 加 人 員 ： 弘前市内各店舗、弘前市各施設、50 店舗 

外 部 協 力 者 ：  なし 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

２０１８年３月 ： 検討、打ち合わせ 

４月 ： 検討、打ち合わせ、店舗・施設調査 

５月 ： 検討、打ち合わせ 

６月 ： 配布先のお願いと選定、札の作成、広報活動、札の納品 

７月 ： 2018 年度平成まんじ札事業実施 

８月 ： 平成まんじ札事業終了 

９月 ： お礼状お届け 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

・まんじ札の収集者が、参加店舗さんとの交流を図る事ができ、普段、なかなか訪

れる事の少ない場所やお店、街並みを知ってもらう事で、弘前への郷土愛を育む事

が出来た。参加店舗様からは参加する事で、普段お店に来られないような客層や収

集者の元気を頂けたというお声を頂く事が出来たというご意見のほか、まんじ札の

配布店舗に参加したいという企業様がいるという紹介（平山万年堂様）や時期をず

らして行ってもいいのでは（旭松堂様）というご意見も頂けた。特に今年初めて参

加された店舗では、来年も参加させてほしいという意見や収集できてくれた子供か

ら札の絵柄が一番好きといわれて嬉しかったという喜びの言葉もあり、参加者と地

域企業との交流が達成されたと感じた。 

－ 9 －9796



次回への引継事項 ： 

・例年参加してくださっている店舗への打診、デザイン依頼など、前もって確認

を取れるような部分は、事前に声がけや承諾を得るなどをして、時間を有効に使

う工夫をした方が良い。 

・まんじ札の収集キットは全員にお渡しするように設える事で参加者へのモチベ

ーションに繋げる事が出来たので、簡単なものでいいので参加賞としてお渡しす

る事も良いと感じた。参加者全員に渡せるのであれば、参加店舗へ収集キットも

預けて、配布してもらう事で参加店舗でもコンプリートした際にどんなものが貰

えるのかわかりやすくなるのではと思う。 

・参加店舗数を増やす、あるいは、エリアを広げる場合には、集める人の動線や

どんなところを見て欲しいかを考えながら計画すると良い。 

・参加店舗さんの募集や確認、デザインの校正、周知などより多くの人に協力し

て行ってもらった方が良い。 

・参加店舗の確認、募集、デザインなど参加店舗と連絡、確認不足になってしま

った。まんじ札の運営で担当を決め、どの様な段取りや確認の仕方を取るか、

や、各店舗に担当者をつけるなどして、間違いを防止するような体制を取った方

が良い。 

・集金で振り込みを使える様にするのはいいが、正式な書類が必要になるので、

請求書を作る場合など、きちんと専務や理事長に確認して行う必要がある。 

・一人で抱え込まず分担して、事業活動を行い、チェック機能をきちんと稼働さ

せる必要がある。 

・お金に関する事は、専務に確認し、委員会内で検討・共有する。 

・来年に向けて参加したい、どうすればまんじ札の配布店舗に加われるのかとい

う店舗様の声も聞こえてきている。内々で参加店舗を募るだけでなく、早めに公

募などを行って広く集めるなど、検討すると良い。 

・まんじ札事業のタイムスケジュールや工程表を作成し、委員会で共有する事

で、参加店舗様や印刷までの段取りを明確にした方が良い。 

・開催を夏だけでなく、冬にやってもいいのではないかという意見を頂いた。 

・集金に関してお金を集めるのが遅れてしまったので、参加店舗様から不安の声

が上がってしまっていた。早い段階で集金や、振込で対応できるように議案をあ

げる等、対策をする。 

・苦情・クレーム・ご意見取り纏め一覧 

委 員 長 所 見 ： 

本事業は、周りの方の意見やサポートでなんとか実施する事が出来ました。 

まんじ札が始まって弘前青年会議所事務局の営業日初日の 10 時になってすぐに、

50 種類のまんじ札をコンプリートされた方が 2組来られた場面にちょうどご一緒

させて頂いていて、参加される方のモチベーションの高さに驚かされました。全

ての店舗ではないですが、初めて参加される何店舗かの方からは、まんじ札を貰

いに来られる方が意外と多くて驚いた、という好評なご意見を頂きました。 

またアンケート回答者の約 8割の参加者が、50店舗くらいがちょうどいいという

風にご回答くださったことや普段足を延ばさない場所、入りたかったけどなかな

か入るきっかけがなかったお店に訪れる事が出来たなどの回答も頂け、参加店舗

を増やして事業をおこなえてよかったと感じました。一方、50件は多いという意

見も少なからずあったことから、参加店舗の数やエリアを狭い地域に集中させる

－ 10 －

などの改善することで、郷土愛をより一層育んでいく事の出来る内容にできたと

いう手ごたえを感じました。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： \504,360 

（ 事 業 費 ）  ： \504,360 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： ￥500,000 
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次回への引継事項 ： 

・例年参加してくださっている店舗への打診、デザイン依頼など、前もって確認

を取れるような部分は、事前に声がけや承諾を得るなどをして、時間を有効に使

う工夫をした方が良い。 

・まんじ札の収集キットは全員にお渡しするように設える事で参加者へのモチベ

ーションに繋げる事が出来たので、簡単なものでいいので参加賞としてお渡しす

る事も良いと感じた。参加者全員に渡せるのであれば、参加店舗へ収集キットも

預けて、配布してもらう事で参加店舗でもコンプリートした際にどんなものが貰

えるのかわかりやすくなるのではと思う。 

・参加店舗数を増やす、あるいは、エリアを広げる場合には、集める人の動線や

どんなところを見て欲しいかを考えながら計画すると良い。 

・参加店舗さんの募集や確認、デザインの校正、周知などより多くの人に協力し

て行ってもらった方が良い。 

・参加店舗の確認、募集、デザインなど参加店舗と連絡、確認不足になってしま

った。まんじ札の運営で担当を決め、どの様な段取りや確認の仕方を取るか、

や、各店舗に担当者をつけるなどして、間違いを防止するような体制を取った方

が良い。 

・集金で振り込みを使える様にするのはいいが、正式な書類が必要になるので、

請求書を作る場合など、きちんと専務や理事長に確認して行う必要がある。 

・一人で抱え込まず分担して、事業活動を行い、チェック機能をきちんと稼働さ

せる必要がある。 

・お金に関する事は、専務に確認し、委員会内で検討・共有する。 

・来年に向けて参加したい、どうすればまんじ札の配布店舗に加われるのかとい

う店舗様の声も聞こえてきている。内々で参加店舗を募るだけでなく、早めに公

募などを行って広く集めるなど、検討すると良い。 

・まんじ札事業のタイムスケジュールや工程表を作成し、委員会で共有する事

で、参加店舗様や印刷までの段取りを明確にした方が良い。 

・開催を夏だけでなく、冬にやってもいいのではないかという意見を頂いた。 

・集金に関してお金を集めるのが遅れてしまったので、参加店舗様から不安の声

が上がってしまっていた。早い段階で集金や、振込で対応できるように議案をあ

げる等、対策をする。 

・苦情・クレーム・ご意見取り纏め一覧 

委 員 長 所 見 ： 

本事業は、周りの方の意見やサポートでなんとか実施する事が出来ました。 

まんじ札が始まって弘前青年会議所事務局の営業日初日の 10 時になってすぐに、

50 種類のまんじ札をコンプリートされた方が 2組来られた場面にちょうどご一緒

させて頂いていて、参加される方のモチベーションの高さに驚かされました。全

ての店舗ではないですが、初めて参加される何店舗かの方からは、まんじ札を貰

いに来られる方が意外と多くて驚いた、という好評なご意見を頂きました。 

またアンケート回答者の約 8割の参加者が、50店舗くらいがちょうどいいという

風にご回答くださったことや普段足を延ばさない場所、入りたかったけどなかな

か入るきっかけがなかったお店に訪れる事が出来たなどの回答も頂け、参加店舗

を増やして事業をおこなえてよかったと感じました。一方、50件は多いという意

見も少なからずあったことから、参加店舗の数やエリアを狭い地域に集中させる

－ 10 －

などの改善することで、郷土愛をより一層育んでいく事の出来る内容にできたと

いう手ごたえを感じました。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： \504,360 

（ 事 業 費 ）  ： \504,360 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： ￥500,000 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 
事業番号・区分 ： 公 2 

事 業 名 ： YouthSupport 事業「青春からーず」 

職 務 分 掌 ： 青少年事業の企画・運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

子供たちが成長していくにつれて自身の可能性を信じることができず、思い描く夢

に対し、不安を抱いている、夢を途中で諦めてしまうという傾向がある。未来を担

う若い世代に対し、努力し続けること、夢を持つことの大切さを伝えることが必要

である。 

意義・目的（対外） ： 
本事業は子供たちが自身の可能性を信じ、努力し続けるための自己肯定感を高める

ことを目的とする。 

意義・目的（対内） ： 
子供たちの意識が変化していく姿を感じ、共に体験することが刺激となり、会員が

この地域に必要とされる人財へと成長していくことを目的とする。 

実 施 日 時 ： 

第 1回協議会 7月 28 日（土）13 時～17時 

第 2 回協議会 8月 4日（土）13 時～17時 

第 3 回協議会 8月 25 日（土）13 時～17時 

第 4 回協議会 9月 15 日（土）13 時～17時 

事業実施 9月 16 日（日）8 時～16 時 

第 5 回協議会 9月 29 日（土）13 時～15時 

実施場所・会場 ： 
協議会 ：弘前市総合学習センター 

事業実施：土手町（カルチュアロード） 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ： 
協議会：弘前市内の中学生 

事業実施：一般市民 

対 内 ： 会員 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

・教育委員会と弘前市内の各中学校を通じ、事業内容の説明を行い、参加中学生を

募集した（ロードマップ） 

・協議会を重ね、カルチュアロードに飲食ブースとして出店する中で参加中学生が

有意義な体験をできる機会をつくった 

・各協議会終了後に振り返り（思い出シート記入）を行った 

【第１回協議会】協議内容 風景 

店舗コンセプト協議、決定（お店検討シート） 

 

Ｙｏｕｔｈ Ｓｕｐｐｏｒｔ事業「青春からーず」 

● 委員会名 ： YouthSupport 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 比内 理佑 ／ 前田 完治 ／ 齊藤 雄太 
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【第２回協議会】協議内容 風景 

店舗コンセプト詳細協議 

全体リーダー決定、グループリーダー決定、グループ分け、グループ毎協議 

経営グループ（調達予算、人員配置、会計） 

料理グループ（メニュー、レシピ、調理） 

ＰＲグループ（内部外部デザイン演出、広報告知、呼び込み） 

提供メニュー決定 

飲物 1品：空色サイダー（青空・朝焼） 

食物 3品：ギャラクシードーナツ、弘前シャーベット、ミニピザ 

全体チーム名決定「青春からーず」 

 

【第３回協議会】協議内容 風景 

グループ毎協議、作業 、次回の確認 

収支予算決定、全体スケジュール決定 

各メニューレシピ、資材、機材決定 

ロゴ作成、看板デザイン決定、衣装決定 ＳＮＳでの広報開始 

【第４回協議会】協議内容 風景 

全体リハーサル、調理練習・試作、店舗造作の準備・作成 

 

【事業実施】実施内容 風景 

カルチュアロード上土手町会場にて店舗「青春からーず」を運営した 

各グループの役割分担により行動、適宜交代による休憩 

保健所の事前指導の下、衛生管理を行った（手袋着用、アルコール消毒等） 

 

【第５回協議会】協議内容 風景 

実施事業振り返り（思い出シート記入、コピーを取り返却）、決意表明 

 

随時、HP、SNS（Facebook、Twitter、Instagram）で情報を発信した 

各関係者に報告及び御礼 御礼状 

参 加 人 員 ： 弘前市内の中学生 30 名 

外 部 協 力 者 ： 弘前市教育委員会（生徒の募集・事業周知・協議会会場提供）共催承諾書 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2017 年 11 月 ： 企画・協議 

12 月 ： 企画・協議 

2018 年 1 月 ： 企画・協議 

2 月 ： 企画・協議 

3 月 ： 企画・協議 

4 月 ： 企画・協議、関係各所への相談 

5 月 ： 企画・協議、関係各所への相談 

6 月 ： 教育委員会訪問（打ち合わせ） 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 
事業番号・区分 ： 公 2 

事 業 名 ： YouthSupport 事業「青春からーず」 

職 務 分 掌 ： 青少年事業の企画・運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

子供たちが成長していくにつれて自身の可能性を信じることができず、思い描く夢

に対し、不安を抱いている、夢を途中で諦めてしまうという傾向がある。未来を担

う若い世代に対し、努力し続けること、夢を持つことの大切さを伝えることが必要

である。 

意義・目的（対外） ： 
本事業は子供たちが自身の可能性を信じ、努力し続けるための自己肯定感を高める

ことを目的とする。 

意義・目的（対内） ： 
子供たちの意識が変化していく姿を感じ、共に体験することが刺激となり、会員が

この地域に必要とされる人財へと成長していくことを目的とする。 

実 施 日 時 ： 

第 1 回協議会 7月 28 日（土）13 時～17時 

第 2 回協議会 8月 4日（土）13 時～17時 

第 3 回協議会 8月 25 日（土）13 時～17時 

第 4 回協議会 9月 15 日（土）13 時～17時 

事業実施 9月 16 日（日）8 時～16 時 

第 5 回協議会 9月 29 日（土）13 時～15時 

実施場所・会場 ： 
協議会 ：弘前市総合学習センター 

事業実施：土手町（カルチュアロード） 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ： 
協議会：弘前市内の中学生 

事業実施：一般市民 

対 内 ： 会員 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

・教育委員会と弘前市内の各中学校を通じ、事業内容の説明を行い、参加中学生を

募集した（ロードマップ） 

・協議会を重ね、カルチュアロードに飲食ブースとして出店する中で参加中学生が

有意義な体験をできる機会をつくった 

・各協議会終了後に振り返り（思い出シート記入）を行った 

【第１回協議会】協議内容 風景 

店舗コンセプト協議、決定（お店検討シート） 

 

Ｙｏｕｔｈ Ｓｕｐｐｏｒｔ事業「青春からーず」 

● 委員会名 ： YouthSupport 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 比内 理佑 ／ 前田 完治 ／ 齊藤 雄太 
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【第２回協議会】協議内容 風景 

店舗コンセプト詳細協議 

全体リーダー決定、グループリーダー決定、グループ分け、グループ毎協議 

経営グループ（調達予算、人員配置、会計） 

料理グループ（メニュー、レシピ、調理） 

ＰＲグループ（内部外部デザイン演出、広報告知、呼び込み） 

提供メニュー決定 

飲物 1品：空色サイダー（青空・朝焼） 

食物 3品：ギャラクシードーナツ、弘前シャーベット、ミニピザ 

全体チーム名決定「青春からーず」 

 

【第３回協議会】協議内容 風景 

グループ毎協議、作業 、次回の確認 

収支予算決定、全体スケジュール決定 

各メニューレシピ、資材、機材決定 

ロゴ作成、看板デザイン決定、衣装決定 ＳＮＳでの広報開始 

【第４回協議会】協議内容 風景 

全体リハーサル、調理練習・試作、店舗造作の準備・作成 

 

【事業実施】実施内容 風景 

カルチュアロード上土手町会場にて店舗「青春からーず」を運営した 

各グループの役割分担により行動、適宜交代による休憩 

保健所の事前指導の下、衛生管理を行った（手袋着用、アルコール消毒等） 

 

【第５回協議会】協議内容 風景 

実施事業振り返り（思い出シート記入、コピーを取り返却）、決意表明 

 

随時、HP、SNS（Facebook、Twitter、Instagram）で情報を発信した 

各関係者に報告及び御礼 御礼状 

参 加 人 員 ： 弘前市内の中学生 30 名 

外 部 協 力 者 ： 弘前市教育委員会（生徒の募集・事業周知・協議会会場提供）共催承諾書 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2017 年 11 月 ： 企画・協議 

12 月 ： 企画・協議 

2018 年 1 月 ： 企画・協議 

2 月 ： 企画・協議 

3 月 ： 企画・協議 

4 月 ： 企画・協議、関係各所への相談 

5 月 ： 企画・協議、関係各所への相談 

6 月 ： 教育委員会訪問（打ち合わせ） 
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生徒募集（学校訪問、案内文の送付）6月 23 日～7月中旬 

7 月 
： 生徒募集、事業実施会場の確保、詳細検討・事業 PR 

第 1 回協議会 7月 28 日（土） 

8 月 

： 詳細決定・事業 PR 

第 2 回協議会 8月 4日（土） 

第 3回協議会 8月 25 日（土） 

9 月 

： 第 4 回協議会 9月 15 日（土） 

事業実施 9月 16 日（日） 

第 5回協議会 9月 29 日（土） 

10 月 ： 事業実施報告書協議 

11 月 ： 事業実施報告書審議、学校・関係者へ御礼・報告 

 

当日スケジュール 第 1回協議会 7 月 28 日(土) 

時 間 項 目 備 考 

12：00～ 

12：30～12：50 

12：50～13：10 

13：10～13：20 

13：20～14：00 

14：00～14：10 

14：10～14：40 

14：40～15：35 

15：35～16：10 

16：10～16：20 

16：20～16：30 

16：20～16：35 

16：35～16：40 

 

16：45 

参加中学生 学校出発 

参加中学生 会場到着 

事業趣旨説明 

レクリエーション１ 

レクリエーション 2 

休憩 

お店検討シート記入 

グループ協議 

各グループ発表・投票 

休憩 

投票結果の発表 

決戦投票の結果発表 

思い出シートの記入 

同意書等配布資料説明 

解散 

送迎は当会の会員による 

 

 

じゃんけん挙手 

自己紹介すごろく 

 

個人用紙に記入 

グループ用のお店検討シートへの記入(適宜、休憩) 

協議内容・案を発表（4グループ） 

当会議所メンバーにより投票の集計 

同票で決戦投票 

同票のため 2 案を組み合わせることに決定 

 

 

送迎は当会の会員による 

 

当日スケジュール 第 2回協議会 8 月 4日(土) 

時 間 項 目 備 考 

12：00～ 

12：30～ 

13：00～13：05 

13：05～13：30 

13：30～13：40 

13：40～13：45 

13：45～15：10 

 

15：10～15：20 

15：20～15：30 

参加中学生 学校出発 

参加中学生 会場到着 

事業趣旨説明 

レクリエーション 

休憩 

議長、書記役決定 

店舗コンセプト詳細、 

店名決定 

休憩 

各グループリーダー決

送迎は当会の会員による 

 

 

積み木式自己紹介 
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15：30～16：30 

16：30～16：45 

16：45～16：55 

17：00 

め、グループ分け 

グループ別協議 

グループ別発表 

質疑応答、記念撮影 

解散 

 

 

 

 

送迎は当会の会員による 

 

当日スケジュール 第 3回協議会 8 月 25 日(土) 

時 間 項 目 備 考 

12：30～ 

12：50～ 

 

13：00～13：05 

13：05～13：50 

13：50～14：00 

14：00～14：50 

14：50～15：00 

15：00～15：50 

15：50～16：00 

16：00～16：30 

16：30～16：35 

 

16：35～16：50 

 

16：50 

参加中学生 学校出発 

参加中学生 会場到着 

 

前回の振り返り 

各グループ協議・作業 

休憩 

各グループ協議・作業 

休憩 

各グループ協議・作業 

休憩 

各グループ協議・作業 

経営グループによる全

体発表 

本日の振り返り、記念撮

影、片付け 

解散 

送迎は当会の会員による 

市内私立高校の学校説明会開催日のため、 

学校集合・出発時間を 30分遅らせた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

送迎は当会の会員による 

 

当日スケジュール 第 4回協議会 9 月 15 日(土) 

時 間 項 目 備 考 

12：00～ 

12：30～ 

13：00～13：05 

13：05～13：50 

13：50～14：00 

14：00～15：00 

15：00～15：10 

15：10～15：20 

15：20～16：00 

16：00～16：15 

16：15～16：30 

16：30～16：55 

 

16：55 

参加中学生 学校出発 

参加中学生 会場到着 

前回の振り返り 

各グループ協議・作業 

休憩 

各グループ協議・作業 

休憩 

第一回リハーサル 

改善点話し合い 

各グループ協議・作業 

第二回リハーサル 

本日の振り返り、記念撮

影、片付け 

解散 

送迎は当会の会員による 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

送迎は当会の会員による 
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生徒募集（学校訪問、案内文の送付）6月 23 日～7月中旬 

7 月 
： 生徒募集、事業実施会場の確保、詳細検討・事業 PR 

第 1 回協議会 7月 28 日（土） 

8 月 

： 詳細決定・事業 PR 

第 2 回協議会 8月 4日（土） 

第 3 回協議会 8月 25 日（土） 

9 月 

： 第 4 回協議会 9月 15 日（土） 

事業実施 9月 16 日（日） 

第 5 回協議会 9月 29 日（土） 

10 月 ： 事業実施報告書協議 

11 月 ： 事業実施報告書審議、学校・関係者へ御礼・報告 

 

当日スケジュール 第 1 回協議会 7 月 28 日(土) 

時 間 項 目 備 考 

12：00～ 

12：30～12：50 

12：50～13：10 

13：10～13：20 

13：20～14：00 

14：00～14：10 

14：10～14：40 

14：40～15：35 

15：35～16：10 

16：10～16：20 

16：20～16：30 

16：20～16：35 

16：35～16：40 

 

16：45 

参加中学生 学校出発 

参加中学生 会場到着 

事業趣旨説明 

レクリエーション１ 

レクリエーション 2 

休憩 

お店検討シート記入 

グループ協議 

各グループ発表・投票 

休憩 

投票結果の発表 

決戦投票の結果発表 

思い出シートの記入 

同意書等配布資料説明 

解散 

送迎は当会の会員による 

 

 

じゃんけん挙手 

自己紹介すごろく 

 

個人用紙に記入 

グループ用のお店検討シートへの記入(適宜、休憩) 

協議内容・案を発表（4グループ） 

当会議所メンバーにより投票の集計 

同票で決戦投票 

同票のため 2 案を組み合わせることに決定 

 

 

送迎は当会の会員による 

 

当日スケジュール 第 2 回協議会 8 月 4日(土) 

時 間 項 目 備 考 

12：00～ 

12：30～ 

13：00～13：05 

13：05～13：30 

13：30～13：40 

13：40～13：45 

13：45～15：10 

 

15：10～15：20 

15：20～15：30 

参加中学生 学校出発 

参加中学生 会場到着 

事業趣旨説明 

レクリエーション 

休憩 

議長、書記役決定 

店舗コンセプト詳細、 

店名決定 

休憩 

各グループリーダー決

送迎は当会の会員による 

 

 

積み木式自己紹介 
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15：30～16：30 

16：30～16：45 

16：45～16：55 

17：00 

め、グループ分け 

グループ別協議 

グループ別発表 

質疑応答、記念撮影 

解散 

 

 

 

 

送迎は当会の会員による 

 

当日スケジュール 第 3回協議会 8 月 25 日(土) 

時 間 項 目 備 考 

12：30～ 

12：50～ 

 

13：00～13：05 

13：05～13：50 

13：50～14：00 

14：00～14：50 

14：50～15：00 

15：00～15：50 

15：50～16：00 

16：00～16：30 

16：30～16：35 

 

16：35～16：50 

 

16：50 

参加中学生 学校出発 

参加中学生 会場到着 

 

前回の振り返り 

各グループ協議・作業 

休憩 

各グループ協議・作業 

休憩 

各グループ協議・作業 

休憩 

各グループ協議・作業 

経営グループによる全

体発表 

本日の振り返り、記念撮

影、片付け 

解散 

送迎は当会の会員による 

市内私立高校の学校説明会開催日のため、 

学校集合・出発時間を 30分遅らせた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

送迎は当会の会員による 

 

当日スケジュール 第 4回協議会 9 月 15 日(土) 

時 間 項 目 備 考 

12：00～ 

12：30～ 

13：00～13：05 

13：05～13：50 

13：50～14：00 

14：00～15：00 

15：00～15：10 

15：10～15：20 

15：20～16：00 

16：00～16：15 

16：15～16：30 

16：30～16：55 

 

16：55 

参加中学生 学校出発 

参加中学生 会場到着 

前回の振り返り 

各グループ協議・作業 

休憩 

各グループ協議・作業 

休憩 

第一回リハーサル 

改善点話し合い 

各グループ協議・作業 

第二回リハーサル 

本日の振り返り、記念撮

影、片付け 

解散 

送迎は当会の会員による 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

送迎は当会の会員による 

 

－ 15 －103102



当日スケジュール 事業実施 9 月 16 日(日) 

時 間 項 目 備 考 

7：00 

8：00 

 

9：20 

 

9：30 

11：00 

14：00 

14：20 

 

14：30 

15：30 

16：00 

参加中学生 学校出発 

カルチュアロード会場

集合、設営 

開始前の全体ミーティ

ング 

店舗営業開始 

昼休憩 

店舗営業終了 

終了後の全体ミーティ

ング 

自由時間（中学生） 

後片付け（会員） 

撤収・後片付け 

解散 

送迎は当会の会員による 

交通規制開始 

 

注意事項等の伝達 

 

適宜交代・休憩 

各部門で交代しながら対応 

用意した商品が完売のため終了、後片付け 

 

 

カルチュアロード散策 

交通規制解除 

 

送迎は当会の会員による 

 

当日スケジュール 第 5回協議会 9 月 29 日(土) 

時 間 項 目 備 考 

12：00～ 

12：30～ 

13：00～13：05 

 

13：05～14：00 

 

14：00～14：40 

14：40～14：50 

 

14：50～15：00 

15：05 

参加中学生 学校出発 

参加中学生 会場到着 

前回（事業本番）の振り

返り 

飲食、思い出シート作成 

 

感想発表、決意表明 

青年会議所会員から激

励のメッセージ 

記念撮影、片付け 

解散 

送迎は当会の会員による 

 

 

 

事業本番の時のスライドを見ながら交流 

（オードブル、空色サイダー、ロールアイス提供） 

 

 

 

 

送迎は当会の会員による 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

協議会を重ねる毎に積極的な発言や行動をする子供たちの割合が増加していき、ま

た自身の意見や工夫が受け入れられたこと、事業においては子供たちが共同で作業

にあたり、来場者から肯定的な反応をいただき、用意した数量が終了時刻前に完売

に至ったことを通じて、自己肯定感を高めることが出来、第 5回協議会における決

意表明へとつなげることができました。 

対内としては委員会メンバーを中心に、事業へ参加いただく中で子供たちの発想や

頑張りが刺激となり、子供たちへの関わり方や関係各所との折衝、当日の運営を通

じて、地域に必要とされる人財への成長の糧となったと考えております。 

次回への引継事項 ： 
事業の内容・構築が思うように進まず 5月下旬に事業内容が決定し、6月下旬に中

学校訪問や事業の告知、生徒募集の期間が約 3週間しか無かったので中学校側も
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期間が短く生徒に対し、広く周知が出来なかったとのお声をいただきました。そ

れを踏まえたうえで中学校訪問や生徒の募集、また中学校側においての生徒への

周知期間も考えると最低 1カ月半から 2カ月は必要かと考えられます。 

 

第 2 回協議会の協議内容で店舗の方向性・コンセプトがスムーズに決まらず、ま

たグループ別協議では調理方法や必要な物品決め、PR方法にも時間が掛かり会場

の弘前総合学習センターから終了時間についてご迷惑をおかけした。時間制限の

ある会場においては、協議の進行については柔軟に対応し、タイムスケジュール

を厳守できるよう、余裕を設ける必要があります。 

 

事業本番まで協議会を 4回開催したが、協議する内容の精査や進行方法の想定、

生徒達の実態に合わせた進行の調整が難しく、調理部門では一部のメニューで事

業当日の設営時に作り方を教える、PR部門は同じく設営時にカルチュアロード内

で PRして回るポップを作成するなど、開店直前まで準備を行うこととなった。生

徒達の実態に合わせて進行を調整する場合、少数のグループ毎に会員で担当する

等、工夫を考える必要があります。 

 

事業前日の第 4回協議会から初めて参加した参加中学生に役割を細かく伝えられ

ず事業当日に何をしたらいいのかわからないといったことがあった。途中から参

加した生徒が役割を果たせるように、働きかけ方を想定する必要があった。 

 

事業当日にお手洗い場所の手配ができておらず、出店場所近くの上土手商店街振

興組合様、東栄ホテル様にお願いすることになってしまった。事業を野外で行う

ときはお手洗い場所の確認や手配が必要でした。 
 

委 員 長 所 見 ： 

今回の事業に参加して頂いた青春からーず総勢 30 名と全 5 回の協議会と事業本番

を開催し、事業期間中は子供たちと楽しみ且つ、向き合いながら進行することがで

きました。事業当日は天候に恵まれ、多くのカルチュアロード来場者にも参加して

頂き怪我や事故も無く無事に終了することができました。子供たちが最後まで楽し

みながら事業に参加してもらうことができました。また子供たちに対し自分自身

が、かけがえのない大切な存在であることという自己肯定感を伝えることができま

した。会員はじめ、多くの皆様のご協力を頂き、誠にありがとうございます。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： ￥232,274 

（ 事 業 費 ）  ： ￥232,274 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： ￥244,000 
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当日スケジュール 事業実施 9 月 16 日(日) 

時 間 項 目 備 考 

7：00 

8：00 

 

9：20 

 

9：30 

11：00 

14：00 

14：20 

 

14：30 

15：30 

16：00 

参加中学生 学校出発 

カルチュアロード会場

集合、設営 

開始前の全体ミーティ

ング 

店舗営業開始 

昼休憩 

店舗営業終了 

終了後の全体ミーティ

ング 

自由時間（中学生） 

後片付け（会員） 

撤収・後片付け 

解散 

送迎は当会の会員による 

交通規制開始 

 

注意事項等の伝達 

 

適宜交代・休憩 

各部門で交代しながら対応 

用意した商品が完売のため終了、後片付け 

 

 

カルチュアロード散策 

交通規制解除 

 

送迎は当会の会員による 

 

当日スケジュール 第 5 回協議会 9 月 29 日(土) 

時 間 項 目 備 考 

12：00～ 

12：30～ 

13：00～13：05 

 

13：05～14：00 

 

14：00～14：40 

14：40～14：50 

 

14：50～15：00 

15：05 

参加中学生 学校出発 

参加中学生 会場到着 

前回（事業本番）の振り

返り 

飲食、思い出シート作成 

 

感想発表、決意表明 

青年会議所会員から激

励のメッセージ 

記念撮影、片付け 

解散 

送迎は当会の会員による 

 

 

 

事業本番の時のスライドを見ながら交流 

（オードブル、空色サイダー、ロールアイス提供） 

 

 

 

 

送迎は当会の会員による 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

協議会を重ねる毎に積極的な発言や行動をする子供たちの割合が増加していき、ま

た自身の意見や工夫が受け入れられたこと、事業においては子供たちが共同で作業

にあたり、来場者から肯定的な反応をいただき、用意した数量が終了時刻前に完売

に至ったことを通じて、自己肯定感を高めることが出来、第 5回協議会における決

意表明へとつなげることができました。 

対内としては委員会メンバーを中心に、事業へ参加いただく中で子供たちの発想や

頑張りが刺激となり、子供たちへの関わり方や関係各所との折衝、当日の運営を通

じて、地域に必要とされる人財への成長の糧となったと考えております。 

次回への引継事項 ： 
事業の内容・構築が思うように進まず 5月下旬に事業内容が決定し、6月下旬に中

学校訪問や事業の告知、生徒募集の期間が約 3週間しか無かったので中学校側も
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期間が短く生徒に対し、広く周知が出来なかったとのお声をいただきました。そ

れを踏まえたうえで中学校訪問や生徒の募集、また中学校側においての生徒への

周知期間も考えると最低 1カ月半から 2カ月は必要かと考えられます。 

 

第 2 回協議会の協議内容で店舗の方向性・コンセプトがスムーズに決まらず、ま

たグループ別協議では調理方法や必要な物品決め、PR方法にも時間が掛かり会場

の弘前総合学習センターから終了時間についてご迷惑をおかけした。時間制限の

ある会場においては、協議の進行については柔軟に対応し、タイムスケジュール

を厳守できるよう、余裕を設ける必要があります。 

 

事業本番まで協議会を 4回開催したが、協議する内容の精査や進行方法の想定、

生徒達の実態に合わせた進行の調整が難しく、調理部門では一部のメニューで事

業当日の設営時に作り方を教える、PR部門は同じく設営時にカルチュアロード内

で PRして回るポップを作成するなど、開店直前まで準備を行うこととなった。生

徒達の実態に合わせて進行を調整する場合、少数のグループ毎に会員で担当する

等、工夫を考える必要があります。 

 

事業前日の第 4回協議会から初めて参加した参加中学生に役割を細かく伝えられ

ず事業当日に何をしたらいいのかわからないといったことがあった。途中から参

加した生徒が役割を果たせるように、働きかけ方を想定する必要があった。 

 

事業当日にお手洗い場所の手配ができておらず、出店場所近くの上土手商店街振

興組合様、東栄ホテル様にお願いすることになってしまった。事業を野外で行う

ときはお手洗い場所の確認や手配が必要でした。 
 

委 員 長 所 見 ： 

今回の事業に参加して頂いた青春からーず総勢 30 名と全 5 回の協議会と事業本番

を開催し、事業期間中は子供たちと楽しみ且つ、向き合いながら進行することがで

きました。事業当日は天候に恵まれ、多くのカルチュアロード来場者にも参加して

頂き怪我や事故も無く無事に終了することができました。子供たちが最後まで楽し

みながら事業に参加してもらうことができました。また子供たちに対し自分自身

が、かけがえのない大切な存在であることという自己肯定感を伝えることができま

した。会員はじめ、多くの皆様のご協力を頂き、誠にありがとうございます。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： ￥232,274 

（ 事 業 費 ）  ： ￥232,274 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： ￥244,000 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 公２ 青少年の健全な育成に寄与する事業 

事 業 名 ： わんぱく相撲地区大会 

職 務 分 掌 ： わんぱく相撲の企画・運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

わんぱく相撲は、小学 4年生から 6年生を対象に、日本国内 200 地区(主催青年会議

所単位)の予選大会から勝ち上がったチームが、相撲の中心地である両国国技館で開

催される全国大会にて競い合う、小学生対象で最大規模の相撲大会である。 

近年は弘前地域の相撲競技人口の減少に伴い、2012 年度第 28 回大会より公益社団

法人五所川原青年会議所と LOM 大会を共同開催している。 

意義・目的（対外） ： 
スポーツとしての相撲を通じ、礼、思いやり、努力することの大切さを学ぶと共に、

参加する子供たちに夢を与え、励みとなることを目的とする。 

意義・目的（対内） ： 
子供たちの努力する姿や本気で相撲に向きあう姿勢を通じ、会員の青少年育成事業

への意識と資質の向上へとつなげることを目的とする。 

実 施 日 時 ： 2018 年 5月 20 日（日）8：15～12：35 

実施場所・会場 ： つがる地球村 相撲場 （青森県つがる市森田町床舞藤山 244） 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ： 小学校 4年生から 6年生、その他一般観覧者 

対 内 ： 会員、並びにオブザーバー 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

津軽地域に在住または在学する小学校４年生から６年生を対象に開催いたしまし

た。 

運営にあたり、（公社）五所川原青年会議所と共同で行いました。 

参加者数によって対戦方式が異なるかたちとなり 

4 年生の部…トーナメント戦にて選ばれた上位者でリーグ戦を行い、優勝者を決め

ました。10 名参加 

5 年生の部…トーナメント戦にて選ばれた上位者でリーグ戦を行い、優勝者を決め

ました。12 名参加 

6 年生の部…リーグ戦にて優勝者を決めました。7名参加 

各学年優勝者 3名で津軽チームとして全国大会へ参加となります。 

試合結果 

4 年生の部 小笠原 広祐 君 （五所川原） 

5 年生の部 岡崎 良太郎 君 （弘前） 

6 年生の部 松野 将太 君  （五所川原） 

わんぱく相撲 津軽地区大会 

● 委員会名 ： Ｙｏｕｔｈ Ｓｕｐｐｏｒｔ 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 比内 理佑 ／ 前田 完治 ／ 齊藤 雄太 
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参 加 人 員 ： 
競技参加者 29名 青年会議所会員(弘前・五所川原)・相撲協会約 35 人 観覧者

約 50名 

外 部 協 力 者 ： つがる市相撲協会、（公社）五所川原青年会議所 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

２０１８年  １月 ： 全国大会 オリエンテーション（於：京都会議） 

２月 ： （公社）五所川原青年会議所との打合せ 

３月 ： （公社）五所川原青年会議所との打合せ、選手募集、事業実施計画書協議 

４月 ： （公社）五所川原青年会議所との打合せ、選手募集締切、事業実施計画書審議 

５月 ： わんぱく相撲地区大会開催 

６月 ： 事業実施報告書協議 

７月 ： 事業実施報告書協議 

８月 ： 事業実施報告書審議 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

8：00 

8：15 

8：45 

9：00 

9：05 

9：30 

 

 

 

 

 

 

10：00 

11：32 

 

 

 

 

11：41 

11：48 

12：35 

委員会メンバー集合 

メンバー集合・会場設営 

審判講習会 

選手受付 

全体ミーティング 

開会式 

開会宣言 

大会委員長挨拶 

選手宣誓 

審判長注意事項 

競技説明 

選手解散 

競技開始 

閉会式 

表彰 

 

 

閉会宣言 

写真撮影 

ちゃんこ振る舞い 

片付け・終了 

 

五所川原・弘前 JCメンバー 

対象：五所川原・弘前 JCメンバー 

 

 

司会：（公社）五所川原青年会議所 

（公社）五所川原青年会議所 

（公社）五所川原青年会議所 理事長 坂本 興平 君 

 

 

 

 

司会：（公社）五所川原青年会議所 

（公社）弘前青年会議所 副理事長 比内 理佑 君 

4 年生の部 小笠原 広祐 君 （五所川原） 

5 年生の部 岡崎 良太郎 君 （弘前） 

6 年生の部 松野 将太 君  （五所川原） 

（公社）弘前青年会議所 委員長 齋藤 雄太 君 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 公２ 青少年の健全な育成に寄与する事業 

事 業 名 ： わんぱく相撲地区大会 

職 務 分 掌 ： わんぱく相撲の企画・運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

わんぱく相撲は、小学 4年生から 6年生を対象に、日本国内 200 地区(主催青年会議

所単位)の予選大会から勝ち上がったチームが、相撲の中心地である両国国技館で開

催される全国大会にて競い合う、小学生対象で最大規模の相撲大会である。 

近年は弘前地域の相撲競技人口の減少に伴い、2012 年度第 28 回大会より公益社団

法人五所川原青年会議所と LOM 大会を共同開催している。 

意義・目的（対外） ： 
スポーツとしての相撲を通じ、礼、思いやり、努力することの大切さを学ぶと共に、

参加する子供たちに夢を与え、励みとなることを目的とする。 

意義・目的（対内） ： 
子供たちの努力する姿や本気で相撲に向きあう姿勢を通じ、会員の青少年育成事業

への意識と資質の向上へとつなげることを目的とする。 

実 施 日 時 ： 2018 年 5月 20 日（日）8：15～12：35 

実施場所・会場 ： つがる地球村 相撲場 （青森県つがる市森田町床舞藤山 244） 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ： 小学校 4 年生から 6年生、その他一般観覧者 

対 内 ： 会員、並びにオブザーバー 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

津軽地域に在住または在学する小学校４年生から６年生を対象に開催いたしまし

た。 

運営にあたり、（公社）五所川原青年会議所と共同で行いました。 

参加者数によって対戦方式が異なるかたちとなり 

4 年生の部…トーナメント戦にて選ばれた上位者でリーグ戦を行い、優勝者を決め

ました。10 名参加 

5 年生の部…トーナメント戦にて選ばれた上位者でリーグ戦を行い、優勝者を決め

ました。12 名参加 

6 年生の部…リーグ戦にて優勝者を決めました。7名参加 

各学年優勝者 3名で津軽チームとして全国大会へ参加となります。 

試合結果 

4 年生の部 小笠原 広祐 君 （五所川原） 

5 年生の部 岡崎 良太郎 君 （弘前） 

6 年生の部 松野 将太 君  （五所川原） 

わんぱく相撲 津軽地区大会 

● 委員会名 ： Ｙｏｕｔｈ Ｓｕｐｐｏｒｔ 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 比内 理佑 ／ 前田 完治 ／ 齊藤 雄太 
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参 加 人 員 ： 
競技参加者 29名 青年会議所会員(弘前・五所川原)・相撲協会約 35 人 観覧者

約 50名 

外 部 協 力 者 ： つがる市相撲協会、（公社）五所川原青年会議所 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

２０１８年  １月 ： 全国大会 オリエンテーション（於：京都会議） 

２月 ： （公社）五所川原青年会議所との打合せ 

３月 ： （公社）五所川原青年会議所との打合せ、選手募集、事業実施計画書協議 

４月 ： （公社）五所川原青年会議所との打合せ、選手募集締切、事業実施計画書審議 

５月 ： わんぱく相撲地区大会開催 

６月 ： 事業実施報告書協議 

７月 ： 事業実施報告書協議 

８月 ： 事業実施報告書審議 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

8：00 

8：15 

8：45 

9：00 

9：05 

9：30 

 

 

 

 

 

 

10：00 

11：32 

 

 

 

 

11：41 

11：48 

12：35 

委員会メンバー集合 

メンバー集合・会場設営 

審判講習会 

選手受付 

全体ミーティング 

開会式 

開会宣言 

大会委員長挨拶 

選手宣誓 

審判長注意事項 

競技説明 

選手解散 

競技開始 

閉会式 

表彰 

 

 

閉会宣言 

写真撮影 

ちゃんこ振る舞い 

片付け・終了 

 

五所川原・弘前 JCメンバー 

対象：五所川原・弘前 JCメンバー 

 

 

司会：（公社）五所川原青年会議所 

（公社）五所川原青年会議所 

（公社）五所川原青年会議所 理事長 坂本 興平 君 

 

 

 

 

司会：（公社）五所川原青年会議所 

（公社）弘前青年会議所 副理事長 比内 理佑 君 

4 年生の部 小笠原 広祐 君 （五所川原） 

5 年生の部 岡崎 良太郎 君 （弘前） 

6 年生の部 松野 将太 君  （五所川原） 

（公社）弘前青年会議所 委員長 齋藤 雄太 君 
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事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

子供達が全国大会へ向け本気でぶつかり合うことで、努力することや夢に向かうこ

との大切さを学ぶとともに、会員がその姿を間近でみることによって一生懸命取り

組む姿勢を再確認し、青少年事業に対する会員の資質向上にも繋がったと言える。 

次回への引継事項 ： 

① つがる地球村相撲場は屋外という事もあり、やはり冷え込んだので防寒対策が

必須である。 

② 低学年のオープン大会開催への要望があったので、次回は開催した方が良い。 

③ 全国大会出場枠が減った経緯への理解は得られたが、県内であればブロック大

会を行ったほうが全国大会出場への可能性が増えるから良いとの意見もいただ

いたのでブロック大会の開催も検討した方が良い。 

④ 参加案内文の統一、地区大会当日の役割、全国大会への新幹線チケットの手配

等五所川原ＪＣさんとの連絡をこまめに取ったほうが良い。 

⑤ 来年の開催形態は早めに検討した方が良い。 

⑥ 表記の各所に第何回目かの記載をした方が良い。 

委 員 長 所 見 ： 

当日は大変うれしいことに多くの会員にも参加していただき、五所川原ＪＣさんと

の連携もとれ盛会に終われたと思います。私自身初めての事業で不安な面もありま

したが、皆さんに支えて頂いたおかげで出来たと思っております。各学年優勝の子

供達には全国大会でも、津軽の力を合わせて臨んでほしいと思いました。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： 25,000 

（ 事 業 費 ）  ： 25,000 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： 65,000 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 公 2 青少年の健全な育成に寄与する事業 

事 業 名 ： 第 34 回 わんぱく相撲全国大会 

職 務 分 掌 ： わんぱく相撲事業の企画・運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

わんぱく相撲は、小学４年生から６年生を対象に、日本国内２００地区(主催青年会

議所単位)の予選大会から勝ち上がったチームが、相撲の中心地である両国国技館で

開催される全国大会にて競い合う、小学生対象で最大規模の相撲大会である。 

近年は弘前地域の相撲競技人口の減少に伴い、２０１２年度第２８回大会より公益

社団法人五所川原青年会議所と LOM 大会を共同開催している。 

意義・目的（対外） ： 

弘前地区の代表として、第３４回わんぱく相撲 津軽地区大会で優勝した選手（５

年生の部）を引率し、全国の大舞台でも日頃の力を如何なく発揮できるようサポー

トすることを目的とする。 

実 施 日 時 ： 
２０１８年７月２８日（土）移動 ６：３０新青森駅集合 

７月２９日（日）全国大会 ８：１０開会式 

実施場所・会場 ： 

両国国技館 

〒１３０－００１５ 東京都墨田区横網１丁目３番２８号 

ＴＥＬ：０３－３６２３－５１１１ 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ： 
わんぱく相撲 津軽地区大会 優勝者 ５年生の部 1名 

（４年生の部・６年生の部は五所川原からの輩出） 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

７月２８日（土）移動及びリハーサル 

第３４回わんぱく相撲津軽地区大会で優勝した弘前枠の選手を大会会場まで引率

した。 

７月２９日（日）大会当日 

全国大会に参加し、試合終了後選手をご家族へ引き渡し、解散となった。 

参 加 人 員 ： 

 津軽チーム 

４年生の部 小笠原 広祐 君 （五所川原）準優勝 

５年生の部 岡崎 良太郎 君 （弘前）ベスト３２ 

６年生の部 松野 将太 君  （五所川原）初戦敗退 

津軽チーム 団体６位入賞 

引率（相撲部屋宿泊者）五所川原青年会議所 

同行者 弘前青年会議所：池田 守之君 

第 34 回 わんぱく相撲全国大会 

● 委員会名 ： Ｙｏｕｔｈ Ｓｕｐｐｏｒｔ 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 比内 理佑 ／ 前田 完治 ／ 齊藤 雄太 
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事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

子供達が全国大会へ向け本気でぶつかり合うことで、努力することや夢に向かうこ

との大切さを学ぶとともに、会員がその姿を間近でみることによって一生懸命取り

組む姿勢を再確認し、青少年事業に対する会員の資質向上にも繋がったと言える。 

次回への引継事項 ： 

① つがる地球村相撲場は屋外という事もあり、やはり冷え込んだので防寒対策が

必須である。 

② 低学年のオープン大会開催への要望があったので、次回は開催した方が良い。 

③ 全国大会出場枠が減った経緯への理解は得られたが、県内であればブロック大

会を行ったほうが全国大会出場への可能性が増えるから良いとの意見もいただ

いたのでブロック大会の開催も検討した方が良い。 

④ 参加案内文の統一、地区大会当日の役割、全国大会への新幹線チケットの手配

等五所川原ＪＣさんとの連絡をこまめに取ったほうが良い。 

⑤ 来年の開催形態は早めに検討した方が良い。 

⑥ 表記の各所に第何回目かの記載をした方が良い。 

委 員 長 所 見 ： 

当日は大変うれしいことに多くの会員にも参加していただき、五所川原ＪＣさんと

の連携もとれ盛会に終われたと思います。私自身初めての事業で不安な面もありま

したが、皆さんに支えて頂いたおかげで出来たと思っております。各学年優勝の子

供達には全国大会でも、津軽の力を合わせて臨んでほしいと思いました。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： 25,000 

（ 事 業 費 ）  ： 25,000 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： 65,000 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 公 2 青少年の健全な育成に寄与する事業 

事 業 名 ： 第 34 回 わんぱく相撲全国大会 

職 務 分 掌 ： わんぱく相撲事業の企画・運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

わんぱく相撲は、小学４年生から６年生を対象に、日本国内２００地区(主催青年会

議所単位)の予選大会から勝ち上がったチームが、相撲の中心地である両国国技館で

開催される全国大会にて競い合う、小学生対象で最大規模の相撲大会である。 

近年は弘前地域の相撲競技人口の減少に伴い、２０１２年度第２８回大会より公益

社団法人五所川原青年会議所と LOM 大会を共同開催している。 

意義・目的（対外） ： 

弘前地区の代表として、第３４回わんぱく相撲 津軽地区大会で優勝した選手（５

年生の部）を引率し、全国の大舞台でも日頃の力を如何なく発揮できるようサポー

トすることを目的とする。 

実 施 日 時 ： 
２０１８年７月２８日（土）移動 ６：３０新青森駅集合 

７月２９日（日）全国大会 ８：１０開会式 

実施場所・会場 ： 

両国国技館 

〒１３０－００１５ 東京都墨田区横網１丁目３番２８号 

ＴＥＬ：０３－３６２３－５１１１ 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ： 
わんぱく相撲 津軽地区大会 優勝者 ５年生の部 1名 

（４年生の部・６年生の部は五所川原からの輩出） 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

７月２８日（土）移動及びリハーサル 

第３４回わんぱく相撲津軽地区大会で優勝した弘前枠の選手を大会会場まで引率

した。 

７月２９日（日）大会当日 

全国大会に参加し、試合終了後選手をご家族へ引き渡し、解散となった。 

参 加 人 員 ： 

 津軽チーム 

４年生の部 小笠原 広祐 君 （五所川原）準優勝 

５年生の部 岡崎 良太郎 君 （弘前）ベスト３２ 

６年生の部 松野 将太 君  （五所川原）初戦敗退 

津軽チーム 団体６位入賞 

引率（相撲部屋宿泊者）五所川原青年会議所 

同行者 弘前青年会議所：池田 守之君 

第 34 回 わんぱく相撲全国大会 

● 委員会名 ： Ｙｏｕｔｈ Ｓｕｐｐｏｒｔ 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 比内 理佑 ／ 前田 完治 ／ 齊藤 雄太 
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外 部 協 力 者 ： わんぱく相撲全国大会実行委員会、（公社）五所川原青年会議所 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

５月２０日（日） ： 津軽地区大会開催 全国大会出場メンバー決定 

５月３１日まで ： 地区大会報告、全国大会チーム登録提出 

６月下旬 ： 大会要綱 確定 資料確認  

７月２８日(土) ： 新幹線移動・リハーサル 

 ７月２９日(日) ： 全国大会 

９月 ： 事業実施報告書協議 

１０月 ： 事業実施報告書審議 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

７月 28 日(土) 

6：30 

6：49 

10：32 

10：43 

10：47 

10：52 

10：55 

 

11：45 

12：00 

13：00 

14：00 

15：45 

16：30 

16：45 

 

７月 29 日 

7：10 

 7：30 

8：10 

8：45 

9：05 

10：40 

12：15 

13：55 

14：25 

14：55 

 

新青森駅集合 

新青森駅出発 

東京駅着 

東京駅発 

秋葉原駅着 

秋葉原駅発 

両国駅着 

昼食 

両国国技館到着 

受付 

選手リハーサル 

わんぱく親子講演会 

実技指導 

実技指導終了 

相撲部屋へ出発 

夕食及び宿泊 

 

宿泊相撲部屋を出発 

会場到着・受付 

開会式 

わんぱく横綱土俵入り 

競技開始 

 

 

選手入場 

 

 

 

 

新幹線はやぶさ号東京行き 

 

JR 山手線上野方面行 

 

JR 総武線千葉方面行 

 

 

 

 

メンバーは会場外へ退去 

このタイミングで選手へのお土産（わんぱくグッズ）を購入

する 

メンバーは会場へ戻り、選手と合流 

東京 JC メンバーが引率、複数 LOM と一緒に移動  

 

 

 

廻しに着替える 

 

 

4 年生 1.2 回戦（49 名 32 試合） 

5 年生 1.2 回戦（49 名 32 試合） 

6 年生 1.2 回戦（49 名 32 試合） 

4 年生 3.4 回戦（16 名 8 試合） 

5 年生 3.4 回戦（16 名 8 試合） 

6 年生 3.4 回戦（16 名 8 試合） 
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15：40 

15：45 

16：05 

16：15 

16：20 

16：30 

17：25 

17：30 

17：43 

選手入場 選手紹介 

 

 

 

わんぱく弓取式 

閉会式 

手締め 選手退場 

閉会 

各学年 8名 

4・5・6 年生準々決勝（各 4試合） 

4・5・6 年生準決勝（各 2試合） 

4・5・6 年生決勝（各 1試合） 

 

成績発表 表彰 

 

 

現地解散 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

弘前から輩出した岡崎君はベスト３２と悔しい結果に終わりましたが、津軽チーム

としては４年生の部で小笠原君が準優勝、チーム成績として団体６位入賞と素晴ら

しい成績が残せました。大きな事故やけがもなく津軽地区を代表した選手たちを全

国大会の場で普段の力を精一杯出しきれるようにサポートできた。 

次回への引継事項  

・振り込み手数料が発生する場合、予算に計上するか予備費を計上しておく必要

がある。 

・３選手の試合スケジュールの中、引率者が１名だと身が回らない事もあり、ま

た実際に引率に参加しないとわからないことが多々あるので引継ぎの意味でも、

引率は引率経験者+１名の２名体制以上が望ましい。 

・五所川原ＪＣの引率者は土曜日から月曜日まで滞在するとのことでした。理由

としては過去に優勝した時、閉会式後のマスコミ対応等で最終交通機関に間に合

わない可能性があるとのことでした。過去に対応途中で親に任せて帰ったことが

あるとのこと。今後は事前に五所川原ＪＣと協議しいつまで引率するのか決めて

おいた方が良い。 

・全国大会開催後、女子全国大会の開催について案内がなされた。相撲人口増加

を目的とする場合、地区大会には参加者の掘り起こしの効果があるため、女子大

会を含め、単独開催か他ＬＯＭとの共同開催かを早期に判断する必要がある。 

・今までの参加団体だけではなく、参加したことの無い相撲クラブを掘り起こし

て、声がけする必要がある。 

委 員 長 所 見 ： 

本気のぶつかり合いや子供たちが試合を通じ一喜一憂する姿を動画（ユーチュー

ブ）や実際に行った会員の話から感じ、相撲へ対する情熱が溢れる大会であったと

思いました。ただ、参加者がピーク時 7万人いたのに対し、現状は 3.7 万人と減少

傾向にあるのは否めませんので、より多くの普及活動が必要であるように感じまし

た。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： ￥15,108 

（ 事 業 費 ）  ： ￥15,108 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： ￥40,000（地区大会￥25,000） 
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外 部 協 力 者 ： わんぱく相撲全国大会実行委員会、（公社）五所川原青年会議所 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

５月２０日（日） ： 津軽地区大会開催 全国大会出場メンバー決定 

５月３１日まで ： 地区大会報告、全国大会チーム登録提出 

６月下旬 ： 大会要綱 確定 資料確認  

７月２８日(土) ： 新幹線移動・リハーサル 

 ７月２９日(日) ： 全国大会 

９月 ： 事業実施報告書協議 

１０月 ： 事業実施報告書審議 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

７月 28 日(土) 

6：30 

6：49 

10：32 

10：43 

10：47 

10：52 

10：55 

 

11：45 

12：00 

13：00 

14：00 

15：45 

16：30 

16：45 

 

７月 29 日 

7：10 

 7：30 

8：10 

8：45 

9：05 

10：40 

12：15 

13：55 

14：25 

14：55 

 

新青森駅集合 

新青森駅出発 

東京駅着 

東京駅発 

秋葉原駅着 

秋葉原駅発 

両国駅着 

昼食 

両国国技館到着 

受付 

選手リハーサル 

わんぱく親子講演会 

実技指導 

実技指導終了 

相撲部屋へ出発 

夕食及び宿泊 

 

宿泊相撲部屋を出発 

会場到着・受付 

開会式 

わんぱく横綱土俵入り 

競技開始 

 

 

選手入場 

 

 

 

 

新幹線はやぶさ号東京行き 

 

JR 山手線上野方面行 

 

JR 総武線千葉方面行 

 

 

 

 

メンバーは会場外へ退去 

このタイミングで選手へのお土産（わんぱくグッズ）を購入

する 

メンバーは会場へ戻り、選手と合流 

東京 JC メンバーが引率、複数 LOM と一緒に移動  

 

 

 

廻しに着替える 

 

 

4 年生 1.2 回戦（49 名 32 試合） 

5 年生 1.2 回戦（49 名 32 試合） 

6 年生 1.2 回戦（49 名 32 試合） 

4 年生 3.4 回戦（16 名 8 試合） 

5 年生 3.4 回戦（16 名 8 試合） 

6 年生 3.4 回戦（16 名 8 試合） 
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15：40 

15：45 

16：05 

16：15 

16：20 

16：30 

17：25 

17：30 

17：43 

選手入場 選手紹介 

 

 

 

わんぱく弓取式 

閉会式 

手締め 選手退場 

閉会 

各学年 8 名 

4・5・6 年生準々決勝（各 4試合） 

4・5・6 年生準決勝（各 2試合） 

4・5・6 年生決勝（各 1試合） 

 

成績発表 表彰 

 

 

現地解散 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

弘前から輩出した岡崎君はベスト３２と悔しい結果に終わりましたが、津軽チーム

としては４年生の部で小笠原君が準優勝、チーム成績として団体６位入賞と素晴ら

しい成績が残せました。大きな事故やけがもなく津軽地区を代表した選手たちを全

国大会の場で普段の力を精一杯出しきれるようにサポートできた。 

次回への引継事項  

・振り込み手数料が発生する場合、予算に計上するか予備費を計上しておく必要

がある。 

・３選手の試合スケジュールの中、引率者が１名だと身が回らない事もあり、ま

た実際に引率に参加しないとわからないことが多々あるので引継ぎの意味でも、

引率は引率経験者+１名の２名体制以上が望ましい。 

・五所川原ＪＣの引率者は土曜日から月曜日まで滞在するとのことでした。理由

としては過去に優勝した時、閉会式後のマスコミ対応等で最終交通機関に間に合

わない可能性があるとのことでした。過去に対応途中で親に任せて帰ったことが

あるとのこと。今後は事前に五所川原ＪＣと協議しいつまで引率するのか決めて

おいた方が良い。 

・全国大会開催後、女子全国大会の開催について案内がなされた。相撲人口増加

を目的とする場合、地区大会には参加者の掘り起こしの効果があるため、女子大

会を含め、単独開催か他ＬＯＭとの共同開催かを早期に判断する必要がある。 

・今までの参加団体だけではなく、参加したことの無い相撲クラブを掘り起こし

て、声がけする必要がある。 

委 員 長 所 見 ： 

本気のぶつかり合いや子供たちが試合を通じ一喜一憂する姿を動画（ユーチュー

ブ）や実際に行った会員の話から感じ、相撲へ対する情熱が溢れる大会であったと

思いました。ただ、参加者がピーク時 7万人いたのに対し、現状は 3.7 万人と減少

傾向にあるのは否めませんので、より多くの普及活動が必要であるように感じまし

た。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： ￥15,108 

（ 事 業 費 ）  ： ￥15,108 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： ￥40,000（地区大会￥25,000） 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 
事業番号・区分 ： 公１ 地域社会の健全な発展に寄与する事業 

事 業 名 ： Cross.S 

職 務 分 掌 ： 地域の新たな魅力・可能性を創造する運動の実施 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

人口減少を克服し活力ある日本を維持する地方創生の取り組みとして、HIROSAKI 

DESIGN WEEK などの、その地域の自治体が主導となり開催される様々なまちづくり

が注目されている。平成 25 年度からの継続事業である Cross.S を通じ、若者だけで

なく世代に関わらず、地域の文化や活気ある人々の姿にふれ、活力や楽しみやにぎ

わいが持続するよう、市民・行政が協力し合い大きな輪となり、より笑顔の溢れる

地域へと繋げる必要がある。  

意義・目的（対外） ： 

県内外から来訪する多くの人々が、世界自然遺産白神山地の恵みを受け育まれた弘

前の素晴らしさに忘れ難い思い出の地としての魅力を感じ、地域の人々が育まれた

歴史や文化などに更なる誇りや愛着を持つ事を目的とする。 

意義・目的（対内） ： 

Cross.S 事業の企画運営を通し、会員同士の繋がりと地域の未来を切り拓く事への

関心を深め、明るい豊かな社会への実現に向け、JC 運動、活動に積極的に取り組ん

でいく事を目的とする。 

実 施 日 時 ： 2018 年 10 月 8日（月曜・祝日）8：33 ～ 20:20  

実施場所・会場 ： 弘前市民会館及び弘前公園市民広場  

事 業 の 対 象 者    

対 外 ： 県内外の一般市民 

対 内 ： 会員 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

【手法概要】 

・市民や訪れた人々が弘前を知る事が出来るフード提供。 

・世代を問わず家族や友人で楽しめる音楽鑑賞の場。 

・市内外で活動するクラフト作家やアーティストによる体験型イベントブースを設

置。 

・時代と共に変化する遊びを体験出来るイベントブースを設置。 

・市民が主役となれるステージイベントの開催。 

・弘前ならではを感じる事が出来る会場装飾や演出。 

※上記、台風の影響により事業内容を一部変更 

・「ライブ Aステージエリア」「フード(振る舞い)／クラフトエリア」のみ開催縮

小となった。 

Cross.S 

● 委員会名 ： BIG UP プロジェクト 委員会 
● 副理事長／常任理事／委員長 ： 大場 一巧 ／ 川嶋 貴裕 ／ 三上 恵美 
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手法内容 

【ライブ Aステージ】 

場所：市民会館メインホール 

時間：16時 30 分開場  

   17 時 00 分開演 

   終了予定 18：30 頃 

内容：メインアーティスト（家入レオさん）による単独ライブ 

外部：ラウンドアバウト株式会社（アーティストアテンド・PA／照明等含む）・市

民会館スタッフ・ 

※プロモーター側は市民会館 C／D／Eの控え室使用 

当日スケジュール【予定】 

時間 項目 備考 

10 月 8 日 

8：33～ 

 

8：40～ 

12：00～ 

14：30～ 

 

15：00～ 

16：30～ 

17：00～ 

18：15～ 

 

20：20 

 

メンバー集合 

説明及びライブ準備 

会場設営 

昼休憩 

会場警備についての打

ち合わせ 

物販販売開始 

開場 

開演 

閉演・撤収作業開始 

 

終了 

 

 

 

 

機材の運び入れ等 

入れ替えにて行った 

 

 

警備設営 

客席誘導・警備 

 

閉演誘導・警備・機材の運び出し等 

控え室清掃等 

【チケット販売手法】 

料金：先行・一般売り￥3,900（￥900 分は飲食チケットをつけた） 

   当日￥3,900（飲食チケットなし） 

※飲食チケットに関してはプレイガイドチケットをそのまま使用する為、使用した

際に半券に使用済みとしてチェックを油性ペンにて書き入れて対応した。 

チケット：チケットはプレイガイドより発行のチケットを取り扱った。（直接販売

分チケットに関してはｅ+チケットより購入 1枚￥10.8） 

方法手段：全席数 1,336 席のうち内 PA 使用分・車椅子 6 席除く 1,250 席を直接販

売・プレイガイド販売に分け、先行・一般売り・当日にてチケット販売 

・（株）ラウンドアバウトを通してプレイガイドのチケットぴあ・ｅ+チケット・ロ

ーソンチケットにて先行・一般売りを行う。 

・先行販売に関しては、Web のみの販売となった。（プレイガイドにての発売はす

べて先着順とした。） 

・直接販売窓口として（公社）弘前青年会議所事務局及び会員直接販売にて行った。 

（直接販売分チケットに関してはｅ+チケットより購入 1 枚￥10.8／発券は一般販

売の一週間前） 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 
事業番号・区分 ： 公１ 地域社会の健全な発展に寄与する事業 

事 業 名 ： Cross.S 

職 務 分 掌 ： 地域の新たな魅力・可能性を創造する運動の実施 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

人口減少を克服し活力ある日本を維持する地方創生の取り組みとして、HIROSAKI 

DESIGN WEEK などの、その地域の自治体が主導となり開催される様々なまちづくり

が注目されている。平成 25 年度からの継続事業である Cross.S を通じ、若者だけで

なく世代に関わらず、地域の文化や活気ある人々の姿にふれ、活力や楽しみやにぎ

わいが持続するよう、市民・行政が協力し合い大きな輪となり、より笑顔の溢れる

地域へと繋げる必要がある。  

意義・目的（対外） ： 

県内外から来訪する多くの人々が、世界自然遺産白神山地の恵みを受け育まれた弘

前の素晴らしさに忘れ難い思い出の地としての魅力を感じ、地域の人々が育まれた

歴史や文化などに更なる誇りや愛着を持つ事を目的とする。 

意義・目的（対内） ： 

Cross.S 事業の企画運営を通し、会員同士の繋がりと地域の未来を切り拓く事への

関心を深め、明るい豊かな社会への実現に向け、JC 運動、活動に積極的に取り組ん

でいく事を目的とする。 

実 施 日 時 ： 2018 年 10 月 8日（月曜・祝日）8：33 ～ 20:20  

実施場所・会場 ： 弘前市民会館及び弘前公園市民広場  

事 業 の 対 象 者    

対 外 ： 県内外の一般市民 

対 内 ： 会員 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

【手法概要】 

・市民や訪れた人々が弘前を知る事が出来るフード提供。 

・世代を問わず家族や友人で楽しめる音楽鑑賞の場。 

・市内外で活動するクラフト作家やアーティストによる体験型イベントブースを設

置。 

・時代と共に変化する遊びを体験出来るイベントブースを設置。 

・市民が主役となれるステージイベントの開催。 

・弘前ならではを感じる事が出来る会場装飾や演出。 

※上記、台風の影響により事業内容を一部変更 

・「ライブ Aステージエリア」「フード(振る舞い)／クラフトエリア」のみ開催縮

小となった。 

Cross.S 

● 委員会名 ： BIG UP プロジェクト 委員会 
● 副理事長／常任理事／委員長 ： 大場 一巧 ／ 川嶋 貴裕 ／ 三上 恵美 
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手法内容 

【ライブ Aステージ】 

場所：市民会館メインホール 

時間：16時 30 分開場  

   17 時 00 分開演 

   終了予定 18：30 頃 

内容：メインアーティスト（家入レオさん）による単独ライブ 

外部：ラウンドアバウト株式会社（アーティストアテンド・PA／照明等含む）・市

民会館スタッフ・ 

※プロモーター側は市民会館 C／D／Eの控え室使用 

当日スケジュール【予定】 

時間 項目 備考 

10 月 8 日 

8：33～ 

 

8：40～ 

12：00～ 

14：30～ 

 

15：00～ 

16：30～ 

17：00～ 

18：15～ 

 

20：20 

 

メンバー集合 

説明及びライブ準備 

会場設営 

昼休憩 

会場警備についての打

ち合わせ 

物販販売開始 

開場 

開演 

閉演・撤収作業開始 

 

終了 

 

 

 

 

機材の運び入れ等 

入れ替えにて行った 

 

 

警備設営 

客席誘導・警備 

 

閉演誘導・警備・機材の運び出し等 

控え室清掃等 

【チケット販売手法】 

料金：先行・一般売り￥3,900（￥900 分は飲食チケットをつけた） 

   当日￥3,900（飲食チケットなし） 

※飲食チケットに関してはプレイガイドチケットをそのまま使用する為、使用した

際に半券に使用済みとしてチェックを油性ペンにて書き入れて対応した。 

チケット：チケットはプレイガイドより発行のチケットを取り扱った。（直接販売

分チケットに関してはｅ+チケットより購入 1枚￥10.8） 

方法手段：全席数 1,336 席のうち内 PA 使用分・車椅子 6 席除く 1,250 席を直接販

売・プレイガイド販売に分け、先行・一般売り・当日にてチケット販売 

・（株）ラウンドアバウトを通してプレイガイドのチケットぴあ・ｅ+チケット・ロ

ーソンチケットにて先行・一般売りを行う。 

・先行販売に関しては、Web のみの販売となった。（プレイガイドにての発売はす

べて先着順とした。） 

・直接販売窓口として（公社）弘前青年会議所事務局及び会員直接販売にて行った。 

（直接販売分チケットに関してはｅ+チケットより購入 1 枚￥10.8／発券は一般販

売の一週間前） 
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 登録料 先行手数料％ 一般手数料％ 

チケットぴあ ￥32,400 10％ 10％ 

ローソンチケット ￥10,000 7％ 10％ 

ｅ+チケット ※なし ※5％ 5％ 

各プレイガイド内容 

※先行販売についてはｗｅｂ販売のみ 

●ローソンチケット 

一般販売 L コード：21767・販売予約ｔｅｌ：0570－084－002（L コード必要）ｗ

ｅｂ予約：http://l-tike.com※問合せ 0570－000－777 

●ちけっとぴあ 

一般販売 123－867 ※問合せ 0570－084－002 

●ｅ+チケット 

ｗｅｂ予約のみの対 

専用 URL http://eplus.jp/cross-s/ 

販売スケジュール 

日時 項目 備考 

7 月 11 日 

7 月 14 日～23 日 

8 月 1日 

10 月 7 日 

10 月 8 日 

情報解禁 

先行販売開始 

一般販売開始 

一般販売終了 

当日券販売 

プレスリリース 

 

 

 

売り切れせず販売 

 

「フード(振る舞い)／旧フードエリア」 

場所：弘前公園内市民広場 

内容：フード(振る舞い)／クラフトエリアの設置・運営 

・台風の為、中止となったフードコートの代わりととして来て頂いた方々にせめて

もの感謝としてのふるまいを、コーヒーとドーナツ、青年会議所運動の周知の一環

として嶽きみを振る舞った。（ドーナツ 500 個・コーヒー500 杯・嶽きみ 180本 900

人分） 

外部：成田専蔵コーヒー 

【フードエリア概要】 

内容：タイトル～津軽はらペコフェス～県産品の爆うまグルメ～ 

台風の影響で JC ブース以外中止 

※（公社）弘前青年会議所ブースについて 

JC メンバーによる鍋を作成し、チケットに付随する飲食チケット（￥900分）を収

入としてつなげる為と青年会議所運動周知の一環として設置 

内容：本年度全国城下町シンポジュウムにて販売した「おごっつぉけやぐ鍋」を青

年会議所ＰＲと共に提供（400 食予定先着順・ライブ半券チケットと引き換

えに鍋及びドリンク 1杯と交換。鍋に関しては無くなり次第ドリンクチケッ

トとして交換）。 
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前日・当日スケジュール【予定】 

時間 項目 備考 

 

10 月 7 日 

13：00～17：00 

 

17：00 

 

10 月 8 日 

 

8：33～ 

 

10：00～ 

 

12：00～ 

 

17：00～ 

 

19：15～ 

 

20：20 

 

 

けやぐ鍋下準備 

(文化センター) 

終了予定 

 

 

 

テント・いす・机等設営 

ドーナツ・嶽きみ振る

舞い開始 

鍋・ドリンク引き換え

開始 

ドーナツ・嶽きみ終了 

 

ドリンク提供終了・撤

収作業開始 

終了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おごっつぉけやぐ鍋製作開始 

 

昼休憩を入れ替えにて行った 

 

 

 

 

 

 

【B ステージ概要】 

内容：地元アーティストによるステージパフォーマンス 

台風の影響で全中止 

【クラフトエリア概要】 

※台風の影響により作業場所を市民会館大会議室に変更して行う。飾りつけは予定

通り市民広場にて行った。 

内容：クラウドファンディングによるりんごちょうちん Lighting Night ワークシ

ョップ 

クラウドファンディングによるクラフト／ワークショップについて 

名称：りんごちょうちん Lighting Night 

内容：参加者に紙製のちょうちんをりんご色に塗っていただき、それに LED ライト

をつけたものをさくらの木に飾ることで、りんごを表現した。 

目的：弘前市民に対しては、弘前市民の誇りであるお城とりんごを一つの会場で表

現することにより、郷土愛を涵養することを目的とする。市外・県外からの観光客

に対しては、地域の誇りを見ていただき、弘前市の歴史及び文化を体験していただ

くことで弘前市に愛着をもっていただき、将来的には弘前市に移住していただける

ようなきっかけとなることを目的とした。 

補足：今回の Cross.S が夜間にも実施することを踏まえ、昨年実施した Cross.S × 

flash での lighting 部門を継承する。 

具体的には、ligthing による非日常空間とりんごによる日常空間を演出する。 
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 登録料 先行手数料％ 一般手数料％ 

チケットぴあ ￥32,400 10％ 10％ 

ローソンチケット ￥10,000 7％ 10％ 

ｅ+チケット ※なし ※5％ 5％ 

各プレイガイド内容 

※先行販売についてはｗｅｂ販売のみ 

●ローソンチケット 

一般販売 L コード：21767・販売予約ｔｅｌ：0570－084－002（L コード必要）ｗ

ｅｂ予約：http://l-tike.com※問合せ 0570－000－777 

●ちけっとぴあ 

一般販売 123－867 ※問合せ 0570－084－002 

●ｅ+チケット 

ｗｅｂ予約のみの対 

専用 URL http://eplus.jp/cross-s/ 

販売スケジュール 

日時 項目 備考 

7 月 11 日 

7 月 14 日～23 日 

8 月 1日 

10 月 7 日 

10 月 8 日 

情報解禁 

先行販売開始 

一般販売開始 

一般販売終了 

当日券販売 

プレスリリース 

 

 

 

売り切れせず販売 

 

「フード(振る舞い)／旧フードエリア」 

場所：弘前公園内市民広場 

内容：フード(振る舞い)／クラフトエリアの設置・運営 

・台風の為、中止となったフードコートの代わりととして来て頂いた方々にせめて

もの感謝としてのふるまいを、コーヒーとドーナツ、青年会議所運動の周知の一環

として嶽きみを振る舞った。（ドーナツ 500 個・コーヒー500 杯・嶽きみ 180本 900

人分） 

外部：成田専蔵コーヒー 

【フードエリア概要】 

内容：タイトル～津軽はらペコフェス～県産品の爆うまグルメ～ 

台風の影響で JC ブース以外中止 

※（公社）弘前青年会議所ブースについて 

JC メンバーによる鍋を作成し、チケットに付随する飲食チケット（￥900分）を収

入としてつなげる為と青年会議所運動周知の一環として設置 

内容：本年度全国城下町シンポジュウムにて販売した「おごっつぉけやぐ鍋」を青

年会議所ＰＲと共に提供（400 食予定先着順・ライブ半券チケットと引き換

えに鍋及びドリンク 1杯と交換。鍋に関しては無くなり次第ドリンクチケッ

トとして交換）。 
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前日・当日スケジュール【予定】 

時間 項目 備考 

 

10 月 7 日 

13：00～17：00 

 

17：00 

 

10 月 8 日 

 

8：33～ 

 

10：00～ 

 

12：00～ 

 

17：00～ 

 

19：15～ 

 

20：20 

 

 

けやぐ鍋下準備 

(文化センター) 

終了予定 

 

 

 

テント・いす・机等設営 

ドーナツ・嶽きみ振る

舞い開始 

鍋・ドリンク引き換え

開始 

ドーナツ・嶽きみ終了 

 

ドリンク提供終了・撤

収作業開始 

終了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おごっつぉけやぐ鍋製作開始 

 

昼休憩を入れ替えにて行った 

 

 

 

 

 

 

【B ステージ概要】 

内容：地元アーティストによるステージパフォーマンス 

台風の影響で全中止 

【クラフトエリア概要】 

※台風の影響により作業場所を市民会館大会議室に変更して行う。飾りつけは予定

通り市民広場にて行った。 

内容：クラウドファンディングによるりんごちょうちん Lighting Night ワークシ

ョップ 

クラウドファンディングによるクラフト／ワークショップについて 

名称：りんごちょうちん Lighting Night 

内容：参加者に紙製のちょうちんをりんご色に塗っていただき、それに LED ライト

をつけたものをさくらの木に飾ることで、りんごを表現した。 

目的：弘前市民に対しては、弘前市民の誇りであるお城とりんごを一つの会場で表

現することにより、郷土愛を涵養することを目的とする。市外・県外からの観光客

に対しては、地域の誇りを見ていただき、弘前市の歴史及び文化を体験していただ

くことで弘前市に愛着をもっていただき、将来的には弘前市に移住していただける

ようなきっかけとなることを目的とした。 

補足：今回の Cross.S が夜間にも実施することを踏まえ、昨年実施した Cross.S × 

flash での lighting 部門を継承する。 

具体的には、ligthing による非日常空間とりんごによる日常空間を演出する。 
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事業方法：りんご型の紙ちょうちん（LED ライト内臓）を作成し、当日来場の参加

者にリンゴ色となるよう色付けをして頂き（参加費は無料）、市民広場のさくらの

木の枝に取り付け、日没後ライトアップを行った。 

及び、事前にデイサービスや幼稚園にてワークショップを行いちょうちんを作成し

て頂いた。（9/3 弘前大学教育学部附属幼稚園・8/28 社会福祉法人つがる三和会） 

当日製作数：110 個 

事前作成数：80 個（幼稚園・デイサービス分） 

計 190 個 

CF 方法：クラウドファンディングサービスを行う READYFOR 株式会社と東奥日報社

広告局が提携・企画するクラウドファインディングサービス「HANASA KA！」

を活用し予算・広報を行った。【「HANASAKA！」を活用することにより、CF

での予算確保のほかに、支援呼びかけ開始段階から東奥日報に記事が掲載さ

れ（計 3回+達成時 1回）クロスエスイベント全体の周知が行える。】 

CF スケジュール 

日時 内容 備考 

7 月上旬 

 

7 月中旬 

 

8 月 18 日 

 

 

9 月 14 日 

 

 

9 月 23 日 

 

9 月 26 日 

 

 

10 月 5 日 

 

 

 

10 月 8 日 

 

10 月 15 日 

概要の絞込み・確定 

 

サイト作りなど実務作業開始 

 

東奥日報朝刊にてプロジェクト

開始の記事を掲載 

 

東奥日報クラウドファンディン

グ特集タブロイド発行 

 

支援募集終了 

 

東奥日報朝刊にてプロジェクト

結果の記事を掲載 

 

東奥日報夕刊テレビ面にてイベ

ント告知と支援ありがとう告知

を掲載 

 

実施 

 

CF実施報告をCFWebページにて

掲載 

 

ＲＥＡＤＹＦＯＲ社・東奥日報社

による事前審査 

返礼品の精査・決定 

 

8/1 よりメインアーティストチケ

ット一般販売開始 

 

 

 

 

・返礼品準備 

 

 

 

 

 

 

 

 

・返礼品引渡し 

 

支援金は募集終了月の翌々月 10

日に振込み 
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当日クラフトタイムスケジュール 

時間 演目 備考 

8：25～ 

10：00～ 

 

17：00 

 

 

18：15～ 

 

 

19：15～ 

 

20：20～ 

設営及びメンバー説明 

開始 

 

ワークショップ終了・撤

収および飾りつけ 

 

ライティングアナウン

ス 

 

 

終了・撤去開始 

 

終了 

 

・順次来られた方々に説明・作成

を進める 

・出来上がったものに関して飾

りつけ（メンバーのみ） 

 

・ライブ来場者の方々へライト

アップ会場への誘導 

【広報活動概要】 

内容：クロスエス事業及び Aステージについての広報 

担当：BIC UP プロジェクト委員会 

・プレスリリースによるマスコミへの周知及び記事にして頂き掲載願いを行った。 

・青年会議所 H.P クロスエス事業更新による周知をした。 

・SNS（FACEBOOK、インスタグラム）ページ作成による周知をした。 

＊参加団体・出店者紹介・メインアーティスト紹介などを断続的に行った。 

・ポスターによる周知をおこなった。 

＊町会掲示板への掲示依頼（市役所広報広聴課）及び事前リストアップ先への配布 

・ラジオ番組（FMアップルウエーブなど）による出演・広報をした。 

・TV コマーシャル（ATV）による CM 広告を行った。 

・広報ひろさきでの告知を行った。 

・弘前デザインウィーク事業としての新聞欄などによる告知 

・クラウドファンディングによる広告としての宣伝を行った。 

広報スケジュール 

日時 内容 備考 

6 月 20 日 

 

7 月１１日(予定) 

 

 

7 月中 

 

 

 

 

 

H.P、SNS での開催場所日

時の発表 

情報解禁によるプレス

リリース 

 

① H.P,SNS での情報公

開(順次断続的) 

② ポスター掲示による

周知 

③ クラウドファンディ

ング開始による周知 

 

 

チケット先行販売開始 

 

 

事業日まで順次行う 

 

7 月待つまでに順次終了した 

 

順次広告をした 
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事業方法：りんご型の紙ちょうちん（LED ライト内臓）を作成し、当日来場の参加

者にリンゴ色となるよう色付けをして頂き（参加費は無料）、市民広場のさくらの

木の枝に取り付け、日没後ライトアップを行った。 

及び、事前にデイサービスや幼稚園にてワークショップを行いちょうちんを作成し

て頂いた。（9/3 弘前大学教育学部附属幼稚園・8/28 社会福祉法人つがる三和会） 

当日製作数：110 個 

事前作成数：80 個（幼稚園・デイサービス分） 

計 190 個 

CF 方法：クラウドファンディングサービスを行う READYFOR 株式会社と東奥日報社

広告局が提携・企画するクラウドファインディングサービス「HANASA KA！」

を活用し予算・広報を行った。【「HANASAKA！」を活用することにより、CF

での予算確保のほかに、支援呼びかけ開始段階から東奥日報に記事が掲載さ

れ（計 3回+達成時 1回）クロスエスイベント全体の周知が行える。】 

CF スケジュール 

日時 内容 備考 

7 月上旬 

 

7 月中旬 

 

8 月 18 日 

 

 

9 月 14 日 

 

 

9 月 23 日 

 

9 月 26 日 

 

 

10 月 5 日 

 

 

 

10 月 8 日 

 

10 月 15 日 

概要の絞込み・確定 

 

サイト作りなど実務作業開始 

 

東奥日報朝刊にてプロジェクト

開始の記事を掲載 

 

東奥日報クラウドファンディン

グ特集タブロイド発行 

 

支援募集終了 

 

東奥日報朝刊にてプロジェクト

結果の記事を掲載 

 

東奥日報夕刊テレビ面にてイベ

ント告知と支援ありがとう告知

を掲載 

 

実施 

 

CF実施報告をCFWebページにて

掲載 

 

ＲＥＡＤＹＦＯＲ社・東奥日報社

による事前審査 

返礼品の精査・決定 

 

8/1 よりメインアーティストチケ

ット一般販売開始 

 

 

 

 

・返礼品準備 

 

 

 

 

 

 

 

 

・返礼品引渡し 

 

支援金は募集終了月の翌々月 10

日に振込み 
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当日クラフトタイムスケジュール 

時間 演目 備考 

8：25～ 

10：00～ 

 

17：00 

 

 

18：15～ 

 

 

19：15～ 

 

20：20～ 

設営及びメンバー説明 

開始 

 

ワークショップ終了・撤

収および飾りつけ 

 

ライティングアナウン

ス 

 

 

終了・撤去開始 

 

終了 

 

・順次来られた方々に説明・作成

を進める 

・出来上がったものに関して飾

りつけ（メンバーのみ） 

 

・ライブ来場者の方々へライト

アップ会場への誘導 

【広報活動概要】 

内容：クロスエス事業及び Aステージについての広報 

担当：BIC UP プロジェクト委員会 

・プレスリリースによるマスコミへの周知及び記事にして頂き掲載願いを行った。 

・青年会議所 H.P クロスエス事業更新による周知をした。 

・SNS（FACEBOOK、インスタグラム）ページ作成による周知をした。 

＊参加団体・出店者紹介・メインアーティスト紹介などを断続的に行った。 

・ポスターによる周知をおこなった。 

＊町会掲示板への掲示依頼（市役所広報広聴課）及び事前リストアップ先への配布 

・ラジオ番組（FMアップルウエーブなど）による出演・広報をした。 

・TV コマーシャル（ATV）による CM 広告を行った。 

・広報ひろさきでの告知を行った。 

・弘前デザインウィーク事業としての新聞欄などによる告知 

・クラウドファンディングによる広告としての宣伝を行った。 

広報スケジュール 

日時 内容 備考 

6 月 20 日 

 

7 月１１日(予定) 

 

 

7 月中 

 

 

 

 

 

H.P、SNS での開催場所日

時の発表 

情報解禁によるプレス

リリース 

 

① H.P,SNS での情報公

開(順次断続的) 

② ポスター掲示による

周知 

③ クラウドファンディ

ング開始による周知 

 

 

チケット先行販売開始 

 

 

事業日まで順次行う 

 

7 月待つまでに順次終了した 

 

順次広告をした 
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8 月 1日 

9 月中 

9 月 1日 

 

 

9 月 10 日～ 

 

 

10 月 8 日 

 

 

 

① 広報ひろさき掲載 

② 弘前デザインウィー

クとして広告 

③ TVCM 

④ ラジオ CM 

⑤ クラウドファンディ

ング終了による告知 

事業日 

一般チケット販売開始 

 

 

 

 

ATV フリースポット CM20 本 

アップルウェーブ 10 本 

【協賛について】 

内容：クロスエス事業に対しての協賛依頼を実施し予算不足分を補うと共に事業へ

の理解と協力を得る。 

協賛金額：1口 10,000 円 

※協賛頂いた企業個人様には会場看板に貴社名を記載する。また、5 口以上の

大口協賛については、音楽チケット 3枚を併せて寄贈する。 

募集期間：2018 年 6 月 22 日～9月 3日までとする。 

納入方法：集金又は振込みとする。（振込先：青森銀行 津軽和徳支店 普通 １

９３２９７） 

最終チケット販売枚数 

 先行 一般 当日 合計 

ぴあ 64 80  144 

ローチケ 78 222  300 

e+ 59 103  162 

事務局  53 43 96 

会員販売  203  203 

CF 33   33 

    938 
 

参 加 人 員 ： 

会員 38 名出席 

一般市民 4033 人 

オブザーブ 弘前市広聴広報課 工藤 翔 氏 

一般社団法人松本青年会議所 安藤 将志 副理事長 

外 部 協 力 者 ： 

弘前市役所広聴広報課、弘前市役所公園緑地課、弘前市役所財産管理課、社会福祉

法人つがる三和会、弘前大学教育学部付属幼稚園、弘前大学ボランティアセンター、

弘前大学生協、弘前女子短期大学、JA相馬村農業共同組合 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

２０１７年  １月 ： 企画、運営、打ち合わせ 

２月 ： 
アーティスト交渉、フードエリア企画、クラフト・CF企画、野外ステージ企画 

日程・場所審議済 

－ 30 －

３月 ： アーティスト交渉、各団体についての協議 

４月 ： 
アーティスト決定、各団体についての協議、広報会議  

ポスターデザイナー・フードエリア出店者願・決定 

５月 ： 広報会議・製作等、各団体についての協議 

６月 ： 広報会議・製作等、広報活動、CF製作、ポスター決定・作製 

７月 ： 広報活動（ポスター配布等）、CF 開始、各団体に対しての協議 

８月 ： 広報活動（TVCM 作成・リーフレット作成等）、の各団体に対しての協議 

９月 ： 広報活動（TVCM、ラジオ CM 放送等）、開催についての各団体に対しての協議 

１０月 ： 

10 月 4 日 台風接近の為、市役所広聴広報課との開催についての協議 

10 月 5 日 前日協議の内容を踏まえ縮小の上開催を決定 

10 月 8 日 一部縮小の上 実施 

１１月 ： 事業実施報告書（協議） 

１２月 ： 事業実施報告書（審議）12 月 12 日（水） 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

7：00 

7：30 

8：00 

 

 

 

 

 

 

 

 

8：06 

8：14 

 

 

8：15 

8：21 

 

 

 

8：28 

 

 

8：33 

 

 

会場、受付準備 

受付開始 

開会宣言 

国歌斉唱 

JC ソング斉唱 

JCI クリード唱和 

JCI MISSON 並びに JCI 

VISION 唱和 

JC 宣言文朗読並びに綱

領唱和 

東北 JC 宣言唱和 
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Cross.S 事業終了 

須藤 立也理事長 

三上 恵美委員長 

川嶋 貴裕常任理事 

監事 三國 典央君 大湯 幸世君 

大場 一巧副理事長 

 

解散 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

事業目的に際し、残念ながら直前の台風の影響があり、主な目的の部分を現すコン

テンツ部分の縮小というかたちでの開催となった為、対外目的に対する部分がクラ

フト部分にのみにしか感じられず達成という成果にはならなかったと考える一方

で、目標であった来場 5000 人に対して約 4000 人もの来場者があったことやチケッ

トの売り上げをみるに、広報等のやり方に一部成果がみられた。対内目的に対して、

一部中止の中、少しでも来場者への配慮をと一致団結し事業を再構築する姿は JC運

動・活動への積極的な取り組みへの姿勢ととれ、成果を得たと考える。 

次回への引継事項 ： 

全体について 

・このクロスエス事業のような様々な人が関わる大きな予算規模の事業を行う際

には、今回のような不足の事態も想定しての事業構築が必要と強く感じた。台

風・地震等の天災の際の決行・中止における流れの決め方や、その際の対応など

もその開催場所・時期を考慮の上、事業構築内に含めていった方が良いと思いま

す。例えば、延期なども考慮にいれてみてはと思います。 

・ライブ会場までの案内バス等を手配してもとの意見がありました。予算等を鑑

みてご検討しては良いと思います。 

・本部ブースが当日の急な変更でチケット販売ブースと別れたため常時人がいな

かったり、喫煙所などの場所等の連絡等、各自がおのおのの判断で動く場面みら

れ、混乱が起きてしまった。各責任者はきちんと連絡が取れるような体制作りが

必要と感じる。委員会毎の体制づくり又は責任者がしっかりと状況把握できるよ

う事前の事業構築が必要だと考えます。 

・事業日程が、全国大会の次の日となり、ボランティアでの対応を試みたが台風

の影響によりボランティアを呼べず大幅に人数が足りなくなる状況に陥ってしま

った。やはり、最悪な事態を想定しての事業構築が必要と感じます。 

・今回、前回からの引継ぎを踏まえ各自の携帯にて連絡を取り合っていました

が、充電や連絡がつながらない等の問題が発生しました。やはり、主要の会員だ

けでもインカム等を使った連絡が必要と考えます。 

・当日控え室を用意してそちらに備品を集約する予定ではあったが、散在してし

まいましたのできちんと管理する責任者をたて、管理を集約する必要を感じた。 

・当日、元々の予定ではメンバーはフードブースにての食事の予定が中止となっ

てしまった為急遽弁当の手配となりうまく昼食が周らない問題が発生した。やは

りこちらも、事前にメンバーは弁当手配にする等、不足の事態でも対応できる事

業構築が必要と考える。 

－ 32 －

広報について 

・FB 上にて一部一般の方よりクレームが発生しました。SNS 上でのクレーム等に

対し、返答等は三役等にて協議の上行うのが良いと考えます。もしくは、クレー

ムを第三者から見えないような作り方を行うのが良いのではないかと考えます。 

・来て頂いた一般来場者より店舗数が少なすぎるとのクレームがありました。こ

ちらは、一部中止の内容を知らずにいらした結果だと思いますので、中止・一部

縮小の告知のやり方、当日は看板等のお知らせが必要と考えます。 

チケット販売について 

・チケットの販売タイミングについて、一般販売と CFでの募集の時期がずれたた

め、一部一般の方が、一般で購入してしまった為 CF に応募できずクレームが起こ

る事案が発生しました。チケットの販売に際しては細心の注意が必要と考えま

す。あくまで、CF等善意の寄付を想定した協賛を先に行う方が懸命と考えます。 

・当日券が手違いにより届かず、一般前売り券での販売となったため、当日券と

の判別がつかなくなる問題が起こりました。チケットが前日まで前売り販売とし

たために起こった問題だと考えますので、前売り販売に関して余裕をみての販

売・チケット作成を行うことが必要と考えます。 

フードブースについて 

・フードチケットに関するクレームが、フードブース中止もあいまって多く頂き

ました。こちらの内容について、チケット販売上の JSRAC 契約上の記載として

（￥900）との記載をポスター上等に述べていましたが、記載が分かりづらくなり

クレームに至りました。対応としてフードチケットはフードチケットとしての販

売、もしくは販売しない等の検討が必要と考えます。 

・フードエリアに関して、当初中止前は、各店舗でのドリンクの販売を予定して

おりましたが、当日ドリンクの配布が JC ブースのみとなった為、急遽、一部販売

へとなりました。こちらも一部中止・縮小時はどうするかを事業構築中に考える

必要があると感じます。 

・今回は中止となりましたが、フードブースに出店者を募る際は公募を行い、出

展料をとることが良いのではないかという意見がありました。出店者が決定後出

店したいとの連絡が 2件ほどありましたので、次回より考慮してはと思います。 

・フードブースにて飲み物の氷が多かった、鍋の分量がわからなかった、鍋のレ

シピが分からなかった等、準備不足が目立った部分があったのでキチンと想定し

て対応することが大事だと感じます。特に料理は想定が難しいので事前にきちん

とだれでも出来るレジュメ等の作成が必要と感じます。 

・前売り分の鍋に関して先着 400 人分を想定して足りない分をドリンクとしての

ぞみましたが、その他フードブースもなく集中し結果クレームへとなってしまい

ました。やはり、先着での客足誘導ではなくあくまでサービスではありますが、

人数分の確保は必要と感じます。 

・フードブースに音響がなかったため急遽有志による設えとなりました。前の日

までの想定とは違うとはいえやはり、事前での対応策を作っておくべきと考えま

す。 
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－ 33 －121120



・急な設えとなったため各ブースにおける看板やフードメニュー等がなく、当日

の電気量も足りないなどの混乱が起こった。看板等手づくりでもかまわないので

作ることや、電気量等もぎりぎりまで確認して手配が必要と考える。 

委 員 長 所 見 ： 

初めて委員長として大きな事業に挑むこととなりましたが、入会して間もなくだっ

たこともあり無知の状態からのスタートとなりました。これまでの先輩方が行った

事業を知る事から始まり、思いを引継ぎ更に自分の思いを乗せ、弘前の魅力を伝え

るにはどう構築していくべきなのかを悩み続けましたが、委員会のメンバーや現役

メンバーの助言や協力により企画から開催まで実施することができました。 

悔やまれるのは、体調不良により委員長が不在となった期間があった、天候のせい

とはいえ予定の半分だけの開催となってしまった、多くの方々に迷惑をかけてしま

った事です。 

何事もあらゆる事を想定・計画・実行を迅速に進めていく必要性を非常に強く感じ

ました。大きな事業に関わり、貴重な学びや経験をさせて頂きました。今後の運動

や活動にも繋げ活かしていければと思います。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： ￥7,799,187 

（ 事 業 費 ）  ： ￥7,799,187 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： ￥8,176,530 

 

  

－ 34 －

公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： なし 

事 業 名 ： あおいりんご №376 

職 務 分 掌 ： あおいりんごの作成、発行 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

明るい豊かな社会を目指し、まちづくりに深く関わりを持つ我々の運動や事業内容

を市民や各種団体に理解して頂き、伝統や文化、豊かな自然、地域の魅力について

の関心が薄れないようにしていく事が必要である。 

意義・目的（対外） ： 

我々の運動が市民の皆様に正しく理解され、共に推進していただく事で、先人の功

績や想いを受け継ぐ事や、まちづくりの一歩となる地域への親しみや愛着を育む事

を目的とする。 

意義・目的（対内） ： 

各種事業、実施された様子や今後の予定や計画などの詳細を、現役会員が共に理解

し合える内容とし、特別会員や事業に参加出来なかった会員とも情報を共有し絆を

深め、まちづくりの力に生かす事を目的とする。 

実 施 日 時 ：  2018 年 3 月 26 日（月） 

実施場所・会場 ：  適宜 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ：  特別会員、各種団体 

対 内 ：  会員 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

あおいりんご№376の作成、発行／モノクロ 4ページ構成（A3両面 2つ折り） 

掲載内容 

1 ページ目 

弘前青年会議所新年祝賀会 

理事長より 

2 ページ目 

各地新年祝賀会（BL 含む） 

日本青年会議所の活動（顧問 清藤 洋介 君） 

通常総会 

雪燈籠まつり（雪灯籠製作、雪明り） 

3 ページ目 

2 月例会 

3 月例会 

京都会議・金沢会議 

あおいりんご No.376 

● 委員会名 ： ＢＩＧ ＵＰプロジェクト 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 大場 一巧 ／ 川嶋 貴裕 ／ 三上 恵美 
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・急な設えとなったため各ブースにおける看板やフードメニュー等がなく、当日

の電気量も足りないなどの混乱が起こった。看板等手づくりでもかまわないので

作ることや、電気量等もぎりぎりまで確認して手配が必要と考える。 

委 員 長 所 見 ： 

初めて委員長として大きな事業に挑むこととなりましたが、入会して間もなくだっ

たこともあり無知の状態からのスタートとなりました。これまでの先輩方が行った

事業を知る事から始まり、思いを引継ぎ更に自分の思いを乗せ、弘前の魅力を伝え

るにはどう構築していくべきなのかを悩み続けましたが、委員会のメンバーや現役

メンバーの助言や協力により企画から開催まで実施することができました。 

悔やまれるのは、体調不良により委員長が不在となった期間があった、天候のせい

とはいえ予定の半分だけの開催となってしまった、多くの方々に迷惑をかけてしま

った事です。 

何事もあらゆる事を想定・計画・実行を迅速に進めていく必要性を非常に強く感じ

ました。大きな事業に関わり、貴重な学びや経験をさせて頂きました。今後の運動

や活動にも繋げ活かしていければと思います。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： ￥7,799,187 

（ 事 業 費 ）  ： ￥7,799,187 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： ￥8,176,530 

 

  

－ 34 －

公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： なし 

事 業 名 ： あおいりんご №376 

職 務 分 掌 ： あおいりんごの作成、発行 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

明るい豊かな社会を目指し、まちづくりに深く関わりを持つ我々の運動や事業内容

を市民や各種団体に理解して頂き、伝統や文化、豊かな自然、地域の魅力について

の関心が薄れないようにしていく事が必要である。 

意義・目的（対外） ： 

我々の運動が市民の皆様に正しく理解され、共に推進していただく事で、先人の功

績や想いを受け継ぐ事や、まちづくりの一歩となる地域への親しみや愛着を育む事

を目的とする。 

意義・目的（対内） ： 

各種事業、実施された様子や今後の予定や計画などの詳細を、現役会員が共に理解

し合える内容とし、特別会員や事業に参加出来なかった会員とも情報を共有し絆を

深め、まちづくりの力に生かす事を目的とする。 

実 施 日 時 ：  2018 年 3 月 26 日（月） 

実施場所・会場 ：  適宜 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ：  特別会員、各種団体 

対 内 ：  会員 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

あおいりんご№376の作成、発行／モノクロ 4ページ構成（A3両面 2つ折り） 

掲載内容 

1 ページ目 

弘前青年会議所新年祝賀会 

理事長より 

2 ページ目 

各地新年祝賀会（BL 含む） 

日本青年会議所の活動（顧問 清藤 洋介 君） 

通常総会 

雪燈籠まつり（雪灯籠製作、雪明り） 

3 ページ目 

2 月例会 

3 月例会 

京都会議・金沢会議 

あおいりんご No.376 

● 委員会名 ： ＢＩＧ ＵＰプロジェクト 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 大場 一巧 ／ 川嶋 貴裕 ／ 三上 恵美 
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出向（青森ブロックアカデミー大学、東北地区ゼミナール） 

4 ページ目 

メンバー紹介 

委員会紹介、事業紹介 

新メンバー抱負 

会員拡大告知 

外 部 協 力 者 ：  なし 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2018 年 1月 ： 紙面コマ割りレイアウト作成 

2 月 : 
記事依頼・作成、写真収集、配布先整理、見積依頼 

記事編集・校正 

3 月 ： 

3 月 5日（月） 最終校正 

3 月 12 日（月） レイアウト作成依頼・入稿打合せ 

3 月 23 日（金） 理事会審議  

3 月 26 日（月） 発行・発送・配信ＨＰ 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

我々の運動が市民の皆様に正しく理解され、まちづくりの一歩となることが目的で

すが、成果としてはあまり実感ができませんでした。まずは現役会員を通じ、配布

された方々にこの広報が理解して頂いているかのリサーチなど、今後も魅力ある内

容を考え、どう発信するべきかを検討し続ける事の必要性を感じました。 

次回への引継ぎ 

事 項 
： 

・記事を書く担当者は委員内・外の会員か統一し、委員外の会員に記事を頼む場合

は、〆切など時間に余裕をもって依頼した方が良い。 

委 員 長 所 見 ： 

 初めての広報作成で、手順がわからなかった部分や誤字脱字など多かった為、校

正や入稿が予定より遅くなってしまったので次回はスムーズに進められるようにし

たいと思いました。今回の記事を見て少しでも興味を持ってくれる方がいたと信じ、

次回も魅力ある記事になるよう取組みたいと思います。 

 

決      算   決算書 

決 算 額 ： ￥28,080 

（うち事業費） ：  

（うち管理費） ： ￥28,080 

予 算 総 額 ： ￥120,000 

 

  

－ 36 －

公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： なし 

事 業 名 ： あおいりんご №377 

職 務 分 掌 ： あおいりんごの作成、発行 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

明るい豊かな社会を目指し、まちづくりに深く関わりを持つ我々の運動や事業内容

を市民や各種団体に理解して頂き、伝統や文化、豊かな自然、地域の魅力について

の関心が薄れないようにしていく事が必要である。 

意義・目的（対外） ： 

我々の運動が市民の皆様に正しく理解され、共に推進していただく事で、先人の

功績や想いを受け継ぐ事や、まちづくりの一歩となる地域への親しみや愛着を育

む事を目的とする。 

意義・目的（対内） ： 

各種事業、実施された様子や今後の予定や計画などの詳細を、現役会員が共に理

解し合える内容とし、特別会員や事業に参加出来なかった会員とも情報を共有し

絆を深め、まちづくりの力に生かす事を目的とする。  

実 施 日 時 ：  2018 年 8 月 28 日（火）発送日 

実施場所・会場 ：  適宜 

事 業 の 対 象 者    

対 外 ：  特別会員、各種団体 

対 内 ：  会員 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

あおいりんご№377の作成、発行 8月末 モノクロ 4ページ構成（A3両面 2つ折り） 

掲載内容 

1 ページ目 

剛情張大太鼓 

ちびっ子ねぷたのお通りだい 

2 ページ目 

青森ブロック大会（八戸） 

全国城下町シンポジウム（松江） 

ASPAC 鹿児島大会 

サマーコンファレンス（横浜） 

津軽藩士殉難慰霊祭・しれとこ斜里ねぷた（斜里） 

会頭訪問 

3 ページ目 

2018 年度平成まんじ札 

あおいりんご №377 

● 委員会名 ： ＢＩＧ ＵＰプロジェクト 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 大場 一巧 ／ 川嶋 貴裕 ／ 三上 恵美 

－ 37 －125124



出向（青森ブロックアカデミー大学、東北地区ゼミナール） 

4 ページ目 

メンバー紹介 

委員会紹介、事業紹介 

新メンバー抱負 

会員拡大告知 

外 部 協 力 者 ：  なし 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2018 年 1月 ： 紙面コマ割りレイアウト作成 

2 月 : 
記事依頼・作成、写真収集、配布先整理、見積依頼 

記事編集・校正 

3 月 ： 

3 月 5日（月） 最終校正 

3 月 12 日（月） レイアウト作成依頼・入稿打合せ 

3 月 23 日（金） 理事会審議  

3 月 26 日（月） 発行・発送・配信ＨＰ 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

我々の運動が市民の皆様に正しく理解され、まちづくりの一歩となることが目的で

すが、成果としてはあまり実感ができませんでした。まずは現役会員を通じ、配布

された方々にこの広報が理解して頂いているかのリサーチなど、今後も魅力ある内

容を考え、どう発信するべきかを検討し続ける事の必要性を感じました。 

次回への引継ぎ 

事 項 
： 

・記事を書く担当者は委員内・外の会員か統一し、委員外の会員に記事を頼む場合

は、〆切など時間に余裕をもって依頼した方が良い。 

委 員 長 所 見 ： 

 初めての広報作成で、手順がわからなかった部分や誤字脱字など多かった為、校

正や入稿が予定より遅くなってしまったので次回はスムーズに進められるようにし

たいと思いました。今回の記事を見て少しでも興味を持ってくれる方がいたと信じ、

次回も魅力ある記事になるよう取組みたいと思います。 

 

決      算   決算書 

決 算 額 ： ￥28,080 

（うち事業費） ：  

（うち管理費） ： ￥28,080 

予 算 総 額 ： ￥120,000 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： なし 

事 業 名 ： あおいりんご №377 

職 務 分 掌 ： あおいりんごの作成、発行 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

明るい豊かな社会を目指し、まちづくりに深く関わりを持つ我々の運動や事業内容

を市民や各種団体に理解して頂き、伝統や文化、豊かな自然、地域の魅力について

の関心が薄れないようにしていく事が必要である。 

意義・目的（対外） ： 

我々の運動が市民の皆様に正しく理解され、共に推進していただく事で、先人の

功績や想いを受け継ぐ事や、まちづくりの一歩となる地域への親しみや愛着を育

む事を目的とする。 

意義・目的（対内） ： 

各種事業、実施された様子や今後の予定や計画などの詳細を、現役会員が共に理

解し合える内容とし、特別会員や事業に参加出来なかった会員とも情報を共有し

絆を深め、まちづくりの力に生かす事を目的とする。  

実 施 日 時 ：  2018 年 8 月 28 日（火）発送日 

実施場所・会場 ：  適宜 

事 業 の 対 象 者    

対 外 ：  特別会員、各種団体 

対 内 ：  会員 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

あおいりんご№377の作成、発行 8月末 モノクロ 4ページ構成（A3両面 2つ折り） 

掲載内容 

1 ページ目 

剛情張大太鼓 

ちびっ子ねぷたのお通りだい 

2 ページ目 

青森ブロック大会（八戸） 

全国城下町シンポジウム（松江） 

ASPAC 鹿児島大会 

サマーコンファレンス（横浜） 

津軽藩士殉難慰霊祭・しれとこ斜里ねぷた（斜里） 

会頭訪問 

3 ページ目 

2018 年度平成まんじ札 

あおいりんご №377 

● 委員会名 ： ＢＩＧ ＵＰプロジェクト 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 大場 一巧 ／ 川嶋 貴裕 ／ 三上 恵美 
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わんぱく相撲津軽地区大会 5月 20 日・全国大会 7月 29 日 

4～8月例会 

第 100 回通常総会 

アカデミー大学 

4 ページ目 

Cross.S 告知 

新会員紹介 

会員拡大告知 

外 部 協 力 者 ：  なし 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2018 年  5 月 ： 紙面コマ割りレイアウト作成 

6 月 

7 月 
： 

記事依頼・作成、写真収集、配布先整理、見積依頼 

記事編集・校正 

8 月 ： 

8 月 17 日（金） レイアウト作成依頼・入稿打合せ 

8 月 25 日（金） 理事会審議 

8 月 27 日（月） 入稿 

8 月 28 日（火） 発行・発送・配信ＨＰ  

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

あおいりんごを通して例会や各委員会の事業についてなどをメンバー及び特別会

員、外部団体に提供してまいりましたが、とくにメンバー同士または新規会員との

情報共有としても役立てたのではないかと思われます。 

次回への引継ぎ 

事 項 
： 

・記事を委員に頼む際、期日に合わせ回収できるよう、〆切や記事についてなど綿

密にコミュニケーションを取りながら進めた方が良い。 

・ホームページへの掲載を忘れないようにする。 

委 員 長 所 見 ： 

 全ての記事を各委員に依頼することで、〆切ギリギリになってしまったので、計

画的に進めれるよう取り組みたい。あおいりんごは、我々の活動のイメージにも繋

がるので、より想いが伝わり惹きつけられるような記事やレイアウトとは何かを考

えていきたいと思いました。 

 

決      算   決算書 

決 算 額 ： ￥28,080 

（うち事業費）   

（うち管理費） 
 ￥28,080 円 

 

予 算 総 額 
  

￥120,000 円 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： なし 

事 業 名 ： あおいりんご №378 

職 務 分 掌 ： あおいりんごの作成、発行 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 : 

明るい豊かな社会を目指し、まちづくりに深く関わりを持つ我々の運動や事業内容

を市民や各種団体に理解して頂き、伝統や文化、豊かな自然、地域の魅力について

の関心が薄れないようにしていく事が必要である。  

意義・目的（対外） 

： 

我々の運動が市民の皆様に正しく理解され、共に推進していただく事で、先人の功

績や想いを受け継ぐ事や、まちづくりの一歩となる地域への親しみや愛着を育む事

を目的とする。 

意義・目的（対内） 

： 

各種事業、実施された様子や今後の予定や計画などの詳細を、現役会員が共に理解

し合える内容とし、特別会員や事業に参加出来なかった会員とも情報を共有し絆を

深め、まちづくりの力に生かす事を目的とする。  

実 施 日 時 ：  2018 年 11 月 26日（月）  

実施場所・会場 ：  適宜 

事 業 の 対 象 者    

対 外 ：  特別会員、各種団体 

対 内 ：  会員 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

あおいりんご№378の作成、発行 

モノクロ 6ページ構成（A3 両面 2つ折り、Ａ4両面） 

掲載内容 

1 ページ目 

次年度 理事長候補者紹介 

ユースサポート事業 

2 ページ目 

クロスエス事業 

平成まんじ札 

青森 JC と弘前 JC とのゴルフコンペ 

3～4ページ目 

対談 理事長と次年度理事長候補者 

5 ページ目 

9 月例会  

あおいりんご №378 

● 委員会名 ： ＢＩＧ ＵＰプロジェクト 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 大場 一巧 ／ 川嶋 貴裕 ／ 三上 恵美 
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わんぱく相撲津軽地区大会 5月 20 日・全国大会 7月 29 日 

4～8月例会 

第 100 回通常総会 

アカデミー大学 

4 ページ目 

Cross.S 告知 

新会員紹介 

会員拡大告知 

外 部 協 力 者 ：  なし 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2018 年  5 月 ： 紙面コマ割りレイアウト作成 

6 月 

7 月 
： 

記事依頼・作成、写真収集、配布先整理、見積依頼 

記事編集・校正 

8 月 ： 

8 月 17 日（金） レイアウト作成依頼・入稿打合せ 

8 月 25 日（金） 理事会審議 

8 月 27 日（月） 入稿 

8 月 28 日（火） 発行・発送・配信ＨＰ  

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

あおいりんごを通して例会や各委員会の事業についてなどをメンバー及び特別会

員、外部団体に提供してまいりましたが、とくにメンバー同士または新規会員との

情報共有としても役立てたのではないかと思われます。 

次回への引継ぎ 

事 項 
： 

・記事を委員に頼む際、期日に合わせ回収できるよう、〆切や記事についてなど綿

密にコミュニケーションを取りながら進めた方が良い。 

・ホームページへの掲載を忘れないようにする。 

委 員 長 所 見 ： 

 全ての記事を各委員に依頼することで、〆切ギリギリになってしまったので、計

画的に進めれるよう取り組みたい。あおいりんごは、我々の活動のイメージにも繋

がるので、より想いが伝わり惹きつけられるような記事やレイアウトとは何かを考

えていきたいと思いました。 

 

決      算   決算書 

決 算 額 ： ￥28,080 

（うち事業費）   

（うち管理費） 
 ￥28,080 円 

 

予 算 総 額 
  

￥120,000 円 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： なし 

事 業 名 ： あおいりんご №378 

職 務 分 掌 ： あおいりんごの作成、発行 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 : 

明るい豊かな社会を目指し、まちづくりに深く関わりを持つ我々の運動や事業内容

を市民や各種団体に理解して頂き、伝統や文化、豊かな自然、地域の魅力について

の関心が薄れないようにしていく事が必要である。  

意義・目的（対外） 

： 

我々の運動が市民の皆様に正しく理解され、共に推進していただく事で、先人の功

績や想いを受け継ぐ事や、まちづくりの一歩となる地域への親しみや愛着を育む事

を目的とする。 

意義・目的（対内） 

： 

各種事業、実施された様子や今後の予定や計画などの詳細を、現役会員が共に理解

し合える内容とし、特別会員や事業に参加出来なかった会員とも情報を共有し絆を

深め、まちづくりの力に生かす事を目的とする。  

実 施 日 時 ：  2018 年 11 月 26日（月）  

実施場所・会場 ：  適宜 

事 業 の 対 象 者    

対 外 ：  特別会員、各種団体 

対 内 ：  会員 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

あおいりんご№378の作成、発行 

モノクロ 6ページ構成（A3 両面 2つ折り、Ａ4両面） 

掲載内容 

1 ページ目 

次年度 理事長候補者紹介 

ユースサポート事業 

2 ページ目 

クロスエス事業 

平成まんじ札 

青森 JC と弘前 JC とのゴルフコンペ 

3～4ページ目 

対談 理事長と次年度理事長候補者 

5 ページ目 

9 月例会  

あおいりんご №378 

● 委員会名 ： ＢＩＧ ＵＰプロジェクト 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 大場 一巧 ／ 川嶋 貴裕 ／ 三上 恵美 
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11 月例会 

ＪＣ研修 

防災事業 

全国大会 

JCI 世界会議（インド・ゴア） 

日本ＪＣ出向者報告 

苗栗 

6 ページ目 

2018 年卒業生紹介 

会員拡大募集告知 

外 部 協 力 者 ：  なし 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2018 年   10 月 ： 
紙面コマ割りレイアウト作成 

記事依頼・作成、写真収集、配布先整理、見積依頼、記事編集・校正 

11 月 ： 

11 月 1 日（木） レイアウト作成依頼・入稿打合せ 

11 月 7 日（水） 入稿 

11 月 16 日（金） 事前配信 

11 月 22 日（木） 理事会審議 

11 月 26 日（月） 発行・発送 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

地域で行われている運動や活動の内容を発信することで、まちづくりへの関心を

高めることや、今回掲載した理事長対談という記事からも、事業を行っている青年

会議所への理解を深める良い機会になったのではないかと思います。 

次回への引継ぎ 

事項 
： 

・年度後半の発行が発行月に協議・審議となってしまうので、企画段階からスケジ

ュールを早めに計画して行うこと。 

・発行部数は発送数の他、予備に必要な部数は余らせないよう精査して発注するこ

と。 

・理事長対談を行う際は会員のオブザーバー参加の為にも連絡を早めにすること。 

・ホームページへの掲載は発送日の前になるべく早く依頼をした方が良い。 

委 員 長 所 見 ： 

 一年間あおいりんごの製作に携わり、私自身が各事業についてや参加できなかっ

た活動や運動を知る機会にもなりました。 

情報を発信することの大切さ、伝え方の重要さを学ぶことができ貴重な経験をさせ

ていただきました。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： 37,152 円 

（うち事業費）   

（うち管理費）  37,152 円 

予 算 総 額  120,000 円 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 公 1 地域社会の健全な発展に寄与する事業 

事 業 名 ： 復活！！剛情張大太鼓事業 

職 務 分 掌 ： 地域の魅力検討事業 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

弘前にある伝統文化の中には、魅力がありながらも活用される機会の少なくなっ

たモノがあります。その中の１つに剛情張大太鼓があります。後継者不足や太鼓本

体の劣化等で運行が困難になりましたが、今一度存続の可能性を見出し次の世代へ

と継承していく必要があります。 

意義・目的（対外） ： 

市内外の人たちに先人達が造り上げた伝統文化である剛情張大太鼓の存在と、抱

える問題点を知ってもらい、市及び各種団体と協働する中で存続の可能性を見出し

次の世代へ継承する事を目的とする。 

意義・目的（対内） ： 
弘前の伝統文化である剛情張大太鼓と向き合う事で弘前の歴史や魅力を理解し、

郷土愛を深める事を目的とする。 

実 施 日 時 ： 2018 年 8月 1日（水） 17 時 30 分～23 時 01 分 

実施場所・会場 ： 弘前ねぷたまつり合同運行 土手町コース 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ： 市民、観光客 

対 内 ： 会員 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

① 剛情張大太鼓の魅力と、抱える課題・問題点を公開練習の実施やねぷたまつり

合同運行への参加を通して広く周知した。 

② 市や関係団体と協同するなかで存続の可能性を見出し、次の世代へ継承した。 

③ 若い世代の叩き手を育成することで、剛情張大太鼓のみならず、ねぷたまつり

への理解と愛着を深めた。 

④ 計 14回練習実施し、内 2回を観光館での公開練習をし技術の継承をした。 

⑤ 過去に剛情張大太鼓に叩き手として参加してた方を呼び、バチの作成方法やた

たき方のコツ等の技術継承をした。 

参 加 人 員 ： 会員 37 人 一般 19人 

外 部 協 力 者 ： 
太田市新田商工会青年部 18 人 斜里青年会議所 5人 一般 19 人 計 79 人 

弘前市観光政策課 観光コンベンション協会 

 

 

 

地域の魅力再発掘事業 

● 委員会名 ： まつり継承 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 葛西 晋 ／ 太田 脩皓 ／ 大藪 貴雄 
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11 月例会 

ＪＣ研修 

防災事業 

全国大会 

JCI 世界会議（インド・ゴア） 

日本ＪＣ出向者報告 

苗栗 

6 ページ目 

2018 年卒業生紹介 

会員拡大募集告知 

外 部 協 力 者 ：  なし 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2018 年   10 月 ： 
紙面コマ割りレイアウト作成 

記事依頼・作成、写真収集、配布先整理、見積依頼、記事編集・校正 

11 月 ： 

11 月 1 日（木） レイアウト作成依頼・入稿打合せ 

11 月 7 日（水） 入稿 

11 月 16 日（金） 事前配信 

11 月 22 日（木） 理事会審議 

11 月 26 日（月） 発行・発送 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

地域で行われている運動や活動の内容を発信することで、まちづくりへの関心を

高めることや、今回掲載した理事長対談という記事からも、事業を行っている青年

会議所への理解を深める良い機会になったのではないかと思います。 

次回への引継ぎ 

事項 
： 

・年度後半の発行が発行月に協議・審議となってしまうので、企画段階からスケジ

ュールを早めに計画して行うこと。 

・発行部数は発送数の他、予備に必要な部数は余らせないよう精査して発注するこ

と。 

・理事長対談を行う際は会員のオブザーバー参加の為にも連絡を早めにすること。 

・ホームページへの掲載は発送日の前になるべく早く依頼をした方が良い。 

委 員 長 所 見 ： 

 一年間あおいりんごの製作に携わり、私自身が各事業についてや参加できなかっ

た活動や運動を知る機会にもなりました。 

情報を発信することの大切さ、伝え方の重要さを学ぶことができ貴重な経験をさせ

ていただきました。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： 37,152 円 

（うち事業費）   

（うち管理費）  37,152 円 

予 算 総 額  120,000 円 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 公 1 地域社会の健全な発展に寄与する事業 

事 業 名 ： 復活！！剛情張大太鼓事業 

職 務 分 掌 ： 地域の魅力検討事業 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

弘前にある伝統文化の中には、魅力がありながらも活用される機会の少なくなっ

たモノがあります。その中の１つに剛情張大太鼓があります。後継者不足や太鼓本

体の劣化等で運行が困難になりましたが、今一度存続の可能性を見出し次の世代へ

と継承していく必要があります。 

意義・目的（対外） ： 

市内外の人たちに先人達が造り上げた伝統文化である剛情張大太鼓の存在と、抱

える問題点を知ってもらい、市及び各種団体と協働する中で存続の可能性を見出し

次の世代へ継承する事を目的とする。 

意義・目的（対内） ： 
弘前の伝統文化である剛情張大太鼓と向き合う事で弘前の歴史や魅力を理解し、

郷土愛を深める事を目的とする。 

実 施 日 時 ： 2018 年 8月 1日（水） 17 時 30 分～23 時 01 分 

実施場所・会場 ： 弘前ねぷたまつり合同運行 土手町コース 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ： 市民、観光客 

対 内 ： 会員 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

① 剛情張大太鼓の魅力と、抱える課題・問題点を公開練習の実施やねぷたまつり

合同運行への参加を通して広く周知した。 

② 市や関係団体と協同するなかで存続の可能性を見出し、次の世代へ継承した。 

③ 若い世代の叩き手を育成することで、剛情張大太鼓のみならず、ねぷたまつり

への理解と愛着を深めた。 

④ 計 14回練習実施し、内 2回を観光館での公開練習をし技術の継承をした。 

⑤ 過去に剛情張大太鼓に叩き手として参加してた方を呼び、バチの作成方法やた

たき方のコツ等の技術継承をした。 

参 加 人 員 ： 会員 37 人 一般 19人 

外 部 協 力 者 ： 
太田市新田商工会青年部 18 人 斜里青年会議所 5人 一般 19 人 計 79 人 

弘前市観光政策課 観光コンベンション協会 

 

 

 

地域の魅力再発掘事業 

● 委員会名 ： まつり継承 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 葛西 晋 ／ 太田 脩皓 ／ 大藪 貴雄 
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事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

２０１７年１０月 ： 委員会にて検討 

１１月 ： 委員会にて検討 

１２月 ： 各所に訪問し挨拶、打ち合わせ 

２０１８年  １月 ： 企画打合せ 

２月 ： 企画打合せ 

３月 ： 企画打合せ 事業実施計画書（協議） 

４月 ： 企画打合せ 協賛金募集 事業実施計画書（協議） 

５月 ： 

企画打合せ 協賛金募集  太鼓のたたき手募集 

21 日/前灯篭骨組み移動 21 日/練習場所設営 

事業実施計画書（協議） 

丸魚さんから運行時の備品借りる 

６月 ： 
企画打合せ 協賛金募集 事業実施計画書（審議） 

太鼓練習 

７月 ： 

企画打合せ 協賛金募集 10 日/協賛金締切 

太鼓練習 

12 日 公開練習 

22 日 公開練習 

８月１日 ： 実施 お礼状配布 報告 

１０月 ： 事業実施報告書（協議） 

１１月 ： 事業実施報告書（審議） 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

17：30 

19：00 

19：30 

19：40 

21：26 

22：06 

22：18 

22：50 

23：01 

委員会メンバー、叩き手集合 

メンバー集合 

最終ミーティング 

コミュニケーションタイム 

出陣 

運行終了 

剛情張大太鼓ねぷた小屋戻り 

剛情張大太鼓小屋搬入 

担当委員長挨拶・記念撮影 

 

運行準備・各種打ち合わせ 

 

 

 

上土手町から剛情張大太鼓をけん引でねぷた小屋へ移

動 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

太鼓の叩き手は 20 代の人達が中心となり練習や運行を行う事ができ、技術面での

継承をすることが出来たといえます。太鼓を叩く以外にも、叩くために革を張る作

業、練習方法、太鼓を動かすコツ等様々な事を教えて頂き継承することができまし

た。 

 運行の際も剛情張大太鼓が運行されなくなった経緯や今回運行した理由を本部

からのアナウンスで観客への周知もすることができました。 
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次回への引継事項 ： 

<準備編> 

・来年度以降は練習場所も探す必要がある。 

・今年度は太鼓で戻りのリズムを練習してこなかったが、来年からはやってみて

もいいかもしれない。 

・小屋からの出し入れのやり方をもっと練習し、スムーズに取り回しできるよう

にする必要がある。 

・叩き手引き手の人集めの手法をもっと考えて多く集まるようにするべきだっ

た。 

・多くの備品は丸魚の小野先輩から賃借し、来年以降も貸していただけるとのこ

と。 

・叩き手で一番多く協力して頂けたのは弘前大学のサークルの囃子組でしたが、

今年度で卒業する人も多くいるので来年度どうするかは再考する必要がある。 

弘前ねぷた参加団体協議会と弘前ねぷたまつり合同運行安全会議には出席する必

要がある。 

<運行編> 

・太鼓のライトアップの角度に叩く人の影が写りかっこよかったと講評でした。 

・運行時笛があっても良かったかもしれない。 

・小屋に戻る際のけん引のやり方を考え直す必要がある。 

・運行終了し小屋へ戻るルートを弘前市役所観光政策課に相談してみてもいいか

もしれない。 

・半纏を貸し出す際にリストを作ればよかった。 

・本体の動かし方に関する会議や、誘導などに関する事前講習を行うなどの対応

があったほうがよかった。 

委 員 長 所 見 ： 

 ねぷたについてほぼ無知な状態から始まった本事業でしたが、太田市新田商工会

青年部、斜里青年会議所、弘前青年会議所等、協力して頂いた皆様のおかげで無事

に運行まで辿り着くことができました。弘前青年会議所の会員にもねぷたに参加し

た事ない人が結構いましたが、今回をきっかけにねぷたに関わり続けてもらいねぷ

たを今まで以上に盛り上げていければいいと感じています。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： ¥193,427 

（ 事 業 費 ）  ： ¥193,427 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： ¥200,000 
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事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

２０１７年１０月 ： 委員会にて検討 

１１月 ： 委員会にて検討 

１２月 ： 各所に訪問し挨拶、打ち合わせ 

２０１８年  １月 ： 企画打合せ 

２月 ： 企画打合せ 

３月 ： 企画打合せ 事業実施計画書（協議） 

４月 ： 企画打合せ 協賛金募集 事業実施計画書（協議） 

５月 ： 

企画打合せ 協賛金募集  太鼓のたたき手募集 

21 日/前灯篭骨組み移動 21 日/練習場所設営 

事業実施計画書（協議） 

丸魚さんから運行時の備品借りる 

６月 ： 
企画打合せ 協賛金募集 事業実施計画書（審議） 

太鼓練習 

７月 ： 

企画打合せ 協賛金募集 10 日/協賛金締切 

太鼓練習 

12 日 公開練習 

22 日 公開練習 

８月１日 ： 実施 お礼状配布 報告 

１０月 ： 事業実施報告書（協議） 

１１月 ： 事業実施報告書（審議） 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

17：30 

19：00 

19：30 

19：40 

21：26 

22：06 

22：18 

22：50 

23：01 

委員会メンバー、叩き手集合 

メンバー集合 

最終ミーティング 

コミュニケーションタイム 

出陣 

運行終了 

剛情張大太鼓ねぷた小屋戻り 

剛情張大太鼓小屋搬入 

担当委員長挨拶・記念撮影 

 

運行準備・各種打ち合わせ 

 

 

 

上土手町から剛情張大太鼓をけん引でねぷた小屋へ移

動 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

太鼓の叩き手は 20 代の人達が中心となり練習や運行を行う事ができ、技術面での

継承をすることが出来たといえます。太鼓を叩く以外にも、叩くために革を張る作

業、練習方法、太鼓を動かすコツ等様々な事を教えて頂き継承することができまし

た。 

 運行の際も剛情張大太鼓が運行されなくなった経緯や今回運行した理由を本部

からのアナウンスで観客への周知もすることができました。 
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次回への引継事項 ： 

<準備編> 

・来年度以降は練習場所も探す必要がある。 

・今年度は太鼓で戻りのリズムを練習してこなかったが、来年からはやってみて

もいいかもしれない。 

・小屋からの出し入れのやり方をもっと練習し、スムーズに取り回しできるよう

にする必要がある。 

・叩き手引き手の人集めの手法をもっと考えて多く集まるようにするべきだっ

た。 

・多くの備品は丸魚の小野先輩から賃借し、来年以降も貸していただけるとのこ

と。 

・叩き手で一番多く協力して頂けたのは弘前大学のサークルの囃子組でしたが、

今年度で卒業する人も多くいるので来年度どうするかは再考する必要がある。 

弘前ねぷた参加団体協議会と弘前ねぷたまつり合同運行安全会議には出席する必

要がある。 

<運行編> 

・太鼓のライトアップの角度に叩く人の影が写りかっこよかったと講評でした。 

・運行時笛があっても良かったかもしれない。 

・小屋に戻る際のけん引のやり方を考え直す必要がある。 

・運行終了し小屋へ戻るルートを弘前市役所観光政策課に相談してみてもいいか

もしれない。 

・半纏を貸し出す際にリストを作ればよかった。 

・本体の動かし方に関する会議や、誘導などに関する事前講習を行うなどの対応

があったほうがよかった。 

委 員 長 所 見 ： 

 ねぷたについてほぼ無知な状態から始まった本事業でしたが、太田市新田商工会

青年部、斜里青年会議所、弘前青年会議所等、協力して頂いた皆様のおかげで無事

に運行まで辿り着くことができました。弘前青年会議所の会員にもねぷたに参加し

た事ない人が結構いましたが、今回をきっかけにねぷたに関わり続けてもらいねぷ

たを今まで以上に盛り上げていければいいと感じています。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： ¥193,427 

（ 事 業 費 ）  ： ¥193,427 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： ¥200,000 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： なし 

事 業 名 ： 2018 年度 卒業式  

職 務 分 掌 ： 2018 年度 卒業式の企画・運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

弘前青年会議所では、定款第 2章第 6条にあるとおり会員の規定として「20 歳以上

40 歳未満の品格ある青年」と定められております。そして 2018 年度に満 40 歳とな

って卒業する会員の新たな門出を祝うと共に、これまで青年会議所運動に貢献して

頂いた感謝を伝える必要があります。 

意義・目的（対外） ： 
 

意義・目的（対内） ： 

卒業を迎える会員に対し、感謝の気持ちを伝え門出を祝うと共に、卒業される会員

が現役会員に想いを継承する場とし、現役会員の今後の JC運動に対する更なる意識

の向上を目的とする。 

実 施 日 時 ： 2018 年 12 月 4日(火)19：00～21：04（18：30～受付） 

実施場所・会場 ： ＲＡＧＬＥＹ（ラグリー）青森県弘前市野田 1-4-1 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ： 特別会員・OB会員、オブザーバー 

対 内 ： 現役会員 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

●４０歳を迎え、（公社）弘前青年会議所をご卒業されるメンバーを送り出す為の

卒業式の企画運営を行う。 

会費：10,000 円 

参 加 人 員 ： 全 60 名（卒業生 4名 現役メンバー41名 特別会員 15名 事務局員 1名） 

外 部 協 力 者 ： なし 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

２０１８年  ６月 ： 企画・準備・会場仮予約・開催日決定 

７月 ： 企画・準備 

８月 ： 企画・準備 

９月 ： 企画・準備・会場予約・案内文精査 

１０月 ： 企画・準備・案内文部分審議・発送 

１１月 ： 企画・準備・出欠確認 

2018 年度卒業式 

● 委員会名 ： まつり継承 委員会 

● 副理事長／常任理事 ： 葛西 晋 ／ 太田 修皓 ／ 大藪 貴雄 
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１２月４日 ： 実施 

～１２月１２日 ： 反省及び振り返り・報告書作成・上程・審議 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

15:00 

16:00 

17:30 

18:30 

18:55 

 

19:00 

19:01 

19:05 

19:14 

19:19 

19:50 

20:13 

20:23 

20:40 

20:50 

20:50 

20:57 

21:00 

21:03 

委員会メンバー集合 

卒業生集合 

卒業生会食 

受付開始 

卒業生 入場準備 

 

開会 

卒業生入場 

理事長挨拶 

乾杯挨拶 

歓談 

卒業生余興 

卒業証書授与 

送辞 

答辞 

若い我ら 合唱 

中締め 

記念撮影 

卒業生退場 

閉会 

会場設営開始 

余興リハーサル 

リハーサル 

受付担当（山形） 

映像担当（大高）・入場指示・タイムキーパー担当準備（葛

西） 

司会担当（工藤・下山） 

 

 

弘前青年会議所理事長 須藤立也君 

弘前青年会議所ＯＢ会長 三浦真介先輩  

 

 

 

 

卒業生からの記念品贈呈 

 

工藤順巳先輩 

  

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

卒業を迎える会員に対し感謝を伝え新たな門出を祝うことが出来ました。 

卒業生の皆様から熱い思いの籠ったメッセージを頂き、現役会員の今後の JC 運動

のに対する意識向上に繋がる事が出来ました。 

次回への引継事項 ： 

・急遽特別会員の先輩が出席し、会費を払って早退した岡本行人先輩の席にご案

内したが、今後急遽来た OB の対応を考えておく必要がある。 

・卒業式ではなく二次会で現役余興したが、卒業式の時間にも余裕ができ、歓談

時間も増え二次会も盛り上がったのでよかった。 

・卒業式の撤収作業でいろいろな物がバラバラになってしまったのでもっと誰が

何を持って行ったか把握していく必要があった。 

・司会役も 2人にし、歓談時間も増やしたので担当委員会のメンバーも食事を食

べる時間が出来てよかった。 

・式が終わってから二次会へ行くのにもたつきがあったのでもっとスムーズな行

動を促す必要があった。 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： なし 

事 業 名 ： 2018 年度 卒業式  

職 務 分 掌 ： 2018 年度 卒業式の企画・運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

弘前青年会議所では、定款第 2章第 6条にあるとおり会員の規定として「20 歳以上

40 歳未満の品格ある青年」と定められております。そして 2018 年度に満 40 歳とな

って卒業する会員の新たな門出を祝うと共に、これまで青年会議所運動に貢献して

頂いた感謝を伝える必要があります。 

意義・目的（対外） ： 
 

意義・目的（対内） ： 

卒業を迎える会員に対し、感謝の気持ちを伝え門出を祝うと共に、卒業される会員

が現役会員に想いを継承する場とし、現役会員の今後の JC運動に対する更なる意識

の向上を目的とする。 

実 施 日 時 ： 2018 年 12 月 4日(火)19：00～21：04（18：30～受付） 

実施場所・会場 ： ＲＡＧＬＥＹ（ラグリー）青森県弘前市野田 1-4-1 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ： 特別会員・OB会員、オブザーバー 

対 内 ： 現役会員 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

●４０歳を迎え、（公社）弘前青年会議所をご卒業されるメンバーを送り出す為の

卒業式の企画運営を行う。 

会費：10,000 円 

参 加 人 員 ： 全 60 名（卒業生 4名 現役メンバー41名 特別会員 15名 事務局員 1名） 

外 部 協 力 者 ： なし 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

２０１８年  ６月 ： 企画・準備・会場仮予約・開催日決定 

７月 ： 企画・準備 

８月 ： 企画・準備 

９月 ： 企画・準備・会場予約・案内文精査 

１０月 ： 企画・準備・案内文部分審議・発送 

１１月 ： 企画・準備・出欠確認 

2018 年度卒業式 

● 委員会名 ： まつり継承 委員会 

● 副理事長／常任理事 ： 葛西 晋 ／ 太田 修皓 ／ 大藪 貴雄 
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１２月４日 ： 実施 

～１２月１２日 ： 反省及び振り返り・報告書作成・上程・審議 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

15:00 

16:00 

17:30 

18:30 

18:55 

 

19:00 

19:01 

19:05 

19:14 

19:19 

19:50 

20:13 

20:23 

20:40 

20:50 

20:50 

20:57 

21:00 

21:03 

委員会メンバー集合 

卒業生集合 

卒業生会食 

受付開始 

卒業生 入場準備 

 

開会 

卒業生入場 

理事長挨拶 

乾杯挨拶 

歓談 

卒業生余興 

卒業証書授与 

送辞 

答辞 

若い我ら 合唱 

中締め 

記念撮影 

卒業生退場 

閉会 

会場設営開始 

余興リハーサル 

リハーサル 

受付担当（山形） 

映像担当（大高）・入場指示・タイムキーパー担当準備（葛

西） 

司会担当（工藤・下山） 

 

 

弘前青年会議所理事長 須藤立也君 

弘前青年会議所ＯＢ会長 三浦真介先輩  

 

 

 

 

卒業生からの記念品贈呈 

 

工藤順巳先輩 

  

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

卒業を迎える会員に対し感謝を伝え新たな門出を祝うことが出来ました。 

卒業生の皆様から熱い思いの籠ったメッセージを頂き、現役会員の今後の JC 運動

のに対する意識向上に繋がる事が出来ました。 

次回への引継事項 ： 

・急遽特別会員の先輩が出席し、会費を払って早退した岡本行人先輩の席にご案

内したが、今後急遽来た OB の対応を考えておく必要がある。 

・卒業式ではなく二次会で現役余興したが、卒業式の時間にも余裕ができ、歓談

時間も増え二次会も盛り上がったのでよかった。 

・卒業式の撤収作業でいろいろな物がバラバラになってしまったのでもっと誰が

何を持って行ったか把握していく必要があった。 

・司会役も 2人にし、歓談時間も増やしたので担当委員会のメンバーも食事を食

べる時間が出来てよかった。 

・式が終わってから二次会へ行くのにもたつきがあったのでもっとスムーズな行

動を促す必要があった。 
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・卒業生への色紙について、例年当日会場で記入する場面を見かけるが、今年も

OB の受付中にもその横で書いている場面が見受けられたので、もう少し余裕をも

って準備しておく必要がある。 

・中締めの挨拶中、工藤先輩の挨拶を聞かずに次の段取りをしているメンバーが

いたとの苦言を特別会員より頂いたので、次の段取り等の調整も大切だが挨拶中

はしっかりと先輩の話に耳を傾ける必要がある。 

・卒業生退場の際に、卒業生を蹴っていたメンバーがいた。卒業生を気持ちよく

送り出すためにもこのような行動は絶対に慎むべきなので、会員に事前に注意を

促す必要がある。 

・2次会以降で卒業生の周りに現役メンバーが誰もいない場面があったので、もう

少し気を配る必要があった。 

・今年は 3F の卒業生控え室での飲み物について、現役メンバーの乾杯用にお酒を

持ち込みさせてもらった為、予算を超過することなく終えられた。 

委 員 長 所 見 ： 

本年度は 5名の方が卒業されました。卒業生余興で現役会員への熱いメッセージを

伝えることもできて素晴らしい式となりました。撤収でバタバタとしてしまったの

で撤収作業まで綿密に打ち合わせをしておけばよかったです。 

 

決 算   決算書  

決 算 額 ： ￥40,500 

（ 事 業 費 ）  ：  

（ 管 理 費 ）  ： ￥40,500 

予 算 総 額 ： ￥50,000 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 公 2 青少年の健全な育成に寄与する事業 

事 業 名 ： ちびっ子ねぷたのお通りだい運営事業 

職 務 分 掌 ： ちびっ子ねぷた事業 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

弘前の伝統文化であるねぷたまつりを絶やすことの無いよう、次世代の担い手とし

て子供達へ継承する必要がある。 

意義・目的（対外） ： 

 

 

次世代を担う子供達のねぷたまつり参加の意識を高め、後継者育成の機会を提供す

る事を目的とする。 

意義・目的（対内） ： 

 

弘前青年会議所が中心となり企画運営をし、ちびっ子ねぷたの運行をサポートし

ながら一緒に参加する事で、当会のもつ地域とのつながりの強さを感じ、郷土愛を

深める事を目的とする。 

 

実 施 日 時 ： 平成 30 年 7 月 29 日（日） 14：50～16：15 

実施場所・会場 ： 弘前市役所土手町分庁舎 → 土手町 → 一番町 → 桜大通り 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ： 弘前市内保育園及び認定こども園 

対 内 ： 会員 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

ちびっ子ねぷたのお通りだい実行委員会事務局として、ちびっ子ねぷた実行委員会

会議の企画運営、及び運行当日の運営をした。 

参 加 人 員 ： 参加団体（3団体） 藤代保育園、ふじこども園、すみれ保育園 

外 部 協 力 者 ： 

ちびっ子ねぷたのお通りだい実行委員会 

弘前市役所、（公社）弘前観光コンベンション協会、（公社）弘前市物産協会、 

弘前商工会議所、グリーンカメラ和田氏（オブザーバー） 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2018 年  1 月 ： かさい家具さんへ駐車場使用のご挨拶 

ちびっ子ねぷたのお通りだい運営事業 

● 委員会名 ： まつり継承 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 葛西 晋 ／ 太田 脩皓 ／ 大藪 貴雄 
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・卒業生への色紙について、例年当日会場で記入する場面を見かけるが、今年も

OB の受付中にもその横で書いている場面が見受けられたので、もう少し余裕をも

って準備しておく必要がある。 

・中締めの挨拶中、工藤先輩の挨拶を聞かずに次の段取りをしているメンバーが

いたとの苦言を特別会員より頂いたので、次の段取り等の調整も大切だが挨拶中

はしっかりと先輩の話に耳を傾ける必要がある。 

・卒業生退場の際に、卒業生を蹴っていたメンバーがいた。卒業生を気持ちよく

送り出すためにもこのような行動は絶対に慎むべきなので、会員に事前に注意を

促す必要がある。 

・2次会以降で卒業生の周りに現役メンバーが誰もいない場面があったので、もう

少し気を配る必要があった。 

・今年は 3F の卒業生控え室での飲み物について、現役メンバーの乾杯用にお酒を

持ち込みさせてもらった為、予算を超過することなく終えられた。 

委 員 長 所 見 ： 

本年度は 5名の方が卒業されました。卒業生余興で現役会員への熱いメッセージを

伝えることもできて素晴らしい式となりました。撤収でバタバタとしてしまったの

で撤収作業まで綿密に打ち合わせをしておけばよかったです。 

 

決 算   決算書  

決 算 額 ： ￥40,500 

（ 事 業 費 ）  ：  

（ 管 理 費 ）  ： ￥40,500 

予 算 総 額 ： ￥50,000 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 公 2 青少年の健全な育成に寄与する事業 

事 業 名 ： ちびっ子ねぷたのお通りだい運営事業 

職 務 分 掌 ： ちびっ子ねぷた事業 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

弘前の伝統文化であるねぷたまつりを絶やすことの無いよう、次世代の担い手とし

て子供達へ継承する必要がある。 

意義・目的（対外） ： 

 

 

次世代を担う子供達のねぷたまつり参加の意識を高め、後継者育成の機会を提供す

る事を目的とする。 

意義・目的（対内） ： 

 

弘前青年会議所が中心となり企画運営をし、ちびっ子ねぷたの運行をサポートし

ながら一緒に参加する事で、当会のもつ地域とのつながりの強さを感じ、郷土愛を

深める事を目的とする。 

 

実 施 日 時 ： 平成 30 年 7 月 29 日（日） 14：50～16：15 

実施場所・会場 ： 弘前市役所土手町分庁舎 → 土手町 → 一番町 → 桜大通り 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ： 弘前市内保育園及び認定こども園 

対 内 ： 会員 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

ちびっ子ねぷたのお通りだい実行委員会事務局として、ちびっ子ねぷた実行委員会

会議の企画運営、及び運行当日の運営をした。 

参 加 人 員 ： 参加団体（3団体） 藤代保育園、ふじこども園、すみれ保育園 

外 部 協 力 者 ： 

ちびっ子ねぷたのお通りだい実行委員会 

弘前市役所、（公社）弘前観光コンベンション協会、（公社）弘前市物産協会、 

弘前商工会議所、グリーンカメラ和田氏（オブザーバー） 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2018 年  1 月 ： かさい家具さんへ駐車場使用のご挨拶 

ちびっ子ねぷたのお通りだい運営事業 

● 委員会名 ： まつり継承 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 葛西 晋 ／ 太田 脩皓 ／ 大藪 貴雄 
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2 月 ： 
 

3 月 
： 事業実施計画書上程（協議） 

1 日 第 2回実行委員会開催 

4 月 
： 事業実施計画書上程（協議） 

ポスター作製依頼 

5 月 ： 5 日 第 2回実行委員会開催 

6 月 ： 

事業実施計画書上程（審議） 

打ち上げ花火見積依頼 

警備見積依頼・発注 

救護用水見積依頼・発注 

駐車場看板依頼・発注 

弘南バス訪問し運行日のコース変更依頼 

7 月 
： 17 日 第 3 回実行委員会開催 

29 日 運行 

9 月 ： 13 日 第 4 回実行委員会開催 

10 月 ： 事業実施報告書上程(協議) 

11 月 ： 事業実施報告書上程(審議) 

 
当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

8：00 

10：30 

12：00 

13：00 

13：35 

14：00 

14：45 

14：50 

15：00 

 

 

 

15：48 

16：13 

会場警備員配置 

事務局スタッフ集合 

会場スタッフ到着 

運営スタッフ集合 

ねぷた入込み時間 

園児入込み時間 

園児整列誘導 

開会式 

出発の掛け声 

出発合図打上花火 

交差点警備配置 

開会式会場順次片付け 

最後尾観光館到着 

撤収 集合写真 中締め 

迷惑駐車対応 

開催協議 

避暑用テント設営 

全体ミーティング 

搬入手伝い 

警備強化 

 

激励のことば 櫻田市長 

須藤実行委員長 

工藤花火店 

交通規制開始 

 

アイス配布 

解散後、剛情張太鼓移動へ 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

7 団体の参加を予定していた今回のちびっ子ねぷたのお通りだいですが、今夏は

全国的な猛暑の為、熱中症で搬送される園児が多く参加を辞退する園が 4つありま

した。しかし辞退した園の子供たちもねぷたへ参加したい思いが強く泣いていた子

たちが多かったそうです。 

次世代を担う子供達のねぷたまつり参加の意識の向上という点では当日運行に

参加した子供たちはもちろんですが、参加を辞退し出ることが出来なかった子供た
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ちも毎日練習を積み重ねる過程でねぷたまつり参加の意識の向上につながったは

ずです。 

＜事務局運営に関する事項＞ 

・第 1回実行委員会は各園へ案内を出さずに運営側で方針をしっかりと決めた方

がよかった。 

次回への引継事項 ： 

・今回は各園の負担を減らすため、例年の塗り絵形式を廃止し、写真版ポスター

を外注し作成したが来年度以降もそうして欲しいとの意見が多かった。 

・警備費が年々高くなっているので今後相見積もりがあってもいいかもしれな

い。 

・当日各園用に準備頂いている駐車場が例年の水道部駐車場から市役所敷地内の

来客駐車場に変更になった。 

・例年開催日は合同運行前日の 7月 31 日にしてはどうかとの意見が出るが、平日

だと園の職員が不足することや、沿道の観客が少ないなどから、これまで通り日

曜開催を希望する園もある。当会としては平日の運営スタッフ確保が困難なこと

から、これまで通り日曜開催でよいと考える。 

＜熱中症対策に関する事項＞ 

・運行日の天気を週間天気予報等で把握しておき、猛暑の予報であれば臨時の実

行委員会を開き、当日開催するかを協議しておく必要がある。 

・今回は暑さに関する事前の取り決めが無かったが故に、当日協議の上、各園に

参加の判断を委ねたが、実行委員会で決めてほしかったとの意見も多かった。こ

の為、最後の実行委員会で判断基準として環境省の暑さ指数などを提案したが、

結論としては事前に暑さによる中止は判断しないほうが良いという意見が複数出

た。この点については次年度でも再度よく検討していく必要がある。 

・各園熱中症対策をしてはいるが実行委員会でも何か対策を考える必要がある。

案としてはパレードコースへの打ち水などの意見があった。また、今年は和田氏

の計らいで急遽近隣ホテルから氷を手配して頂き、一口大にしたものを運行途中

で園児たちに一口ずつ口に含ませた。 

・開催時間についても例年様々な意見がでるが、熱中症対策を考慮するのであれ

ば、開催時間を 16時若しくは 17 時に設定するなどの対応も検討すべきである。 

・今年は園児たちの待ち時間の暑さ対策として、当日急遽当会所有のテント 4器

を設置することで日陰を確保した。しかし、参加団体数が例年通りだとテントの

数が全く足りないので、他団体や各園でも準備できないか事前に相談する必要が

ある。 

・猛暑により開催の当日判断が想定される場合には、当日様々な方から問い合わ

せの連絡が事務局に入るので、予め事務局の電話を委員会メンバーの携帯に転送

設定しておいた方が良い。 

＜その他の事項＞ 

・今年はみどり保育園が 7月中旬時点での参加辞退となったことから、お渡しし

ていた支援金を返金された。しかし、当日判断で辞退となった 3園については、

出陣する前提で準備を進めてきたことから、実行委員会で協議の上、返金は不要

とした。 
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2 月 ： 
 

3 月 
： 事業実施計画書上程（協議） 

1 日 第 2回実行委員会開催 

4 月 
： 事業実施計画書上程（協議） 

ポスター作製依頼 

5 月 ： 5 日 第 2回実行委員会開催 

6 月 ： 

事業実施計画書上程（審議） 

打ち上げ花火見積依頼 

警備見積依頼・発注 

救護用水見積依頼・発注 

駐車場看板依頼・発注 

弘南バス訪問し運行日のコース変更依頼 

7 月 
： 17 日 第 3 回実行委員会開催 

29 日 運行 

9 月 ： 13 日 第 4 回実行委員会開催 

10 月 ： 事業実施報告書上程(協議) 

11 月 ： 事業実施報告書上程(審議) 

 
当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

8：00 

10：30 

12：00 

13：00 

13：35 

14：00 

14：45 

14：50 

15：00 

 

 

 

15：48 

16：13 

会場警備員配置 

事務局スタッフ集合 

会場スタッフ到着 

運営スタッフ集合 

ねぷた入込み時間 

園児入込み時間 

園児整列誘導 

開会式 

出発の掛け声 

出発合図打上花火 

交差点警備配置 

開会式会場順次片付け 

最後尾観光館到着 

撤収 集合写真 中締め 

迷惑駐車対応 

開催協議 

避暑用テント設営 

全体ミーティング 

搬入手伝い 

警備強化 

 

激励のことば 櫻田市長 

須藤実行委員長 

工藤花火店 

交通規制開始 

 

アイス配布 

解散後、剛情張太鼓移動へ 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

7 団体の参加を予定していた今回のちびっ子ねぷたのお通りだいですが、今夏は

全国的な猛暑の為、熱中症で搬送される園児が多く参加を辞退する園が 4つありま

した。しかし辞退した園の子供たちもねぷたへ参加したい思いが強く泣いていた子

たちが多かったそうです。 

次世代を担う子供達のねぷたまつり参加の意識の向上という点では当日運行に

参加した子供たちはもちろんですが、参加を辞退し出ることが出来なかった子供た
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ちも毎日練習を積み重ねる過程でねぷたまつり参加の意識の向上につながったは

ずです。 

＜事務局運営に関する事項＞ 

・第 1回実行委員会は各園へ案内を出さずに運営側で方針をしっかりと決めた方

がよかった。 

次回への引継事項 ： 

・今回は各園の負担を減らすため、例年の塗り絵形式を廃止し、写真版ポスター

を外注し作成したが来年度以降もそうして欲しいとの意見が多かった。 

・警備費が年々高くなっているので今後相見積もりがあってもいいかもしれな

い。 

・当日各園用に準備頂いている駐車場が例年の水道部駐車場から市役所敷地内の

来客駐車場に変更になった。 

・例年開催日は合同運行前日の 7月 31 日にしてはどうかとの意見が出るが、平日

だと園の職員が不足することや、沿道の観客が少ないなどから、これまで通り日

曜開催を希望する園もある。当会としては平日の運営スタッフ確保が困難なこと

から、これまで通り日曜開催でよいと考える。 

＜熱中症対策に関する事項＞ 

・運行日の天気を週間天気予報等で把握しておき、猛暑の予報であれば臨時の実

行委員会を開き、当日開催するかを協議しておく必要がある。 

・今回は暑さに関する事前の取り決めが無かったが故に、当日協議の上、各園に

参加の判断を委ねたが、実行委員会で決めてほしかったとの意見も多かった。こ

の為、最後の実行委員会で判断基準として環境省の暑さ指数などを提案したが、

結論としては事前に暑さによる中止は判断しないほうが良いという意見が複数出

た。この点については次年度でも再度よく検討していく必要がある。 

・各園熱中症対策をしてはいるが実行委員会でも何か対策を考える必要がある。

案としてはパレードコースへの打ち水などの意見があった。また、今年は和田氏

の計らいで急遽近隣ホテルから氷を手配して頂き、一口大にしたものを運行途中

で園児たちに一口ずつ口に含ませた。 

・開催時間についても例年様々な意見がでるが、熱中症対策を考慮するのであれ

ば、開催時間を 16時若しくは 17 時に設定するなどの対応も検討すべきである。 

・今年は園児たちの待ち時間の暑さ対策として、当日急遽当会所有のテント 4器

を設置することで日陰を確保した。しかし、参加団体数が例年通りだとテントの

数が全く足りないので、他団体や各園でも準備できないか事前に相談する必要が

ある。 

・猛暑により開催の当日判断が想定される場合には、当日様々な方から問い合わ

せの連絡が事務局に入るので、予め事務局の電話を委員会メンバーの携帯に転送

設定しておいた方が良い。 

＜その他の事項＞ 

・今年はみどり保育園が 7月中旬時点での参加辞退となったことから、お渡しし

ていた支援金を返金された。しかし、当日判断で辞退となった 3園については、

出陣する前提で準備を進めてきたことから、実行委員会で協議の上、返金は不要

とした。 
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・今回のように当日急遽参加辞退となる場合、発注済みのアイスは返品できない

ので、辞退される場合でもアイスのみ受け取りにきて頂く必要がある。 

・会議の運営や引継ぎをスムーズに行えるよう、また、なにより本事業をさらに

発展させていく為にも、これまでの実行委員会制ではなく、当会が主催団体とな

って事業構築を進めていくほうが良いと考える。 

委 員 長 所 見 ： 

全国的な猛暑の為、辞退した園もあったが、何とか当日運行することができた。 

今後運行日当日にバタバタと慌てない為にも、事前の実行委員会や必要に応じての

臨時の実行委員会でしっかりと準備や意思疎通を行う必要があると強く感じさせ

られました。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： 50,000 

（ 事 業 費 ）  ： 50,000 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： 50,000 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： なし 

事 業 名 ： アテンダンスポイント事業 

職 務 分 掌 ： アテンダンスポイントの集計 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

会員のＪＣ活動・運動への参加度合いを数値化するアテンダンスポイント制度が運

用されており、会員の参加意欲向上の一助となっている為、引き続き有効活用して

いく必要がある。 

意義・目的（対内） ： 

会員の参加状況を分かりやすく提示し、各会員がさらに活発に、意欲的に、JC 活動

へ参加するように促すと共に、参加出来ていない方にも声を掛け、励まし、参加を

促すことで全体の参加率を向上させることを目的とする。 

実 施 日 時 ： 
毎月 1回の集計発表、2019 年第 101 回通常総会にて 2018 年度集計結果発表及び表

彰 

実施場所・会場 ： 適宜 

事 業 の 対 象 者   

対 内 ： 会員 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

・2019 年第 101 回通常総会にて 2018 年度のアテンダンスポイント獲得結果を発表

し、優秀者を表彰した。 

・ポイントの少ない会員に対し、例会のポイント発表の際に直接会員に参加を呼び

掛けた 

集計方法 

・各委員会にてアテンダンスポイントを報告する担当者を決めて頂いた。アテンダ

ンスポイント集計フォーマットを各委員会担当者へ毎月月末に送り、各委員会に所

属する会員のポイントを入力のうえ、翌月の初旬に一人称総務委員会へ提出して頂

いた。 

・出向者に出向分のアテンダンスポイントを毎月報告して頂いた。 

集計のルール 

・委員会開催のアテンダンスポイントは、開催日の 3日前までに開催案内が事務局

配信されたものを対象とした。 

・全メンバーに開催案内が届く事業や行事等は、アテンダンスポイントの対象とす

る。 

・委員会より集計の報告が無い場合は、集計対象外とした。 

・出向者は、自己申告制とし、各自でのポイントを集計し報告して頂いた。 

アテンダンスポイント事業 

● 委員会名 ： 一人称総務 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 小山田 允紀 ／ 成田 志穂 ／ 村上 英里 
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・今回のように当日急遽参加辞退となる場合、発注済みのアイスは返品できない

ので、辞退される場合でもアイスのみ受け取りにきて頂く必要がある。 

・会議の運営や引継ぎをスムーズに行えるよう、また、なにより本事業をさらに

発展させていく為にも、これまでの実行委員会制ではなく、当会が主催団体とな

って事業構築を進めていくほうが良いと考える。 

委 員 長 所 見 ： 

全国的な猛暑の為、辞退した園もあったが、何とか当日運行することができた。 

今後運行日当日にバタバタと慌てない為にも、事前の実行委員会や必要に応じての

臨時の実行委員会でしっかりと準備や意思疎通を行う必要があると強く感じさせ

られました。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： 50,000 

（ 事 業 費 ）  ： 50,000 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： 50,000 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： なし 

事 業 名 ： アテンダンスポイント事業 

職 務 分 掌 ： アテンダンスポイントの集計 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

会員のＪＣ活動・運動への参加度合いを数値化するアテンダンスポイント制度が運

用されており、会員の参加意欲向上の一助となっている為、引き続き有効活用して

いく必要がある。 

意義・目的（対内） ： 

会員の参加状況を分かりやすく提示し、各会員がさらに活発に、意欲的に、JC 活動

へ参加するように促すと共に、参加出来ていない方にも声を掛け、励まし、参加を

促すことで全体の参加率を向上させることを目的とする。 

実 施 日 時 ： 
毎月 1回の集計発表、2019 年第 101 回通常総会にて 2018 年度集計結果発表及び表

彰 

実施場所・会場 ： 適宜 

事 業 の 対 象 者   

対 内 ： 会員 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

・2019 年第 101 回通常総会にて 2018 年度のアテンダンスポイント獲得結果を発表

し、優秀者を表彰した。 

・ポイントの少ない会員に対し、例会のポイント発表の際に直接会員に参加を呼び

掛けた 

集計方法 

・各委員会にてアテンダンスポイントを報告する担当者を決めて頂いた。アテンダ

ンスポイント集計フォーマットを各委員会担当者へ毎月月末に送り、各委員会に所

属する会員のポイントを入力のうえ、翌月の初旬に一人称総務委員会へ提出して頂

いた。 

・出向者に出向分のアテンダンスポイントを毎月報告して頂いた。 

集計のルール 

・委員会開催のアテンダンスポイントは、開催日の 3日前までに開催案内が事務局

配信されたものを対象とした。 

・全メンバーに開催案内が届く事業や行事等は、アテンダンスポイントの対象とす

る。 

・委員会より集計の報告が無い場合は、集計対象外とした。 

・出向者は、自己申告制とし、各自でのポイントを集計し報告して頂いた。 

アテンダンスポイント事業 

● 委員会名 ： 一人称総務 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 小山田 允紀 ／ 成田 志穂 ／ 村上 英里 
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・理事者は、アテンダンスポイントの集計は行うが、表彰対象外とした。 

・アテンダンスポイントが同点の場合は、参加した回数が多い方を上位とした。 

・回数も同じ場合は、入会年数の浅い方を上位とした。 

・合同委員会は 1回の委員会としてカウントした。 

提示方法 

・例会や総会の報告依頼事項で発表した。 

・メール配信を行った。 

※例会にて発表していたが、時間の関係で 8月～メール配信へと変更 

参加促進方法 

・集計結果を活用し、各委員会と連携し、参加を促した。 

表彰項目 

①前年よりポイント UP賞 

・理事者を除く全会員を対象とした。 

・前年度よりポイントの伸びた上位の人を表彰した。 

②フレッシャーズ賞 

・2017、2018 年度入会者を対象とした。 

・ポイントを在籍月数で除した、平均ポイントが上位の人を表彰した。 

③個人賞 

・理事者を除く全会員を対象とした。 

・獲得ポイントの多い上位の人を表彰した。 

④オブザーブ賞 

・理事者を除く全会員を対象とした。 

・所属委員会以外にオブザーブし、獲得したポイントが多い上位の人を表彰した。 

⑤委員会賞 

 委員会が対象。理事者のポイントは集計対象外とした。 

各委員会所属会員の獲得したポイントが多い上位の委員会を表彰した。 

⑥出向賞 

 出向者が対象。理事者も対象。 

 出向による獲得ポイントが多い上位の人を表彰した。 

 

 氏名 ポイント 賞品 

ポイント UP 賞 工藤正貴 390 UP りんご酢 2本 

フレッシャーズ賞 成田智崇 230 樽熟りんご酢 1本 

個人賞 1位 工藤正貴 475 コジマiTunesカー

ド 

（￥1500） 

個人賞 2位 三上優香 465 コジマ商品券 

 （￥1000） 

個人賞 3位 櫛引英揮 385 コジマ（お手入れ

用品） 

オブザーブ賞 大高俊 50 うしまる食事券 

（￥1000） 
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委員会賞 けやぐ委員会 612.75 うしまる食事券 

（￥1500） 

出向賞 清藤洋介 3660 うしまる食事券 

（￥1000） 

 

ポイント評価 

・理事者は、アテンダンスポイントの集計は行いますが、表彰対象外。 

・アテンダンスポイントが同点の場合は、参加した回数が多い方を上位とした。 

・回数が同じ場合は、入会年数の浅い方を上位とした。 

参 加 人 員 ： 会員 

外 部 協 力 者 ： 無し 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2018 年 

1 月～12 月 
： 

毎月ごとにアテンダンスポイントの集計と提示 

ポイントの少ない会員に対し、参加を呼び掛ける 

2019 年 1月 11 日 
 

2018 年度のアテンダンスポイント獲得結果を発表し、優秀者を表彰する。 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

各例会・総会 

2019 年 1月 11 日 

報告依頼事項 

第 101 回通常総会 

アテンダンスポイント発表 

2018 年度アテンダンスポイントの発表及び表彰 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

2017 年度引継ぎ事項より、アテンダンスポイントの説明文を上手く活用し、新人会

員にもアテンダンスポイントの仕組みの周知と、「アテンダンスポイントつきます

か？」と質問がくるなどポイント獲得の意識をあげることができた。 

2017 年度引継ぎ事項よりあった、短い時間での集計方法と発表について、各委員会

へ余裕をもった連絡をすることでアテンダンスポイントの申請を〆切り日までに

いただくようにしたことで、また集計技術によりスムーズにできた。 

例会で発表する場合、限られた時間で発表することが時には難しい場合もあり、発

表の仕方をメールに移行したが、注目度が見えにくい結果となった。 

各委員会のアテンダンスポイントの申請は、各委員会に担当者を決めるなどして行

うとスムーズな集計ができる。 

アテンダンス集計結果より、新加入会員のポイント獲得が多く入会して２年が参加

率に関わってくるので最初が肝心だということがわかった。 

アテンダンスポイント集計結果より、まだまだ参加できていない会員が目立ってい

るので今後参加をしてもらえるような工夫をすると良い。 

次回への引継事項 ： 
例会での発表の場では時間が限られるため、アテンダンスポイントの集計を活か

すために、会員の注目を集められるよう工夫をするとよい。 
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・理事者は、アテンダンスポイントの集計は行うが、表彰対象外とした。 

・アテンダンスポイントが同点の場合は、参加した回数が多い方を上位とした。 

・回数も同じ場合は、入会年数の浅い方を上位とした。 

・合同委員会は 1回の委員会としてカウントした。 

提示方法 

・例会や総会の報告依頼事項で発表した。 

・メール配信を行った。 

※例会にて発表していたが、時間の関係で 8月～メール配信へと変更 

参加促進方法 

・集計結果を活用し、各委員会と連携し、参加を促した。 

表彰項目 

①前年よりポイント UP賞 

・理事者を除く全会員を対象とした。 

・前年度よりポイントの伸びた上位の人を表彰した。 

②フレッシャーズ賞 

・2017、2018 年度入会者を対象とした。 

・ポイントを在籍月数で除した、平均ポイントが上位の人を表彰した。 

③個人賞 

・理事者を除く全会員を対象とした。 

・獲得ポイントの多い上位の人を表彰した。 

④オブザーブ賞 

・理事者を除く全会員を対象とした。 

・所属委員会以外にオブザーブし、獲得したポイントが多い上位の人を表彰した。 

⑤委員会賞 

 委員会が対象。理事者のポイントは集計対象外とした。 

各委員会所属会員の獲得したポイントが多い上位の委員会を表彰した。 

⑥出向賞 

 出向者が対象。理事者も対象。 

 出向による獲得ポイントが多い上位の人を表彰した。 

 

 氏名 ポイント 賞品 

ポイント UP 賞 工藤正貴 390 UP りんご酢 2本 

フレッシャーズ賞 成田智崇 230 樽熟りんご酢 1本 

個人賞 1位 工藤正貴 475 コジマiTunesカー

ド 

（￥1500） 

個人賞 2位 三上優香 465 コジマ商品券 

 （￥1000） 

個人賞 3位 櫛引英揮 385 コジマ（お手入れ

用品） 

オブザーブ賞 大高俊 50 うしまる食事券 

（￥1000） 
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委員会賞 けやぐ委員会 612.75 うしまる食事券 

（￥1500） 

出向賞 清藤洋介 3660 うしまる食事券 

（￥1000） 

 

ポイント評価 

・理事者は、アテンダンスポイントの集計は行いますが、表彰対象外。 

・アテンダンスポイントが同点の場合は、参加した回数が多い方を上位とした。 

・回数が同じ場合は、入会年数の浅い方を上位とした。 

参 加 人 員 ： 会員 

外 部 協 力 者 ： 無し 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2018 年 

1 月～12 月 
： 

毎月ごとにアテンダンスポイントの集計と提示 

ポイントの少ない会員に対し、参加を呼び掛ける 

2019 年 1月 11 日 
 

2018 年度のアテンダンスポイント獲得結果を発表し、優秀者を表彰する。 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

各例会・総会 

2019 年 1月 11 日 

報告依頼事項 

第 101 回通常総会 

アテンダンスポイント発表 

2018 年度アテンダンスポイントの発表及び表彰 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

2017 年度引継ぎ事項より、アテンダンスポイントの説明文を上手く活用し、新人会

員にもアテンダンスポイントの仕組みの周知と、「アテンダンスポイントつきます

か？」と質問がくるなどポイント獲得の意識をあげることができた。 

2017 年度引継ぎ事項よりあった、短い時間での集計方法と発表について、各委員会

へ余裕をもった連絡をすることでアテンダンスポイントの申請を〆切り日までに

いただくようにしたことで、また集計技術によりスムーズにできた。 

例会で発表する場合、限られた時間で発表することが時には難しい場合もあり、発

表の仕方をメールに移行したが、注目度が見えにくい結果となった。 

各委員会のアテンダンスポイントの申請は、各委員会に担当者を決めるなどして行

うとスムーズな集計ができる。 

アテンダンス集計結果より、新加入会員のポイント獲得が多く入会して２年が参加

率に関わってくるので最初が肝心だということがわかった。 

アテンダンスポイント集計結果より、まだまだ参加できていない会員が目立ってい

るので今後参加をしてもらえるような工夫をすると良い。 

次回への引継事項 ： 
例会での発表の場では時間が限られるため、アテンダンスポイントの集計を活か

すために、会員の注目を集められるよう工夫をするとよい。 
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各委員会で事業の呼びかけや協力を依頼する時に、参加率の低い会員にアテンダ

ンスポイントアピールをすることで参加意欲を盛り上げるようにするとよい。 

各員会にアテンダンスポイントが低い会員がみられたら、意識的にフォローして

あげるとで、委員会とも連携ができるようになる。 

出向者について、積極的に報告してもらえるよう工夫しなければならない。 

集計結果の発表方法を途中からメール配信にするようになりましたが、発表の機

会は多い方が会員にも届くようになり、意識的にアテンダンスポイントが向上す

る。 

アテンダンスポイントの集計結果が、常に意識できるようになると利用価値があ

がるので、ポイントがわかるように工夫するとよい。 

委員会で商品を選定しました。選定理由は今後事業に活かせるものを選定してお

ります。 

委 員 長 所 見 ： 

毎月アテンダンスポイントの集計をするにあたり、各委員会さんに担当者をきめて

頂き、その担当者と余裕のもった連絡を取り、お陰で発表までスムーズに行えまし

た。そして、発表ではスクリーンを活用して、画像の背景に四季を盛り込み注目を

集められるよう工夫することができて良かったです。 

私は、会員のアテンダンスポイントから皆さんがどのような JC 活動をしているの

か個人的に把握することができましたが、入会の浅い方だと聞きなれない事業など

も多いと思います。まずは、興味をもってもらうために、集計結果を多くの会員の

目に触れてもらい、参加率向上につながるよう今後の課題として工夫が必要だと感

じました。 

そして、アテンダンスポイントの提出期限をつけて申請をお願いする役目を経験で

きたお陰で、待っている人がいるということを身をもって感じさせて頂き、その苦

労と大変さを知ることができましたので、今後はどのような締め切りも必ず守って

いこうと思いました。 

最後に、今年新たに設けた賞もあり、表彰式では大いに盛り上げ、会員一人一人が

声がけをして賞を狙っていってほしいと思います。そしてその結果、全体の参加率

向上になることを願います。 

毎月の申請のご協力を頂いた各委員会の担当者の皆さま、本当にありがとうござい

ました。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： ￥9,317 

（ 事 業 費 ）  ：  

（ 管 理 費 ）  ： ￥9,317 

予 算 総 額 ： ￥10,000 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 公 3   

事 業 名 ： 防災・減災に関する事業の企画・運営 

職 務 分 掌 ： 防災・減災に関する事業の企画・運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

災害による被害を最小限にするためには一般市民の防災力の向上が必要不可欠であ

り、防災減災に対する意識を向上させる必要がある。 

意義・目的（対外） ： 市民の防災意識を高め、防災力の向上を図ることを目的とする。 

意義・目的（対内） ： 
会員の防災力を高め、防災減災に対し積極的に活動できるようになることを目的と

する。 

実 施 日 時 ： 2018 年 9月 16 日（日）9：00～15：30 

実施場所・会場 ： カルチュアロード（弘前市上手町通り・かさい家具前） 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ： カルチュアロード参加者 

対 内 ： 会員 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

・防災マップの作成コーナー 

作成方法 

① 弘前市街・地区別のハザードマップから地区（住んでいるところ・近所・知りた

いところ）を選ぶ 

プリントアウトする。 

自分の防災マップにチェックをして色つけをする。 

・防災展示コーナー 

防災用品・パネルの展示（2017 年度の防災事業で使用した防災グッズを展示） 

・防災クイズコーナー 

クイズ（例） 

参加賞：防災トイレットペーパー1個 

参 加 人 員 ： 

防災・減災事業参加人数 ２００名 

会員参加人数 会員 21名 

カルチュアロード来場者６万人（主催者発表：陸奥新報 9/17） 

外 部 協 力 者 ： 防災マイスター 佐藤 光麿 氏 

 

 

 

防災・減災に関する事業の企画・運営 

● 委員会名 ： 一人称総務 委員会 

● 専務理事／事務局長／委員長 ： 小山田 允紀 ／ 成田 志穂 ／ 村上 英里 
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各委員会で事業の呼びかけや協力を依頼する時に、参加率の低い会員にアテンダ

ンスポイントアピールをすることで参加意欲を盛り上げるようにするとよい。 

各員会にアテンダンスポイントが低い会員がみられたら、意識的にフォローして

あげるとで、委員会とも連携ができるようになる。 

出向者について、積極的に報告してもらえるよう工夫しなければならない。 

集計結果の発表方法を途中からメール配信にするようになりましたが、発表の機

会は多い方が会員にも届くようになり、意識的にアテンダンスポイントが向上す

る。 

アテンダンスポイントの集計結果が、常に意識できるようになると利用価値があ

がるので、ポイントがわかるように工夫するとよい。 

委員会で商品を選定しました。選定理由は今後事業に活かせるものを選定してお

ります。 

委 員 長 所 見 ： 

毎月アテンダンスポイントの集計をするにあたり、各委員会さんに担当者をきめて

頂き、その担当者と余裕のもった連絡を取り、お陰で発表までスムーズに行えまし

た。そして、発表ではスクリーンを活用して、画像の背景に四季を盛り込み注目を

集められるよう工夫することができて良かったです。 

私は、会員のアテンダンスポイントから皆さんがどのような JC 活動をしているの

か個人的に把握することができましたが、入会の浅い方だと聞きなれない事業など

も多いと思います。まずは、興味をもってもらうために、集計結果を多くの会員の

目に触れてもらい、参加率向上につながるよう今後の課題として工夫が必要だと感

じました。 

そして、アテンダンスポイントの提出期限をつけて申請をお願いする役目を経験で

きたお陰で、待っている人がいるということを身をもって感じさせて頂き、その苦

労と大変さを知ることができましたので、今後はどのような締め切りも必ず守って

いこうと思いました。 

最後に、今年新たに設けた賞もあり、表彰式では大いに盛り上げ、会員一人一人が

声がけをして賞を狙っていってほしいと思います。そしてその結果、全体の参加率

向上になることを願います。 

毎月の申請のご協力を頂いた各委員会の担当者の皆さま、本当にありがとうござい

ました。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： ￥9,317 

（ 事 業 費 ）  ：  

（ 管 理 費 ）  ： ￥9,317 

予 算 総 額 ： ￥10,000 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 公 3   

事 業 名 ： 防災・減災に関する事業の企画・運営 

職 務 分 掌 ： 防災・減災に関する事業の企画・運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

災害による被害を最小限にするためには一般市民の防災力の向上が必要不可欠であ

り、防災減災に対する意識を向上させる必要がある。 

意義・目的（対外） ： 市民の防災意識を高め、防災力の向上を図ることを目的とする。 

意義・目的（対内） ： 
会員の防災力を高め、防災減災に対し積極的に活動できるようになることを目的と

する。 

実 施 日 時 ： 2018 年 9月 16 日（日）9：00～15：30 

実施場所・会場 ： カルチュアロード（弘前市上手町通り・かさい家具前） 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ： カルチュアロード参加者 

対 内 ： 会員 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

・防災マップの作成コーナー 

作成方法 

① 弘前市街・地区別のハザードマップから地区（住んでいるところ・近所・知りた

いところ）を選ぶ 

プリントアウトする。 

自分の防災マップにチェックをして色つけをする。 

・防災展示コーナー 

防災用品・パネルの展示（2017 年度の防災事業で使用した防災グッズを展示） 

・防災クイズコーナー 

クイズ（例） 

参加賞：防災トイレットペーパー1個 

参 加 人 員 ： 

防災・減災事業参加人数 ２００名 

会員参加人数 会員 21名 

カルチュアロード来場者６万人（主催者発表：陸奥新報 9/17） 

外 部 協 力 者 ： 防災マイスター 佐藤 光麿 氏 

 

 

 

防災・減災に関する事業の企画・運営 

● 委員会名 ： 一人称総務 委員会 

● 専務理事／事務局長／委員長 ： 小山田 允紀 ／ 成田 志穂 ／ 村上 英里 
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事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2018 年 6月 ： カルチュアロード出店申込案内 

7 月 ： ７/２～弘前下土手町振興組合事務局にて申込用紙配布 

8 月 ： 申込み 8月 10 日（金）必着 

9 月 ： 9 月 16 日（日）カルチュアロード 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

7:00 

8:00 

 

9:00 

12：00～13：00 

15:30 

16:00 

委員会メンバー集合 

メンバー集合・交通制限開始 

準備・設営 

事業開始 

休憩 

事業終了・撤去・清掃 

交通制限解除・片づけ 

  

 

テント設営・会場 

 

 

13：00 トイレットペーパー終了 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

市民の防災意識を高めるために身近な防災情報をマップにすることで、実際の災害

時のイメージができやすく、なかには家族でマップをつくることで避難場所につい

てお互いに確認をすることができた。 

防災について考える機会となり、疑問や質問を受けることが多く、答えられる事が

できなかったもの（近所に避難所がない理由、電気やガスのコンセントの位置は変

えたほうがよい？等身近なもの）について消防署や関係団体のご紹介はしたが、高

齢になればなるほど身近な質問が多かったため一人一人が防災力を高める大切さ

を伝えることができた。 

アンケート結果より、防災マップを作成することで防災意識を持てたという回答が

多数あったので、このような機会を持つことが大切であったことがわかった。 

アンケート結果より、弘前市在中の多くの 10 代～40 代世代が参加しており、防災・

減災の意識向上を訴えることができた。当日は親子連れも半数あり、この事業を広

めるためには親しみやすく、楽しい手法が必要だと確信した。 

アンケートの結果より、この事業の防災・減災の意識向上の目的に対して、初めて

分かったことや、知った知識が多い。このことから、防災知識を持つことや日常で

意識しているかの市民の認識の低さを知る機会となった。 

次回への引継事項 ： 

防災の知識を会員で学ぶ必要がある 

弘前では大きな災害が少なく、昔の災害の経験のため地域の防災意識は高いとは

言えないが近年の災害状況を上手く活用して体験してもらうことをすると意識の

向上につながる。 

関係機関を利用して、防災体験をするとよい。 

災害にはたくさんの種類があるので整理しておくとよい。 

防災についてタウン誌や専門の冊子が無料提供されているので、情報も新しいも

のとそうでないものがあるので気をつけて活用するとよい。 

－ 56 －

防災グッズに興味をもつ方に紹介方法や販売の方法も検討してみるとよい。 

参加人数の集計の仕方を、より確実に集計するために、用紙などを工夫して数え

やすく記録しやすくするとよい。 

景品の品切れが早かったので、時間配分を考えて行うとよい。 

防災グッズについて、販売場所等や値段などをより詳しく説明できるように事前

に準備しておくとよい。 

実現と成果より「防災知識を持つことや日常で意識しているかの市民の認識の低

さを知る機会となった。」ため次回はその認識を持っているか、またどうやって

向上するかを踏まえるとよい。 

委 員 長 所 見 ： 

防災マップや防災クイズを対応しながら身近の防災減災についての市民の意識を

知ることができました。実際に、大きな災害はない地域ではありますが、意識の向

上が必要であることがカルチュアロードの来場者 6万人に対して 200 人ということ

から分かりました。 

防災について人に伝えるということは本当に難しいことと思います。私たちも防災

について専門ではないからこそ、このような学ぶ機会があることに感謝し最大限に

活用して、一人でも多くの意識向上のために続けていくことが大切だと感じまし

た。 

そして、防災・減災事業はこれからも必要な事業なので、市民のために伝える機会

の場が少しでも多くしていければより良いと思います。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： ￥23,865 

（ 事 業 費 ）  ： ￥23,865 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額  ￥30,000 
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事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2018 年 6月 ： カルチュアロード出店申込案内 

7 月 ： ７/２～弘前下土手町振興組合事務局にて申込用紙配布 

8 月 ： 申込み 8月 10 日（金）必着 

9 月 ： 9 月 16 日（日）カルチュアロード 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

7:00 

8:00 

 

9:00 

12：00～13：00 

15:30 

16:00 

委員会メンバー集合 

メンバー集合・交通制限開始 

準備・設営 

事業開始 

休憩 

事業終了・撤去・清掃 

交通制限解除・片づけ 

  

 

テント設営・会場 

 

 

13：00 トイレットペーパー終了 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

市民の防災意識を高めるために身近な防災情報をマップにすることで、実際の災害

時のイメージができやすく、なかには家族でマップをつくることで避難場所につい

てお互いに確認をすることができた。 

防災について考える機会となり、疑問や質問を受けることが多く、答えられる事が

できなかったもの（近所に避難所がない理由、電気やガスのコンセントの位置は変

えたほうがよい？等身近なもの）について消防署や関係団体のご紹介はしたが、高

齢になればなるほど身近な質問が多かったため一人一人が防災力を高める大切さ

を伝えることができた。 

アンケート結果より、防災マップを作成することで防災意識を持てたという回答が

多数あったので、このような機会を持つことが大切であったことがわかった。 

アンケート結果より、弘前市在中の多くの 10 代～40 代世代が参加しており、防災・

減災の意識向上を訴えることができた。当日は親子連れも半数あり、この事業を広

めるためには親しみやすく、楽しい手法が必要だと確信した。 

アンケートの結果より、この事業の防災・減災の意識向上の目的に対して、初めて

分かったことや、知った知識が多い。このことから、防災知識を持つことや日常で

意識しているかの市民の認識の低さを知る機会となった。 

次回への引継事項 ： 

防災の知識を会員で学ぶ必要がある 

弘前では大きな災害が少なく、昔の災害の経験のため地域の防災意識は高いとは

言えないが近年の災害状況を上手く活用して体験してもらうことをすると意識の

向上につながる。 

関係機関を利用して、防災体験をするとよい。 

災害にはたくさんの種類があるので整理しておくとよい。 

防災についてタウン誌や専門の冊子が無料提供されているので、情報も新しいも

のとそうでないものがあるので気をつけて活用するとよい。 
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防災グッズに興味をもつ方に紹介方法や販売の方法も検討してみるとよい。 

参加人数の集計の仕方を、より確実に集計するために、用紙などを工夫して数え

やすく記録しやすくするとよい。 

景品の品切れが早かったので、時間配分を考えて行うとよい。 

防災グッズについて、販売場所等や値段などをより詳しく説明できるように事前

に準備しておくとよい。 

実現と成果より「防災知識を持つことや日常で意識しているかの市民の認識の低

さを知る機会となった。」ため次回はその認識を持っているか、またどうやって

向上するかを踏まえるとよい。 

委 員 長 所 見 ： 

防災マップや防災クイズを対応しながら身近の防災減災についての市民の意識を

知ることができました。実際に、大きな災害はない地域ではありますが、意識の向

上が必要であることがカルチュアロードの来場者 6万人に対して 200 人ということ

から分かりました。 

防災について人に伝えるということは本当に難しいことと思います。私たちも防災

について専門ではないからこそ、このような学ぶ機会があることに感謝し最大限に

活用して、一人でも多くの意識向上のために続けていくことが大切だと感じまし

た。 

そして、防災・減災事業はこれからも必要な事業なので、市民のために伝える機会

の場が少しでも多くしていければより良いと思います。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： ￥23,865 

（ 事 業 費 ）  ： ￥23,865 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額  ￥30,000 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 公１ 地域社会の健全な発展に寄与する事業 

事 業 名 ： 弘前市長選挙公開討論会 

職 務 分 掌 ： 弘前市長選挙公開討論会の企画運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

任期満了に伴い行われる青森県弘前市長選挙において、有権者一人ひとりが政治に

関心を持ち、立候補予定者の政策や理念をしっかりと見極めたうえで公平な政治選

択をする必要がある。 

意義・目的（対外） ： 有権者の政治意識の高揚と選択の明確化を目的とする。 

意義・目的（対内） ： 
一人の市民として政治に参画する重要性を理解すると共に、今後、国民主権の確立

を目指す JC 運動に自覚的に取り組むきっかけとなることを目的とする。 

実 施 日 時 ： 3 月 21 日（水・祝日） 17：00～18：37 

実施場所・会場 ： 

弘前市文化センター 

討論会会場：大ホール 

市長選立候補予定者・コーディネーター共同控室：第二練習室 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ： 
弘前市民（有権者） 

市長選挙立候補予定者（葛西 憲之氏、櫻田 宏氏、畑山 聡氏） 

対 内 ： 会員 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

○日時・場所の選定 

 ・選挙公示日前で、各立候補予定者及び有権者が集まりやすい日時を選定 

 ・市長選は有権者の関心も高いことが予想されるので、収容人数を考慮した会場

を選定 

 ・メイン会場の他、市長選立候補予定者とコーディネーターの控室を用意 

○各立候補予定者への参加要請 

 ・候補日を絞り込んだうえで各立候補予定者事務所へ仮打診を行った。 

 ・各者の参加調整が付き次第、改めて各者へ参加依頼書を配布し、参加承諾を頂

いた。 

○パネリスト選定 

 ・公開討論会のコーディネーター経験や実績、公平中立性の確保の観点からコー

ディネ－ターを選定し、打診した。 

○広報 

弘前市長選挙公開討論会 

● 委員会名 ： 一人称総務 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 小山田 允紀 ／ 成田 志穂 ／ 村上 英里 
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 ・各立候補予定者の参加調整がとれ、日時会場が決定次第、プレスリリースを行

い、広く有権者に告知を行う。ポスターを作成・配布し、また当会ホームペー

ジに掲載し周知を行った。 

〇当日次第 

1．開会 

2．主催者挨拶 

3．ルール説明 

司会者による基本ルールの説明（声援・野次・中傷の禁止等） 

4．コーディネーター入場 

5．コーディネーター挨拶 

  趣旨説明及び討論ルール説明（持ち時間、発言順等） 

6．立候補予定者入場 

   席順は事前にくじ引きにて決定 

7．立候補予定者所信挨拶 

   発言順は右表による 

8．討論 

   テーマ①：財政と情報公開 

   テーマ②：雇用と地域経済 

テーマ③：弘前中核病院構想 

 発言順は右表による。 

9．立候補予定者最終演説 

   発言順は右表による 

10．コーディネーター総括 

11．立候補予定者、コーディネーター退場 

12．閉会 

○当日運営 

 下記の通りの担当を設けて運営した。 

Ａ受付担当 

・有権者は会場へ、立候補予定者及びコーディネーターは控室へ誘導 

・入場者への手荷物検査を行った 

・各立候補予定者のリーフレット（各立候補予定者が提供）を 1枚ずつセットに

し、 

 来場者に手渡す 

Ｂ立候補予定者及びコーディネーター担当 

・事前に各者の会場入り時間を確認し、それぞれの顏も把握しておく 

・各者には 16：30 を目途に会場入りして頂き、16：45 には司会者・コーディネ

ーター・立候補予定者を集めて打合わせを行い、発言順のくじ引きと時間厳守

や誹謗中傷禁止などのルールを確認 

Ｃ司会担当 

・司会台本を作成し、当日司会を行った 

Ｄ会場整理担当 

・来場者を前から順に、席を空けずに詰めて着席する様に誘導する 

発言順番表 A 

くじ 

B 

くじ 

C 

くじ 

所信挨拶 1 2 3 

テーマ① 3 1 2 

テーマ② 2 3 1 

テーマ③ 1 2 3 

最終演説 2 3 1 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 公１ 地域社会の健全な発展に寄与する事業 

事 業 名 ： 弘前市長選挙公開討論会 

職 務 分 掌 ： 弘前市長選挙公開討論会の企画運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

任期満了に伴い行われる青森県弘前市長選挙において、有権者一人ひとりが政治に

関心を持ち、立候補予定者の政策や理念をしっかりと見極めたうえで公平な政治選

択をする必要がある。 

意義・目的（対外） ： 有権者の政治意識の高揚と選択の明確化を目的とする。 

意義・目的（対内） ： 
一人の市民として政治に参画する重要性を理解すると共に、今後、国民主権の確立

を目指す JC 運動に自覚的に取り組むきっかけとなることを目的とする。 

実 施 日 時 ： 3 月 21 日（水・祝日） 17：00～18：37 

実施場所・会場 ： 

弘前市文化センター 

討論会会場：大ホール 

市長選立候補予定者・コーディネーター共同控室：第二練習室 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ： 
弘前市民（有権者） 

市長選挙立候補予定者（葛西 憲之氏、櫻田 宏氏、畑山 聡氏） 
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事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

○日時・場所の選定 

 ・選挙公示日前で、各立候補予定者及び有権者が集まりやすい日時を選定 
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 ・各者の参加調整が付き次第、改めて各者へ参加依頼書を配布し、参加承諾を頂

いた。 

○パネリスト選定 

 ・公開討論会のコーディネーター経験や実績、公平中立性の確保の観点からコー

ディネ－ターを選定し、打診した。 

○広報 

弘前市長選挙公開討論会 

● 委員会名 ： 一人称総務 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 小山田 允紀 ／ 成田 志穂 ／ 村上 英里 
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 ・各立候補予定者の参加調整がとれ、日時会場が決定次第、プレスリリースを行

い、広く有権者に告知を行う。ポスターを作成・配布し、また当会ホームペー

ジに掲載し周知を行った。 

〇当日次第 

1．開会 

2．主催者挨拶 

3．ルール説明 

司会者による基本ルールの説明（声援・野次・中傷の禁止等） 

4．コーディネーター入場 

5．コーディネーター挨拶 

  趣旨説明及び討論ルール説明（持ち時間、発言順等） 

6．立候補予定者入場 

   席順は事前にくじ引きにて決定 

7．立候補予定者所信挨拶 

   発言順は右表による 

8．討論 

   テーマ①：財政と情報公開 

   テーマ②：雇用と地域経済 

テーマ③：弘前中核病院構想 

 発言順は右表による。 

9．立候補予定者最終演説 

   発言順は右表による 

10．コーディネーター総括 

11．立候補予定者、コーディネーター退場 

12．閉会 

○当日運営 

 下記の通りの担当を設けて運営した。 

Ａ受付担当 

・有権者は会場へ、立候補予定者及びコーディネーターは控室へ誘導 

・入場者への手荷物検査を行った 

・各立候補予定者のリーフレット（各立候補予定者が提供）を 1枚ずつセットに

し、 

 来場者に手渡す 

Ｂ立候補予定者及びコーディネーター担当 

・事前に各者の会場入り時間を確認し、それぞれの顏も把握しておく 

・各者には 16：30 を目途に会場入りして頂き、16：45 には司会者・コーディネ

ーター・立候補予定者を集めて打合わせを行い、発言順のくじ引きと時間厳守

や誹謗中傷禁止などのルールを確認 

Ｃ司会担当 

・司会台本を作成し、当日司会を行った 

Ｄ会場整理担当 

・来場者を前から順に、席を空けずに詰めて着席する様に誘導する 

発言順番表 A 

くじ 

B 

くじ 

C 

くじ 

所信挨拶 1 2 3 

テーマ① 3 1 2 

テーマ② 2 3 1 

テーマ③ 1 2 3 

最終演説 2 3 1 
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・着席がまばらにならないよう、前方の席が埋まるまで後方の席はテープを張る

等してクローズし、一列ずつ開放していく 

E タイムキーパー担当 

・最前列にて、両面に大きく「１分前」「30 秒前」「終了」と描いたボードを用い、

時間を示す 

・終了時間でコーディネーターよりアナウンス、15 秒を経過段階でも演説が終

わらない場合は複数回ベルを鳴らす 

Ｇ記録担当 

・最前列にて動画撮影、写真撮影、音声録音を行う 

・当日アップルストリームの生中継も入り、場外でプロジェクターとテレビを用

意して観られるように設営をした。 

Ｈその他 

・くじ引きにて各候補者の席順が決まり次第、会場候補者席にふんどしを表示す

る。 

当日の席：ステージ中央から桜田氏・葛西氏・畑山氏の順 

・席が埋まってきた場合は、詰めるように促し、満席となったら、立ち見を誘導 

・野次等が起こった場合はコーディネーターより注意のアナウンスし、なお野次

が続く場合はスタッフが該当者に直接注意をする。それでも従わない場合は退

場して頂く 

参 加 人 員 ： 来場者数 456 人 会員 23人  

外 部 協 力 者 ： 
コーディネーター：弘前学院大学 社会福祉学部 教授 西東 克介 氏 

手話通訳：青森県ろうあ協会 3 名 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2018 年  2 月 ： 候補者事務所、選挙管理委員会への挨拶、お伺い 

 ： 候補者、関係諸団体との（場所、スケジュールの確認等）打ち合わせ。 

 ： 27 日プレスリリース取材依頼提出 

3 月 ： 2 日 12 時プレスリリース。以降、ポスター掲示、ホームページアップ 

 ： 6 日コーディネーターと討論テーマ打合せ 

 ： 12 日頃 各立候補予定者とルール・テーマ等打合せ 

 ： 21 日公開討論会実施 

4 月 ： 4 月 1日公示。4月 8 日弘前市長選挙 

5 月 ： 事業実施報告書協議上程 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

14：00 

15：00 

16：30 

16：50 

 

委員会集合 

会員集合、準備 

開場 

 

 

搬入・会場設営 

旗立て・会場設営 

コーディネーター、立候補予定者到着 

司会、コーディネーター、立候補予定者、手話通訳打

合わせ 
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16：55 

16：58 

17：00 

17：01 

17：05 

17：06 

17：08 

17：09 

17：21 

17：33 

 

17：59 

 

18：20 

 

 

18：34 

 

 

18：37 

 

 

 

開会前アナウンス 

開会 

主催者挨拶 

ルール説明 

コーディネーター入場及び挨拶 

立候補予定者入場 

立候補予定者所信挨拶（各者 3

分） 

討論 

テーマ①：財政と情報公開 

 

テーマ②：雇用と地域経済  

 

テーマ③：弘前中核病院構想 

 

立候補予定者最終演説 

コーディネーター総括 

コーディネーター、立候補予定

者退場 

閉会 

後片付け 

片付け完了、解散 

着席順くじ引き 

舞台袖に待機 

 

 

理事長 須藤立也君 

司会  小山田允紀君 

西東克介氏 

 

葛西憲之氏、桜田宏氏、畑山聡氏 

各者 3分発表ののち、 

挙手による質疑（90 秒）応答（3分）を 3回 

各者 3分発表ののち、 

挙手による質疑（90 秒）応答（3分）を 3回 

各各者 3分発表ののち、 

挙手による質疑（90 秒）応答（3分）を 3回 

各者 3分 

来場者が退場してから片付けを始める 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実現と成果 
： 

○日時場所の選定について 

公示日より２週間前という時期を選び、祝日を選定しため、集客数も 456 人と盛況

だった。○立候補予定者の対応について 

各候補者事務所に直接伺い打ち合わせすることで、討論会の趣旨を理解したうえで

参加していただくことができた。 

○広報について 

ポスターを市内各所に掲示し、SNS の告知を行ったが若年層の来場が少なかった。 

Facebook のリーチ数は公開討論会告知 3601、公開討論会後の記事 775（5月 17日） 

○当日の運営について 

運営参加会員の中には、途中からの参加や退出となった会員も事前に運営マニュア

ルを配布し、担当役割を告知していたので運営にスムーズに参加することができた。 

〇その他  

会場の受付に、手荷物検査を設置し、危険な事態を回避することができた。会場整

理を配置して来場者もスムーズに誘導することができた。 

満席時の対応として、プロジェクターとスクリーン、液晶テレビを設置したところ、

2～3人が視聴していた。 

アップルウェーブの取材協力があり、アップルストリームで生放送して頂いた。 
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・着席がまばらにならないよう、前方の席が埋まるまで後方の席はテープを張る

等してクローズし、一列ずつ開放していく 

E タイムキーパー担当 

・最前列にて、両面に大きく「１分前」「30 秒前」「終了」と描いたボードを用い、

時間を示す 

・終了時間でコーディネーターよりアナウンス、15 秒を経過段階でも演説が終

わらない場合は複数回ベルを鳴らす 

Ｇ記録担当 

・最前列にて動画撮影、写真撮影、音声録音を行う 

・当日アップルストリームの生中継も入り、場外でプロジェクターとテレビを用

意して観られるように設営をした。 

Ｈその他 

・くじ引きにて各候補者の席順が決まり次第、会場候補者席にふんどしを表示す

る。 

当日の席：ステージ中央から桜田氏・葛西氏・畑山氏の順 

・席が埋まってきた場合は、詰めるように促し、満席となったら、立ち見を誘導 

・野次等が起こった場合はコーディネーターより注意のアナウンスし、なお野次

が続く場合はスタッフが該当者に直接注意をする。それでも従わない場合は退

場して頂く 

参 加 人 員 ： 来場者数 456 人 会員 23人  

外 部 協 力 者 ： 
コーディネーター：弘前学院大学 社会福祉学部 教授 西東 克介 氏 

手話通訳：青森県ろうあ協会 3 名 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2018 年  2 月 ： 候補者事務所、選挙管理委員会への挨拶、お伺い 

 ： 候補者、関係諸団体との（場所、スケジュールの確認等）打ち合わせ。 

 ： 27 日プレスリリース取材依頼提出 

3 月 ： 2 日 12 時プレスリリース。以降、ポスター掲示、ホームページアップ 

 ： 6 日コーディネーターと討論テーマ打合せ 

 ： 12 日頃 各立候補予定者とルール・テーマ等打合せ 

 ： 21 日公開討論会実施 

4 月 ： 4 月 1日公示。4 月 8 日弘前市長選挙 

5 月 ： 事業実施報告書協議上程 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

14：00 

15：00 

16：30 

16：50 

 

委員会集合 

会員集合、準備 

開場 

 

 

搬入・会場設営 

旗立て・会場設営 

コーディネーター、立候補予定者到着 

司会、コーディネーター、立候補予定者、手話通訳打

合わせ 
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16：55 

16：58 

17：00 

17：01 

17：05 

17：06 

17：08 

17：09 

17：21 

17：33 

 

17：59 
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立候補予定者入場 

立候補予定者所信挨拶（各者 3
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テーマ①：財政と情報公開 

 

テーマ②：雇用と地域経済  

 

テーマ③：弘前中核病院構想 

 

立候補予定者最終演説 

コーディネーター総括 

コーディネーター、立候補予定

者退場 

閉会 

後片付け 

片付け完了、解散 

着席順くじ引き 

舞台袖に待機 

 

 

理事長 須藤立也君 

司会  小山田允紀君 

西東克介氏 

 

葛西憲之氏、桜田宏氏、畑山聡氏 

各者 3分発表ののち、 

挙手による質疑（90 秒）応答（3 分）を 3 回 

各者 3分発表ののち、 

挙手による質疑（90 秒）応答（3 分）を 3 回 

各各者 3 分発表ののち、 

挙手による質疑（90 秒）応答（3 分）を 3 回 

各者 3分 

来場者が退場してから片付けを始める 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実現と成果 
： 

○日時場所の選定について 

公示日より２週間前という時期を選び、祝日を選定しため、集客数も 456 人と盛況

だった。○立候補予定者の対応について 

各候補者事務所に直接伺い打ち合わせすることで、討論会の趣旨を理解したうえで

参加していただくことができた。 

○広報について 

ポスターを市内各所に掲示し、SNS の告知を行ったが若年層の来場が少なかった。 

Facebook のリーチ数は公開討論会告知 3601、公開討論会後の記事 775（5月 17日） 

○当日の運営について 

運営参加会員の中には、途中からの参加や退出となった会員も事前に運営マニュア

ルを配布し、担当役割を告知していたので運営にスムーズに参加することができた。 

〇その他  

会場の受付に、手荷物検査を設置し、危険な事態を回避することができた。会場整

理を配置して来場者もスムーズに誘導することができた。 

満席時の対応として、プロジェクターとスクリーン、液晶テレビを設置したところ、

2～3人が視聴していた。 

アップルウェーブの取材協力があり、アップルストリームで生放送して頂いた。 
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拍手や声援などの禁止行為も見られたが、会場係の対応で治まった。 

 

青森県弘前市長選挙 選挙結果 2018 年 04 月 08日投開票  

有権者数 147,061 人  

投票者数 78,532 人 

投票率 53.40%  

当選 44,603 票 櫻田 宏（58） 

   28,739 票 葛西 憲之（71）  

    4,537 票   畑山 聡（63）  

次回への引継事項 ： 

○日時場所の選定について 

・曜日や祝日の他に、お彼岸など季節行事にも配慮するとよい。 

○立候補予定者の対応について 

・控室を 1室にしたが、特に問題はなく、当日打ち合わせをその場ですることが出

来た。 

○コーディネーターの選定と対応について 

・地域の政治の知識があり、コーディネーター経験のある方が望ましい 

・公平中立で偏りがない方 

・当会の開催趣旨を理解していただき、持論に偏ったコーディネートにならない方 

・選挙権がない選挙区外在住者も望ましい。 

・公開討論会コーディネーター派遣機関「一般財団法人リンカーン･フォーラム」 

・当会の趣旨に沿った討論会を開催するためには会員がコーディネーターを務める

ことも検討してもよい。 

○広報について 

・来場してほしい年齢層などに適した、場所（子育て世代や若年層であれば、何か

のついでに立ち寄りやすいヒロロの文化ホールなど）を考慮したほうが良い。 

○当日の運営について 

・次回選挙時の開催を踏まえて、若い会員に積極的に携わってもらうこと。 

・事業内容を把握できている人員の層を厚くすること。また、マニュアルを用意し

て、責任者を置くことで、各役割分担がスムーズに行える。 

○その他 

・テーマ３において挙手による質疑がなく、予定時刻より早く終了した。 

・上記について来場者より、来場者からの質疑と応答を受付けてほしかったと要望

があった。 

・賛助会員は、討論会に参加することを自粛した。 

・議員職会員の参加の是非も検討したほうが良い。 

・公平中立を保てない（特定の候補者の応援を広く表明している）会員の参加は検

討したほうが良い。 

・コーディネーターの意図した情報公開の意味が会場に伝わらなかったところがあ

った。 

・当会会員がコーディネーターとなって仕切ることが出来れば、狙い通りの討論会

を目指すことができる。 

・お礼状は郵送ではなく直接持参すると、感想をいただけるよい機会となる。 
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・選挙管理委員会に、公職選挙法に触れるところがないかどうか相談した方が良い。

今回は立候補予定者のパンフレットを 3枚 1セットで運営スタッフが配布して良い

か問い合せ、問題がないことを確認した。なお、会場外で配ることは違反行為に当

たる恐れがあるとご指導いただいた。 

・身体の不自由な来場者は階段が少ない入口から誘導すると親切。 

委 員 長 所 見 ： 

弘前市長選挙公開討論会にたくさんの注目が集まるなか、政策について各立候補予

定者が市民の前で討論する機会として、タイミングよくまた適当な規模で開催する

ことができたと思います。地域のために尽くしたと達成感をより大きく感じられる

事業でした。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： ￥206,543 

（ 事 業 費 ）  ： ￥206,543 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： ￥210,000 
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拍手や声援などの禁止行為も見られたが、会場係の対応で治まった。 

 

青森県弘前市長選挙 選挙結果 2018 年 04 月 08日投開票  

有権者数 147,061 人  

投票者数 78,532 人 

投票率 53.40%  

当選 44,603 票 櫻田 宏（58） 

   28,739 票 葛西 憲之（71）  

    4,537 票   畑山 聡（63）  

次回への引継事項 ： 

○日時場所の選定について 

・曜日や祝日の他に、お彼岸など季節行事にも配慮するとよい。 

○立候補予定者の対応について 

・控室を 1室にしたが、特に問題はなく、当日打ち合わせをその場ですることが出

来た。 

○コーディネーターの選定と対応について 

・地域の政治の知識があり、コーディネーター経験のある方が望ましい 

・公平中立で偏りがない方 

・当会の開催趣旨を理解していただき、持論に偏ったコーディネートにならない方 

・選挙権がない選挙区外在住者も望ましい。 

・公開討論会コーディネーター派遣機関「一般財団法人リンカーン･フォーラム」 

・当会の趣旨に沿った討論会を開催するためには会員がコーディネーターを務める

ことも検討してもよい。 

○広報について 

・来場してほしい年齢層などに適した、場所（子育て世代や若年層であれば、何か

のついでに立ち寄りやすいヒロロの文化ホールなど）を考慮したほうが良い。 

○当日の運営について 

・次回選挙時の開催を踏まえて、若い会員に積極的に携わってもらうこと。 

・事業内容を把握できている人員の層を厚くすること。また、マニュアルを用意し

て、責任者を置くことで、各役割分担がスムーズに行える。 

○その他 

・テーマ３において挙手による質疑がなく、予定時刻より早く終了した。 

・上記について来場者より、来場者からの質疑と応答を受付けてほしかったと要望

があった。 

・賛助会員は、討論会に参加することを自粛した。 

・議員職会員の参加の是非も検討したほうが良い。 

・公平中立を保てない（特定の候補者の応援を広く表明している）会員の参加は検

討したほうが良い。 

・コーディネーターの意図した情報公開の意味が会場に伝わらなかったところがあ

った。 

・当会会員がコーディネーターとなって仕切ることが出来れば、狙い通りの討論会

を目指すことができる。 

・お礼状は郵送ではなく直接持参すると、感想をいただけるよい機会となる。 
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・選挙管理委員会に、公職選挙法に触れるところがないかどうか相談した方が良い。

今回は立候補予定者のパンフレットを 3枚 1セットで運営スタッフが配布して良い

か問い合せ、問題がないことを確認した。なお、会場外で配ることは違反行為に当

たる恐れがあるとご指導いただいた。 

・身体の不自由な来場者は階段が少ない入口から誘導すると親切。 

委 員 長 所 見 ： 

弘前市長選挙公開討論会にたくさんの注目が集まるなか、政策について各立候補予

定者が市民の前で討論する機会として、タイミングよくまた適当な規模で開催する

ことができたと思います。地域のために尽くしたと達成感をより大きく感じられる

事業でした。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： ￥206,543 

（ 事 業 費 ）  ： ￥206,543 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： ￥210,000 

 

  

－ 63 －151150



公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： なし 

事 業 名 ： 公益社団法人弘前青年会議所 第 99 回通常総会 

職 務 分 掌 ： 各種会議運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

LOM の運営には理事会及び臨時理事会による業務執行の決定と、通常総会及び臨時

総会における決議が必要不可欠であり、法令及び定款や諸規定に則り各種会議を運

営する必要があります。 

意義・目的（対内） ： 

2017 年度の事業報告及び決算を決議し、2018 年度の事業計画及び予算案を会員に

報告周知すると共に、役員候補者が正式に役員に就任し、新年度が本格的にスター

トする節目の総会として、確実な運営を行うことを目的とする。 

実 施 日 時 : 平成 30 年 1 月 10 日（水）19：00～ 

実施場所・会場 : ホテルニューキャッスル 3F 松の間 

事 業 の 対 象 者   

対 内 ： 現役会員並びにオブザーバー 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

審議事項 

第１号議案 

公益社団法人弘前青年会議所 2017 年度事業報告書(案)承認に関する件 

→満場一致可決承認 

第２号議案 

公益社団法人弘前青年会議所 2017 年度正味財産増減計画書(案)承認に関する件 

→満場一致可決承認 

参 加 人 員 ： 

正会員全 46 名中 出席者 26名  欠席者 20 名  有効委任状 16通 

賛助会員数全 3名中  出席者 1名 

オブザーバー 長内 遼太郎氏 

外 部 協 力 者 ： なし 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2017 年 12 月 ： 28 日（木）打ち合わせ・出欠及び委任状の確認 

1 月 ： 
3 日（水）資料等、事前配信 

10 日（水）第 99 回通常総会の運営 

 

公益社団法人弘前青年会議所 第 99 回通常総会 

● 委員会名 ： 一人称総務 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 小山田 允紀 ／ 成田 志穂 ／ 村上 英里 
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当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

17：30 

18：00 

 

18：30 

19：00 

 

19：01 

19：02 

19：03 

 

19：04 

 

19：05 

 

19：06 

 

19：07 

 

19：25 

 

19：27 

 

 

 

 

 

 

 

19：28 

 

19：41 

 

19：44 

 

19：53 

 

 

 

 

19：54 

会場集合 

リハーサル 

会場設営・打合せ 

会場・受付開始 

開会 

1．開会宣言 

2．国歌斉唱 

3．JC ソング斉唱 

4．JCI クリード唱和 

 

5．JCI MISSON 並びに JCI VISION 唱和 

 

6．JC 宣言文朗読並びに綱領唱和 

 

7．東北 JC宣言唱和 

 

8．2017 年度理事長挨拶 

 

9．2017 年度理事長への感謝状贈呈 

 

10．プレジデンシャルリース伝達式 

 

 

 

 

 

 

 

11. 2018 年度理事候補者挨拶 

 

12．オブザーバー紹介及び新加入会員認証式 

  （2018 年度会員拡大委員会） 

13．2017 年度アテンダンスポイント表彰 

（2017 年度総務きずな委員会） 

14．議長選出  

15．定足数の確認 

16．議事録作成人並びに議事録署名人の指名 

 

17．配布資料の確認 

18．2017 年度 監査報告 

一人称総務委員会 

一人称総務委員会 

一人称総務委員会 

 

 

副理事長 葛西 晋君 

 

 

Youth Support 委員会 

委員長 齊藤 雄太君 

けやぐ委員会委員長  

委員長 島津 隆義君 

BIG UP プロジェクト委員会 

委員長 三上 恵美君 

まつり継承委員会 

委員長 大藪 貴雄君 

2017 年度理事長 

三國 典央君 

2018 年度理事候補者 

須藤 立也君 

2017 年度理事長 

三國 典央君 

2018 年度理事候補者 

 須藤 立也君 

介添え：2017 年度副理事長 

大場 一巧君 

葛西 晋君 

吉川 裕之君 

2018 年度理事候補者 

須藤 立也君 

オブザーバー 長内 遼太郎氏 

新加入会員 下山 千嘉君 

2017 年度総務きずな委員会 

委員長 石岡 伸君 

2017 年度理事長  三國 典央

君 

総務きずな委員会 

葛西  晋君 

三浦 聖吾君 

総務きずな委員会 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： なし 

事 業 名 ： 公益社団法人弘前青年会議所 第 99 回通常総会 

職 務 分 掌 ： 各種会議運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

LOM の運営には理事会及び臨時理事会による業務執行の決定と、通常総会及び臨時

総会における決議が必要不可欠であり、法令及び定款や諸規定に則り各種会議を運

営する必要があります。 

意義・目的（対内） ： 

2017 年度の事業報告及び決算を決議し、2018 年度の事業計画及び予算案を会員に

報告周知すると共に、役員候補者が正式に役員に就任し、新年度が本格的にスター

トする節目の総会として、確実な運営を行うことを目的とする。 

実 施 日 時 : 平成 30 年 1 月 10 日（水）19：00～ 

実施場所・会場 : ホテルニューキャッスル 3F 松の間 

事 業 の 対 象 者   

対 内 ： 現役会員並びにオブザーバー 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

審議事項 

第１号議案 

公益社団法人弘前青年会議所 2017 年度事業報告書(案)承認に関する件 

→満場一致可決承認 

第２号議案 

公益社団法人弘前青年会議所 2017 年度正味財産増減計画書(案)承認に関する件 

→満場一致可決承認 

参 加 人 員 ： 

正会員全 46 名中 出席者 26名  欠席者 20 名  有効委任状 16通 

賛助会員数全 3名中  出席者 1名 

オブザーバー 長内 遼太郎氏 

外 部 協 力 者 ： なし 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2017 年 12 月 ： 28 日（木）打ち合わせ・出欠及び委任状の確認 

1 月 ： 
3 日（水）資料等、事前配信 

10 日（水）第 99 回通常総会の運営 

 

公益社団法人弘前青年会議所 第 99 回通常総会 

● 委員会名 ： 一人称総務 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 小山田 允紀 ／ 成田 志穂 ／ 村上 英里 
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当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

17：30 

18：00 

 

18：30 

19：00 

 

19：01 

19：02 

19：03 

 

19：04 

 

19：05 

 

19：06 

 

19：07 

 

19：25 

 

19：27 

 

 

 

 

 

 

 

19：28 

 

19：41 

 

19：44 

 

19：53 

 

 

 

 

19：54 

会場集合 

リハーサル 

会場設営・打合せ 

会場・受付開始 

開会 

1．開会宣言 

2．国歌斉唱 

3．JC ソング斉唱 

4．JCI クリード唱和 

 

5．JCI MISSON 並びに JCI VISION 唱和 

 

6．JC 宣言文朗読並びに綱領唱和 

 

7．東北 JC宣言唱和 

 

8．2017 年度理事長挨拶 

 

9．2017 年度理事長への感謝状贈呈 

 

10．プレジデンシャルリース伝達式 

 

 

 

 

 

 

 

11. 2018 年度理事候補者挨拶 

 

12．オブザーバー紹介及び新加入会員認証式 

  （2018 年度会員拡大委員会） 

13．2017 年度アテンダンスポイント表彰 

（2017 年度総務きずな委員会） 

14．議長選出  

15．定足数の確認 

16．議事録作成人並びに議事録署名人の指名 

 

17．配布資料の確認 

18．2017 年度 監査報告 

一人称総務委員会 

一人称総務委員会 

一人称総務委員会 

 

 

副理事長 葛西 晋君 

 

 

Youth Support 委員会 

委員長 齊藤 雄太君 

けやぐ委員会委員長  

委員長 島津 隆義君 

BIG UP プロジェクト委員会 

委員長 三上 恵美君 

まつり継承委員会 

委員長 大藪 貴雄君 

2017 年度理事長 

三國 典央君 

2018 年度理事候補者 

須藤 立也君 

2017 年度理事長 

三國 典央君 

2018 年度理事候補者 

 須藤 立也君 

介添え：2017 年度副理事長 

大場 一巧君 

葛西 晋君 

吉川 裕之君 

2018 年度理事候補者 

須藤 立也君 

オブザーバー 長内 遼太郎氏 

新加入会員 下山 千嘉君 

2017 年度総務きずな委員会 

委員長 石岡 伸君 

2017 年度理事長  三國 典央

君 

総務きずな委員会 

葛西  晋君 

三浦 聖吾君 

総務きずな委員会 
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19：55 

 

 

 

 

 

 

 

20：10 

 

 

 

 

20：18 

20：20 

19．議事 

【審議事項】 

第 1号議案  

公益社団法人弘前青年会議所 2017年度事業報

告書(案)承認に関する件  

第 2 号議案  

公益社団法人弘前青年会議所 2017年度正味財

産増減計算書（案）承認に関する件  

20．報告依頼事項 

1.公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度事

業計画について 

2.公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度正

味財産増減計算書（予算書）について 

21．監事講評 

22．閉会宣言 

監事 久保 良太君 

 

 

2017 年度専務理事 

秋元 駿一君 

 

2018 年度専務理事 

小山田 允紀君 

 

 

 

 

 

2017 年度監事 大湯 幸世君 

副理事長 大場 一巧君 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

2017 年度の事業報告・決算報告を行い、会員に承認を頂き 2017 年度を締めくくり、 

2018 年度の予算案・事業計画を進め、新たなスタートを切ることができました。 

次回への引継事項 ： 

・司会の打ち合わせをしっかりと行い当日に望み、総会の進行をスムーズにす

る。 

・リハーサル時間が不十分で、各担当委員会との確認不足があり、進行が滞る場

面があったが、事前に総会中の発表等に参加する会員へ声掛けをし、会員同士も

余裕をもって望むとことで慌てずに進行できるようにする。 

・当日使用するものなど事前に確認と準備をしておくと、搬入作業も早く、時間に

余裕をもって準備ができる。 

・当日ではなく事前にセレモニー等の担当を決めてお願いし、余裕をもってスムー

ズに行う。 

・委任状の提出について、未提出者への確認・連絡を事前にすることで、総会ま

でに会員から委任状を集めることができた。 

委 員 長 所 見 ： 

・アテンダンスポイント表彰を行う前年度の総務きずな委員会さん、オブザーバー

紹介及び新加入会員認証式を行う今年度の会員拡大委員会の皆様のご理解・ご協力

のお陰で、リハーサルが不十分でしたがスムーズに移行できたと思います。 

・会場では、荷物の移動や会場設営、撤収など多くの会員が協力をしてくれたため、

スムーズに懇親会へ移動できた。 

・司会においては、不慣れで見苦しい点が多々ありましたが、皆様のお陰で第 99回

総会を無事終え、スムーズに臨時理事会へ移行し、予定通り懇親会を行えました。 

・前年度の引継事項を活かし全体的には良くでき、素晴らしいスタートを切れたと

思います。 
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決 算   決算書 

決 算 額 ： ￥10,000 

（ 事 業 費 ）  ：  

（ 管 理 費 ）  ： ￥10,000 

予 算 総 額 ： ￥10,000 
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19：55 

 

 

 

 

 

 

 

20：10 

 

 

 

 

20：18 

20：20 

19．議事 

【審議事項】 

第 1 号議案  

公益社団法人弘前青年会議所 2017年度事業報

告書(案)承認に関する件  

第 2 号議案  

公益社団法人弘前青年会議所 2017年度正味財

産増減計算書（案）承認に関する件  

20．報告依頼事項 

1.公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度事

業計画について 

2.公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度正

味財産増減計算書（予算書）について 

21．監事講評 

22．閉会宣言 

監事 久保 良太君 

 

 

2017 年度専務理事 

秋元 駿一君 

 

2018 年度専務理事 

小山田 允紀君 

 

 

 

 

 

2017 年度監事 大湯 幸世君 

副理事長 大場 一巧君 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

2017 年度の事業報告・決算報告を行い、会員に承認を頂き 2017 年度を締めくくり、 

2018 年度の予算案・事業計画を進め、新たなスタートを切ることができました。 

次回への引継事項 ： 

・司会の打ち合わせをしっかりと行い当日に望み、総会の進行をスムーズにす

る。 

・リハーサル時間が不十分で、各担当委員会との確認不足があり、進行が滞る場

面があったが、事前に総会中の発表等に参加する会員へ声掛けをし、会員同士も

余裕をもって望むとことで慌てずに進行できるようにする。 

・当日使用するものなど事前に確認と準備をしておくと、搬入作業も早く、時間に

余裕をもって準備ができる。 

・当日ではなく事前にセレモニー等の担当を決めてお願いし、余裕をもってスムー

ズに行う。 

・委任状の提出について、未提出者への確認・連絡を事前にすることで、総会ま

でに会員から委任状を集めることができた。 

委 員 長 所 見 ： 

・アテンダンスポイント表彰を行う前年度の総務きずな委員会さん、オブザーバー

紹介及び新加入会員認証式を行う今年度の会員拡大委員会の皆様のご理解・ご協力

のお陰で、リハーサルが不十分でしたがスムーズに移行できたと思います。 

・会場では、荷物の移動や会場設営、撤収など多くの会員が協力をしてくれたため、

スムーズに懇親会へ移動できた。 

・司会においては、不慣れで見苦しい点が多々ありましたが、皆様のお陰で第 99回

総会を無事終え、スムーズに臨時理事会へ移行し、予定通り懇親会を行えました。 

・前年度の引継事項を活かし全体的には良くでき、素晴らしいスタートを切れたと

思います。 
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決 算   決算書 

決 算 額 ： ￥10,000 

（ 事 業 費 ）  ：  

（ 管 理 費 ）  ： ￥10,000 

予 算 総 額 ： ￥10,000 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： なし 

事 業 名 ： 公益社団法人弘前青年会議所 2018 年度第 1回臨時総会 

職 務 分 掌 ： 各種会議運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 

（各種会議運営） 

: 

ＬＯＭの運営には理事会及び臨時理事会による業務執行の決定と、通常総会及び臨

時総会における決議が必要不可欠であり、法令及び定款や諸規定に則り各種会議を

運営する必要があります。 

事業実施に至る 

背 景 ( 第 1 回 

臨 時 総 会 ) 

: 

次年度の体制づくりを滞りなく進めるうえで、公益社団法人弘前青年会議所定款の

変更することが望ましく、臨時に総会を開催する必要がある。 

意義・目的（対内） ： 
各種会議の開催目的を明確にし、法令及び定款や諸規定に則り運営し、会議内容が

正確に共有されることを目的とする。 

実 施 日 時 ： 2018 年 6月 7日（木）19：00～19：24（18：30～コミュニケーションタイム） 

実施場所・会場  ホテルニューキャッスル  

事 業 の 対 象 者   

対 内 ： 会員 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

下記の議案について決議を諮る 

 ・公益社団法人弘前青年会議所 定款変更(案)に関する件 

また、下記の件について報告を行う 

 ・公益社団法人弘前青年会議所 役員選任規定変更（案）に関する件 

参 加 人 員  正会員出席者 34 名、欠席 17名、有効委任状 7名 

外 部 協 力 者 ： なし 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2018 年 4 月 ： 

24 日 案内文送付 

31 日 出欠及び委任状の確認 

資料事前配信 

6 月  7 日 2018 年度第 1回臨時総会の開催運営 

7 月  事業実施報告書協議 

8 月  事業実施報告書審議 

 

公益社団法人弘前青年会議所 2018 年度第１回臨時総会 

● 委員会名 ： 一人称総務 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 小山田 允紀 ／ 成田 志穂 ／ 村上 英里 

－ 68 －

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

１７：００ 

１７：３０ 

１８：３０ 

１９：００ 

 

 

 

 

 

 

 

１９：０７ 

１９：１０ 

 

 

 

 

１９：１３ 

 

 

 

１９：１６ 

 

１９：２０ 

 

１９：２４ 

会場集合・会場設営・打合せ 

リハーサル 

開場 受付開始 

開会 

１．開会宣言 

２．国歌斉唱 

３．ＪＣソング斉唱 

４．ＪＣＩクリード唱和 

５．ＪＣＩ ＭＩＳＳＯＮ並びにＪＣＩ ＶＩＳＩＯＮ唱和 

６．ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和 

７．東北ＪＣ宣言唱和 

８．理事長挨拶 

９．議長選出 

１０．定足数の確認 

１１．議事録作成人並びに議事録署名人の指名 

１２．配布資料の確認 

１３．議事 

【審議事項】 

第１号議案  

公益社団法人弘前青年会議所 定款変更(案)に関する件  

 

【報告事項】 

公益社団法人弘前青年会議所 役員選任規定変更に関する件 

１４．監事講評 

 

１５．閉会宣言 

 

 

 

司会 寺沢 はづき 君 

副理事長 大場 一巧 君 

 

 

下山 千尋 君 

石山 瑠衣 君 

川嶋 貴裕 君 

島津 隆義 君 

理事長 須藤 立也 君 

議長 須藤 立也 君 

 

 

 

 

 

 

専務理事 小山田允紀君 

 

 

専務理事 小山田允紀君 

監事 大湯 幸世 君 

監事 三國 典央 君 

副理事長 工藤 順敬 君 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

公益社団法人弘前青年会議所定款の変更について臨時総会を委任状や出欠もスム

ーズに行ったため、多くの会員にご協力していただけた。限られた時間で、例会担

当委員会とセレモニーなどの部分を分担することができたので時間の短縮ができ

た。 

次回への引継事項 ： 

臨時総会のスムーズな方法は、会員が集まりやすいタイミングをよく検討し他の

事業などの担当委員会さんのご協力が必要不可欠である。 

受付の際に総会・例会と担当者を明確にすることで、混乱を防ぐようにする。 

委任状の原本提出率が低いため、効率的に収集できる方法を次回までに検討しな

ければならない。 

委 員 長 所 見 ： 
準備期間が少ない中でリハーサルまで順調にできたと思います。当日もスムーズ

な進行をすることができました。 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： なし 

事 業 名 ： 公益社団法人弘前青年会議所 2018 年度第 1回臨時総会 

職 務 分 掌 ： 各種会議運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 

（各種会議運営） 

: 

ＬＯＭの運営には理事会及び臨時理事会による業務執行の決定と、通常総会及び臨

時総会における決議が必要不可欠であり、法令及び定款や諸規定に則り各種会議を

運営する必要があります。 

事業実施に至る 

背 景 ( 第 1 回 

臨 時 総 会 ) 

: 

次年度の体制づくりを滞りなく進めるうえで、公益社団法人弘前青年会議所定款の

変更することが望ましく、臨時に総会を開催する必要がある。 

意義・目的（対内） ： 
各種会議の開催目的を明確にし、法令及び定款や諸規定に則り運営し、会議内容が

正確に共有されることを目的とする。 

実 施 日 時 ： 2018 年 6月 7日（木）19：00～19：24（18：30～コミュニケーションタイム） 

実施場所・会場  ホテルニューキャッスル  

事 業 の 対 象 者   

対 内 ： 会員 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

下記の議案について決議を諮る 

 ・公益社団法人弘前青年会議所 定款変更(案)に関する件 

また、下記の件について報告を行う 

 ・公益社団法人弘前青年会議所 役員選任規定変更（案）に関する件 

参 加 人 員  正会員出席者 34 名、欠席 17名、有効委任状 7名 

外 部 協 力 者 ： なし 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2018 年 4 月 ： 

24 日 案内文送付 

31 日 出欠及び委任状の確認 

資料事前配信 

6 月  7 日 2018 年度第 1回臨時総会の開催運営 

7 月  事業実施報告書協議 

8 月  事業実施報告書審議 

 

公益社団法人弘前青年会議所 2018 年度第１回臨時総会 

● 委員会名 ： 一人称総務 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 小山田 允紀 ／ 成田 志穂 ／ 村上 英里 
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当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

１７：００ 

１７：３０ 

１８：３０ 

１９：００ 

 

 

 

 

 

 

 

１９：０７ 

１９：１０ 

 

 

 

 

１９：１３ 

 

 

 

１９：１６ 

 

１９：２０ 

 

１９：２４ 

会場集合・会場設営・打合せ 

リハーサル 

開場 受付開始 

開会 

１．開会宣言 

２．国歌斉唱 

３．ＪＣソング斉唱 

４．ＪＣＩクリード唱和 

５．ＪＣＩ ＭＩＳＳＯＮ並びにＪＣＩ ＶＩＳＩＯＮ唱和 

６．ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和 

７．東北ＪＣ宣言唱和 

８．理事長挨拶 

９．議長選出 

１０．定足数の確認 

１１．議事録作成人並びに議事録署名人の指名 

１２．配布資料の確認 

１３．議事 

【審議事項】 

第１号議案  

公益社団法人弘前青年会議所 定款変更(案)に関する件  

 

【報告事項】 

公益社団法人弘前青年会議所 役員選任規定変更に関する件 

１４．監事講評 

 

１５．閉会宣言 

 

 

 

司会 寺沢 はづき 君 

副理事長 大場 一巧 君 

 

 

下山 千尋 君 

石山 瑠衣 君 

川嶋 貴裕 君 

島津 隆義 君 

理事長 須藤 立也 君 

議長 須藤 立也 君 

 

 

 

 

 

 

専務理事 小山田允紀君 

 

 

専務理事 小山田允紀君 

監事 大湯 幸世 君 

監事 三國 典央 君 

副理事長 工藤 順敬 君 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

公益社団法人弘前青年会議所定款の変更について臨時総会を委任状や出欠もスム

ーズに行ったため、多くの会員にご協力していただけた。限られた時間で、例会担

当委員会とセレモニーなどの部分を分担することができたので時間の短縮ができ

た。 

次回への引継事項 ： 

臨時総会のスムーズな方法は、会員が集まりやすいタイミングをよく検討し他の

事業などの担当委員会さんのご協力が必要不可欠である。 

受付の際に総会・例会と担当者を明確にすることで、混乱を防ぐようにする。 

委任状の原本提出率が低いため、効率的に収集できる方法を次回までに検討しな

ければならない。 

委 員 長 所 見 ： 
準備期間が少ない中でリハーサルまで順調にできたと思います。当日もスムーズ

な進行をすることができました。 
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総会開始前に総会前に内容（なぜ定款変更が必要なのか？）について新人の会員

から質問があり、説明すると共に総会を運営する緊張感も感じました。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： ￥2,500 

（ 事 業 費 ）  ：  

（ 管 理 費 ）  ： ￥2,500 

予 算 総 額 ： ￥2,500 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： なし 

事 業 名 ： 公益社団法人弘前青年会議所 2018 年度第 2回臨時総会 

職 務 分 掌 ： 各種会議運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 

（各種会議運営） 

: 

ＬＯＭの運営には理事会及び臨時理事会による業務執行の決定と、通常総会及び臨

時総会における決議が必要不可欠であり、法令及び定款や諸規定に則り各種会議を

運営する必要があります。 

事業実施に至る 

背 景 （ 第 ２ 回 

臨 時 総 会 ） 

 
次年度の体制づくりを滞りなく進めるうえで、8月通常総会前に次年度理事候補者

について決議することが望ましく、臨時に総会を開催する必要がある。 

意義・目的（対内） 

（各種会議運営） 
： 

各種会議の開催目的を明確にし、法令及び定款や諸規定に則り運営し、会議内容が

正確に共有されることを目的とする。 

意義・目的（対内） 

(第2回臨時総会) 
 

公益社団法人弘前青年会議所 2019 年度理事候補者について決議を行うことを目的

とする。 

実 施 日 時  2018 年 7月 6日（金）18：30～19：05 

実施場所・会場  土手町コミュニティーパーク （〒036-8182 青森県弘前市土手町 31番地） 

事 業 の 対 象 者    

対 内 ： 会員・オブザーバー 

 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

 2018 年 6 月  
25 日 総会案内文発送 

29 日 総会資料の事前配信（開催 7日前） 

7 月  
2 日 出欠及び委任状の確認 

6 日 2018 年度第 2回臨時総会の開催運営 

8 月  事業実施報告書協議 

公益社団法人弘前青年会議所 2018 年度第 2回臨時総会 

● 委員会名 ： 一人称総務 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 小山田 允紀 ／ 成田 志穂 ／ 村上 英里 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

下記の議案について決議を諮る 

 ・公益社団法人弘前青年会議所 2019 年度理事候補者(案)に関する件 

参 加 人 員 ： 出席者：27 名 欠席者： 26 名 有効委任状：14枚 

外 部 協 力 者 ： なし 
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総会開始前に総会前に内容（なぜ定款変更が必要なのか？）について新人の会員

から質問があり、説明すると共に総会を運営する緊張感も感じました。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： ￥2,500 

（ 事 業 費 ）  ：  

（ 管 理 費 ）  ： ￥2,500 

予 算 総 額 ： ￥2,500 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： なし 

事 業 名 ： 公益社団法人弘前青年会議所 2018 年度第 2回臨時総会 

職 務 分 掌 ： 各種会議運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 

（各種会議運営） 

: 

ＬＯＭの運営には理事会及び臨時理事会による業務執行の決定と、通常総会及び臨

時総会における決議が必要不可欠であり、法令及び定款や諸規定に則り各種会議を

運営する必要があります。 

事業実施に至る 

背 景 （ 第 ２ 回 

臨 時 総 会 ） 

 
次年度の体制づくりを滞りなく進めるうえで、8月通常総会前に次年度理事候補者

について決議することが望ましく、臨時に総会を開催する必要がある。 

意義・目的（対内） 

（各種会議運営） 
： 

各種会議の開催目的を明確にし、法令及び定款や諸規定に則り運営し、会議内容が

正確に共有されることを目的とする。 

意義・目的（対内） 

(第2回臨時総会) 
 

公益社団法人弘前青年会議所 2019 年度理事候補者について決議を行うことを目的

とする。 

実 施 日 時  2018 年 7月 6日（金）18：30～19：05 

実施場所・会場  土手町コミュニティーパーク （〒036-8182 青森県弘前市土手町 31番地） 

事 業 の 対 象 者    

対 内 ： 会員・オブザーバー 

 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

 2018 年 6 月  
25 日 総会案内文発送 

29 日 総会資料の事前配信（開催 7日前） 

7 月  
2 日 出欠及び委任状の確認 

6 日 2018 年度第 2回臨時総会の開催運営 

8 月  事業実施報告書協議 

公益社団法人弘前青年会議所 2018 年度第 2回臨時総会 

● 委員会名 ： 一人称総務 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 小山田 允紀 ／ 成田 志穂 ／ 村上 英里 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

下記の議案について決議を諮る 

 ・公益社団法人弘前青年会議所 2019 年度理事候補者(案)に関する件 

参 加 人 員 ： 出席者：27 名 欠席者： 26 名 有効委任状：14枚 

外 部 協 力 者 ： なし 
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9 月  事業実施報告書審議 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

17：00 

18：00 

18：30 

 

 

 

 

 

 

 

18：38 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場集合・会場設営・打合せ 

開場 受付開始 

開会 

1．開会宣言 

2．国歌斉唱 

3．ＪＣソング斉唱 

4．ＪＣＩクリード唱和 

5．ＪＣＩ ＭＩＳＳＯＮ並びにＪＣＩ ＶＩＳＩＯＮ唱和 

6．ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和 

7．東北ＪＣ宣言唱和 

8．理事長挨拶 

9．議長選出 

10．定足数の確認 

11．議事録作成人並びに議事録署名人の指名 

12．配布資料の確認 

13．議事 

【審議事項】 

第 1 号議案 2019 年度理事候補者選任に関する件について 

秋元 駿一 君（案） 

第 2 号議案 2019 年度理事候補者選任に関する件について 

大湯 幸世 君（案） 

第 3 号議案 2019 年度理事候補者選任に関する件について 

小山田 允紀 君（案）  

第 4 号議案 2019 年度理事候補者選任に関する件について 

葛西  晋   君（案）  

第 5 号議案 2019 年度理事候補者選任に関する件について 

木村 歩  君（案） 

第 6 号議案 2019 年度理事候補者選任に関する件について 

櫛引  英揮 君（案） 

第 7 号議案 2019 年度理事候補者選任に関する件について 

工藤 正貴 君（案） 

第 8 号議案 2019 年度理事候補者選任に関する件について 

前田  完治 君（案） 

第 9 号議案 2019 年度理事候補者選任に関する件について 

比内 理佑 君（案） 

第 10 号議案 2019 年度理事候補者選任に関する件について 

三浦 聖吾 君（案） 

第 11 号議案 2019 年度理事候補者選任に関する件について 

 

 

 

副理事長 比内 理佑 

君 

 

 

秋元 駿一 君 

下山 千嘉 君 

齊藤 雄太 君 

大藪 貴雄 君 

理事長 須藤 立也 君 
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18：57 

19：05 

三上 優香 君（案） 

第 12 号議案 2019 年度理事候補者選任に関する件について 

山形  昌弘 君（案）  

第 13 号議案 2019 年度理事候補者選任に関する件について 

吉川 裕之 君（案）  

14．監事講評 

15．閉会宣言 

 

 

 

 

 

監事 大湯 幸世 君 

副理事長 工藤 順敬 君 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

次年度理事候補者について決議するために臨時に総会を開催し、次年度体制につい

て会員の総意を得ることができた。 

次回への引継事項 ： 

事前に例会担当委員会とセレモニー・新加入会員認証式等をどの場面でするか打

ち合わせをすることでスムーズにタイムスケジュールを組める。 

持ち物を管理する担当者を決めて、当日どこに何があるかを把握すると準備の時

間を短縮できる。 

当日の急な遅参を想定しておくと、役割分担をスムーズに変更することができ

る。 

委 員 長 所 見 ： 

例会と同日の臨時総会となり、会員にも少し早めの時間の案内ではあったが定足数

をこえる出席となりご理解とご協力をいただけたので臨時総会の運営もスムーズ

にできた。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： ￥3,000 

（ 事 業 費 ）  ：  

（ 管 理 費 ）  ： ￥3,000 

予 算 総 額 ： ￥3,000 
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9 月  事業実施報告書審議 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

17：00 

18：00 

18：30 

 

 

 

 

 

 

 

18：38 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場集合・会場設営・打合せ 

開場 受付開始 

開会 

1．開会宣言 

2．国歌斉唱 

3．ＪＣソング斉唱 

4．ＪＣＩクリード唱和 

5．ＪＣＩ ＭＩＳＳＯＮ並びにＪＣＩ ＶＩＳＩＯＮ唱和 

6．ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和 

7．東北ＪＣ宣言唱和 

8．理事長挨拶 

9．議長選出 

10．定足数の確認 

11．議事録作成人並びに議事録署名人の指名 

12．配布資料の確認 

13．議事 

【審議事項】 

第 1 号議案 2019 年度理事候補者選任に関する件について 

秋元 駿一 君（案） 

第 2 号議案 2019 年度理事候補者選任に関する件について 

大湯 幸世 君（案） 

第 3 号議案 2019 年度理事候補者選任に関する件について 

小山田 允紀 君（案）  

第 4 号議案 2019 年度理事候補者選任に関する件について 

葛西  晋   君（案）  

第 5 号議案 2019 年度理事候補者選任に関する件について 

木村 歩  君（案） 

第 6 号議案 2019 年度理事候補者選任に関する件について 

櫛引  英揮 君（案） 

第 7 号議案 2019 年度理事候補者選任に関する件について 

工藤 正貴 君（案） 

第 8 号議案 2019 年度理事候補者選任に関する件について 

前田  完治 君（案） 

第 9 号議案 2019 年度理事候補者選任に関する件について 

比内 理佑 君（案） 

第 10 号議案 2019 年度理事候補者選任に関する件について 

三浦 聖吾 君（案） 

第 11 号議案 2019 年度理事候補者選任に関する件について 

 

 

 

副理事長 比内 理佑 

君 

 

 

秋元 駿一 君 

下山 千嘉 君 

齊藤 雄太 君 

大藪 貴雄 君 

理事長 須藤 立也 君 
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18：57 

19：05 

三上 優香 君（案） 

第 12 号議案 2019 年度理事候補者選任に関する件について 

山形  昌弘 君（案）  

第 13 号議案 2019 年度理事候補者選任に関する件について 

吉川 裕之 君（案）  

14．監事講評 

15．閉会宣言 

 

 

 

 

 

監事 大湯 幸世 君 

副理事長 工藤 順敬 君 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

次年度理事候補者について決議するために臨時に総会を開催し、次年度体制につい

て会員の総意を得ることができた。 

次回への引継事項 ： 

事前に例会担当委員会とセレモニー・新加入会員認証式等をどの場面でするか打

ち合わせをすることでスムーズにタイムスケジュールを組める。 

持ち物を管理する担当者を決めて、当日どこに何があるかを把握すると準備の時

間を短縮できる。 

当日の急な遅参を想定しておくと、役割分担をスムーズに変更することができ

る。 

委 員 長 所 見 ： 

例会と同日の臨時総会となり、会員にも少し早めの時間の案内ではあったが定足数

をこえる出席となりご理解とご協力をいただけたので臨時総会の運営もスムーズ

にできた。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： ￥3,000 

（ 事 業 費 ）  ：  

（ 管 理 費 ）  ： ￥3,000 

予 算 総 額 ： ￥3,000 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： なし 

事 業 名 ： 公益社団法人弘前青年会議所 第 100 回通常総会 

職 務 分 掌 ： 各種会議運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

公益社団法人弘前青年会議所定款第 4章第 29 条 2項により 8月通常総会を行う必

要がある。 

意義・目的（対内） ： 
理事長候補者及び監事候補者選考委員会の選考経緯を踏まえ、2019 年度理事長候補

者及び監事候補者を本総会において選出することを目的とする。 

実 施 日 時 ： 2018 年 8月 9日(木)18：30～19：05 ※ＯＢ交流会 19：30～21：00 

実施場所・会場 ： 土手町コミュニティーパーク 

事 業 の 対 象 者   

対 内 ： 会員並びにオブザーバー 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

審議事項 

第 1号議案 

公益社団法人弘前青年会議所 2019 年度理事長候補者選任(案)に関する件 

第 2号議案 

公益社団法人弘前青年会議所 2019 年度監事候補者選任(案)に関する件 

参 加 人 員 ： 出席：26名 欠席：29名 有効委任状：16枚 

外 部 協 力 者 ： なし 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2018 年 6 月 ： ＯＢ案内文送付 

7 月 
 

案内文送付 

8 月 ： 出席及び委任状の確認・資料等、事前配信、第 100 回通常総会の運営 

9 月 ：  

10 月 ： 事業報告書審議 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

１７：００ 会場集合 一人称総務委員会 

公益社団法人弘前青年会議所 2018 年度第 100 回通常総会 

● 委員会名 ： 一人称総務 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 小山田 允紀 ／ 成田 志穂 ／ 村上 英里 
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１７：３０ 

１８：００ 

１８：３０ 

１８：１０ 

１８：３２ 

１８：３３ 

１８：３４ 

１８：３５ 

１８：３６ 

１８：４０ 

１８：４７ 

 

 

 

１８：５７ 

１８：５８ 

１８：５９ 

 

 

 

１８：４５ 

 

 

１８：５２ 

 

 

１８：１５ 

 

１８：２０ 

 

１８：５６ 

 

１９：０５ 

会場設営・打合せ・リハーサル 

開場 

開会宣言 

国歌斉唱 

ＪＣソング斉唱 

ＪＣＩクリード唱和 

ＪＣＩ ＭＩＳＳＯＮ並びにＪＣＩ ＶＩＳＩＯＮ唱和 

ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和 

東北ＪＣ宣言唱和 

理事長挨拶 

オブザーバー紹介 

 

 

 

議長選出 

定足数の確認 

議事録作成人並びに議事録署名人の指名 

配布資料の確認 

理事長候補者選考委員会より報告 

【審議事項】 

第 1号議案  

公益社団法人弘前青年会議所 2019年度 理事長候補者

選任(案)に関する件  

第 2 号議案  

公益社団法人弘前青年会議所 2019年度監事候補者選任

(案)に関する件 

第 3号議案 

その他 

専務理事報告 

報告依頼事項 

監事講評 

 

閉会宣言 

 

 

副理事長 葛西 晋 君 

 

 

木村 歩  君 

大藪 貴雄 君 

櫛引 英揮 君 

島津 隆義 君 

理事長 須藤立也 君 

株式会社弘商 

田澤 麻里 

有限会社 ビルアート 

中野 幸子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専務理事 小山田 允紀 君 

 

監事 三國 典央 君 

 

副理事長 工藤 順敬 君 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

第１００回の通常総会では、次年度理事長候補者と監事候補者を承認いただくにあ

たり、会員に声掛けをした結果、多くの会員の参加を得られ、次年度への門出とな

る総会運営することができた。 

OB の参加も促すために、この節目の総会に合わせて、展示会や交流会などに工夫を

こらし出席いただくことができ、交流を持つ機会を持つことができた。 

次回への引継事項 ： 
新加入会員の急な出欠の連絡がつかない場合に、懇親会費の徴収を速やかに連絡

する。 

－ 75 －163162



公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： なし 

事 業 名 ： 公益社団法人弘前青年会議所 第 100 回通常総会 

職 務 分 掌 ： 各種会議運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

公益社団法人弘前青年会議所定款第 4章第 29 条 2項により 8月通常総会を行う必

要がある。 

意義・目的（対内） ： 
理事長候補者及び監事候補者選考委員会の選考経緯を踏まえ、2019 年度理事長候補

者及び監事候補者を本総会において選出することを目的とする。 

実 施 日 時 ： 2018 年 8月 9日(木)18：30～19：05 ※ＯＢ交流会 19：30～21：00 

実施場所・会場 ： 土手町コミュニティーパーク 

事 業 の 対 象 者   

対 内 ： 会員並びにオブザーバー 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

審議事項 

第 1 号議案 

公益社団法人弘前青年会議所 2019 年度理事長候補者選任(案)に関する件 

第 2 号議案 

公益社団法人弘前青年会議所 2019 年度監事候補者選任(案)に関する件 

参 加 人 員 ： 出席：26名 欠席：29名 有効委任状：16枚 

外 部 協 力 者 ： なし 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2018 年 6 月 ： ＯＢ案内文送付 

7 月 
 

案内文送付 

8 月 ： 出席及び委任状の確認・資料等、事前配信、第 100 回通常総会の運営 

9 月 ：  

10 月 ： 事業報告書審議 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

１７：００ 会場集合 一人称総務委員会 

公益社団法人弘前青年会議所 2018 年度第 100 回通常総会 

● 委員会名 ： 一人称総務 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 小山田 允紀 ／ 成田 志穂 ／ 村上 英里 
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１７：３０ 

１８：００ 

１８：３０ 

１８：１０ 

１８：３２ 

１８：３３ 

１８：３４ 

１８：３５ 

１８：３６ 

１８：４０ 

１８：４７ 

 

 

 

１８：５７ 

１８：５８ 

１８：５９ 

 

 

 

１８：４５ 

 

 

１８：５２ 

 

 

１８：１５ 

 

１８：２０ 

 

１８：５６ 

 

１９：０５ 

会場設営・打合せ・リハーサル 

開場 

開会宣言 

国歌斉唱 

ＪＣソング斉唱 

ＪＣＩクリード唱和 

ＪＣＩ ＭＩＳＳＯＮ並びにＪＣＩ ＶＩＳＩＯＮ唱和 

ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和 

東北ＪＣ宣言唱和 

理事長挨拶 

オブザーバー紹介 

 

 

 

議長選出 

定足数の確認 

議事録作成人並びに議事録署名人の指名 

配布資料の確認 

理事長候補者選考委員会より報告 

【審議事項】 

第 1号議案  

公益社団法人弘前青年会議所 2019年度 理事長候補者

選任(案)に関する件  

第 2 号議案  

公益社団法人弘前青年会議所 2019年度監事候補者選任

(案)に関する件 

第 3号議案 

その他 

専務理事報告 

報告依頼事項 

監事講評 

 

閉会宣言 

 

 

副理事長 葛西 晋 君 

 

 

木村 歩  君 

大藪 貴雄 君 

櫛引 英揮 君 

島津 隆義 君 

理事長 須藤立也 君 

株式会社弘商 

田澤 麻里 

有限会社 ビルアート 

中野 幸子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専務理事 小山田 允紀 君 

 

監事 三國 典央 君 

 

副理事長 工藤 順敬 君 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

第１００回の通常総会では、次年度理事長候補者と監事候補者を承認いただくにあ

たり、会員に声掛けをした結果、多くの会員の参加を得られ、次年度への門出とな

る総会運営することができた。 
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－ 75 －163162



総会へ参加させる OB の席をあらかじめ用意又は確保しておく。 

司会台本に議事の部分も細かく明記すると進行がスムーズになる。 

マイクの本数が不足したので、マイクの数は３本以上がよい。 

本番では音楽・マイク等に不備があり時間がかかったので、リハーサルの際は音

源の調整は入念にチェックをする。 

委 員 長 所 見 ： 

日程通りに無事に議案を通すことができ、総会の目的を果たせたと思います。特別

会員・OB の方も８名のオブザーブをいただき、より良い雰囲気で次年度へのスター

トに繋がるよう努力した甲斐がありました。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： ￥10,500 

（ 事 業 費 ）  ：  

（ 管 理 費 ）  ： ￥10,500 

予 算 総 額 ： ￥10,500 

 
  

－ 76 －

公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 他 1 

事 業 名 ： 会員の資質向上及び親睦を図る事業 

職 務 分 掌 ： 例会の企画・運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

例会は会員の資質を向上する場、会員同士の親睦を図る場として開催されてきてお

り、今後も LOM の基盤を成すような例会を企画運営していく必要があります。 

意 義 ・ 目 的 ： 
LOM の基盤となる例会を通して、会員同士同じ汗をかき、人と人とのつながりを育

み、会員の意識や資質が向上する事を目的とする。 

意 義 ・ 目 的 

（ 2 月 例 会 ） 
： 

これから始まる 2018 年度の様々な事業に対する団結力を築き、既存会員から新加

入会員やオブザーバーに弘前青年会議所の雰囲気や人となりを発信していく事で、

既存会員の想いや人柄に賛同し積極的に事業に参加する会員や新加入会員を拡大し

ていくことを目的とする。 

実 施 日 時 ： 2018 年 2月 8日（木） 19:00～21:23 

実施場所・会場 ： 
セレモニー:びいる亭 3F さんの丸（弘前市土手町 26-1） 

メインタイム：アサヒボウル(青森県弘前市土手町 4)  

事 業 の 対 象 者   

対 内 ： 会員、並びにオブザーバー 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

事業内容 

・事業を行うにあたり委員会の垣根を超えて協力する必要がある場面が多いので、

全体でのコミュニケーションを重視した。 

・初心者やオブザーバーでも参加しやすいボウリングを行った。 

手法説明 

・祝砲始球式 

須藤理事長の 1投目を始球式とし、今年度の抱負(想い)を叫びながら投球した。 

・祝砲投球 

須藤理事長祝砲始球式終了後、全会員が今年の抱負（想い）を叫びながら投球し、

ゲームを開始した。 

※祝砲 

 祝砲とは 

・ボウリングゲーム内容 

2 月例会「想いよ届け！快音を響かせて！2018 年度を駆け抜けろ！コ

ミュニケーション向上例会」 

● 委員会名 ： 会員拡大 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 工藤 順敬 ／ 工藤 靖史 ／ 新戸部 大輝 
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2 ゲームスコア合計制で順位を争う。個人戦・くるくるボウリングの 2 ゲームを

実施した。 

・個人戦（1ゲーム目） 

ルール 

・プレイ場所は受付にて事前に伝えた 

・ゲーム開始後、1フレーム目は祝砲とする。1投目は投球者の抱負を込めて投球

し、2 投目は普通に投げた後、それ以外の人が応援メッセージや協力の意を伝え

た。 

・祝砲の際、待機している間は私語を慎む事とした。 

会員拡大委員会でチームを決定しゲームを行った。委員会ごとで同じチームにし

た。 

・くるくるボウリング（2ゲーム目） 

1 投毎に右隣のレーンに移動して、投球を行った。 

ストライクや、スペアの後にわざとガーターを出したり、3 人でその人をターキ

ーにしたりと個々が、連携を持ちながら交流出来る内容で行った。 

・アナウンスで伝えきれていない可能性もあるので、会員拡大委員会でプレイに

ついての補助をした 

 順位発表、表彰 

・懇親会の場で行う。 

2 月例会ボウリングルール 

参 加 人 員 ： 

合計 29 名 

正会員出席者 22名  

賛助会員 出席者 2 名 

オブザーバー 5 名 

①工藤 直行（くどう なおゆき）氏  ②今 斉（こん ひとし）氏 

③篠原 典孝（しのはら ふみのり）氏 ④千葉 行雄（ちば ゆきお）氏 

⑤中村 浩樹（なかむら ひろき）氏 

外 部 協 力 者 ：  なし 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2017 年 11 月 ： 内容精査、打ち合わせ 

12 月 ： 内容精査、打ち合わせ、会場の選定 

2018 年  1 月 ： 案内文発送、準備 

2 月 ： 2 月例会実施 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

17:30   

18:30   

 

 

例会準備、会場設営開始 

受付 

 

 

 

受付から開会まで、コミュニケーションタイム・受付時、1

ゲーム目の開始位置を伝え、2ゲーム目の位置を決める為の

くじを引いた 
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19:00   

  

   

   

   

   

   

   

 

19：15 

 

19：27 

 

 

 

19:32 

 

19:53   

   

 

 

 

 

 

 

 

20:58   

 

 

21:17 

21:23   

開会宣言 

国歌斉唱 

JC ソング斉唱 

JCI クリード唱和 

JCI MISSON 並びに JCI 

VISION 唱和 

JC 宣言朗読並びに綱領

唱和 

東北 JC 宣言唱和 

理事長挨拶 

オブザーバー紹介並び

に新加入会員認証式 

専務理事報告 

報告依頼事項 

セレモニー会場からボ

ウリング場へ移動 

メインタイム開始 

 

 

始球式 

1 ゲーム開始 

1 ゲーム終了 

レーン移動 

ルール説明 

2 ゲーム開始 

2 ゲーム終了 

メインタイム終了 

閉会セレモニーの会場

へ移動 

 

監事講評 

閉会宣言 

 

 

 

まつり継承委員会 委員長 大藪 貴雄 君 

事務局長 成田 志穂 君  

 

BIGUP プロジェクト委員会 工藤 晋一郎 君 

 

けやぐ委員会 委員長 島津 隆義 君 

理事長 須藤 立也 君 

会員拡大委員会 

 

専務理事 小山田 允紀 君 

各委員会から報告 

びいる亭からアサヒボウル 3Fへと移動 

 

2 月例会 

「想いよ届け！快音を響かせて！ 2018年度を駆け抜けろ！ 

コミュニケーション向上例会」 

理事長 須藤 立也 君 

受付時に引いたくじのレーンへと移動した。 

 

全員がレーンに移動した後くるくるボウリングのルール説

明 

2 ゲーム目開始時にルール説明を行った 

 

 

アサヒボウル 3F からびいる亭へと移動 

監事講評は、懇親会会場にてセレモニーを実施する事をアナ

ウンス  

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

本年最初の例会として弘前青年会議所内の団結力を築き、現役会員はもとより新加

入会員とオブザーバーとの交流を深める事が出来た。そしてくるくるボウリングは

委員会ごとのコミュニケーションや委員会の枠組みを超えた交流を促すことが出

来た。 

そして、当初目標としていたオブザーバー5 名の参加も達成する事ができ、入会希

望者や当会に興味を持つ方も現れ、良い結果に繋げられた。 

次回への引継事項 ： 
・ボウリングを実施するにあたって、3名のレーンだとスムーズにプレイする事が

出来たが、特殊ルール（くるくるボウリング）を用いてプレイする際には、移動
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が多く疲れたという声や投球間隔が短くなり、交流する時間が減ってしまった

為、通常と異なるルールで実施する場合は、参加者がどの様な動線で動くかの検

証をした方が良い。 

・オブザーバー紹介並びに認証式で、事前に用意しなければいけないものが準備

不足だったので、必要になるものをリスト化し準備を徹底するとともに、リハー

サルを行うようにした方が良い。準備不足の内容は、以下の通りとなりました。 

① 認証状や賞状やバッチ、お盆が用意されていなかった。 

② 正会員と賛助会員のフォームが異なっていて、それにぎりぎりまで気づか

なかった 

③ 新加入会員に対するリハーサルが不十分だった。 

④ 認証書などの保管場所をきちんと決めておらず、事務局に置きっぱなしだ

った。 

・セレモニーとメインタイムの会場間の移動を 15分と余裕を持たせた方が良い。 

・レーンへの割振りが会場のモニターに表示されるのが遅れ、開始時間が遅くな

ったので移動後、自分の投球レーンがわかるように座席表をテーブルに置くな

ど、円滑に進行できるよう工夫をした方が良い。 

・苗字が同じ人が多かったためフルネームで登録する予定だったが、苗字でのみ

の表示になってしまっていた為、事前にニックネームを貰うなど同じ苗字の人が

いた場合でもわかるように工夫した方が良い。 

・例会 2，3日まえに急きょ映像を流す事になったが、映像を流す流れはスムーズ

に進める事が出来たのでよかった。 

委 員 長 所 見 ： 

例会運営を通じて青年会議所の活動に、約 2年ぶりに参加するなかで、副理・常

任や会議所会員に非常に助けられた例会となりました。時間を取ってきちんと行

動できていれば必要ないこともあり、フォローしてくださった方々には感謝の念

でいっぱいです。 

今回 5名のオブザーバーを呼んで、弘前青年会議所の活動を知ってもらう事が出

来て非常に良かったが、例会運営に関しては認証式に使う物の準備不足や誰がど

のレーンになるかの表示が遅れるなど、進行が滞ったので次回以降の改善に繋げ

ていきたいと思います。 

また趣旨説明の中では例会の目的を理解してもらう事が重要だと感じたので、次

回は「何故会員拡大なのか」、「会員拡大の必要性と危機感をもっと伝えていけ

る様な想い」を発信していきたいと思います。その上で、弘前青年会議所に入会

したいと思える、委員会活動に繋げていきたいです。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： ￥23,800 

（ 事 業 費 ）  ： ￥23,800 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： ￥275,000 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 他 1  

事 業 名 ： 会員の資質向上及び親睦を図る事業 

職 務 分 掌 ： 例会の企画・運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

例会は会員の資質を向上する場、会員同士の親睦を図る場として開催されてきてお

り、今後も LOM の基盤を成すような例会を企画運営していく必要があります。 

意 義 ・ 目 的 ： 

LOM の基盤となる例会を通して、会員同士同じ汗をかき、人と人とのつながりを育

み、会員の意識や資質が向上する事を目的とする。 

 

意 義 ・ 目 的 

（ 3 月 例 会 ） 
： 

日本の伝統行事であるひな祭りの歴史や由来を学び、参加者全員が同じ作業に取り

組む事で会員同士のコミュニケーション向上を目的とする。 

実 施 日 時 ： 2018 年 3月 8日（木） 18:30～20:00 

実施場所・会場 ： 土手町コミュニティパーク 1Ｆ 

事 業 の 対 象 者   

対 内 ： 会員、並びにオブザーバー 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

メインタイム手法説明 

6 テーブル配置し 1 テーブル 7 人前後のグループで座ってもらう。（少ない場合は

各テーブル均等になるように調整） 

席はくじ引きで決めた。 

① ひな祭りの由来や歴史をプロジェクターで説明した。（10分程度） 

② ひな祭りの由来の一つに三月上旬の巳の日に、草や紙で作った人形で自分の体

を撫でて穢れを移し、それを川に流すことで厄払いや邪気祓いを願ったとされ

ています。 

そこで会員の穢れを払うために紙で作った人形を自分の体で撫で穢れを移して

もらいます。（5分程度）※人形は責任を持って委員会メンバーで供養した。 

③ ひなあられの三色には白が大地のエネルギー、赤が生命のエネルギー、緑が木々

のエネルギーが宿っていて三色全部食べると健やかに成長できるとされていま

す 

例会に参加して頂いた会員が健やかに成長できるようひなあられを作った。（30

分程度） 

④ 後片付けとアンケート記入した。（10分程度）  

参 加 人 員 ： 総出席者 32 名 

3 月例会「歴史を学んで邪気払い！？」ひな祭り例会 

● 委員会名 ： まつり継承 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 葛西 晋 ／ 太田 修晧 ／ 大藪 貴雄 
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が多く疲れたという声や投球間隔が短くなり、交流する時間が減ってしまった

為、通常と異なるルールで実施する場合は、参加者がどの様な動線で動くかの検

証をした方が良い。 

・オブザーバー紹介並びに認証式で、事前に用意しなければいけないものが準備

不足だったので、必要になるものをリスト化し準備を徹底するとともに、リハー

サルを行うようにした方が良い。準備不足の内容は、以下の通りとなりました。 

① 認証状や賞状やバッチ、お盆が用意されていなかった。 

② 正会員と賛助会員のフォームが異なっていて、それにぎりぎりまで気づか

なかった 

③ 新加入会員に対するリハーサルが不十分だった。 

④ 認証書などの保管場所をきちんと決めておらず、事務局に置きっぱなしだ

った。 

・セレモニーとメインタイムの会場間の移動を 15分と余裕を持たせた方が良い。 

・レーンへの割振りが会場のモニターに表示されるのが遅れ、開始時間が遅くな

ったので移動後、自分の投球レーンがわかるように座席表をテーブルに置くな

ど、円滑に進行できるよう工夫をした方が良い。 

・苗字が同じ人が多かったためフルネームで登録する予定だったが、苗字でのみ

の表示になってしまっていた為、事前にニックネームを貰うなど同じ苗字の人が

いた場合でもわかるように工夫した方が良い。 

・例会 2，3日まえに急きょ映像を流す事になったが、映像を流す流れはスムーズ

に進める事が出来たのでよかった。 

委 員 長 所 見 ： 

例会運営を通じて青年会議所の活動に、約 2年ぶりに参加するなかで、副理・常

任や会議所会員に非常に助けられた例会となりました。時間を取ってきちんと行

動できていれば必要ないこともあり、フォローしてくださった方々には感謝の念

でいっぱいです。 

今回 5名のオブザーバーを呼んで、弘前青年会議所の活動を知ってもらう事が出

来て非常に良かったが、例会運営に関しては認証式に使う物の準備不足や誰がど

のレーンになるかの表示が遅れるなど、進行が滞ったので次回以降の改善に繋げ

ていきたいと思います。 

また趣旨説明の中では例会の目的を理解してもらう事が重要だと感じたので、次

回は「何故会員拡大なのか」、「会員拡大の必要性と危機感をもっと伝えていけ

る様な想い」を発信していきたいと思います。その上で、弘前青年会議所に入会

したいと思える、委員会活動に繋げていきたいです。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： ￥23,800 

（ 事 業 費 ）  ： ￥23,800 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： ￥275,000 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 他 1  

事 業 名 ： 会員の資質向上及び親睦を図る事業 

職 務 分 掌 ： 例会の企画・運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

例会は会員の資質を向上する場、会員同士の親睦を図る場として開催されてきてお

り、今後も LOM の基盤を成すような例会を企画運営していく必要があります。 

意 義 ・ 目 的 ： 

LOM の基盤となる例会を通して、会員同士同じ汗をかき、人と人とのつながりを育

み、会員の意識や資質が向上する事を目的とする。 

 

意 義 ・ 目 的 

（ 3 月 例 会 ） 
： 

日本の伝統行事であるひな祭りの歴史や由来を学び、参加者全員が同じ作業に取り

組む事で会員同士のコミュニケーション向上を目的とする。 

実 施 日 時 ： 2018 年 3月 8日（木） 18:30～20:00 

実施場所・会場 ： 土手町コミュニティパーク 1Ｆ 

事 業 の 対 象 者   

対 内 ： 会員、並びにオブザーバー 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

メインタイム手法説明 

6 テーブル配置し 1 テーブル 7 人前後のグループで座ってもらう。（少ない場合は

各テーブル均等になるように調整） 

席はくじ引きで決めた。 

① ひな祭りの由来や歴史をプロジェクターで説明した。（10分程度） 

② ひな祭りの由来の一つに三月上旬の巳の日に、草や紙で作った人形で自分の体

を撫でて穢れを移し、それを川に流すことで厄払いや邪気祓いを願ったとされ

ています。 

そこで会員の穢れを払うために紙で作った人形を自分の体で撫で穢れを移して

もらいます。（5分程度）※人形は責任を持って委員会メンバーで供養した。 

③ ひなあられの三色には白が大地のエネルギー、赤が生命のエネルギー、緑が木々

のエネルギーが宿っていて三色全部食べると健やかに成長できるとされていま

す 

例会に参加して頂いた会員が健やかに成長できるようひなあられを作った。（30

分程度） 

④ 後片付けとアンケート記入した。（10分程度）  

参 加 人 員 ： 総出席者 32 名 

3 月例会「歴史を学んで邪気払い！？」ひな祭り例会 

● 委員会名 ： まつり継承 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 葛西 晋 ／ 太田 修晧 ／ 大藪 貴雄 
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正会員出席者 28 名 

賛助会員 出席者 3名 

オブザーバー 1 名 

馬場 和平氏 

外 部 協 力 者 ：  なし 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

１２月 ： 内容精査 

２０１８年  １月 ： 

会場の選定 

会場仮予約 

内容精査 

ひなあられ試作 

２月 ： 

案内文発送 

ひなあられ試作 

事業実施計画書上程(協議) 

３月 ： 

例会会場 懇親会会場の本予約 

弘前大学渡辺教授訪問 

事業実施計画書上程(審議) 

3 月例会の実施 

岩木山神社にて祈祷 

４月 ： 事業実施報告書上程(協議) 

５月 ： 事業実施報告書上程(審議)予定 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

17:00   

18:00   

18:30   

18:31  

18:32 

18:33 

18:33 

18:34 

18:35 

18:36 

18:45 

 

18:53 

18:57 

19:05   

19:06 

例会準備、会場設営開始 

受付 

開会宣言 

国歌斉唱 

JC ソング斉唱 

JCI クリード唱和 

JCI MISSON 並びに JCI VISION 唱和 

JC 宣言朗読並びに綱領唱和 

東北 JC 宣言唱和 

理事長挨拶 

オブザーバー紹介並びに 

新加入会員認証式 

専務理事報告 

報告依頼事項 

メインタイム開始 

主旨説明 

 

受付後は開会までの間、コミュニケーションタイ

ム 

副理事長 吉川 裕之 君 

 

 

 

 

 

 

理事長 須藤 立也 君 

会員拡大委員会 

船水 直子 君 

専務理事 小山田 允紀 君 
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19:10 

19:20 

19:30 

19:50   

19:55  

20:00   

プロジェクターでの学び 

厄払い 

ひなあられ作成 

メインタイム終了 

監事講評 

閉会宣言 

 

 

 

 

 

監事 三國 典央 君 

副理事長 葛西 晋 君 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

3 月例会開始前は参加者の 9％の人がひな祭りの歴史や由来を「少し知っている」

だったのに対し、終了後のアンケート結果から 74％の方が「知ることができた」と

の回答を頂けました。残りの 26％の方からも「少し知ることができた」という回答

でしたので参加者全員が学びに繋がったという成果になりました。 

 会員同士のコミュニケーション向上に関しましても 87％の方が「とてもなった」

と回答を頂きました。 

上記の結果から 3月例会の目的が達成されたと言えます。 

次回への引継事項 ： 

・懇親会の領収書の準備不足だったので事前確認。 

・本例会はプロジェクターを使った例会でしたが、他の委員会が報告依頼事項で

プロジェクターを使う事を当日聞いたので各委員会そういった場合は事前に担当

委員会に報告した方が良い。 

・もっと綿密なリハーサルをする必要があった。 

・当日リハーサルをやる際に別の委員会が演台でリハーサルを行っていて開会数

分前に少ししかできなかった。事前にリハーサルの開始時間を決めスケジュール

に盛り込むようにした方がよい。 

委 員 長 所 見 ： 

3 月例会では参加者全員が学びに繋がる例会となった事を大変うれしく思いま

す。私自身も会員の皆様に学んで頂くために弘前大学の渡辺教授を訪問し、直接歴

史や由来等を教えて頂き多くの学びを得る事が出来ました。 

 委員会メンバー一同参加される会員に学び楽しんで頂ける様な例会になるよう

にと思考錯誤を繰り返し、一丸となって担当させて頂き委員会メンバーも例会の内

容以外からも多くの事を学べました。 

 メインタイムの一部で邪気払いを行ったのでこれから実施されていく本年度の

弘前青年会議所の事業がすべて大成功すると確信しております。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： 22,413 円 

（ 事 業 費 ）  ： 22,413 円 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： 275,000 円 
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正会員出席者 28 名 

賛助会員 出席者 3名 

オブザーバー 1 名 

馬場 和平氏 

外 部 協 力 者 ：  なし 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

１２月 ： 内容精査 

２０１８年  １月 ： 

会場の選定 

会場仮予約 

内容精査 

ひなあられ試作 

２月 ： 

案内文発送 

ひなあられ試作 

事業実施計画書上程(協議) 

３月 ： 

例会会場 懇親会会場の本予約 

弘前大学渡辺教授訪問 

事業実施計画書上程(審議) 

3 月例会の実施 

岩木山神社にて祈祷 

４月 ： 事業実施報告書上程(協議) 

５月 ： 事業実施報告書上程(審議)予定 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

17:00   

18:00   

18:30   

18:31  

18:32 

18:33 

18:33 

18:34 

18:35 

18:36 

18:45 

 

18:53 

18:57 

19:05   

19:06 

例会準備、会場設営開始 

受付 

開会宣言 

国歌斉唱 

JC ソング斉唱 

JCI クリード唱和 

JCI MISSON 並びに JCI VISION 唱和 

JC 宣言朗読並びに綱領唱和 

東北 JC 宣言唱和 

理事長挨拶 

オブザーバー紹介並びに 

新加入会員認証式 

専務理事報告 

報告依頼事項 

メインタイム開始 

主旨説明 

 

受付後は開会までの間、コミュニケーションタイ

ム 

副理事長 吉川 裕之 君 

 

 

 

 

 

 

理事長 須藤 立也 君 

会員拡大委員会 

船水 直子 君 

専務理事 小山田 允紀 君 
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19:10 

19:20 

19:30 

19:50   

19:55  

20:00   

プロジェクターでの学び 

厄払い 

ひなあられ作成 

メインタイム終了 

監事講評 

閉会宣言 

 

 

 

 

 

監事 三國 典央 君 

副理事長 葛西 晋 君 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

3 月例会開始前は参加者の 9％の人がひな祭りの歴史や由来を「少し知っている」

だったのに対し、終了後のアンケート結果から 74％の方が「知ることができた」と

の回答を頂けました。残りの 26％の方からも「少し知ることができた」という回答

でしたので参加者全員が学びに繋がったという成果になりました。 

 会員同士のコミュニケーション向上に関しましても 87％の方が「とてもなった」

と回答を頂きました。 

上記の結果から 3月例会の目的が達成されたと言えます。 

次回への引継事項 ： 

・懇親会の領収書の準備不足だったので事前確認。 

・本例会はプロジェクターを使った例会でしたが、他の委員会が報告依頼事項で

プロジェクターを使う事を当日聞いたので各委員会そういった場合は事前に担当

委員会に報告した方が良い。 

・もっと綿密なリハーサルをする必要があった。 

・当日リハーサルをやる際に別の委員会が演台でリハーサルを行っていて開会数

分前に少ししかできなかった。事前にリハーサルの開始時間を決めスケジュール

に盛り込むようにした方がよい。 

委 員 長 所 見 ： 

3 月例会では参加者全員が学びに繋がる例会となった事を大変うれしく思いま

す。私自身も会員の皆様に学んで頂くために弘前大学の渡辺教授を訪問し、直接歴

史や由来等を教えて頂き多くの学びを得る事が出来ました。 

 委員会メンバー一同参加される会員に学び楽しんで頂ける様な例会になるよう

にと思考錯誤を繰り返し、一丸となって担当させて頂き委員会メンバーも例会の内

容以外からも多くの事を学べました。 

 メインタイムの一部で邪気払いを行ったのでこれから実施されていく本年度の

弘前青年会議所の事業がすべて大成功すると確信しております。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： 22,413 円 

（ 事 業 費 ）  ： 22,413 円 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： 275,000 円 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 他１  

事 業 名 ： ４月例会「ヨーガ 健康の自己管理能力を高めよう」 

職 務 分 掌 ： 例会の企画運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

例会は会員の資質を向上する場、会員同士の親睦を図る場として開催されており、

今後もＬＯＭの基盤を成すような例会を企画運営していく必要がある。 

意 義 ・ 目 的 （ ： 
ＬＯＭの基盤となる例会を通して、会員同士同じ汗をかき、人と人とのつながりを

育み、会員の意識や資質が向上することを目的とする。 

意 義 ・ 目 的 

（ 4 月 例 会 ） 
： 

普段から取り入れやすい運動方法を知り、健康管理を意識するきっかけと、自己管

理能力の向上を目的とする。 

実 施 日 時 ： 
2018 年 4月 9日（月）19時～20 時 59 分（コミュニケーションタイム 18時 30 分

～） 

実施場所・会場 ： ホテルニューキャッスル 曙の間（〒036-8354 青森県弘前市上鞘師町 24-1） 

事 業 の 対 象 者    

対 内 ： 会員、並びにオブザーバー 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

① 委員会メンバーによる趣旨・内容説明／5分 

事前アンケートから分かる健康の自己管理への必要性を検証した結果と、ヨー

ガの効果と健康管理へのねらいを説明 

② ヨーガインストラクターによるヨーガの説明とヨーガレッスン 

・説明・センタリング・ウォーミングアップ／10分 

・メインレッスン、約 16の動作とポーズ、初心者向けの内容で進行（立位・四

つん這い・座位・仰向け）／35 分 

・リラックスタイム／5分 

外 部 協 力 者 ： 安藤 奈津子氏 

参 加 人 数 ： 

総出席者 36 名 

正会員出席者 31 名 

賛助会員出席者 3 名 

オブザーバー2名  石戸谷春菜さん 伊藤愛里咲さん 

外 部 協 力 者 ：  なし 

 

 

 

4 月例会 「ヨーガ 健康の自己管理能力を高めよう」 

● 委員会名 ： ＢＩＧ ＵＰプロジェクト 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 大場 一巧 ／ 川嶋 貴裕 ／ 三上 恵美 

－ 84 －

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2018 年  1 月 ： 講師・会場選定 

2 月 ： 

内容精査 

講師・会場打ち合わせ 

2 月 23 日（金）審議 

案内文発送 2月 26（月） 

3 月 ： 3 月 28 日（水）最終打ち合わせ 

4 月 ： 

4 月 7日（土）事前リハーサル 

4 月 9日（月）実施 

4 月 11 日（水）御礼状手渡し 

5 月 ： 事業実施報告書（協議） 

6 月 ： 事業実施報告書（審議）6月 21 日（木） 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

17：30 

18：00 

18：30 

19：00 

 

 

19：03 

 

19：04 

 

19：05 

19：13 

 

 

 

 

19：27 

 

19：31 

19：37 

19：42 

19：50 

 

19：55 

 

19：56 

会場、受付準備 

リハーサル 

受付開始 

開会宣言 

国歌斉唱 

JC ソング斉唱 

JCI クリード唱和 

JCI MISSON 並びに JCI VISION 唱和 

JC 宣言文朗読並びに綱領唱和 

東北 JC 宣言唱和 

理事長挨拶 

オブザーバー紹介並びに新加入会

員認証式 

 

 

 

東北地区青森ブロック協議会会長

挨拶 

専務理事報告 

報告依頼事項 

休憩・メインタイム準備 

メインタイム開始 

趣旨説明 

講師入場・紹介 

 

ヨーガレッスン 

ＢＩＧ ＵＰプロジェクト委員会 

 

 

副理事長 葛西 晋 君 

 

 

まつり継承委員会 委員長 大藪 貴雄 君 

まつり継承委員会 担当常任理事 太田 脩晧 君 

まつり継承委員会 副委員長 工藤 正貴 君 

けやぐ委員会 担当常任理事 秋元 駿一 君 

理事長 須藤 立也 君 

会員拡大委員会 

・新加入会員 石山 瑠衣 君、成田 智崇 君 

・新加入賛助会員 馬場 和平 君 

・オブザーバー 石戸谷 春菜 さん 

伊藤 愛里咲 さん 

会長 山子 泰典 君 

運営専務 平山 佳子 君 

専務理事 小山田 允紀 君 

 

約 5 分 

 

 

ＢＩＧＵＰプロジェクト委員会 

委員長 三上 恵美 君 

安藤 奈津子 氏 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 他１  

事 業 名 ： ４月例会「ヨーガ 健康の自己管理能力を高めよう」 

職 務 分 掌 ： 例会の企画運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

例会は会員の資質を向上する場、会員同士の親睦を図る場として開催されており、

今後もＬＯＭの基盤を成すような例会を企画運営していく必要がある。 

意 義 ・ 目 的 （ ： 
ＬＯＭの基盤となる例会を通して、会員同士同じ汗をかき、人と人とのつながりを

育み、会員の意識や資質が向上することを目的とする。 

意 義 ・ 目 的 

（ 4 月 例 会 ） 
： 

普段から取り入れやすい運動方法を知り、健康管理を意識するきっかけと、自己管

理能力の向上を目的とする。 

実 施 日 時 ： 
2018 年 4月 9日（月）19時～20 時 59 分（コミュニケーションタイム 18時 30 分

～） 

実施場所・会場 ： ホテルニューキャッスル 曙の間（〒036-8354 青森県弘前市上鞘師町 24-1） 

事 業 の 対 象 者    

対 内 ： 会員、並びにオブザーバー 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

① 委員会メンバーによる趣旨・内容説明／5分 

事前アンケートから分かる健康の自己管理への必要性を検証した結果と、ヨー

ガの効果と健康管理へのねらいを説明 

② ヨーガインストラクターによるヨーガの説明とヨーガレッスン 

・説明・センタリング・ウォーミングアップ／10分 

・メインレッスン、約 16の動作とポーズ、初心者向けの内容で進行（立位・四

つん這い・座位・仰向け）／35 分 

・リラックスタイム／5分 

外 部 協 力 者 ： 安藤 奈津子氏 

参 加 人 数 ： 

総出席者 36 名 

正会員出席者 31 名 

賛助会員出席者 3 名 

オブザーバー2名  石戸谷春菜さん 伊藤愛里咲さん 

外 部 協 力 者 ：  なし 

 

 

 

4 月例会 「ヨーガ 健康の自己管理能力を高めよう」 

● 委員会名 ： ＢＩＧ ＵＰプロジェクト 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 大場 一巧 ／ 川嶋 貴裕 ／ 三上 恵美 

－ 84 －

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2018 年  1 月 ： 講師・会場選定 

2 月 ： 

内容精査 

講師・会場打ち合わせ 

2 月 23 日（金）審議 

案内文発送 2月 26（月） 

3 月 ： 3 月 28 日（水）最終打ち合わせ 

4 月 ： 

4 月 7日（土）事前リハーサル 

4 月 9日（月）実施 

4 月 11 日（水）御礼状手渡し 

5 月 ： 事業実施報告書（協議） 

6 月 ： 事業実施報告書（審議）6 月 21 日（木） 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

17：30 

18：00 

18：30 

19：00 

 

 

19：03 

 

19：04 

 

19：05 

19：13 

 

 

 

 

19：27 

 

19：31 

19：37 

19：42 

19：50 

 

19：55 

 

19：56 

会場、受付準備 

リハーサル 

受付開始 

開会宣言 

国歌斉唱 

JC ソング斉唱 

JCI クリード唱和 

JCI MISSON 並びに JCI VISION 唱和 

JC 宣言文朗読並びに綱領唱和 

東北 JC 宣言唱和 

理事長挨拶 

オブザーバー紹介並びに新加入会

員認証式 

 

 

 

東北地区青森ブロック協議会会長

挨拶 

専務理事報告 

報告依頼事項 

休憩・メインタイム準備 

メインタイム開始 

趣旨説明 

講師入場・紹介 

 

ヨーガレッスン 

ＢＩＧ ＵＰプロジェクト委員会 

 

 

副理事長 葛西 晋 君 

 

 

まつり継承委員会 委員長 大藪 貴雄 君 

まつり継承委員会 担当常任理事 太田 脩晧 君 

まつり継承委員会 副委員長 工藤 正貴 君 

けやぐ委員会 担当常任理事 秋元 駿一 君 

理事長 須藤 立也 君 

会員拡大委員会 

・新加入会員 石山 瑠衣 君、成田 智崇 君 

・新加入賛助会員 馬場 和平 君 

・オブザーバー 石戸谷 春菜 さん 

伊藤 愛里咲 さん 

会長 山子 泰典 君 

運営専務 平山 佳子 君 

専務理事 小山田 允紀 君 

 

約 5 分 

 

 

ＢＩＧＵＰプロジェクト委員会 

委員長 三上 恵美 君 

安藤 奈津子 氏 
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20：45 

 

20：49 

 

20：51 

20：58 

20：59 

謝辞 

記念撮影 

講師退場 

メインタイム終了 

監事講評 

閉会宣言 

撤収作業 

理事長 須藤 立也 君 

 

 

 

監事 大湯 幸世 君 

副理事長 大場 一巧 君 

ＢＩＧＵＰプロジェクト委員会 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

健康管理を意識するきっかけとし現役会員に行った事前アンケートでは、喫煙や飲

酒頻度が全国・青森県の平均を上回る結果が判明しました。この結果から終了後の

事後アンケートでは回答者の 100％が今後の自己管理を意識していきたいと返答し

ております。タバコの本数を減らす、休肝日を設けるなど今後の意識するポイント

をあげている方も多く、普段取り入れやすいヨ-ガを行った事から、42％の方がヨ-

ガを含め運動をしていきたいと答えており、この結果から 4月例会の目的である健

康意識の向上に寄与することができた。 

次回への引継事項 ： 

・リハーサル時間が大幅に長くなってしまった為、会員のコミュニケーションタイ

ムが短くなったのでもっと時間を設ける必要があった。 

・講師とのコミュニケーションタイムが無かったので設けるべきだった。 

・持ち物のヨ-ガマットやタオルを忘れてきたメンバーの為に予備として用意して

おいた方が良い。 

・メインタイム時に手の空いている担当委員メンバーも参加した方が良かった。 

・講師への質問がある場合は品格ある青年として発言するよう促した方が良い。 

・参加する際の服装や着替えのタイミングはもっと入念に連絡した方が良い。  

委 員 長 所 見 ： 

健康管理の向上として行ったアンケートから、ＪＣ会員の向上心の変化がはっき

りと分かり、良いきっかけとなった事を嬉しく思います。事前調査として何故青森

県が短命県と言われているか等を調べていくうちに自分を含め委員会メンバーも

自身の健康管理を意識する事もできました。 

 担当していただいた講師の安藤氏からも、普段のヨ-ガレッスンは女性が多いが、

今回は男性の参加者が多かったので貴重な経験となり勉強になったとの声をいた

だきました。 

 今後もＪＣ運動・活動を健康な青年として活躍していけるよう、引き続き健康管

理と運動を意識していただきたいと思います。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： ￥21,445 

（ 事 業 費 ）  ： ￥21,445 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： ￥275,000 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 他 1 会員の資質向上及び親睦を図る事業 

事 業 名 ： 例会の企画運営 

職 務 分 掌 ： 例会の企画運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

例会は会員の資質を向上する場、会員同士の親睦を図る場として開催されており、

今後も LOM の基盤を成すような例会を企画運営していく必要がある。 

意 義 ・ 目 的 ： 
LOM の基盤となる例会を通して、会員同士同じ汗をかき、人と人のつながりを育

み、会員の意識や資質が向上することを目的とする。 

意 義 ・ 目 的 

（ 5 月 例 会 ） 
： 

会員同士の絆をより強固にする為にも親睦を深めながら、自分自身の事を今以上に

知り、強みと弱みを参加者同士で認識し合う事で、けやぐとして互いに成長をして

いく事の大切さを学ぶ事を目的とする。 

実 施 日 時 ： 2018 年 5月 8日（火）18:00 ～ 20:00（コミュニケーションタイム 17:30～） 

実施場所・会場 ： 重要文化財 石場家住宅 （弘前市大字亀甲町８８） 

事 業 の 対 象 者 ：  

対 内 ： 会員及びオブザーバー 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

① 例会の趣旨・内容説明（進行：けやぐ委員会） 

② 心理ゲームを用い、自分自身の強みや弱みに関する、知識や関心を深めた。 

③ 心理学の問題は 8問程度用意する。併せてモニターを使用し解説を説明した。        

（1 問 5 分程度想定、解説も含めた） 

会場の当主による重要文化財である石場家についての説明を行った。 

参 加 人 員 ： 

総出席者 38 名 

正会員出席者 31 名 

賛助会員 出席者 4名 

オブザーバー 3 名 

村山 大輔さん  杉本 藍さん  石戸谷 春菜さん 

外 部 協 力 者 ： 第 19 代当主 石場将晃様 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2018 年 2月 ： 問題作成及び資料作成・会場打ち合わせ 

3 月 ： 委員会打合せ及び問題作成及び資料作成 

５ 月 例 会 『わーって、どんだんず～！！！！』 

● 委員会名 ： け  や  ぐ  委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 吉川 裕之 ／ 秋元 駿一 ／ 島津 隆義 
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20：45 

 

20：49 

 

20：51 

20：58 

20：59 

謝辞 

記念撮影 

講師退場 

メインタイム終了 

監事講評 

閉会宣言 

撤収作業 

理事長 須藤 立也 君 

 

 

 

監事 大湯 幸世 君 

副理事長 大場 一巧 君 

ＢＩＧＵＰプロジェクト委員会 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

健康管理を意識するきっかけとし現役会員に行った事前アンケートでは、喫煙や飲

酒頻度が全国・青森県の平均を上回る結果が判明しました。この結果から終了後の

事後アンケートでは回答者の 100％が今後の自己管理を意識していきたいと返答し

ております。タバコの本数を減らす、休肝日を設けるなど今後の意識するポイント

をあげている方も多く、普段取り入れやすいヨ-ガを行った事から、42％の方がヨ-

ガを含め運動をしていきたいと答えており、この結果から 4月例会の目的である健

康意識の向上に寄与することができた。 

次回への引継事項 ： 

・リハーサル時間が大幅に長くなってしまった為、会員のコミュニケーションタイ

ムが短くなったのでもっと時間を設ける必要があった。 

・講師とのコミュニケーションタイムが無かったので設けるべきだった。 

・持ち物のヨ-ガマットやタオルを忘れてきたメンバーの為に予備として用意して

おいた方が良い。 

・メインタイム時に手の空いている担当委員メンバーも参加した方が良かった。 

・講師への質問がある場合は品格ある青年として発言するよう促した方が良い。 

・参加する際の服装や着替えのタイミングはもっと入念に連絡した方が良い。  

委 員 長 所 見 ： 

健康管理の向上として行ったアンケートから、ＪＣ会員の向上心の変化がはっき

りと分かり、良いきっかけとなった事を嬉しく思います。事前調査として何故青森

県が短命県と言われているか等を調べていくうちに自分を含め委員会メンバーも

自身の健康管理を意識する事もできました。 

 担当していただいた講師の安藤氏からも、普段のヨ-ガレッスンは女性が多いが、

今回は男性の参加者が多かったので貴重な経験となり勉強になったとの声をいた

だきました。 

 今後もＪＣ運動・活動を健康な青年として活躍していけるよう、引き続き健康管

理と運動を意識していただきたいと思います。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： ￥21,445 

（ 事 業 費 ）  ： ￥21,445 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： ￥275,000 

 

  

－ 86 －

公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 他 1 会員の資質向上及び親睦を図る事業 

事 業 名 ： 例会の企画運営 

職 務 分 掌 ： 例会の企画運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

例会は会員の資質を向上する場、会員同士の親睦を図る場として開催されており、

今後も LOM の基盤を成すような例会を企画運営していく必要がある。 

意 義 ・ 目 的 ： 
LOM の基盤となる例会を通して、会員同士同じ汗をかき、人と人のつながりを育

み、会員の意識や資質が向上することを目的とする。 

意 義 ・ 目 的 

（ 5 月 例 会 ） 
： 

会員同士の絆をより強固にする為にも親睦を深めながら、自分自身の事を今以上に

知り、強みと弱みを参加者同士で認識し合う事で、けやぐとして互いに成長をして

いく事の大切さを学ぶ事を目的とする。 

実 施 日 時 ： 2018 年 5月 8日（火）18:00 ～ 20:00（コミュニケーションタイム 17:30～） 

実施場所・会場 ： 重要文化財 石場家住宅 （弘前市大字亀甲町８８） 

事 業 の 対 象 者 ：  

対 内 ： 会員及びオブザーバー 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

① 例会の趣旨・内容説明（進行：けやぐ委員会） 

② 心理ゲームを用い、自分自身の強みや弱みに関する、知識や関心を深めた。 

③ 心理学の問題は 8問程度用意する。併せてモニターを使用し解説を説明した。        

（1 問 5 分程度想定、解説も含めた） 

会場の当主による重要文化財である石場家についての説明を行った。 

参 加 人 員 ： 

総出席者 38 名 

正会員出席者 31 名 

賛助会員 出席者 4名 

オブザーバー 3 名 

村山 大輔さん  杉本 藍さん  石戸谷 春菜さん 

外 部 協 力 者 ： 第 19 代当主 石場将晃様 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2018 年 2月 ： 問題作成及び資料作成・会場打ち合わせ 

3 月 ： 委員会打合せ及び問題作成及び資料作成 

５ 月 例 会 『わーって、どんだんず～！！！！』 

● 委員会名 ： け  や  ぐ  委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 吉川 裕之 ／ 秋元 駿一 ／ 島津 隆義 
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実施計画書審議 

委員会打合せ及び案内文発送 

4 月 ： 出席者の確認及び予約確認 

5 月 ： 例会実施 

6 月 ： 実施報告書提出 

7 月 ： 実施報告書審議 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

14：00 

17：30 

18：00 

18：01 

18：03 

18：05 

18：06 

18：07 

18：08 

18：09 

18：21 

18：28 

18：35 

 

 

 

 

18：43 

 

18：45 

 

 

18：47 

18：51 

18：55 

19：00 

19：04 

19：07 

19：10 

19：15 

19：19 

19：24 

19：26 

会場集合・会場設営開始 

受付開始・コミュニケーションタイム 

開会宣言 

国歌斉唱 

JC ソング斉唱 

JCI クリード唱和 

JCI MISSION 並びに JCI VISION 唱和 

JC 宣言文朗読並びに綱領唱和 

東北 JC 宣言唱和 

理事長挨拶 

オブザーバー紹介並びに新加入会員認証式 

専務理事報告 

報告依頼事項 

 

 

 

 

メインタイム準備 

メインタイム開始 

重要文化財 石場家住宅 当主挨拶 

5 月例会  

『わーって、どんだんず～！！！！』 

趣旨説明及びルール説明 

問１ 

問２ 

問３ 

問４ 

問５ 

問６ 

問７ 

問８ 

発表 説明 

結果発表 

けやぐ委員会 

けやぐ委員会 

副理事長  比内 理佑 君 

 

 

常任理事  工藤 靖史 君 

常任理事  川嶋 貴裕 君 

副理事長  大場 一巧 君 

常任理事  前田 完治 君 

理事長   須藤 立也 君 

会員拡大委員会 

専務理事 小山田 允紀 君 

各委員会 

Youth Support 委員会 

まつり継承委員会 

一人称総務委員会 

事務局長 

 

 

第 19 代当主 石場 将晃 様 

 

けやぐ委員会  

委員長  島津 隆義 君 

委員長  島津 隆義 君 

常任理事 秋元 駿一 君 

委員長  島津 隆義 君 

常任理事 秋元 駿一 君 

委員長  島津 隆義 君 

常任理事 秋元 駿一 君 

委員長  島津 隆義 君 

常任理事 秋元 駿一 君 

委員長  島津 隆義 君 
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19：39 

19：42 

 

19：45 

19：50 

 

20：00 

20：00 

21：30 

22：00 

①三上優香 

②野村太郎 

③工藤正貴 

④木村歩  

⑤三浦聖吾 

メインタイム総評 

メインタイム終了 

閉会セレモニー 

監事講評 

閉会宣言 

懇親会会場設営 

懇親会 

乾杯挨拶 

中締め挨拶 

片付け後、完全撤収 

 

 

 

 

 

副理事長 吉川 裕之 君 

 

 

監事   三國 典央 君 

副理事長  葛西 晋 君 

けやぐ委員会 

 

副理事長 比内 理佑 君 

一人称総務委員会 副委員長 木村 歩 君 

全 員 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

会員の皆さんは真剣にゲームを楽しんでもらい、自分の弱み、参加者の人達の弱点

などを認識してもらえる事が出来た。また、解説を行う事によって、克服する要素

を持つことにより、渉外に繋がる為の成長を向上させる事が結果により分かったの

で、けやぐとして互いに成長する事を、学んだ。 

次回への引継事項 ： 

・おもてなしの一つとして、座布団を作成したが、女性に対しては小さいとの事

で、女性に配慮をする必要がある。 

・女性にカジュアルな恰好を進めるのを、怠った為、女性が足を崩せないのが大

変そうで、配慮をする必要がある。 

・オブザーバーに対しての配慮が不足した為、担当を決める等、配慮すれば良か

った。  

委 員 長 所 見 ： 

重要文化財での例会場所の選定等により、20名の出席返信からスタートし、委員会

にて声掛けの実施によって、29名に増えたが、様々な活動に積極的に参加し、様々

な場所で声掛けをした事によって、38名の参加の意思をもらう事が出来ました。 

会員の人達から、『中を見てみたかった』『重要文化財に初めて入った』『なかな

かできない経験だった』等、いろんな意見をもらい、実施した甲斐があり、自分に

とっても成長に繋がった。理事長の基本方針でもあるように、“知らない世界を知る

と言う事、そして、誰かがやるのではなく我々が過去の伝統文化を未来へつなぐ『架

け橋』となる事”が、実現出来たと確信しております。 

 

決 算    決算書 

決 算 額 ： ￥2,160 

（ 事 業 費 ）  ： ￥2,160 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： ￥27,500 
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実施計画書審議 

委員会打合せ及び案内文発送 

4 月 ： 出席者の確認及び予約確認 

5 月 ： 例会実施 

6 月 ： 実施報告書提出 

7 月 ： 実施報告書審議 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

14：00 

17：30 

18：00 

18：01 

18：03 

18：05 

18：06 

18：07 

18：08 

18：09 

18：21 

18：28 

18：35 

 

 

 

 

18：43 

 

18：45 

 

 

18：47 

18：51 

18：55 

19：00 

19：04 

19：07 

19：10 

19：15 

19：19 

19：24 

19：26 

会場集合・会場設営開始 

受付開始・コミュニケーションタイム 

開会宣言 

国歌斉唱 

JC ソング斉唱 

JCI クリード唱和 

JCI MISSION 並びに JCI VISION 唱和 

JC 宣言文朗読並びに綱領唱和 

東北 JC 宣言唱和 

理事長挨拶 

オブザーバー紹介並びに新加入会員認証式 

専務理事報告 

報告依頼事項 

 

 

 

 

メインタイム準備 

メインタイム開始 

重要文化財 石場家住宅 当主挨拶 

5 月例会  

『わーって、どんだんず～！！！！』 

趣旨説明及びルール説明 

問１ 

問２ 

問３ 

問４ 

問５ 

問６ 

問７ 

問８ 

発表 説明 

結果発表 

けやぐ委員会 

けやぐ委員会 

副理事長  比内 理佑 君 

 

 

常任理事  工藤 靖史 君 

常任理事  川嶋 貴裕 君 

副理事長  大場 一巧 君 

常任理事  前田 完治 君 

理事長   須藤 立也 君 

会員拡大委員会 

専務理事 小山田 允紀 君 

各委員会 

Youth Support 委員会 

まつり継承委員会 

一人称総務委員会 

事務局長 

 

 

第 19 代当主 石場 将晃 様 

 

けやぐ委員会  

委員長  島津 隆義 君 

委員長  島津 隆義 君 

常任理事 秋元 駿一 君 

委員長  島津 隆義 君 

常任理事 秋元 駿一 君 

委員長  島津 隆義 君 

常任理事 秋元 駿一 君 

委員長  島津 隆義 君 

常任理事 秋元 駿一 君 

委員長  島津 隆義 君 

 

－ 88 －

 

 

 

 

 

19：39 

19：42 

 

19：45 

19：50 

 

20：00 

20：00 

21：30 

22：00 

①三上優香 

②野村太郎 

③工藤正貴 

④木村歩  

⑤三浦聖吾 

メインタイム総評 

メインタイム終了 

閉会セレモニー 

監事講評 

閉会宣言 

懇親会会場設営 

懇親会 

乾杯挨拶 

中締め挨拶 

片付け後、完全撤収 

 

 

 

 

 

副理事長 吉川 裕之 君 

 

 

監事   三國 典央 君 

副理事長  葛西 晋 君 

けやぐ委員会 

 

副理事長 比内 理佑 君 

一人称総務委員会 副委員長 木村 歩 君 

全 員 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

会員の皆さんは真剣にゲームを楽しんでもらい、自分の弱み、参加者の人達の弱点

などを認識してもらえる事が出来た。また、解説を行う事によって、克服する要素

を持つことにより、渉外に繋がる為の成長を向上させる事が結果により分かったの

で、けやぐとして互いに成長する事を、学んだ。 

次回への引継事項 ： 

・おもてなしの一つとして、座布団を作成したが、女性に対しては小さいとの事

で、女性に配慮をする必要がある。 

・女性にカジュアルな恰好を進めるのを、怠った為、女性が足を崩せないのが大

変そうで、配慮をする必要がある。 

・オブザーバーに対しての配慮が不足した為、担当を決める等、配慮すれば良か

った。  

委 員 長 所 見 ： 

重要文化財での例会場所の選定等により、20名の出席返信からスタートし、委員会

にて声掛けの実施によって、29名に増えたが、様々な活動に積極的に参加し、様々

な場所で声掛けをした事によって、38名の参加の意思をもらう事が出来ました。 

会員の人達から、『中を見てみたかった』『重要文化財に初めて入った』『なかな

かできない経験だった』等、いろんな意見をもらい、実施した甲斐があり、自分に

とっても成長に繋がった。理事長の基本方針でもあるように、“知らない世界を知る

と言う事、そして、誰かがやるのではなく我々が過去の伝統文化を未来へつなぐ『架

け橋』となる事”が、実現出来たと確信しております。 

 

決 算    決算書 

決 算 額 ： ￥2,160 

（ 事 業 費 ）  ： ￥2,160 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： ￥27,500 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ：  他１ 

事 業 名 ： ６月例会 次年度選挙 

職 務 分 掌 ： 例会の企画運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

例会は会員の資質を向上する場、会員同士の親睦を図る場として開催されており、

今後もＬＯＭの基盤を成すような例会を企画運営していく必要がある。 

意 義 ・ 目 的 ： 
ＬＯＭの基盤となる例会を通して、会員同士同じ汗をかき、人と人とのつながりを

育み、会員の意識や資質が向上することを目的とする。 

意義・目的（対内）

（ ６ 月 例 会 ） 
： 

役員選任規定に基づき、理事候補者の選出選挙を通して、２０１９年度に向けた体

制整備へつなげることを目的とする。 

また、開票時間を利用し、理事会及び各委員会、渉外事業等の共有を通じて相互理

解からの会員の意識向上を目的とする。 

実 施 日 時 ： ２０１８年６月７日（木） １９時３０分～２１時１５分 

実施場所・会場 ： ホテルニューキャッスル 松の間 

事 業 の 対 象 者   

対 内 ： 会員、並びにオブザーバー 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

選挙管理委員会と連携し、役員選任規定に基づき、次年度理事候補者の選出選挙を

行った。 

各委員会、理事会、渉外事業等を取材し、動画の撮影、編集を行った。 

開票時間を利用し、各委員会及び理事会の動画を上映した。 

また、時間が押したため、渉外事業等の動画は懇親会にて上映した。 

参 加 人 員 ： 

正会員３５名 

賛助会員５名 

新加入会員２名 村山大輔君 石戸谷春菜君 

オブザーバー４名 

石岡皓平氏、木村真悦氏、寺嶋靖人氏、吉田篤史氏 

外 部 協 力 者 ： なし 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

２０１８年  ２月 ： 内容の検討 

６月例会 次年度選挙 

● 委員会名 ： Ｙｏｕｔｈ Ｓｕｐｐｏｒｔ 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 比内 理佑 ／ 前田 完治 ／ 齊藤 雄太 
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３月 ： 内容の精査、取材活動、事業実施計画書協議 

４月 ： 取材活動、動画制作、事業実施計画書審議 

５月 ： 取材活動、動画制作、動画確認 

６月 ： ５日（火）合同リハーサル 

 ： ７日（木）実施 

７月 ： 事業実施報告書協議 

８月 ： 事業実施報告書審議 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

17：00 

17：15 

18：00 

18：35 

19：00 

19：25 

19：30 

 

 

 

 

 

 

 

 

19：34 

19：46 

19：52 

20：02 

20：10 

20：20 

 

 

20：30 

20：31 

21：01 

 

21：04 

21：05 

21：14 

21：15 

事務局集合、物品搬出 

会場集合、設営 

リハーサル開始 

リハーサル終了 

臨時総会開始 

臨時総会終了 

開会宣言 

国歌斉唱 

JC ソング斉唱 

JCI クリード唱和 

JCI MISSON 並びに JCI 

VISION 唱和 

JC 宣言文朗読並びに綱

領唱和 

東北 JC 宣言唱和 

理事長挨拶 

オブザーバー紹介並び

に新加入会員認証式 

専務理事報告 

報告依頼事項 

次年度理事候補者 

選出選挙 

説明及び記入、投票 

投票終了、開票開始 

動画上映開始 

動画上映終了 

開票結果報告 

メインタイム終了 

監事講評 

閉会宣言 

撤収作業 

Youth Support 委員会 

 

一人称総務委員会及び会員拡大委員会、選挙管理委員会含む 

コミュニケーションタイム 

一人称総務委員会 

 

副理事長 吉川 裕之 君 

割愛 

割愛 

割愛 

割愛 

 

割愛 

 

割愛 

理事長 須藤 立也 君 

会員拡大委員会 オブザーバー4名 

入会 2名 （20：00 終了、専務理事報告への設営 2分） 

専務理事 小山田 允紀 君 

各委員会 

選挙管理委員会 

信任投票なし 

 

 

 

 

 

 

監事 三國 典央 君 

副理事長 葛西 晋 君 

Youth Support 委員会 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ：  他１ 

事 業 名 ： ６月例会 次年度選挙 

職 務 分 掌 ： 例会の企画運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

例会は会員の資質を向上する場、会員同士の親睦を図る場として開催されており、

今後もＬＯＭの基盤を成すような例会を企画運営していく必要がある。 

意 義 ・ 目 的 ： 
ＬＯＭの基盤となる例会を通して、会員同士同じ汗をかき、人と人とのつながりを

育み、会員の意識や資質が向上することを目的とする。 

意義・目的（対内）

（ ６ 月 例 会 ） 
： 

役員選任規定に基づき、理事候補者の選出選挙を通して、２０１９年度に向けた体

制整備へつなげることを目的とする。 

また、開票時間を利用し、理事会及び各委員会、渉外事業等の共有を通じて相互理

解からの会員の意識向上を目的とする。 

実 施 日 時 ： ２０１８年６月７日（木） １９時３０分～２１時１５分 

実施場所・会場 ： ホテルニューキャッスル 松の間 

事 業 の 対 象 者   

対 内 ： 会員、並びにオブザーバー 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

選挙管理委員会と連携し、役員選任規定に基づき、次年度理事候補者の選出選挙を

行った。 

各委員会、理事会、渉外事業等を取材し、動画の撮影、編集を行った。 

開票時間を利用し、各委員会及び理事会の動画を上映した。 

また、時間が押したため、渉外事業等の動画は懇親会にて上映した。 

参 加 人 員 ： 

正会員３５名 

賛助会員５名 

新加入会員２名 村山大輔君 石戸谷春菜君 

オブザーバー４名 

石岡皓平氏、木村真悦氏、寺嶋靖人氏、吉田篤史氏 

外 部 協 力 者 ： なし 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

２０１８年  ２月 ： 内容の検討 

６月例会 次年度選挙 

● 委員会名 ： Ｙｏｕｔｈ Ｓｕｐｐｏｒｔ 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 比内 理佑 ／ 前田 完治 ／ 齊藤 雄太 
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３月 ： 内容の精査、取材活動、事業実施計画書協議 

４月 ： 取材活動、動画制作、事業実施計画書審議 

５月 ： 取材活動、動画制作、動画確認 

６月 ： ５日（火）合同リハーサル 

 ： ７日（木）実施 

７月 ： 事業実施報告書協議 

８月 ： 事業実施報告書審議 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

17：00 

17：15 

18：00 

18：35 

19：00 

19：25 

19：30 

 

 

 

 

 

 

 

 

19：34 

19：46 

19：52 

20：02 

20：10 

20：20 

 

 

20：30 

20：31 

21：01 

 

21：04 

21：05 

21：14 

21：15 

事務局集合、物品搬出 

会場集合、設営 

リハーサル開始 

リハーサル終了 

臨時総会開始 

臨時総会終了 

開会宣言 

国歌斉唱 

JC ソング斉唱 

JCI クリード唱和 

JCI MISSON 並びに JCI 

VISION 唱和 

JC 宣言文朗読並びに綱

領唱和 

東北 JC 宣言唱和 

理事長挨拶 

オブザーバー紹介並び

に新加入会員認証式 

専務理事報告 

報告依頼事項 

次年度理事候補者 

選出選挙 

説明及び記入、投票 

投票終了、開票開始 

動画上映開始 

動画上映終了 

開票結果報告 

メインタイム終了 

監事講評 

閉会宣言 

撤収作業 

Youth Support 委員会 

 

一人称総務委員会及び会員拡大委員会、選挙管理委員会含む 

コミュニケーションタイム 

一人称総務委員会 

 

副理事長 吉川 裕之 君 

割愛 

割愛 

割愛 

割愛 

 

割愛 

 

割愛 

理事長 須藤 立也 君 

会員拡大委員会 オブザーバー4名 

入会 2名 （20：00 終了、専務理事報告への設営 2分） 

専務理事 小山田 允紀 君 

各委員会 

選挙管理委員会 

信任投票なし 

 

 

 

 

 

 

監事 三國 典央 君 

副理事長 葛西 晋 君 

Youth Support 委員会 
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事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

２０１９年度に向けて、理事候補者を選出でき、次年度体制へつなげることが出来

た。 

また、理事会及び各委員会等の取材及び編集動画の共有により、新加入会員及びオ

ブザーバーの方々を含め、会員相互の理解、青年会議所活動への意識向上へとつな

げることが出来た。 

次回への引継事項 ： 

・リハーサルを事前に事務局にて１回、会場にて当日１回行った結果、スムーズ

に進行を行うことが出来た。今後も、リハーサルは重ねて行う必要がある。 

・セレモニー開始からメインタイムまでに想定を超える時間を要した。ある程度

はメインタイムにて調整を行ったが、時間配分は計画段階でさらに余裕を持つ必

要がある。 

・報告依頼事項が多い時期は、事前に各委員会に確認し、時間の目処をつける方

が良い。 

・委員会活動の動画を上映する場合、上映内容には配慮する必要がある。 

・６月はクールビズの開始時期であるが、案内文のドレスコードの記載がわかり

にくかったので、上着やネクタイの有無について記載した方が良い。 

委 員 長 所 見 ： 

皆様のおかげをもちまして、リハーサルもしっかりと行うことができ、例会全体も

無事に執り行うことが出来き、また動画上映を通じ、各委員会の空気を共有するこ

とで、会員全体の空気を盛り上げることが出来たと考えております。 

今例会にて選出した理事候補者の方々が中心となる２０１９年度へとつなげてい

くためにも、２０１８年度を全会員で完遂したい。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： ￥10,000 

（ 事 業 費 ）  ： ￥10,000 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： ￥275,000 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 他 1  

事 業 名 ： 会員の資質向上及び親睦を図る事業 

職 務 分 掌 ： 例会の企画・運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

例会は会員の資質を向上する場、会員同士の親睦を図る場として開催されてきてお

り、今後も LOM の基盤を成すような例会を企画運営していく必要があります。 

意 義 ・ 目 的 ： 

LOM の基盤となる例会を通して、会員同士同じ汗をかき、人と人とのつながりを育

み、会員の意識や資質が向上する事を目的とする。 

 

意 義 ・ 目 的   

（ 7 月 例 会 ） 
： 

今回はビジネスの中で日に日に存在感を増しているハラスメント対策について学び

ます。普段の業務やニュースの中で目にする機会が多くなってきたハラスメントで

すが、実際にどのような事を行うとハラスメントになってしまうかを知る事はこれ

から非常に重要になってきます。 

実 施 日 時 ： 2018 年 7月 6日（金） 19:02～21:03 

実施場所・会場 ： 土手町コミュニティーパーク 青森県弘前市土手町 31番地 

事 業 の 対 象 者   

対 内 ： 会員、並びにオブザーバー 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

【事業内容】 

・ハラスメントに関する見識を広める事で、これからの時代に対応する人と人との

付き合い方を学んだ。 

・会員一人ひとりが考えているハラスメントとはどういったモノなのかを小テスト

を通して自ら考え、講演を通してハラスメントに対して自分が認識していた事、正

しい知識とはどういったモノなのかを知ることで、普段の業務やニュースから知り

える内容が実際のハラスメントとどのように違うのかを学ぶ場とした。 

【手法説明】 

・例会の場で、ハラスメントに関する簡単な筆記テストを行い、最初の段階でどれ

くらいの知識を持っているかを知った。 

・例会の場で、ハラスメント対策について講演を行った。 

講師として株式会社アシストパートナー・ヒロの川村 啓之（かわむら ひろゆき）

氏に講演をして頂いた。 

7 月例会『ハラスメント対策について学ぶ例会』 

● 委員会名 ： 会員拡大 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 工藤 順敬 ／ 工藤 靖史 ／ 新戸部 大輝 
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事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

２０１９年度に向けて、理事候補者を選出でき、次年度体制へつなげることが出来

た。 

また、理事会及び各委員会等の取材及び編集動画の共有により、新加入会員及びオ

ブザーバーの方々を含め、会員相互の理解、青年会議所活動への意識向上へとつな

げることが出来た。 

次回への引継事項 ： 

・リハーサルを事前に事務局にて１回、会場にて当日１回行った結果、スムーズ

に進行を行うことが出来た。今後も、リハーサルは重ねて行う必要がある。 

・セレモニー開始からメインタイムまでに想定を超える時間を要した。ある程度

はメインタイムにて調整を行ったが、時間配分は計画段階でさらに余裕を持つ必

要がある。 

・報告依頼事項が多い時期は、事前に各委員会に確認し、時間の目処をつける方

が良い。 

・委員会活動の動画を上映する場合、上映内容には配慮する必要がある。 

・６月はクールビズの開始時期であるが、案内文のドレスコードの記載がわかり

にくかったので、上着やネクタイの有無について記載した方が良い。 

委 員 長 所 見 ： 

皆様のおかげをもちまして、リハーサルもしっかりと行うことができ、例会全体も

無事に執り行うことが出来き、また動画上映を通じ、各委員会の空気を共有するこ

とで、会員全体の空気を盛り上げることが出来たと考えております。 

今例会にて選出した理事候補者の方々が中心となる２０１９年度へとつなげてい

くためにも、２０１８年度を全会員で完遂したい。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： ￥10,000 

（ 事 業 費 ）  ： ￥10,000 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： ￥275,000 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 他 1  

事 業 名 ： 会員の資質向上及び親睦を図る事業 

職 務 分 掌 ： 例会の企画・運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

例会は会員の資質を向上する場、会員同士の親睦を図る場として開催されてきてお

り、今後も LOM の基盤を成すような例会を企画運営していく必要があります。 

意 義 ・ 目 的 ： 

LOM の基盤となる例会を通して、会員同士同じ汗をかき、人と人とのつながりを育

み、会員の意識や資質が向上する事を目的とする。 

 

意 義 ・ 目 的   

（ 7 月 例 会 ） 
： 

今回はビジネスの中で日に日に存在感を増しているハラスメント対策について学び

ます。普段の業務やニュースの中で目にする機会が多くなってきたハラスメントで

すが、実際にどのような事を行うとハラスメントになってしまうかを知る事はこれ

から非常に重要になってきます。 

実 施 日 時 ： 2018 年 7月 6日（金） 19:02～21:03 

実施場所・会場 ： 土手町コミュニティーパーク 青森県弘前市土手町 31番地 

事 業 の 対 象 者   

対 内 ： 会員、並びにオブザーバー 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

【事業内容】 

・ハラスメントに関する見識を広める事で、これからの時代に対応する人と人との

付き合い方を学んだ。 

・会員一人ひとりが考えているハラスメントとはどういったモノなのかを小テスト

を通して自ら考え、講演を通してハラスメントに対して自分が認識していた事、正

しい知識とはどういったモノなのかを知ることで、普段の業務やニュースから知り

える内容が実際のハラスメントとどのように違うのかを学ぶ場とした。 

【手法説明】 

・例会の場で、ハラスメントに関する簡単な筆記テストを行い、最初の段階でどれ

くらいの知識を持っているかを知った。 

・例会の場で、ハラスメント対策について講演を行った。 

講師として株式会社アシストパートナー・ヒロの川村 啓之（かわむら ひろゆき）

氏に講演をして頂いた。 

7 月例会『ハラスメント対策について学ぶ例会』 

● 委員会名 ： 会員拡大 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 工藤 順敬 ／ 工藤 靖史 ／ 新戸部 大輝 

－ 93 －181180



・最後に冒頭に行ったテストを再度行い、今回の例会でどれだけの事を学んだかを

振り返った。 

参 加 人 員 ： 

合計 38 名 

正会員出席者  32 名  

賛助会員 出席者  3 名 

オブザーバー  3名 

① 花岡 裕子氏 ②佐藤 考充氏 ③葛西 良氏 

外 部 協 力 者 ：  なし 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

４月 ： 内容精査・打ち合わせ 

５月 ： 内容精査・打ち合わせ 

６月 ： 内容精査・打ち合わせ・リハーサル 

７月 ： 例会実施 

８月 ： 報告書作成・打ち合せ 

９月 ： 報告書作成・打ち合せ 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

16：30 

17：00 

 

17：45 

18：30 

19：00 

19：01 

19：02 

19：14 

 

19：21 

19：31 

19：43 

19：43 

 

 

 

 

19：46 

 

 

19：48 

集合 

会場準備 

リハーサル 

リハーサル 

総会 

総会終了 

開会宣言 

理事長挨拶 

オブザーバー紹介並び

に新加入会員認証式 

専務理事報告 

報告依頼事項 

メインタイム開始 

趣旨説明 

講師紹介 

 

 

 

小テスト 

 

 

講師入場 

事務局集合・荷物積込 

会場設営 

リハーサル（例会運営等） 

リハーサル（新加入会員認証式等） 

総会 

 

副理事長 比内 理佑 君 

理事長 須藤 立也 君 

会員拡大委員会 

 

専務理事 小山田 允紀 君 

各委員会から報告 

 

委員長 新戸部大輝 7月例会趣旨説明 

『ハラスメント対策について学ぶ例会』 

【講師】 

株式会社アシストパートナー・ヒロ 社労士 川村 啓之

（かわむら ひろゆき）氏の紹介 

ハラスメントについての小テストの実施（３分） 

※テスト～採点の最中にハラスメントについての説明を行

う為の会場準備を行った 

川村 啓之氏 入場 
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19：50 

 

20：43 

20：46 

20：50 

21：53 

 

 

 

20：57 

21：03 

講演 

 

 

謝辞 

講師退場 

アンケート 

 

 

閉会セレモニー 

監事講評 

閉会宣言 

ハラスメントについての講演を拝聴した 

資料やスライドを交えながらの説明 

（60 分） 

理事長 須藤 立也 君 

川村啓之氏 退場 

アンケートの記入（３分） 

※アンケート記入している間に閉会セレモニーの準備を行

った 

 

監事 大湯幸世 君 

副理事長 吉川 裕之 君 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

アンケートの結果、どういった行動がハラスメントとして取られてしまうかを学ぶ

事が出来た一方、広く浅く学ぶ内容だったという意見も多数あり、事前に講師の方

との打ち合わせで、ありきたりな内容でなく、一歩踏み込んだ講演になるように計

画するべきだった。講演を通して、ハラスメントについて考える機会を提供でき、

実際の事例や判例、知らなかった事を知れたという意見もあり、学びを得る事の出

来た例会となった。 

次回への引継事項 ： 

・例会の前後で会場を使う場合が発生する事も踏まえ、お借りする会場の都合も

十分に考えたうえで、例会の会場を選定した方が良い。特に 7月例会は、臨時理

事会や臨時総会が例会の前後に来る場合があるので、他委員会と連絡をとるよう

にしたほうが良い。 

・講師の方を長い時間待たせてしまったので、専務理事報告や委員会報告は後に

回すなど、他委員会と連絡を取り合って、全体の設えを組んだ方が良い。 

・委員会の人数が少ない場合、会場の準備やリハーサル、講師対応など手が足り

なくなってしまうので、事前に協力してもらえる他委員会の方や出席者を募るよ

うにする。 

・受付かテーブルに筆記用具を配る必要がある。 

・途中から参加した人がいても楽しめるような例会の流れをくんだ方が良い。 

・講師の方が待機する待合室等がある場所をきちんと用意して、会場を選定する

必要がある。 

・謝礼金は講師への謝辞ではなく、例会の終わった後に渡すなどの段取りにした

方がよい。 

・リハーサルの時間が短かったため、進行・段取りに余裕がなかったので、前後

に他の予定が入っていたとしても、事前にきちんとリハーサルを行うなどの時間

を確保した方がよかった。 

・事業に至る背景と意義目的の繋がりが弱いので、計画書を作成する段階でもっ

と関連づけするように考えないといけない。 

・経営者向けに寄った内容にしたかったが一般的な内容が多く、弘前青年会議所

でしか聞けない講演になるよう打ち合わせをもっと密に行うべきだった 
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・最後に冒頭に行ったテストを再度行い、今回の例会でどれだけの事を学んだかを

振り返った。 

参 加 人 員 ： 

合計 38 名 

正会員出席者  32 名  

賛助会員 出席者  3 名 

オブザーバー  3名 

① 花岡 裕子氏 ②佐藤 考充氏 ③葛西 良氏 

外 部 協 力 者 ：  なし 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

４月 ： 内容精査・打ち合わせ 

５月 ： 内容精査・打ち合わせ 

６月 ： 内容精査・打ち合わせ・リハーサル 

７月 ： 例会実施 

８月 ： 報告書作成・打ち合せ 

９月 ： 報告書作成・打ち合せ 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

16：30 

17：00 

 

17：45 

18：30 

19：00 

19：01 

19：02 

19：14 

 

19：21 

19：31 

19：43 

19：43 

 

 

 

 

19：46 

 

 

19：48 

集合 

会場準備 

リハーサル 

リハーサル 

総会 

総会終了 

開会宣言 

理事長挨拶 

オブザーバー紹介並び

に新加入会員認証式 

専務理事報告 

報告依頼事項 

メインタイム開始 

趣旨説明 

講師紹介 

 

 

 

小テスト 

 

 

講師入場 

事務局集合・荷物積込 

会場設営 

リハーサル（例会運営等） 

リハーサル（新加入会員認証式等） 

総会 

 

副理事長 比内 理佑 君 

理事長 須藤 立也 君 

会員拡大委員会 

 

専務理事 小山田 允紀 君 

各委員会から報告 

 

委員長 新戸部大輝 7月例会趣旨説明 

『ハラスメント対策について学ぶ例会』 

【講師】 

株式会社アシストパートナー・ヒロ 社労士 川村 啓之

（かわむら ひろゆき）氏の紹介 

ハラスメントについての小テストの実施（３分） 

※テスト～採点の最中にハラスメントについての説明を行

う為の会場準備を行った 

川村 啓之氏 入場 
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19：50 

 

20：43 

20：46 

20：50 

21：53 

 

 

 

20：57 

21：03 

講演 

 

 

謝辞 

講師退場 

アンケート 

 

 

閉会セレモニー 

監事講評 

閉会宣言 

ハラスメントについての講演を拝聴した 

資料やスライドを交えながらの説明 

（60 分） 

理事長 須藤 立也 君 

川村啓之氏 退場 

アンケートの記入（３分） 

※アンケート記入している間に閉会セレモニーの準備を行

った 

 

監事 大湯幸世 君 

副理事長 吉川 裕之 君 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

アンケートの結果、どういった行動がハラスメントとして取られてしまうかを学ぶ

事が出来た一方、広く浅く学ぶ内容だったという意見も多数あり、事前に講師の方

との打ち合わせで、ありきたりな内容でなく、一歩踏み込んだ講演になるように計

画するべきだった。講演を通して、ハラスメントについて考える機会を提供でき、

実際の事例や判例、知らなかった事を知れたという意見もあり、学びを得る事の出

来た例会となった。 

次回への引継事項 ： 

・例会の前後で会場を使う場合が発生する事も踏まえ、お借りする会場の都合も

十分に考えたうえで、例会の会場を選定した方が良い。特に 7月例会は、臨時理

事会や臨時総会が例会の前後に来る場合があるので、他委員会と連絡をとるよう

にしたほうが良い。 

・講師の方を長い時間待たせてしまったので、専務理事報告や委員会報告は後に

回すなど、他委員会と連絡を取り合って、全体の設えを組んだ方が良い。 

・委員会の人数が少ない場合、会場の準備やリハーサル、講師対応など手が足り

なくなってしまうので、事前に協力してもらえる他委員会の方や出席者を募るよ

うにする。 

・受付かテーブルに筆記用具を配る必要がある。 

・途中から参加した人がいても楽しめるような例会の流れをくんだ方が良い。 

・講師の方が待機する待合室等がある場所をきちんと用意して、会場を選定する

必要がある。 

・謝礼金は講師への謝辞ではなく、例会の終わった後に渡すなどの段取りにした

方がよい。 

・リハーサルの時間が短かったため、進行・段取りに余裕がなかったので、前後

に他の予定が入っていたとしても、事前にきちんとリハーサルを行うなどの時間

を確保した方がよかった。 

・事業に至る背景と意義目的の繋がりが弱いので、計画書を作成する段階でもっ

と関連づけするように考えないといけない。 

・経営者向けに寄った内容にしたかったが一般的な内容が多く、弘前青年会議所

でしか聞けない講演になるよう打ち合わせをもっと密に行うべきだった 
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委 員 長 所 見 ： 

今回の例会は、計画書の段階から二転三転し、周りの方の意見やサポートでなん

とか実施する事が出来ました。ハラスメント対策についてそれぞれの立場から、

どの様なことに気を付けるべきかや、実際にどんな事例が発生したのかを講演頂

き、学ぶことができました。内容としては分かりやすい講演だったため、他の講

演会でも聞くことが出来るようなものになってしまったが、ハラスメント対策と

して一番重要なのは、採用の段階で十分に精査するなどのアドバイスも頂け、非

常にためになった内容の例会になりました。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： ￥23,282 

（ 事 業 費 ）  ： ￥23,282 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： ￥275,000 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 他 1 会員の資質向上及び親睦を図る事業 

事 業 名 ： 例会の企画運営 

職 務 分 掌 ： 例会の企画運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

例会は会員の資質を向上する場、会員同士の親睦を図る場として開催されており、

今後も LOM の基盤を成すような例会を企画運営していく必要がある。 

意義・目的（対内） ： 
LOM の基盤となる例会を通して、会員同士同じ汗をかき、人と人のつながりを育

み、会員の意識や資質が向上することを目的とする。 

意 義 ・ 目 的 

（ 8 月 例 会 ） 
： 

会員同士の絆をより強固にする為にも親睦を深めながら、友好団体の人達と友情を

育む意識を高め、感謝の心を持った JAYCEE としての意識を構築し、今後の交流に

繋げ、「冒険」を通して今以上に経験をする事でメンバーの資質向上を図る機会を

作る。 

実 施 日 時 ： 
2018 年 8月 14 日（火）14:30 ～（コミュニケーションタイム 14:00～） 

2018 年 8月 15 日（水） 0:15 

実施場所・会場 ： 東楊軒 （群馬県太田市若松町 594-6） 

事 業 の 対 象 者 ：  

対 内 ： 会員及びオブザーバー（太田市新田商工会青年部） 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

④ 東楊軒にて例会開催。 

⑤ 太田市新田商工会青年部もオブザーバーにて参加してもらう。 

⑥ 太田市新田商工会青年部部長からの挨拶をもらう。 

⑦ 太田市議会議員 今井俊哉様からの挨拶をもらう。 

⑧ 例会セレモニー終了後、尾島ねぷたまつりに参加。（メインタイム） 

⑨ 尾島ねぷたまつり終了後、懇親会。 

参 加 人 員 ： 

総出席者 30 名 

正会員出席者 22 名 

賛助会員 出席者 3名 

オブザーバー（太田市新田商工会青年部） 5 名 

外 部 協 力 者 ： 太田市議会議員 今井 俊哉様 

 

 

８ 月 例 会 『太田でけやぐが待っている 

～ヤーヤドー!で繋がる絆!!!!』 

● 委員会名 ： け  や  ぐ  委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 吉川 裕之 ／ 秋元 駿一 ／ 島津 隆義 
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委 員 長 所 見 ： 

今回の例会は、計画書の段階から二転三転し、周りの方の意見やサポートでなん

とか実施する事が出来ました。ハラスメント対策についてそれぞれの立場から、

どの様なことに気を付けるべきかや、実際にどんな事例が発生したのかを講演頂

き、学ぶことができました。内容としては分かりやすい講演だったため、他の講

演会でも聞くことが出来るようなものになってしまったが、ハラスメント対策と

して一番重要なのは、採用の段階で十分に精査するなどのアドバイスも頂け、非

常にためになった内容の例会になりました。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： ￥23,282 

（ 事 業 費 ）  ： ￥23,282 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： ￥275,000 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 他 1 会員の資質向上及び親睦を図る事業 

事 業 名 ： 例会の企画運営 

職 務 分 掌 ： 例会の企画運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

例会は会員の資質を向上する場、会員同士の親睦を図る場として開催されており、

今後も LOM の基盤を成すような例会を企画運営していく必要がある。 

意義・目的（対内） ： 
LOM の基盤となる例会を通して、会員同士同じ汗をかき、人と人のつながりを育

み、会員の意識や資質が向上することを目的とする。 

意 義 ・ 目 的 

（ 8 月 例 会 ） 
： 

会員同士の絆をより強固にする為にも親睦を深めながら、友好団体の人達と友情を

育む意識を高め、感謝の心を持った JAYCEE としての意識を構築し、今後の交流に

繋げ、「冒険」を通して今以上に経験をする事でメンバーの資質向上を図る機会を

作る。 

実 施 日 時 ： 
2018 年 8月 14 日（火）14:30 ～（コミュニケーションタイム 14:00～） 

2018 年 8月 15 日（水） 0:15 

実施場所・会場 ： 東楊軒 （群馬県太田市若松町 594-6） 

事 業 の 対 象 者 ：  

対 内 ： 会員及びオブザーバー（太田市新田商工会青年部） 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

④ 東楊軒にて例会開催。 

⑤ 太田市新田商工会青年部もオブザーバーにて参加してもらう。 

⑥ 太田市新田商工会青年部部長からの挨拶をもらう。 

⑦ 太田市議会議員 今井俊哉様からの挨拶をもらう。 

⑧ 例会セレモニー終了後、尾島ねぷたまつりに参加。（メインタイム） 

⑨ 尾島ねぷたまつり終了後、懇親会。 

参 加 人 員 ： 

総出席者 30 名 

正会員出席者 22 名 

賛助会員 出席者 3名 

オブザーバー（太田市新田商工会青年部） 5 名 

外 部 協 力 者 ： 太田市議会議員 今井 俊哉様 

 

 

８ 月 例 会 『太田でけやぐが待っている 

～ヤーヤドー!で繋がる絆!!!!』 

● 委員会名 ： け  や  ぐ  委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 吉川 裕之 ／ 秋元 駿一 ／ 島津 隆義 
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事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2018 年  3 月 ： 内容精査 

4 月 ： 現場下見、現場にて担当者と打ち合わせ 

5 月 ： 内容精査、予約確認 

6 月 ： 
審議 

委員会打合せ及び案内文発送 

7 月 ： 出席者の確認及び予約確認 

8 月 ： 例会実施 

9 月 ： 実施報告書提出 実施報告書審議 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

   14：00  

     14：30 

 

 

14：33 

 

     14：34 

     14：35 

 

     14：36 

 

   14：37 

14：42 

14：43 

      

   14：47 

    15：05 

15：23 

15：30 

15：55 

 

17：00 

17：45 

18：42 

21：30 

 

    

 

22：15 

会場設営（コミュニケーションタイム）名刺交換 

開会宣言 

国歌斉唱 

JC ソング斉唱 

JCI クリード唱和 

 

JCI MISSION 並びに JCI VISION 唱和 

JC 宣言文朗読並びに綱領唱和 

 

東北 JC 宣言唱和 

 

理事長挨拶 

オブザーバー紹介並びに新加入会員認証式 

太田市新田商工会青年部部長挨拶 

メインタイム開始 

太田市議会議員 今井俊哉様挨拶 

会場片付け 

部屋で休憩 

ねぷた会場に移動（バスで移動） 

会場近く待機所で待機 

尾島ねぷたまつり 

出陣セレモニー 

集合写真 

ねぷた出陣 

ねぷたまつり終了 

メインタイム終了 

（バスで移動・懇親会会場へ） 

懇親会 

東楊軒（懇親会会場） 

けやぐ委員会 

副理事長 葛西 晋 君 

 

 

BIG UP プロジェクト委員会委員 

福田 育子 君 

事務局長 成田 志穂 君 

Youth Support 委員会 副委員長 

三上 優香 君 

一人称総務委員会委員 

寺沢 はづき 君 

理事長 須藤 立也 君 

会員拡大委員会 

部長 金谷 健一 君 

太田市議会議員 今井 俊哉様 

『太田市と弘前市の交流につい

て』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 98 －

    0：15 

    0：41 

   02：27 

閉会宣言（バスの中） 

二次会懇親会 

解散 

副理事長 大場 一巧 君  

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

各種大会や渉外事業に、決められた会員や理事者達だけ参加するだけではなく、例

会を通して、普段あまり参加できない会員もしくは太田市に行った事が無い会員等

にも参加しやすい事業として促し、感謝の心を持ち、おもてなしの心やけやぐとし

て友情を育み、今回、太田での「冒険」を通して、参加者の資質向上となる例会に

なりました。 

次回への引継事項 ： 

・事前の段階で参加者に、スケジュール等を発信してきたが、当日のキャンセルが

多かったので、最終確認をする必要がある。 

・当日の変更（急遽の変更）等にも、対応をするシュミレーションが必要である。 

・旗の設置に苦労したので、会場が慣れない場所の場合は、ポールセットも持参す

べきである。 

・交通手段を今回は車にしたが、着いてからの疲労は隠せなかった。新幹線の 1/3

の費用で行けることは魅力的だが、休憩に対しての配慮が不足した為、スケジュ

ールに余裕を持たせ休憩の時間を配慮すれば良いと思います。 

・委員長の熱い想いを伝えれば、必ずみんな賛同して参加してくれます。 

・女性や子供の参加の事も考え、着替えのタイミングを増やしたり、一旦ホテル等

に戻してあげるなど、気遣いをしてあげれば良かったと思います。 

委 員 長 所 見 ： 

22 名の会員に参加してもらい、皆さんからは、『行ってみて、良かった』『行かない

と分からないの意味が分かった』『また、来年も行きたい』という言葉が聞けて、私

も非常に楽しい例会になりました。また、渉外に繋がる為の成長を向上させる事が

でき、けやぐとして互いに成長する事を学び、実現出来たと確信しております。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： ￥25,239 

（ 事 業 費 ）  ： ￥25,239 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： ￥275,000 
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事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2018 年  3 月 ： 内容精査 

4 月 ： 現場下見、現場にて担当者と打ち合わせ 

5 月 ： 内容精査、予約確認 

6 月 ： 
審議 

委員会打合せ及び案内文発送 

7 月 ： 出席者の確認及び予約確認 

8 月 ： 例会実施 

9 月 ： 実施報告書提出 実施報告書審議 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

   14：00  

     14：30 

 

 

14：33 

 

     14：34 

     14：35 

 

     14：36 

 

   14：37 

14：42 

14：43 

      

   14：47 

    15：05 

15：23 

15：30 

15：55 

 

17：00 

17：45 

18：42 

21：30 

 

    

 

22：15 

会場設営（コミュニケーションタイム）名刺交換 

開会宣言 

国歌斉唱 

JC ソング斉唱 

JCI クリード唱和 

 

JCI MISSION 並びに JCI VISION 唱和 

JC 宣言文朗読並びに綱領唱和 

 

東北 JC 宣言唱和 

 

理事長挨拶 

オブザーバー紹介並びに新加入会員認証式 

太田市新田商工会青年部部長挨拶 

メインタイム開始 

太田市議会議員 今井俊哉様挨拶 

会場片付け 

部屋で休憩 

ねぷた会場に移動（バスで移動） 

会場近く待機所で待機 

尾島ねぷたまつり 

出陣セレモニー 

集合写真 

ねぷた出陣 

ねぷたまつり終了 

メインタイム終了 

（バスで移動・懇親会会場へ） 

懇親会 

東楊軒（懇親会会場） 

けやぐ委員会 

副理事長 葛西 晋 君 

 

 

BIG UP プロジェクト委員会委員 

福田 育子 君 

事務局長 成田 志穂 君 

Youth Support 委員会 副委員長 

三上 優香 君 

一人称総務委員会委員 

寺沢 はづき 君 

理事長 須藤 立也 君 

会員拡大委員会 

部長 金谷 健一 君 

太田市議会議員 今井 俊哉様 

『太田市と弘前市の交流につい

て』 
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    0：15 

    0：41 

   02：27 

閉会宣言（バスの中） 

二次会懇親会 

解散 

副理事長 大場 一巧 君  

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

各種大会や渉外事業に、決められた会員や理事者達だけ参加するだけではなく、例

会を通して、普段あまり参加できない会員もしくは太田市に行った事が無い会員等

にも参加しやすい事業として促し、感謝の心を持ち、おもてなしの心やけやぐとし

て友情を育み、今回、太田での「冒険」を通して、参加者の資質向上となる例会に

なりました。 

次回への引継事項 ： 

・事前の段階で参加者に、スケジュール等を発信してきたが、当日のキャンセルが

多かったので、最終確認をする必要がある。 

・当日の変更（急遽の変更）等にも、対応をするシュミレーションが必要である。 

・旗の設置に苦労したので、会場が慣れない場所の場合は、ポールセットも持参す

べきである。 

・交通手段を今回は車にしたが、着いてからの疲労は隠せなかった。新幹線の 1/3

の費用で行けることは魅力的だが、休憩に対しての配慮が不足した為、スケジュ

ールに余裕を持たせ休憩の時間を配慮すれば良いと思います。 

・委員長の熱い想いを伝えれば、必ずみんな賛同して参加してくれます。 

・女性や子供の参加の事も考え、着替えのタイミングを増やしたり、一旦ホテル等

に戻してあげるなど、気遣いをしてあげれば良かったと思います。 

委 員 長 所 見 ： 

22 名の会員に参加してもらい、皆さんからは、『行ってみて、良かった』『行かない

と分からないの意味が分かった』『また、来年も行きたい』という言葉が聞けて、私

も非常に楽しい例会になりました。また、渉外に繋がる為の成長を向上させる事が

でき、けやぐとして互いに成長する事を学び、実現出来たと確信しております。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： ￥25,239 

（ 事 業 費 ）  ： ￥25,239 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： ￥275,000 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 他 1  

事 業 名 ： 会員の資質向上及び親睦を図る事業 

職 務 分 掌 ： 例会の企画・運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

例会は会員の資質を向上する場、会員同士の親睦を図る場として開催されてきてお

り、今後も LOM の基盤を成すような例会を企画運営していく必要があります。 

意 義 ・ 目 的 ： 
LOM の基盤となる例会を通して、会員同士同じ汗をかき、人と人とのつながりを育み、

会員の意識や資質が向上する事を目的とする。 

意 義 ・ 目 的   

（ 7 月 例 会 ） 
： 

我々青年会議所会員のねぷたまつり参加に対する参加意識の向上と、我々自身が地

域の伝統文化についての知識を深める事を目的とする。 

実 施 日 時 ： 2018 年 9月 7日（金） 19:00～21:00 

実施場所・会場 ： ホテルニューキャッスル 松の間 

事 業 の 対 象 者   

対 内 ： 会員、並びにオブザーバー 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

弘前青年会議所とねぷたの関係性を学んで貰うために以下の内容を講義しました。 

内容 

ねぷたの歴史(15 分) 

・ねぷたの起源（田村麿呂伝説、ねむり流し他） 

・青年会議所とねぷた祭り（合同運行の始め、合同運行への参加） 

・合同運行の歴史（合同運行の参加台数の推移） 

ねぷたの楽しみ方(15 分) 

・審査について（審査基準、賞の順番） 

・見る場所（ねぷたの見せ場） 

ねぷたの笛を吹いた事が無い人に体験してもらえるように委員会で笛を作成し、以下

の内容を行なった。(笛 37 本作製) 

囃子の実演・練習(20 分) 

・行進・休み・戻りの演奏を聴いた。 

参 加 人 員 ： 

合計 33 名 

正会員出席者 30 名  

賛助会員出席者 3 名 

外 部 協 力 者 ： 弘前市役所七夕会 5名 

9 月例会「後の祭り？ ねぷたを学ぼう！！」 

● 委員会名 ： まつり継承 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 葛西 晋 ／ 太田 脩皓 ／ 大藪 貴雄 
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事業実施までの 

スケジュール 
  

  

２０１８年５月 ： 委員会での企画  

６月 ： 委員会での企画 各種見積取得 事業実施計画書上程上程(協議) 

７月 ： 委員会での企画 事業実施計画書上程(協議) 

８月 ： 事業実施計画書上程 (審議) 参加者取りまとめ 

９月 ： 実施 

１０月 ： 事業実施報告書上程(協議) 

１１月 ： 事業実施報告書上程(審議) 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

18：00 

18：30 

19：00 

19：02 

19：02 

19：03 

19：04 

 

19：06 

19：07 

19：08 

19：07 

19：25 

 

19：30 

19：35 

 

 

 

 

 

 

20：50 

20：53 

20：55 

21：00 

例会準備、会場設営開始 

受付 

開会宣言 

国歌斉唱 

JC ソング斉唱 

JCI クリード唱和 

JCI MISSON 並びに JCI 

VISION 唱和 

JC 宣言朗読並びに綱領唱

和 

東北 JC 宣言唱和 

理事長挨拶 

報告依頼事項 

専務理事報告 

 

メインタイム準備 

メインタイム開始 

 

 

 

 

 

メインタイム終了 

片付け移動 

監事講評 

閉会宣言 

 

受付後は開会までの間、コミュニケーションタイムとする 

副理事長 比内 理祐 君 

 

 

下山 千嘉 君 

 

三浦 聖吾 君 

 

島津 隆義 君 

木村 歩 君 

 

 

専務理事 小山田 允紀 君 

 

 

「後の祭り？ ねぷたを学ぼう！！」９月例会 

主旨説明 

講師 七夕会紹介 

１．ねぷたの歴史(15 分) 

２．ねぷたの楽しみ方(15 分) 

３．囃子の実演・練習(20 分) 

 

 

監事 大湯 幸世 君 

副理事長 葛西 晋君 

 

 

 

－ 101 －189188



公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 他 1  

事 業 名 ： 会員の資質向上及び親睦を図る事業 

職 務 分 掌 ： 例会の企画・運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

例会は会員の資質を向上する場、会員同士の親睦を図る場として開催されてきてお

り、今後も LOM の基盤を成すような例会を企画運営していく必要があります。 

意 義 ・ 目 的 ： 
LOM の基盤となる例会を通して、会員同士同じ汗をかき、人と人とのつながりを育み、

会員の意識や資質が向上する事を目的とする。 

意 義 ・ 目 的   

（ 7 月 例 会 ） 
： 

我々青年会議所会員のねぷたまつり参加に対する参加意識の向上と、我々自身が地

域の伝統文化についての知識を深める事を目的とする。 

実 施 日 時 ： 2018 年 9月 7日（金） 19:00～21:00 

実施場所・会場 ： ホテルニューキャッスル 松の間 

事 業 の 対 象 者   

対 内 ： 会員、並びにオブザーバー 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

弘前青年会議所とねぷたの関係性を学んで貰うために以下の内容を講義しました。 

内容 

ねぷたの歴史(15 分) 

・ねぷたの起源（田村麿呂伝説、ねむり流し他） 

・青年会議所とねぷた祭り（合同運行の始め、合同運行への参加） 

・合同運行の歴史（合同運行の参加台数の推移） 

ねぷたの楽しみ方(15 分) 

・審査について（審査基準、賞の順番） 

・見る場所（ねぷたの見せ場） 

ねぷたの笛を吹いた事が無い人に体験してもらえるように委員会で笛を作成し、以下

の内容を行なった。(笛 37 本作製) 

囃子の実演・練習(20 分) 

・行進・休み・戻りの演奏を聴いた。 

参 加 人 員 ： 

合計 33 名 

正会員出席者 30 名  

賛助会員出席者 3 名 

外 部 協 力 者 ： 弘前市役所七夕会 5名 

9 月例会「後の祭り？ ねぷたを学ぼう！！」 

● 委員会名 ： まつり継承 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 葛西 晋 ／ 太田 脩皓 ／ 大藪 貴雄 
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事業実施までの 

スケジュール 
  

  

２０１８年５月 ： 委員会での企画  

６月 ： 委員会での企画 各種見積取得 事業実施計画書上程上程(協議) 

７月 ： 委員会での企画 事業実施計画書上程(協議) 

８月 ： 事業実施計画書上程 (審議) 参加者取りまとめ 

９月 ： 実施 

１０月 ： 事業実施報告書上程(協議) 

１１月 ： 事業実施報告書上程(審議) 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

18：00 

18：30 

19：00 

19：02 

19：02 

19：03 

19：04 

 

19：06 

19：07 

19：08 

19：07 

19：25 

 

19：30 

19：35 

 

 

 

 

 

 

20：50 

20：53 

20：55 

21：00 

例会準備、会場設営開始 

受付 

開会宣言 

国歌斉唱 

JC ソング斉唱 

JCI クリード唱和 

JCI MISSON 並びに JCI 

VISION 唱和 

JC 宣言朗読並びに綱領唱

和 

東北 JC 宣言唱和 

理事長挨拶 

報告依頼事項 

専務理事報告 

 

メインタイム準備 

メインタイム開始 

 

 

 

 

 

メインタイム終了 

片付け移動 

監事講評 

閉会宣言 

 

受付後は開会までの間、コミュニケーションタイムとする 

副理事長 比内 理祐 君 

 

 

下山 千嘉 君 

 

三浦 聖吾 君 

 

島津 隆義 君 

木村 歩 君 

 

 

専務理事 小山田 允紀 君 

 

 

「後の祭り？ ねぷたを学ぼう！！」９月例会 

主旨説明 

講師 七夕会紹介 

１．ねぷたの歴史(15 分) 

２．ねぷたの楽しみ方(15 分) 

３．囃子の実演・練習(20 分) 

 

 

監事 大湯 幸世 君 

副理事長 葛西 晋君 
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事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

弘前ねぷたの起源や合同運行の歴史を知ってもらう事で地域の伝統文化について

の知識を深める機会になったといえる例会になりました。特に合同運行は弘前青年

会議所の先輩方が起源であり、先輩方の功績を知る事で会員の参加意識の向上への

一助となりました。 

次回への引継事項 ： 

・メインタイムの進行で謝辞を飛ばしてしまったので進行役は何よりも落ち着く

ように。 

・セレモニーで役割がある会員には登壇の際に上る位置、礼の仕方もリハーサル

したので統一されていてすごくよかった。 

・笛を吹く際に参考となる映像や楽譜を準備しておけばよかった。 

・実現と成果についての検証の部分が曖昧になってしまったので、アンケートや

口頭で聴取したものを纏める必要があった。 

委 員 長 所 見 ： 

今回の例会で弘前青年会議所と弘前ねぷたまつりの関係性を知らない会員にも知

ってもらう事が出来ました。ねぷたの見どころや気にかけないと気が付かないよ

うな細かな点も資料に反映することができ、メインタイムの内容も大変満足の出

来になりました。 

この例会をきっかけにねぷたに関わる会員が増えると確信しています。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： ￥24,055 

（ 事 業 費 ）  ： ￥24,055 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： ￥275,000 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 他 1  

事 業 名 ： 会員の資質向上及び親睦を図る事業 

職 務 分 掌 ： 例会の企画・運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

例会は会員の資質を向上する場、会員同士の親睦を図る場として開催されてきてお

り、今後も LOM の基盤を成すような例会を企画運営していく必要があります。 

意 義 ・ 目 的 ： 

LOM の基盤となる例会を通して、会員同士同じ汗をかき、人と人とのつながりを育

み、会員の意識や資質が向上する事を目的とする。 

  

意 義 ・ 目 的   

（ 1 1 月 例 会 ） 
： 

会員が、お金を使用する際の今後のあり方に対し、柔軟な対応や考えを持てるよう

になることを目的とする。 

実 施 日 時 ： 2018 年 11 月 6日（火） 19:00～21:00 

実施場所・会場 ： 弘前パークホテル 4階フィオーレ 

事 業 の 対 象 者    

対 外 ：  

対 内 ： 会員、並びにオブザーバー 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

事業内容 

刻一刻と変化していくお金の使い方や今後の可能性について学び感じる機会とし

た。 

手法説明 

青森銀行 総合企画部 総合企画課 主査 小鹿 大輔様による講話（50分） 

① フィンテックとは②キャッシュレス化について③紙幣の今後について 

参 加 人 員 ： 

合計 42 名 

正会員出席者 35 名  

賛助会員出席者 3名 

オブザーバー 4 名 

1. 弘前市福祉政策課   鈴木 夕由氏 

2. 弘前市国際広域観光課 石岡 和仁氏 

11 月例会 お金の近未来 ～平成から次代へ～ 

● 委員会名 ： Youth Support 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 比内 理佑 ／前田 完治 齊藤 雄太 
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事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

弘前ねぷたの起源や合同運行の歴史を知ってもらう事で地域の伝統文化について

の知識を深める機会になったといえる例会になりました。特に合同運行は弘前青年

会議所の先輩方が起源であり、先輩方の功績を知る事で会員の参加意識の向上への

一助となりました。 

次回への引継事項 ： 

・メインタイムの進行で謝辞を飛ばしてしまったので進行役は何よりも落ち着く

ように。 

・セレモニーで役割がある会員には登壇の際に上る位置、礼の仕方もリハーサル

したので統一されていてすごくよかった。 

・笛を吹く際に参考となる映像や楽譜を準備しておけばよかった。 

・実現と成果についての検証の部分が曖昧になってしまったので、アンケートや

口頭で聴取したものを纏める必要があった。 

委 員 長 所 見 ： 

今回の例会で弘前青年会議所と弘前ねぷたまつりの関係性を知らない会員にも知

ってもらう事が出来ました。ねぷたの見どころや気にかけないと気が付かないよ

うな細かな点も資料に反映することができ、メインタイムの内容も大変満足の出

来になりました。 

この例会をきっかけにねぷたに関わる会員が増えると確信しています。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： ￥24,055 

（ 事 業 費 ）  ： ￥24,055 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： ￥275,000 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 他 1  

事 業 名 ： 会員の資質向上及び親睦を図る事業 

職 務 分 掌 ： 例会の企画・運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

例会は会員の資質を向上する場、会員同士の親睦を図る場として開催されてきてお

り、今後も LOM の基盤を成すような例会を企画運営していく必要があります。 

意 義 ・ 目 的 ： 

LOM の基盤となる例会を通して、会員同士同じ汗をかき、人と人とのつながりを育

み、会員の意識や資質が向上する事を目的とする。 

  

意 義 ・ 目 的   

（ 1 1 月 例 会 ） 
： 

会員が、お金を使用する際の今後のあり方に対し、柔軟な対応や考えを持てるよう

になることを目的とする。 

実 施 日 時 ： 2018 年 11 月 6日（火） 19:00～21:00 

実施場所・会場 ： 弘前パークホテル 4階フィオーレ 

事 業 の 対 象 者    

対 外 ：  

対 内 ： 会員、並びにオブザーバー 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

事業内容 

刻一刻と変化していくお金の使い方や今後の可能性について学び感じる機会とし

た。 

手法説明 

青森銀行 総合企画部 総合企画課 主査 小鹿 大輔様による講話（50分） 

① フィンテックとは②キャッシュレス化について③紙幣の今後について 

参 加 人 員 ： 

合計 42 名 

正会員出席者 35 名  

賛助会員出席者 3 名 

オブザーバー 4 名 

1. 弘前市福祉政策課   鈴木 夕由氏 

2. 弘前市国際広域観光課 石岡 和仁氏 

11 月例会 お金の近未来 ～平成から次代へ～ 

● 委員会名 ： Youth Support 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 比内 理佑 ／前田 完治 齊藤 雄太 
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3. 青森銀行 支店長   鳴海 秀悦氏 

4. 青森銀行 支店長代理 成田 卓弥氏 

 

外 部 協 力 者 ： 青森銀行 総合企画部 総合企画課 主査 小鹿 大輔様 

 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2018 年 10 月 ： 委員会での企画  

10 月 ： 委員会での企画 各種見積取得 第１０回理事会上程(審議) 

11 月６日 ： 実施 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

17：30 

18：30 

19：00 

19：01 

19：03 

19：05 

19：07 

19：09 

19：11 

19：13 

19：15 

19：24 

 

19：30 

19：37 

19：47 

19：50 

20：35 

20：40 

20：45 

20：50 

21：00 

例会準備、会場設営開始 

受付 

開会宣言 

国歌斉唱 

JC ソング斉唱 

JCI クリード唱和 

JCI MISSON 並 び に JCI 

VISION 唱和 

JC 宣言朗読並びに綱領唱和 

東北 JC 宣言唱和 

理事長挨拶 

オブザーバー紹介並びに 

新加入会員認証式 

報告依頼事項 

専務理事報告 

メインタイム開始 

 

 

謝辞 

メインタイム終了 

監事講評 

閉会宣言 

 

受付後は開会までの間、コミュニケーションタイムとし

た 

副理事長 大場 一巧君 

 

 

木村 歩君 

櫛引 英揮君 

川嶋 貴裕君 

島津 隆義君 

 

 

新戸部 大輝君 

 

専務理事 小山田 允紀 君 

11 月例会 お金の近未来 ～平成から次代へ～ 

講師 青森銀行 担当者（45分） 

質疑応答 

理事長 須藤 立也 君 

 

監事 三國 典央 君   

副理事長 葛西 晋君 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

スピード感のある時代の変化の中で、会員の皆様へ例会に参加することで少しでも

変化についていく柔軟な考えを持てるようになってほしいと思い企画した例会で

ありました。内容の精査や設え等、もっとわかりやすくしなければいけなかった点

－ 104 －

はありましたが、アンケートからもわかるように、約半数の会員に次代へ対する変

化を感じさせることができ、良いきっかけになる例会だったと思います。 

次回への引継事項 ： 

・メインタイムの座席の数がちょうどしかなかったので急遽講師の上司の方が見

学に来て、遅参してくるメンバーの椅子が足りなくなったので、10席は余裕を見

るべきである 

・内容が固い内容であったため、アイスブレイク等、聴く側の頭を柔らかくする

時間を講師へお願いすべきであった。 

・一番後ろの席からだとスクリーンが見づらかったので、普段行う会場でない場

合、会場の下見も必要であった。 

・講師と内容確認の為の打ち合わせが、２～３回は必要であった。 

・体験が難しい内容で、講師との打ち合わせでも模索した結果、講話のみとなり

ましたが、やはり座りっぱなしの講話だと難しいと感じたので、無理やりでも体

験する機会があるべきであった。 

・アンケート内容について、より効果的な考察のため、例会で考え方・感じ方が変

化しなかった理由を回答する項目を設けた方が良い。 

・アンケートの項目を作る場合、肯定的な意見の掘り下げ質問だけでなく、なぜ否

定的な意見になったのかの質問もあった方が、より分かりやすくなるのでそういっ

た質問も必要である。 

・アンケート回収率が 65％（26/40、内紙 1 件）であった。今年度のアンケート回

収率が平均 72％、11 月例会が 68％。若干低いですが、大差ではないので、今後ア

ンケートの QRコード化を推進していくべきである 

委 員 長 所 見 ： 

11 月例会を通じて、なんとなくしかキャッシュレスについて知らなかった会員に

少しでも現状知り、今後を考える良い機会になったと思います。会員でもあり同

時に青年経済人でもある我々は今後もいろんな側面からお金について学ぶ機会が

必要だと感じました。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： ￥4,200 

（ 事 業 費 ）  ： ￥4,200 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： ￥275,000 
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3. 青森銀行 支店長   鳴海 秀悦氏 

4. 青森銀行 支店長代理 成田 卓弥氏 

 

外 部 協 力 者 ： 青森銀行 総合企画部 総合企画課 主査 小鹿 大輔様 

 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2018 年 10 月 ： 委員会での企画  

10 月 ： 委員会での企画 各種見積取得 第１０回理事会上程(審議) 

11 月６日 ： 実施 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

17：30 

18：30 

19：00 

19：01 

19：03 

19：05 

19：07 

19：09 

19：11 

19：13 

19：15 

19：24 

 

19：30 

19：37 

19：47 

19：50 

20：35 

20：40 

20：45 

20：50 

21：00 

例会準備、会場設営開始 

受付 

開会宣言 

国歌斉唱 

JC ソング斉唱 

JCI クリード唱和 

JCI MISSON 並 び に JCI 

VISION 唱和 

JC 宣言朗読並びに綱領唱和 

東北 JC 宣言唱和 

理事長挨拶 

オブザーバー紹介並びに 

新加入会員認証式 

報告依頼事項 

専務理事報告 

メインタイム開始 

 

 

謝辞 

メインタイム終了 

監事講評 

閉会宣言 

 

受付後は開会までの間、コミュニケーションタイムとし

た 

副理事長 大場 一巧君 

 

 

木村 歩君 

櫛引 英揮君 

川嶋 貴裕君 

島津 隆義君 

 

 

新戸部 大輝君 

 

専務理事 小山田 允紀 君 

11 月例会 お金の近未来 ～平成から次代へ～ 

講師 青森銀行 担当者（45分） 

質疑応答 

理事長 須藤 立也 君 

 

監事 三國 典央 君   

副理事長 葛西 晋君 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

スピード感のある時代の変化の中で、会員の皆様へ例会に参加することで少しでも

変化についていく柔軟な考えを持てるようになってほしいと思い企画した例会で

ありました。内容の精査や設え等、もっとわかりやすくしなければいけなかった点

－ 104 －

はありましたが、アンケートからもわかるように、約半数の会員に次代へ対する変

化を感じさせることができ、良いきっかけになる例会だったと思います。 

次回への引継事項 ： 

・メインタイムの座席の数がちょうどしかなかったので急遽講師の上司の方が見

学に来て、遅参してくるメンバーの椅子が足りなくなったので、10席は余裕を見

るべきである 

・内容が固い内容であったため、アイスブレイク等、聴く側の頭を柔らかくする

時間を講師へお願いすべきであった。 

・一番後ろの席からだとスクリーンが見づらかったので、普段行う会場でない場

合、会場の下見も必要であった。 

・講師と内容確認の為の打ち合わせが、２～３回は必要であった。 

・体験が難しい内容で、講師との打ち合わせでも模索した結果、講話のみとなり

ましたが、やはり座りっぱなしの講話だと難しいと感じたので、無理やりでも体

験する機会があるべきであった。 

・アンケート内容について、より効果的な考察のため、例会で考え方・感じ方が変

化しなかった理由を回答する項目を設けた方が良い。 

・アンケートの項目を作る場合、肯定的な意見の掘り下げ質問だけでなく、なぜ否

定的な意見になったのかの質問もあった方が、より分かりやすくなるのでそういっ

た質問も必要である。 

・アンケート回収率が 65％（26/40、内紙 1 件）であった。今年度のアンケート回

収率が平均 72％、11 月例会が 68％。若干低いですが、大差ではないので、今後ア

ンケートの QRコード化を推進していくべきである 

委 員 長 所 見 ： 

11 月例会を通じて、なんとなくしかキャッシュレスについて知らなかった会員に

少しでも現状知り、今後を考える良い機会になったと思います。会員でもあり同

時に青年経済人でもある我々は今後もいろんな側面からお金について学ぶ機会が

必要だと感じました。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： ￥4,200 

（ 事 業 費 ）  ： ￥4,200 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： ￥275,000 
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195

2018 年度

公益社団法人弘前青年会議所

決　算　書　類



財 務 諸 表

( 平 成 ２ ９ 年 １ ２ 月 １ ６ 日 ～ 平 成 ３ ０ 年 １ ２ 月 １ ５ 日 )

公益社団法人　弘前青年会議所

青森県弘前市東長町４７－２
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財 務 諸 表

( 平 成 ２ ９ 年 １ ２ 月 １ ６ 日 ～ 平 成 ３ ０ 年 １ ２ 月 １ ５ 日 )

公益社団法人　弘前青年会議所

青森県弘前市東長町４７－２

－ 106 －

一般正味財産増減の部

経常増減の部

【経常収益】

200,000 1.2 140,000 0.8 60,000 42.9①受取入会金

200,000 1.2 140,000 0.8 60,000 42.9受取入会金

7,738,750 46.3 7,981,250 44.8 △242,500 △3.0②受取会費

6,075,000 36.3 6,142,500 34.5 △67,500 △1.1正会員会費

742,500 4.4 1,282,500 7.2 △540,000 △42.1特別会員会費

50,000 0.3 50,000 0.3 0 0.0賛助会員会費

871,250 5.2 506,250 2.8 365,000 72.1新入会員会費

4,783,000 28.6 4,223,100 23.7 559,900 13.3③事業収益

470,000 2.8 1,584,000 8.9 △1,114,000 △70.3登録料収益

  234,000 1.3 △234,000 ***懇親会費収益

50,000 0.3 1,200,000 6.7 △1,150,000 △95.8広告料収益

3,696,000 22.1 1,205,100 6.8 2,490,900 206.7販売収益

567,000 3.4   567,000 ***雑収益

3,648,687 21.8 5,000,000 28.1 △1,351,313 △27.0④受取補助金等

3,648,687 21.8 5,000,000 28.1 △1,351,313 △27.0受取地方公共団体補助金

50,000 0.3 30,000 0.2 20,000 66.7⑤受取負担金

50,000 0.3 30,000 0.2 20,000 66.7受取負担金

145,000 0.9 300,000 1.7 △155,000 △51.7⑥受取寄付金

145,000 0.9 300,000 1.7 △155,000 △51.7受取寄付金

147,781 0.9 150,418 0.8 △2,637 △1.8⑦雑収益

145 0.0 142 0.0 3 2.1受取利息

147,636 0.9 150,276 0.8 △2,640 △1.8雑収益

16,713,218 100.0 17,824,768 100.0 △1,111,550 △6.2経常収益

【経常費用】

12,469,077 74.6 14,282,290 80.1 △1,813,213 △12.7①事業費

1,423,407 8.5 1,439,850 8.1 △16,443 △1.1給料手当

236,468 1.4 236,183 1.3 285 0.1福利厚生費

140,152 0.8 197,260 1.1 △57,108 △29.0会議費

  181,713 1.0 △181,713 ***旅費交通費

321,062 1.9 251,062 1.4 70,000 27.9通信運搬費

553,847 3.3 1,445,882 8.1 △892,035 △61.7消耗品費

689,475 4.1 1,000,811 5.6 △311,336 △31.1印刷製本費

696,060 4.2 316,000 1.8 380,060 120.3広報費

122,131 0.7 113,632 0.6 8,499 7.5燃料費

149,438 0.9 155,489 0.9 △6,051 △3.9光熱水料費

1,246,730 7.5 1,071,919 6.0 174,811 16.3賃借料

84,785 0.5 101,950 0.6 △17,165 △16.8保険料

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

公益社団法人　弘前青年会議所  

正味財産増減計算書
平成29年12月16日から平成30年12月15日まで

（単位：円）
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54,548 0.3 43,696 0.2 10,852 24.8諸謝金

9,400 0.1 4,400 0.0 5,000 113.6租税公課

5,858,970 35.1 7,249,300 40.7 △1,390,330 △19.2委託費

247,431 1.5 150,960 0.8 96,471 63.9記念品費

27,300 0.2 31,779 0.2 △4,479 △14.1衛生費

607,873 3.6 290,404 1.6 317,469 109.3雑費

3,351,051 20.1 3,177,795 17.8 173,256 5.5②管理費

355,852 2.1 359,963 2.0 △4,111 △1.1給料手当

59,117 0.4 59,046 0.3 71 0.1福利厚生費

24,338 0.1 4,000 0.0 20,338 508.5会議費

  6,178 0.0 △6,178 ***旅費交通費

72,732 0.4 58,770 0.3 13,962 23.8通信運搬費

  10,800 0.1 △10,800 ***消耗什器備品費

26,016 0.2 15,567 0.1 10,449 67.1消耗品費

39,200 0.2 34,400 0.2 4,800 14.0会員支給品費

56,836 0.3 93,371 0.5 △36,535 △39.1印刷製本費

  27,000 0.2 △27,000 ***広報費

29,051 0.2 20,578 0.1 8,473 41.2燃料費

36,441 0.2 38,872 0.2 △2,431 △6.3光熱水料費

104,638 0.6 101,862 0.6 2,776 2.7賃借料

8,440 0.1   8,440 ***保険料

10,100 0.1 1,550 0.0 8,550 551.6租税公課

816,204 4.9 781,058 4.4 35,146 4.5渉外費

459,200 2.7 459,200 2.6 0 0.0委託費

103,817 0.6 12,138 0.1 91,679 755.3記念品費

24,000 0.1 24,000 0.1 0 0.0衛生費

26,889 0.2 39,972 0.2 △13,083 △32.7雑費

1,098,180 6.6 1,029,470 5.8 68,710 6.7支払負担金

15,820,128 94.7 17,460,085 98.0 △1,639,957 △9.4経常費用合計

893,090 5.3 364,683 2.0 528,407 144.9経常増減の部

893,090 5.3 364,683 2.0 528,407 144.9一般正味財産増減額

3,173,810 19.0 2,809,127 15.8 364,683 13.0一般正味財産期首残高

4,066,900 24.3 3,173,810 17.8 893,090 28.1一般正味財産期末残高

4,066,900 24.3 3,173,810 17.8 893,090 28.1正味財産期末残高

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

公益社団法人　弘前青年会議所  

正味財産増減計算書
平成29年12月16日から平成30年12月15日まで

（単位：円）
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一般正味財産増減の部

経常増減の部

【経常収益】

60,000 40,000 100,000 0 200,000①受取入会金

60,000 40,000 100,000 0 200,000受取入会金

2,321,625 1,547,750 3,869,375 0 7,738,750②受取会費

1,822,500 1,215,000 3,037,500 0 6,075,000正会員会費

222,750 148,500 371,250 0 742,500特別会員会費

15,000 10,000 25,000 0 50,000賛助会員会費

261,375 174,250 435,625 0 871,250新入会員会費

4,751,000  32,000 0 4,783,000③事業収益

470,000   0 470,000登録料収益

50,000   0 50,000広告料収益

3,664,000  32,000 0 3,696,000販売収益

567,000   0 567,000雑収益

3,648,687   0 3,648,687④受取補助金等

3,648,687   0 3,648,687受取地方公共団体補助金

  50,000 0 50,000⑤受取負担金

  50,000 0 50,000受取負担金

145,000   0 145,000⑥受取寄付金

145,000   0 145,000受取寄付金

  147,781 0 147,781⑦雑収益

  145 0 145受取利息

  147,636 0 147,636雑収益

10,926,312 1,587,750 4,199,156 0 16,713,218経常収益

【経常費用】

11,031,304 1,437,773  0 12,469,077①事業費

889,629 533,778  0 1,423,407給料手当

147,792 88,676  0 236,468福利厚生費

60,845 79,307  0 140,152会議費

211,882 109,180  0 321,062通信運搬費

509,122 44,725  0 553,847消耗品費

505,509 183,966  0 689,475印刷製本費

696,060   0 696,060広報費

78,554 43,577  0 122,131燃料費

94,776 54,662  0 149,438光熱水料費

1,059,774 186,956  0 1,246,730賃借料

71,785 13,000  0 84,785保険料

22,274 32,274  0 54,548諸謝金

8,600 800  0 9,400租税公課

科 目
公益事業会計 収益事業会計 法人会計    

法人全体 | | |
内部取引消去 合計

公益社団法人　弘前青年会議所

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表
平成29年12月16日から平成30年12月15日まで

（単位：円）
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5,858,970   0 5,858,970委託費

237,432 9,999  0 247,431記念品費

27,300   0 27,300衛生費

551,000 56,873  0 607,873雑費

  3,351,051 0 3,351,051②管理費

  355,852 0 355,852給料手当

  59,117 0 59,117福利厚生費

  24,338 0 24,338会議費

  72,732 0 72,732通信運搬費

  26,016 0 26,016消耗品費

  39,200 0 39,200会員支給品費

  56,836 0 56,836印刷製本費

  29,051 0 29,051燃料費

  36,441 0 36,441光熱水料費

  104,638 0 104,638賃借料

  8,440 0 8,440保険料

  10,100 0 10,100租税公課

  816,204 0 816,204渉外費

  459,200 0 459,200委託費

  103,817 0 103,817記念品費

  24,000 0 24,000衛生費

  26,889 0 26,889雑費

  1,098,180 0 1,098,180支払負担金

11,031,304 1,437,773 3,351,051 0 15,820,128経常費用合計

△104,992 149,977 848,105 0 893,090経常増減の部

△104,992 149,977 848,105 0 893,090一般正味財産増減額

△28,542,160 △3,802,462 35,518,432 0 3,173,810一般正味財産期首残高

△28,647,152 △3,652,485 36,366,537 0 4,066,900一般正味財産期末残高

△28,647,152 △3,652,485 36,366,537 0 4,066,900正味財産期末残高

科 目
公益事業会計 収益事業会計 法人会計    

法人全体 | | |
内部取引消去 合計

公益社団法人　弘前青年会議所

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表
平成29年12月16日から平成30年12月15日まで

（単位：円）

－ 110 －
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一般正味財産増減の部

経常増減の部

【経常収益】

   60,000 60,000  ①受取入会金

   60,000 60,000  受取入会金

   2,321,625 2,321,625  ②受取会費

   1,822,500 1,822,500  正会員会費

   222,750 222,750  特別会員会費

   15,000 15,000  賛助会員会費

   261,375 261,375  新入会員会費

4,655,500 95,500   4,751,000  ③事業収益

470,000    470,000  登録料収益

50,000    50,000  広告料収益

3,568,500 95,500   3,664,000  販売収益

567,000    567,000  雑収益

3,648,687    3,648,687  ④受取補助金等

3,648,687    3,648,687  受取地方公共団体補助金

    0  ⑤受取負担金

    0  受取負担金

145,000    145,000  ⑥受取寄付金

145,000    145,000  受取寄付金

    0  ⑦雑収益

    0  受取利息

    0  雑収益

8,449,187 95,500  2,381,625 10,926,312  経常収益

【経常費用】

8,705,281 322,382 23,865 1,979,776 11,031,304 156,594①事業費

   889,629 889,629  給料手当

   147,792 147,792  福利厚生費

   60,845 60,845 42,800会議費

30,052   181,830 211,882 82通信運搬費

425,704 14,384 3,993 65,041 509,122 5,700消耗品費

363,420   142,089 505,509 5,400印刷製本費

674,460 21,600   696,060  広報費

3,750 2,175  72,629 78,554  燃料費

3,672   91,104 94,776  光熱水料費

761,460 33,480 3,240 261,594 1,059,774 30,000賃借料

63,750 8,035   71,785 13,000保険料

22,274    22,274 32,274諸謝金

8,600    8,600 800租税公課

科 目
公１地域発展 公２青少年育成 公３防災減災 公益事業共通 小計 他１会員資質

公益事業会計 収益事業会計|

公益社団法人　弘前青年会議所

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表
平成29年12月16日から平成30年12月15日まで

（単位：円）
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5,768,970 90,000   5,858,970  委託費

167,400 53,400 16,632  237,432 9,999記念品費

27,300    27,300  衛生費

384,469 99,308  67,223 551,000 16,539雑費

    0  ②管理費

    0  給料手当

    0  福利厚生費

    0  会議費

    0  通信運搬費

    0  消耗品費

    0  会員支給品費

    0  印刷製本費

    0  燃料費

    0  光熱水料費

    0  賃借料

    0  保険料

    0  租税公課

    0  渉外費

    0  委託費

    0  記念品費

    0  衛生費

    0  雑費

    0  支払負担金

8,705,281 322,382 23,865 1,979,776 11,031,304 156,594経常費用合計

△256,094 △226,882 △23,865 401,849 △104,992 △156,594経常増減の部

△256,094 △226,882 △23,865 401,849 △104,992 △156,594一般正味財産増減額

   △28,542,160 △28,542,160  一般正味財産期首残高

△256,094 △226,882 △23,865 △28,140,311 △28,647,152 △156,594一般正味財産期末残高

△256,094 △226,882 △23,865 △28,140,311 △28,647,152 △156,594正味財産期末残高

科 目
公１地域発展 公２青少年育成 公３防災減災 公益事業共通 小計 他１会員資質

公益事業会計 収益事業会計|

公益社団法人　弘前青年会議所

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表
平成29年12月16日から平成30年12月15日まで

（単位：円）
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一般正味財産増減の部

経常増減の部

【経常収益】

 40,000 40,000 100,000 0 200,000①受取入会金

 40,000 40,000 100,000 0 200,000受取入会金

 1,547,750 1,547,750 3,869,375 0 7,738,750②受取会費

 1,215,000 1,215,000 3,037,500 0 6,075,000正会員会費

 148,500 148,500 371,250 0 742,500特別会員会費

 10,000 10,000 25,000 0 50,000賛助会員会費

 174,250 174,250 435,625 0 871,250新入会員会費

  0 32,000 0 4,783,000③事業収益

  0  0 470,000登録料収益

  0  0 50,000広告料収益

  0 32,000 0 3,696,000販売収益

  0  0 567,000雑収益

  0  0 3,648,687④受取補助金等

  0  0 3,648,687受取地方公共団体補助金

  0 50,000 0 50,000⑤受取負担金

  0 50,000 0 50,000受取負担金

  0  0 145,000⑥受取寄付金

  0  0 145,000受取寄付金

  0 147,781 0 147,781⑦雑収益

  0 145 0 145受取利息

  0 147,636 0 147,636雑収益

 1,587,750 1,587,750 4,199,156 0 16,713,218経常収益

【経常費用】

93,312 1,187,867 1,437,773  0 12,469,077①事業費

 533,778 533,778  0 1,423,407給料手当

 88,676 88,676  0 236,468福利厚生費

 36,507 79,307  0 140,152会議費

 109,098 109,180  0 321,062通信運搬費

 39,025 44,725  0 553,847消耗品費

93,312 85,254 183,966  0 689,475印刷製本費

  0  0 696,060広報費

 43,577 43,577  0 122,131燃料費

 54,662 54,662  0 149,438光熱水料費

 156,956 186,956  0 1,246,730賃借料

  13,000  0 84,785保険料

  32,274  0 54,548諸謝金

  800  0 9,400租税公課

科 目
他２会員拡大 収益事業共通 小計    

収益事業会計 収益事業会計| | |
法人会計 内部取引消去 合計

公益社団法人　弘前青年会議所

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表
平成29年12月16日から平成30年12月15日まで

（単位：円）
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  0  0 5,858,970委託費

  9,999  0 247,431記念品費

  0  0 27,300衛生費

 40,334 56,873  0 607,873雑費

  0 3,351,051 0 3,351,051②管理費

  0 355,852 0 355,852給料手当

  0 59,117 0 59,117福利厚生費

  0 24,338 0 24,338会議費

  0 72,732 0 72,732通信運搬費

  0 26,016 0 26,016消耗品費

  0 39,200 0 39,200会員支給品費

  0 56,836 0 56,836印刷製本費

  0 29,051 0 29,051燃料費

  0 36,441 0 36,441光熱水料費

  0 104,638 0 104,638賃借料

  0 8,440 0 8,440保険料

  0 10,100 0 10,100租税公課

  0 816,204 0 816,204渉外費

  0 459,200 0 459,200委託費

  0 103,817 0 103,817記念品費

  0 24,000 0 24,000衛生費

  0 26,889 0 26,889雑費

  0 1,098,180 0 1,098,180支払負担金

93,312 1,187,867 1,437,773 3,351,051 0 15,820,128経常費用合計

△93,312 399,883 149,977 848,105 0 893,090経常増減の部

△93,312 399,883 149,977 848,105 0 893,090一般正味財産増減額

 △3,802,462 △3,802,462 35,518,432 0 3,173,810一般正味財産期首残高

△93,312 △3,402,579 △3,652,485 36,366,537 0 4,066,900一般正味財産期末残高

△93,312 △3,402,579 △3,652,485 36,366,537 0 4,066,900正味財産期末残高

科 目
他２会員拡大 収益事業共通 小計    

収益事業会計 収益事業会計| | |
法人会計 内部取引消去 合計

公益社団法人　弘前青年会議所

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表
平成29年12月16日から平成30年12月15日まで

（単位：円）
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一般正味財産増減の部

経常増減の部

【経常収益】

    0  ①受取入会金

    0  受取入会金

    0  ②受取会費

    0  正会員会費

    0  特別会員会費

    0  賛助会員会費

    0  新入会員会費

4,185,500 470,000   4,655,500 95,500③事業収益

 470,000   470,000  登録料収益

50,000    50,000  広告料収益

3,568,500    3,568,500 95,500販売収益

567,000    567,000  雑収益

3,593,687  55,000  3,648,687  ④受取補助金等

3,593,687  55,000  3,648,687  受取地方公共団体補助金

    0  ⑤受取負担金

    0  受取負担金

  145,000  145,000  ⑥受取寄付金

  145,000  145,000  受取寄付金

    0  ⑦雑収益

    0  受取利息

    0  雑収益

7,779,187 470,000 200,000  8,449,187 95,500経常収益

【経常費用】

7,800,051 504,360 193,427 207,443 8,705,281 232,274①事業費

    0  給料手当

    0  福利厚生費

    0  会議費

30,052    30,052  通信運搬費

425,704    425,704 14,384消耗品費

 293,220  70,200 363,420  印刷製本費

630,720 43,740   674,460 21,600広報費

3,040  710  3,750 2,175燃料費

3,672    3,672  光熱水料費

631,540  50,000 79,920 761,460 33,480賃借料

38,850  24,900  63,750 8,035保険料

   22,274 22,274  諸謝金

4,000  4,400 200 8,600  租税公課

科 目
公１Ｃｒｏｓｓ 公１まんじ札 公１地域の魅力 公１公開討論会 小計 公２青少年

公１地域発展 公２青少年育成|

公益社団法人　弘前青年会議所

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表
平成29年12月16日から平成30年12月15日まで

（単位：円）
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5,664,920  70,000 34,050 5,768,970  委託費

 167,400   167,400 53,400記念品費

10,800  16,500  27,300  衛生費

356,753  26,917 799 384,469 99,200雑費

    0  ②管理費

    0  給料手当

    0  福利厚生費

    0  会議費

    0  通信運搬費

    0  消耗品費

    0  会員支給品費

    0  印刷製本費

    0  燃料費

    0  光熱水料費

    0  賃借料

    0  保険料

    0  租税公課

    0  渉外費

    0  委託費

    0  記念品費

    0  衛生費

    0  雑費

    0  支払負担金

7,800,051 504,360 193,427 207,443 8,705,281 232,274経常費用合計

△20,864 △34,360 6,573 △207,443 △256,094 △136,774経常増減の部

△20,864 △34,360 6,573 △207,443 △256,094 △136,774一般正味財産増減額

    0  一般正味財産期首残高

△20,864 △34,360 6,573 △207,443 △256,094 △136,774一般正味財産期末残高

△20,864 △34,360 6,573 △207,443 △256,094 △136,774正味財産期末残高

科 目
公１Ｃｒｏｓｓ 公１まんじ札 公１地域の魅力 公１公開討論会 小計 公２青少年

公１地域発展 公２青少年育成|

公益社団法人　弘前青年会議所

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表
平成29年12月16日から平成30年12月15日まで

（単位：円）
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一般正味財産増減の部

経常増減の部

【経常収益】

  0  0 60,000①受取入会金

  0  0 60,000受取入会金

  0  0 2,321,625②受取会費

  0  0 1,822,500正会員会費

  0  0 222,750特別会員会費

  0  0 15,000賛助会員会費

  0  0 261,375新入会員会費

  95,500  0  ③事業収益

  0  0  登録料収益

  0  0  広告料収益

  95,500  0  販売収益

  0  0  雑収益

  0  0  ④受取補助金等

  0  0  受取地方公共団体補助金

  0  0  ⑤受取負担金

  0  0  受取負担金

  0  0  ⑥受取寄付金

  0  0  受取寄付金

  0  0  ⑦雑収益

  0  0  受取利息

  0  0  雑収益

  95,500  0 2,381,625経常収益

【経常費用】

40,108 50,000 322,382 23,865 23,865 1,979,776①事業費

  0  0 889,629給料手当

  0  0 147,792福利厚生費

  0  0 60,845会議費

  0  0 181,830通信運搬費

  14,384 3,993 3,993 65,041消耗品費

  0  0 142,089印刷製本費

  21,600  0  広報費

  2,175  0 72,629燃料費

  0  0 91,104光熱水料費

  33,480 3,240 3,240 261,594賃借料

  8,035  0  保険料

  0  0  諸謝金

  0  0  租税公課

科 目
公２わんぱく 公２ちびっこ 小計  小計 公益事業共通

公２青少年育成 公益事業会計| |
公３防災減災

公益社団法人　弘前青年会議所

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表
平成29年12月16日から平成30年12月15日まで

（単位：円）
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40,000 50,000 90,000  0  委託費

  53,400 16,632 16,632  記念品費

  0  0  衛生費

108  99,308  0 67,223雑費

  0  0  ②管理費

  0  0  給料手当

  0  0  福利厚生費

  0  0  会議費

  0  0  通信運搬費

  0  0  消耗品費

  0  0  会員支給品費

  0  0  印刷製本費

  0  0  燃料費

  0  0  光熱水料費

  0  0  賃借料

  0  0  保険料

  0  0  租税公課

  0  0  渉外費

  0  0  委託費

  0  0  記念品費

  0  0  衛生費

  0  0  雑費

  0  0  支払負担金

40,108 50,000 322,382 23,865 23,865 1,979,776経常費用合計

△40,108 △50,000 △226,882 △23,865 △23,865 401,849経常増減の部

△40,108 △50,000 △226,882 △23,865 △23,865 401,849一般正味財産増減額

  0  0 △28,542,160一般正味財産期首残高

△40,108 △50,000 △226,882 △23,865 △23,865 △28,140,311一般正味財産期末残高

△40,108 △50,000 △226,882 △23,865 △23,865 △28,140,311正味財産期末残高

科 目
公２わんぱく 公２ちびっこ 小計  小計 公益事業共通

公２青少年育成 公益事業会計| |
公３防災減災

公益社団法人　弘前青年会議所

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表
平成29年12月16日から平成30年12月15日まで

（単位：円）
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一般正味財産増減の部

経常増減の部

【経常収益】

60,000  0  0 40,000①受取入会金

60,000  0  0 40,000受取入会金

2,321,625  0  0 1,547,750②受取会費

1,822,500  0  0 1,215,000正会員会費

222,750  0  0 148,500特別会員会費

15,000  0  0 10,000賛助会員会費

261,375  0  0 174,250新入会員会費

0  0  0  ③事業収益

0  0  0  登録料収益

0  0  0  広告料収益

0  0  0  販売収益

0  0  0  雑収益

0  0  0  ④受取補助金等

0  0  0  受取地方公共団体補助金

0  0  0  ⑤受取負担金

0  0  0  受取負担金

0  0  0  ⑥受取寄付金

0  0  0  受取寄付金

0  0  0  ⑦雑収益

0  0  0  受取利息

0  0  0  雑収益

2,381,625  0  0 1,587,750経常収益

【経常費用】

1,979,776 156,594 156,594 93,312 93,312 1,187,867①事業費

889,629  0  0 533,778給料手当

147,792  0  0 88,676福利厚生費

60,845 42,800 42,800  0 36,507会議費

181,830 82 82  0 109,098通信運搬費

65,041 5,700 5,700  0 39,025消耗品費

142,089 5,400 5,400 93,312 93,312 85,254印刷製本費

0  0  0  広報費

72,629  0  0 43,577燃料費

91,104  0  0 54,662光熱水料費

261,594 30,000 30,000  0 156,956賃借料

0 13,000 13,000  0  保険料

0 32,274 32,274  0  諸謝金

0 800 800  0  租税公課

科 目
小計 他１例会企画 小計  小計 収益事業共通

公益事業会計 他１会員資質 収益事業会計| | |
他２会員拡大

公益社団法人　弘前青年会議所

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表
平成29年12月16日から平成30年12月15日まで

（単位：円）

－ 119 －

209208



0  0  0  委託費

0 9,999 9,999  0  記念品費

0  0  0  衛生費

67,223 16,539 16,539  0 40,334雑費

0  0  0  ②管理費

0  0  0  給料手当

0  0  0  福利厚生費

0  0  0  会議費

0  0  0  通信運搬費

0  0  0  消耗品費

0  0  0  会員支給品費

0  0  0  印刷製本費

0  0  0  燃料費

0  0  0  光熱水料費

0  0  0  賃借料

0  0  0  保険料

0  0  0  租税公課

0  0  0  渉外費

0  0  0  委託費

0  0  0  記念品費

0  0  0  衛生費

0  0  0  雑費

0  0  0  支払負担金

1,979,776 156,594 156,594 93,312 93,312 1,187,867経常費用合計

401,849 △156,594 △156,594 △93,312 △93,312 399,883経常増減の部

401,849 △156,594 △156,594 △93,312 △93,312 399,883一般正味財産増減額

△28,542,160  0  0 △3,802,462一般正味財産期首残高

△28,140,311 △156,594 △156,594 △93,312 △93,312 △3,402,579一般正味財産期末残高

△28,140,311 △156,594 △156,594 △93,312 △93,312 △3,402,579正味財産期末残高

科 目
小計 他１例会企画 小計  小計 収益事業共通

公益事業会計 他１会員資質 収益事業会計| | |
他２会員拡大

公益社団法人　弘前青年会議所

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表
平成29年12月16日から平成30年12月15日まで

（単位：円）

－ 120 －

211210



一般正味財産増減の部

経常増減の部

【経常収益】

40,000 100,000 0 200,000①受取入会金

40,000 100,000 0 200,000受取入会金

1,547,750 3,869,375 0 7,738,750②受取会費

1,215,000 3,037,500 0 6,075,000正会員会費

148,500 371,250 0 742,500特別会員会費

10,000 25,000 0 50,000賛助会員会費

174,250 435,625 0 871,250新入会員会費

0 32,000 0 4,783,000③事業収益

0  0 470,000登録料収益

0  0 50,000広告料収益

0 32,000 0 3,696,000販売収益

0  0 567,000雑収益

0  0 3,648,687④受取補助金等

0  0 3,648,687受取地方公共団体補助金

0 50,000 0 50,000⑤受取負担金

0 50,000 0 50,000受取負担金

0  0 145,000⑥受取寄付金

0  0 145,000受取寄付金

0 147,781 0 147,781⑦雑収益

0 145 0 145受取利息

0 147,636 0 147,636雑収益

1,587,750 4,199,156 0 16,713,218経常収益

【経常費用】

1,187,867  0 12,469,077①事業費

533,778  0 1,423,407給料手当

88,676  0 236,468福利厚生費

36,507  0 140,152会議費

109,098  0 321,062通信運搬費

39,025  0 553,847消耗品費

85,254  0 689,475印刷製本費

0  0 696,060広報費

43,577  0 122,131燃料費

54,662  0 149,438光熱水料費

156,956  0 1,246,730賃借料

0  0 84,785保険料

0  0 54,548諸謝金

0  0 9,400租税公課

科 目
小計      

収益事業会計 | | | | |
法人会計 内部取引消去 合計

公益社団法人　弘前青年会議所

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表
平成29年12月16日から平成30年12月15日まで

（単位：円）

－ 121 －

211210



0  0 5,858,970委託費

0  0 247,431記念品費

0  0 27,300衛生費

40,334  0 607,873雑費

0 3,351,051 0 3,351,051②管理費

0 355,852 0 355,852給料手当

0 59,117 0 59,117福利厚生費

0 24,338 0 24,338会議費

0 72,732 0 72,732通信運搬費

0 26,016 0 26,016消耗品費

0 39,200 0 39,200会員支給品費

0 56,836 0 56,836印刷製本費

0 29,051 0 29,051燃料費

0 36,441 0 36,441光熱水料費

0 104,638 0 104,638賃借料

0 8,440 0 8,440保険料

0 10,100 0 10,100租税公課

0 816,204 0 816,204渉外費

0 459,200 0 459,200委託費

0 103,817 0 103,817記念品費

0 24,000 0 24,000衛生費

0 26,889 0 26,889雑費

0 1,098,180 0 1,098,180支払負担金

1,187,867 3,351,051 0 15,820,128経常費用合計

399,883 848,105 0 893,090経常増減の部

399,883 848,105 0 893,090一般正味財産増減額

△3,802,462 35,518,432 0 3,173,810一般正味財産期首残高

△3,402,579 36,366,537 0 4,066,900一般正味財産期末残高

△3,402,579 36,366,537 0 4,066,900正味財産期末残高

科 目
小計      

収益事業会計 | | | | |
法人会計 内部取引消去 合計

公益社団法人　弘前青年会議所

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表
平成29年12月16日から平成30年12月15日まで

（単位：円）

－ 122 －

213212



【流動資産】
151,562 3.0 167,240 3.7 △15,678 △9.4現金

3,775,743 73.8 3,075,111 67.3 700,632 22.8普通預金
1,012,114 19.8 1,012,013 22.2 101 0.0定期預金

35,000 0.7 35,000 0.8 0 0.0前払金
  135,000 3.0 △135,000 ***未収入金

4,974,419 97.2 4,424,364 96.8 550,055 12.4流動資産合計

【固定資産】
144,000 2.8 144,000 3.2 0 0.0電話加入権
144,000 2.8 144,000 3.2 0 0.0固定資産合計

5,118,419 100.0 4,568,364 100.0 550,055 12.0資産の部合計

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

公益社団法人　弘前青年会議所  

貸 借 対 照 表
平成30年12月15日現在

（単位：円）

－ 123 －

213212



【流動負債】
363,429 7.1 302,624 6.6 60,805 20.1未払金
685,000 13.4 1,090,000 23.9 △405,000 △37.2前受金
3,090 0.1 1,930 0.0 1,160 60.1預り金

1,051,519 20.5 1,394,554 30.5 △343,035 △24.6流動負債合計
1,051,519 20.5 1,394,554 30.5 △343,035 △24.6負債の部合計

【正味財産】

【一般正味財産】
3,173,810 62.0 2,809,127 61.5 364,683 13.0繰越一般正味合計
893,090 17.4 364,683 8.0 528,407 144.9当期一般正味財産増加額

4,066,900 79.5 3,173,810 69.5 893,090 28.1一般正味財産合計
4,066,900 79.5 3,173,810 69.5 893,090 28.1正味財産合計
4,066,900 79.5 3,173,810 69.5 893,090 28.1純資産の部合計
5,118,419 100.0 4,568,364 100.0 550,055 12.0負債・純資産の部合計

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

公益社団法人　弘前青年会議所  

貸 借 対 照 表
平成30年12月15日現在

（単位：円）

－ 124 －

215214



資産の部

【流動資産】

  151,562 151,562 0 151,562現金

  3,775,743 3,775,743 0 3,775,743普通預金

  1,012,114 1,012,114 0 1,012,114定期預金

17,500 10,500 7,000 35,000 0 35,000前払金

17,500 10,500 4,946,419 4,974,419 0 4,974,419流動資産合計

【固定資産】

  144,000 144,000 0 144,000電話加入権

  144,000 144,000 0 144,000固定資産合計

17,500 10,500 5,090,419 5,118,419 0 5,118,419資産の部合計

科 目 公益事業会計 収益事業会計 法人会計 合計 内部取引消去

公益社団法人　弘前青年会議所

貸 借 対 照 表 ( 内 訳 表 )
平成30年12月15日現在

（単位：円）

－ 125 －

215214



負債の部

【流動負債】

127,492 76,495 159,442 363,429 0 363,429未払金

  685,000 685,000 0 685,000前受金

  3,090 3,090 0 3,090預り金

28,537,160 3,586,490 △32,123,650 0 0 0本部勘定

28,664,652 3,662,985 △31,276,118 1,051,519 0 1,051,519流動負債合計

28,664,652 3,662,985 △31,276,118 1,051,519 0 1,051,519負債の部合計

純資産の部

【正味財産】

【一般正味財産】

△28,542,160 △3,802,462 35,518,432 3,173,810 0 3,173,810繰越一般正味合計

△104,992 149,977 848,105 893,090 0 893,090当期一般正味財産増加額

△28,647,152 △3,652,485 36,366,537 4,066,900 0 4,066,900一般正味財産合計

△28,647,152 △3,652,485 36,366,537 4,066,900 0 4,066,900正味財産合計

△28,647,152 △3,652,485 36,366,537 4,066,900 0 4,066,900純資産の部合計

17,500 10,500 5,090,419 5,118,419 0 5,118,419負債・純資産の部合計

科 目 公益事業会計 収益事業会計 法人会計 合計 内部取引消去

公益社団法人　弘前青年会議所

貸 借 対 照 表 ( 内 訳 表 )
平成30年12月15日現在

（単位：円）

－ 126 －

217216



資産の部

【流動資産】

      現金

      普通預金

      定期預金

   17,500   前払金

   17,500   流動資産合計

【固定資産】

      電話加入権

      固定資産合計

   17,500   資産の部合計

科 目 公１地域発展 公２青少年育成 公３防災減災 公益事業共通 他１会員資質 他２会員拡大

公益社団法人　弘前青年会議所

貸 借 対 照 表 ( 内 訳 表 )
平成30年12月15日現在

（単位：円）

－ 127 －

217216



負債の部

【流動負債】

   127,492   未払金

      前受金

      預り金

256,094 226,882 23,865 28,030,319 156,594 93,312本部勘定

256,094 226,882 23,865 28,157,811 156,594 93,312流動負債合計

256,094 226,882 23,865 28,157,811 156,594 93,312負債の部合計

純資産の部

【正味財産】

【一般正味財産】

   △28,542,160   繰越一般正味合計

△256,094 △226,882 △23,865 401,849 △156,594 △93,312当期一般正味財産増加額

△256,094 △226,882 △23,865 △28,140,311 △156,594 △93,312一般正味財産合計

△256,094 △226,882 △23,865 △28,140,311 △156,594 △93,312正味財産合計

△256,094 △226,882 △23,865 △28,140,311 △156,594 △93,312純資産の部合計

   17,500   負債・純資産の部合計

科 目 公１地域発展 公２青少年育成 公３防災減災 公益事業共通 他１会員資質 他２会員拡大

公益社団法人　弘前青年会議所

貸 借 対 照 表 ( 内 訳 表 )
平成30年12月15日現在

（単位：円）

－ 128 －

219218



資産の部

【流動資産】

 151,562 151,562 0 151,562現金

 3,775,743 3,775,743 0 3,775,743普通預金

 1,012,114 1,012,114 0 1,012,114定期預金

10,500 7,000 35,000 0 35,000前払金

10,500 4,946,419 4,974,419 0 4,974,419流動資産合計

【固定資産】

 144,000 144,000 0 144,000電話加入権

 144,000 144,000 0 144,000固定資産合計

10,500 5,090,419 5,118,419 0 5,118,419資産の部合計

科 目 収益事業共通 法人会計 合計 内部取引消去  

公益社団法人　弘前青年会議所

貸 借 対 照 表 ( 内 訳 表 )
平成30年12月15日現在

（単位：円）

－ 129 －

219218



負債の部

【流動負債】

76,495 159,442 363,429 0 363,429未払金

 685,000 685,000 0 685,000前受金

 3,090 3,090 0 3,090預り金

3,336,584 △32,123,650 0 0 0本部勘定

3,413,079 △31,276,118 1,051,519 0 1,051,519流動負債合計

3,413,079 △31,276,118 1,051,519 0 1,051,519負債の部合計

純資産の部

【正味財産】

【一般正味財産】

△3,802,462 35,518,432 3,173,810 0 3,173,810繰越一般正味合計

399,883 848,105 893,090 0 893,090当期一般正味財産増加額

△3,402,579 36,366,537 4,066,900 0 4,066,900一般正味財産合計

△3,402,579 36,366,537 4,066,900 0 4,066,900正味財産合計

△3,402,579 36,366,537 4,066,900 0 4,066,900純資産の部合計

10,500 5,090,419 5,118,419 0 5,118,419負債・純資産の部合計

科 目 収益事業共通 法人会計 合計 内部取引消去  

公益社団法人　弘前青年会議所

貸 借 対 照 表 ( 内 訳 表 )
平成30年12月15日現在

（単位：円）

－ 130 －

221220



資産の部

【流動資産】

      現金

      普通預金

      定期預金

      前払金

      流動資産合計

【固定資産】

      電話加入権

      固定資産合計

      資産の部合計

科 目 公１Ｃｒｏｓｓ 公１まんじ札 公１地域の魅力 公１公開討論会 公２青少年 公２わんぱく

公益社団法人　弘前青年会議所

貸 借 対 照 表 ( 内 訳 表 )
平成30年12月15日現在

（単位：円）

－ 131 －

221220



負債の部

【流動負債】

      未払金

      前受金

      預り金

20,864 34,360 △6,573 207,443 136,774 40,108本部勘定

20,864 34,360 △6,573 207,443 136,774 40,108流動負債合計

20,864 34,360 △6,573 207,443 136,774 40,108負債の部合計

純資産の部

【正味財産】

【一般正味財産】

      繰越一般正味合計

△20,864 △34,360 6,573 △207,443 △136,774 △40,108当期一般正味財産増加額

△20,864 △34,360 6,573 △207,443 △136,774 △40,108一般正味財産合計

△20,864 △34,360 6,573 △207,443 △136,774 △40,108正味財産合計

△20,864 △34,360 6,573 △207,443 △136,774 △40,108純資産の部合計

      負債・純資産の部合計

科 目 公１Ｃｒｏｓｓ 公１まんじ札 公１地域の魅力 公１公開討論会 公２青少年 公２わんぱく

公益社団法人　弘前青年会議所

貸 借 対 照 表 ( 内 訳 表 )
平成30年12月15日現在

（単位：円）

－ 132 －

223222



資産の部

【流動資産】

      現金

      普通預金

      定期預金

  17,500   10,500前払金

  17,500   10,500流動資産合計

【固定資産】

      電話加入権

      固定資産合計

  17,500   10,500資産の部合計

科 目 公２ちびっこ 公３防災減災 公益事業共通 他１例会企画 他２会員拡大 収益事業共通

公益社団法人　弘前青年会議所

貸 借 対 照 表 ( 内 訳 表 )
平成30年12月15日現在

（単位：円）

－ 133 －

223222



負債の部

【流動負債】

  127,492   76,495未払金

      前受金

      預り金

50,000 23,865 28,030,319 156,594 93,312 3,336,584本部勘定

50,000 23,865 28,157,811 156,594 93,312 3,413,079流動負債合計

50,000 23,865 28,157,811 156,594 93,312 3,413,079負債の部合計

純資産の部

【正味財産】

【一般正味財産】

  △28,542,160   △3,802,462繰越一般正味合計

△50,000 △23,865 401,849 △156,594 △93,312 399,883当期一般正味財産増加額

△50,000 △23,865 △28,140,311 △156,594 △93,312 △3,402,579一般正味財産合計

△50,000 △23,865 △28,140,311 △156,594 △93,312 △3,402,579正味財産合計

△50,000 △23,865 △28,140,311 △156,594 △93,312 △3,402,579純資産の部合計

  17,500   10,500負債・純資産の部合計

科 目 公２ちびっこ 公３防災減災 公益事業共通 他１例会企画 他２会員拡大 収益事業共通

公益社団法人　弘前青年会議所

貸 借 対 照 表 ( 内 訳 表 )
平成30年12月15日現在

（単位：円）

－ 134 －

225224



資産の部

【流動資産】

151,562 151,562 0 151,562現金

3,775,743 3,775,743 0 3,775,743普通預金

1,012,114 1,012,114 0 1,012,114定期預金

7,000 35,000 0 35,000前払金

4,946,419 4,974,419 0 4,974,419流動資産合計

【固定資産】

144,000 144,000 0 144,000電話加入権

144,000 144,000 0 144,000固定資産合計

5,090,419 5,118,419 0 5,118,419資産の部合計

科 目 法人会計 合計 内部取引消去   

公益社団法人　弘前青年会議所

貸 借 対 照 表 ( 内 訳 表 )
平成30年12月15日現在

（単位：円）

－ 135 －

225224



負債の部

【流動負債】

159,442 363,429 0 363,429未払金

685,000 685,000 0 685,000前受金

3,090 3,090 0 3,090預り金

△32,123,650 0 0 0本部勘定

△31,276,118 1,051,519 0 1,051,519流動負債合計

△31,276,118 1,051,519 0 1,051,519負債の部合計

純資産の部

【正味財産】

【一般正味財産】

35,518,432 3,173,810 0 3,173,810繰越一般正味合計

848,105 893,090 0 893,090当期一般正味財産増加額

36,366,537 4,066,900 0 4,066,900一般正味財産合計

36,366,537 4,066,900 0 4,066,900正味財産合計

36,366,537 4,066,900 0 4,066,900純資産の部合計

5,090,419 5,118,419 0 5,118,419負債・純資産の部合計

科 目 法人会計 合計 内部取引消去   

公益社団法人　弘前青年会議所

貸 借 対 照 表 ( 内 訳 表 )
平成30年12月15日現在

（単位：円）
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　　 該当ありません。

　　 該当ありません。

公益社団法人　弘前青年会議所

附 属 明 細 書

１．基本財産及び特定資産の明細

２．引当金の明細

－ 137 －
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　　　該当ありません。

　　(１)有価証券の評価基準及び評価方法
　　　　 該当ありません。
　　(２)棚卸資産の評価基準及び評価方法
　　　　 該当ありません。
　　(３)固定資産の減価償却の方法
　　　　 該当ありません。
　　(４)引当金の計上基準
　　　　 該当ありません。
　　(５)消費税等の会計処理
　　　　 税込方式を採用しております。

　　　該当ありません。

　　　該当ありません。

　　　該当ありません。

　　　該当ありません。

　　　該当ありません。

８．債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高

　　　該当ありません。

９．保証債務等の偶発債務

　　　該当ありません。

４．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

公益社団法人　弘前青年会議所

財 務 諸 表 に 対 す る 注 記

１．継続企業の前提に関する注記

２．重要な会計方針

３．会計方針の変更

５．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

６．担保に供している資産

７．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

－ 138 －
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１０．満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　　　該当ありません。

　　　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、以下のとおりです。
(単位：円)

１２．基金及び代替基金の増減額及びその残高

　　 該当ありません。

１３．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

　　 該当ありません。

１４．関連当事者との取引の内容

　　 該当ありません。

１５．重要な後発事象

　　 該当ありません。

１６．その他

　　 該当ありません。

財 務 諸 表 に 対 す る 注 記

公益社団法人　弘前青年会議所

１１．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の
交　 付　 者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

貸借対照表上

名 称 の記載区分

0 55,000 55,000 0

0

情っ張り大太鼓 弘前市 一般正味財産

事業補助金

0 一般正味財産0 3,593,687 3,593,687

合 計 0 3,648,687 3,648,687

Ｃｒｏｓｓ.Ｓ補助金 弘前市
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Ⅰ．

１．

現金 手元保管 151,562

普通預金 青森銀行津軽和徳支店 3,248,335

みちのく銀行下土手町支店 451,475

東奥信用金庫本店 65,794

青い森信用金庫弘前支店 10,139

定期預金 青い森信用金庫弘前支店 1,012,114

佐藤興産／家賃 35,000

4,974,419

２．

(１)

ＮＴＴ東日本 144,000

144,000

144,000

5,118,419

Ⅱ．

１．

事務局員／１２月分給料　他 363,429

馬場和平／賛助会員会費　他 685,000

事務局員／源泉所得税 3,090

1,051,519

1,051,519

4,066,900

公益社団法人　弘前青年会議所

財 産 目 録
平成３０年１２月１５日現在

(単位：円)

科 目 金 額

資産合計

資産の部

流動資産

現金預金

前払金

流動資産合計

固定資産

その他の固定資産

電話加入権

その他の固定資産合計

固定資産合計

流動負債合計

負債合計

正味財産

負債の部

流動負債

未払金

前受金

預り金

－ 140 －

勘 定 科 目 法 人 全 体 公 益 会 計 収 益 会 計 法 人 会 計

会議費 42,800 0 42,800 0

通信運搬費 30,134 30,052 82 0

消耗品費 449,781 444,081 5,700 0

印刷製本費 462,132 363,420 98,712 0

広報費 696,060 696,060 0 0

燃料費 5,925 5,925 0 0

光熱水料費 3,672 3,672 0 0

賃借料 828,180 798,180 30,000 0

保険料 84,785 71,785 13,000 0

諸謝金 54,548 22,274 32,274 0

租税公課 9,400 8,600 800 0

委託費 5,858,970 5,858,970 0 0

記念品費 247,431 237,432 9,999 0

衛生費 27,300 27,300 0 0

雑費 500,316 483,777 16,539 0

［ 事 業 費 ］ 9,301,434 9,051,528 249,906 0

給料手当 1,779,259 889,629 533,778 355,852

福利厚生費 295,585 147,792 88,676 59,117

会議費 121,690 60,845 36,507 24,338

通信運搬費 363,660 181,830 109,098 72,732

消耗品費 130,082 65,041 39,025 26,016

会員支給品費 39,200 0 0 39,200

印刷製本費 284,179 142,089 85,254 56,836

燃料費 145,257 72,629 43,577 29,051

光熱水料費 182,207 91,104 54,662 36,441

賃借料 523,188 261,594 156,956 104,638

保険料 8,440 0 0 8,440

租税公課 10,100 0 0 10,100

渉外費 816,204 0 0 816,204

委託費 459,200 0 0 459,200

記念品費 103,817 0 0 103,817

衛生費 24,000 0 0 24,000

雑費 134,446 67,223 40,334 26,889

支払負担金 1,098,180 0 0 1,098,180

［ 管 理 費 ］ 6,518,694 1,979,776 1,187,867 3,351,051

［経常費用］ 15,820,128 11,031,304 1,437,773 3,351,051

◎　11,031,304 ÷ 15,820,128 ＝ 0.6972

管 理 費 配 賦 表
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勘 定 科 目 法 人 全 体 公 益 会 計 収 益 会 計 法 人 会 計

会議費 42,800 0 42,800 0

通信運搬費 30,134 30,052 82 0

消耗品費 449,781 444,081 5,700 0

印刷製本費 462,132 363,420 98,712 0

広報費 696,060 696,060 0 0

燃料費 5,925 5,925 0 0

光熱水料費 3,672 3,672 0 0

賃借料 828,180 798,180 30,000 0

保険料 84,785 71,785 13,000 0

諸謝金 54,548 22,274 32,274 0

租税公課 9,400 8,600 800 0

委託費 5,858,970 5,858,970 0 0

記念品費 247,431 237,432 9,999 0

衛生費 27,300 27,300 0 0

雑費 500,316 483,777 16,539 0

［ 事 業 費 ］ 9,301,434 9,051,528 249,906 0

給料手当 1,779,259 889,629 533,778 355,852

福利厚生費 295,585 147,792 88,676 59,117

会議費 121,690 60,845 36,507 24,338

通信運搬費 363,660 181,830 109,098 72,732

消耗品費 130,082 65,041 39,025 26,016

会員支給品費 39,200 0 0 39,200

印刷製本費 284,179 142,089 85,254 56,836

燃料費 145,257 72,629 43,577 29,051

光熱水料費 182,207 91,104 54,662 36,441

賃借料 523,188 261,594 156,956 104,638

保険料 8,440 0 0 8,440

租税公課 10,100 0 0 10,100

渉外費 816,204 0 0 816,204

委託費 459,200 0 0 459,200

記念品費 103,817 0 0 103,817

衛生費 24,000 0 0 24,000

雑費 134,446 67,223 40,334 26,889

支払負担金 1,098,180 0 0 1,098,180

［ 管 理 費 ］ 6,518,694 1,979,776 1,187,867 3,351,051

［経常費用］ 15,820,128 11,031,304 1,437,773 3,351,051

◎　11,031,304 ÷ 15,820,128 ＝ 0.6972

管 理 費 配 賦 表
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２０18年度　公益社団法人 弘前青年会議所
生 年 別 会 員 一 覧 表

生年 　　　　　　　　　　会　員　　氏　名� 計49名�

1979年 櫛引　英揮　／　福井　啓之　／　福島　英一　／　前田　完治
（昭和54年） 山内　尚美　／　八木橋直子� 6名

1980年 大湯　幸世　／　工藤　順敬　／　須藤　立也　／　野宮　智之
（昭和55年） 福士　　蔵　／　三上　恵美　／　三國　典央　／　大場　一巧

工藤　靖史　� �9名

1981年 秋元　駿一　／　木村　　歩　／　菊池　　勲　／　葛西　　晋
（昭和57年） � �4名

1982年 成田　志穂　／　吉川　裕之　／　小山田允紀　／　大髙　　俊
（昭和57年） � �4名

1983年 齊藤　雄太　／　野村　太郎　／　山形　昌弘　／　工藤晋一郎
（昭和58年） 太田　脩皓　／　小山内健将　／　下山　千嘉　／　成田　陽光� �8名

1984年 白石　将一　／　比内　理佑　／　石岡　　伸
（昭和59年） �� 3名

1985年 新戸部大輝　／　木村　真悦　／　成田　智崇
（昭和60年） � �3名

1986年 篠原　典孝　／　村山　大輔
（昭和61年） � �2名

1987年 伊藤　英里　／　工藤　正貴　／　三浦　聖吾
（昭和62年） � 3名

1988年 三上　優香
（昭和63年） � �1名

1989年 馬場　和平
（平成元年） � 1名

1990年 杉本　　藍　／　長内遼太郎
（平成2年） � 2名

1991年
（平成3年） � 0名

1992年 大藪　貴雄
（平成4年） � 1名

1993年
（平成5年） � 0名

1994年 石山　瑠衣
（平成5年） � 1名

1995年 石戸谷春菜
（平成6年） � 1名

233232



公益社団法人弘前青年会議所

年度 委員会新聞

・地域の絆連携委員会
・ＪＡＹＣＥＥ育成委員会
・会員拡大委員会
・子どもたちの夢創造委員会
・総務委員会

【委員会一覧】

　
Ｊ
Ｃ
ソ
ン
グ

一
、
Ｊ
Ｃ　
Ｊ
Ｃ　
Ｊ
Ｃ

　
　

世
界
を
結
ぶ　

若
き
団ち
か
ら結

　
　

新
し
き
世よ紀
の　

希の
ぞ
み望

と
な
り
て

　
　

永と

遠わ

に
繁さ

か栄
え
ん　

我
等
の
集
い

二
、
Ｊ
Ｃ　
Ｊ
Ｃ　
Ｊ
Ｃ

　
　

奉
仕
の
理
想　

探も
　
と究

め
つ
つ

　
　

祖く

に国
の
進あ
ゆ
み歩

の　

力
と
な
り
て

　
　

先
駆
け
ゆ
か
ん　

我
等
の
集
い

　

若
い
我
等

　
一
、
若
い
我
等
が　

手
を
取
り
合
っ
て

　
　

進
む
行
く
手
の　

青
い
空
に

　
　

輝
く
Ｊ
Ｃ　

明
る
い
希
望

　
　

足
な
み
を
そ
ろ
え
て
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こ
う
じ
ゃ
な
い
か

　
二
、
世
界
を
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ぶ　
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さ
の
力

　
　

互
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楽
し
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Ｊ
Ｃ
の
理
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新
し
い
日
だ

　
　

足
な
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そ
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え
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行
こ
う
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ゃ
な
い
か

　
三
、
若
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心
を
集
め

　
　

つ
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集
い
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来
を
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て

　
　
Ｊ
Ｃ
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間
は　

皆
信
じ
あ
う

　
　

足
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そ
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こ
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ゃ
な
い
か
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し
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め
に

　
一
、
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若
さ
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を
結
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明
日
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い
つ
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向
う
の
だ

　
　

豊
か
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未
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つ
つ
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二
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す
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て
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け
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日
の
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公益社団法人弘前青年会議所

年度 委員会新聞

・地域の絆連携委員会
・ＪＡＹＣＥＥ育成委員会
・会員拡大委員会
・子どもたちの夢創造委員会
・総務委員会

【委員会一覧】



委員会メンバー紹介

人
と
地
域
の
絆
を

結
ぶ
運
動
を

こ
の
度
２
度
目
の
委
員
長
を
拝
命
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
地
域
の
絆
連
携
委
員

会
委
員
長
の
大
場
と
申
し
ま
す
。

２
０
１
９
年
度
は
秋
元
理
事
長
の
元
、
弘

前
を
活
気
あ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
に
地
域

の
人
と
協
力
し
て
事
業
を
展
開
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

当
委
員
会
で
は
大
き
く
二
つ
の
事
業
を

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一
つ
は
昨

年
復
活
致
し
ま
し
た
剛
情
張
り
大
太
鼓
の

運
行
で
す
。
今
年
度
は
昨
年
度
よ
り
１
回

多
い
２
回
の
運
行
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
利

用
し
法
被
の
製
作
を
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
そ
の
際
は
皆
様
の
ご
協
力
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
二
つ
目
の
事
業

は
今
回
で
７
回
目
と
な
る
弘
前
青
年
会
議

所
の
メ
イ
ン
事
業
Ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
・
Ｓ
で
す
。

今
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
役
職
で
携
わ
っ
て
参

り
ま
し
た
が
今
回
は
委
員
長
と
い
う
事
で

今
ま
で
培
っ
て
き
た
想
い
を
存
分
に
発
揮

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
一
年
間
宜
し
く
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

委員長
大場 一巧

職務分掌
地域連携事業の企画・運営
剛情張りねぷた事業の企画運営
その他

委員会の年間スケジュール
１月 各事業の企画
２月 各事業の企画
３月 各事業の企画
４月 各事業の企画・情報発信 ４月例会（黒石 合同）
５月 地域の人との協力の元事業の企画
６月 地域の人との協力の元事業の企画
７月 地域の人との協力の元事業の準備
８月 剛情張り大太鼓の運行
９月 （仮）の開催
１０月 各事業の報告書作成
１１月 各事業の報告書作成
１２月 次年度への引き継ぎ

副委員長
木村 真悦

キムズガレージ

公益社団法人弘前青年会議所 ２０１９年度地域の絆連携委員会

自
ら
が
住
み
暮
ら
す
地
域
の
魅
力
を
、

語
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

り
ん
ご
を
は
じ
め
と
す
る
農
産
物
や
加

工
品
、
岩
木
山
、
白
神
山
地
な
ど
の
自
然
、

弘
前
城
や
庭
園
、
寺
社
仏
閣
、
近
代
建
築

か
ら
刀
剣
類
等
の
幅
広
い
文
化
財
、
津
軽

塗
り
等
の
工
芸
品
、
世
界
に
誇
れ
る
さ
く

ら
ま
つ
り
、
夏
を
彩
る
ね
ぷ
た
ま
つ
り
等
、

私
た
ち
が
住
み
暮
ら
す
こ
の
地
域
に
は
、

数
多
く
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

地
方
創
生
が
政
策
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る

今
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
地
域
の
魅
力

を
学
び
、
深
め
、
生
み
出
し
、
発
信
す
る

こ
と
が
、
明
る
い
豊
か
な
社
会
の
実
現
へ

と
つ
な
が
り
ま
す
。

２
０
１
９
年
度
、
地
域
の
絆
連
携
委
員

会
で
は
地
域
の
魅
力
を
生
み
出
す
事
業
と

し
て
、
Ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
・
Ｓ
、
剛
情
張
大
太

鼓
運
行
の
２
つ
の
事
業
を
、
地
域
の
方
々

と
絆
を
深
め
連
携
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

発
展
さ
せ
る
た
め
に
挑
戦
致
し
ま
す
。

利
他
の
コ
コ
ロ
を
持
ち
、
私
た
ち
が
住

み
暮
ら
す
地
域
の
未
来
の
た
め
に
、
私
た

ち
は
行
動
し
て
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
一
年

間
、
ご
支
援
、
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

常任理事
比内 理佑

委員
石山 瑠衣
弘前卍蘭々

委員
白石 将一
㈱白石医療器

委員
野宮 智之

蛇蘭

委員
福島 英一
㈱フクテイ

委員
三上 恵美

賛助会員
長内 遼太郎

市役所



個
人
の
成
長
が

魅
力
あ
る
組
織
を
造
る

こ
の
度
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
育
成
委
員
会
の

委
員
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
、
三
上
優
香

と
申
し
ま
す
。
当
委
員
会
で
は
会
員
研
修
、

新
人
研
修
、
あ
お
い
り
ん
ご
の
発
行
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会
員
研
修
で
は
「
会
員
が
改
め
て
基
礎

を
身
に
つ
け
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
と
し
て
意
識

的
・
行
動
的
に
成
長
で
き
る
」
こ
と
を
、

新
人
研
修
で
は
「
Ｊ
Ｃ
活
動
に
参
加
し
や

す
い
居
場
所
づ
く
り
に
配
慮
し
つ
つ
、
地

域
に
貢
献
で
き
る
人
財
の
育
成
を
行
う
」

こ
と
を
目
標
に
、
そ
れ
ぞ
れ
企
画
・
運
営

を
致
し
ま
す
。
あ
お
い
り
ん
ご
に
関
し
ま

し
て
は
、
当
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
魅
力
を
市
民
や
地

域
企
業
に
周
知
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
広
く

活
用
し
、
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
運
動
に
つ

な
げ
ら
れ
る
よ
う
務
め
て
参
り
ま
す
。

創
立

周
年
を
目
前
に
控
え
た
今
年
度
。

自
己
の
確
立
が
明
る
い
豊
か
な
社
会
の
実

現
に
直
結
す
る
こ
と
を
、
会
員
一
人
ひ
と

り
が
改
め
て
心
に
刻
み
、
秋
元
理
事
長
が

目
指
す
方
向
へ
会
員
一
丸
と
な
っ
て
活
動

で
き
る
よ
う
事
業
を
構
築
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
一
年
間
、
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

委員長 
三上 優香 

＜職務分掌＞
・会員研修の企画・運営 

・新人研修の企画・運営 

・あおいりんごの作成・発行 

委員 
大高 俊 

アップルウェーブ㈱ 

公益社団法人弘前青年会議所 ２０１９年度 JAYCEE育成委員会 

昨
年
に
引
続
き
、
今
年
も
常
任
理
事
と

し
て
活
動
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
昨
年
ま
で
の
学
び
や
反
省
を
生
か
し
、

今
年
一
年
間
し
っ
か
り
と
委
員
長
を
支
え
、

共
に
委
員
会
を
盛
り
立
て
て
参
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
当
会
が
実
施

す
る
様
々
な
事
業
を
担
当
さ
せ
て
頂
く
機

会
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
年
は
会
員

や
新
加
入
会
員
向
け
の
研
修
の
企
画
・
運

営
、
そ
し
て
、
当
会
の
広
報
誌
で
あ
る
あ

お
い
り
ん
ご
の
作
成
・
発
行
と
、
私
に

と
っ
て
も
初
め
て
の
経
験
に
な
る
こ
と
が

多
い
為
、
初
心
に
帰
り
仲
間
の
意
見
に
耳

を
傾
け
な
が
ら
し
っ
か
り
と
こ
の
重
責
を

全
う
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
も

う
ひ
と
つ
新
た
な
成
長
の
機
会
と
し
て
、

東
北
地
区
協
議
会
の
東
北
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
委

員
会
へ
副
委
員
長
の
立
場
で
出
向
さ
せ
て

頂
く
機
会
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。
初
出
向

の
為
、
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
状
態
で
は

あ
り
ま
す
が
、
少
し
で
も
多
く
の
事
を
学

び
、
持
ち
帰
れ
る
よ
う
精
一
杯
務
め
て
参

り
ま
す
の
で
、
一
年
間
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 

 

担当常任理事 
太田 脩皓 

委員 
福士 蔵 

福士蔵土地家屋調査士 
事務所 

委員 
新戸部 大輝 
㈱ユニオンパーツ 

委員 
八木橋 直子 

ローソン 
桔梗野店 

副委員長 
成田 智崇 

文ちゃんラーメン 

副理事長 
大湯 幸世 

㈱アップルファクトリー
ジャパン 

委員 
村山 大輔 
イマジン㈱ 

弘前パークホテル 

＜委員会の年間スケジュール＞
１月

２月 月例会（第１回会員研修）
３月 あおいりんご
４月 第 回新人研修
５月 月例会（第２回会員研修）
６月

７月 月例会（第３回会員研修）
８月 あおいりんご 第 回新人研修
９月

１０月 月例会
１１月 あおいりんご 月例会（新人例会）
１２月

委員会メンバー紹介 

NEW JAYCEE NEW JAYCEE 

NEW JAYCEE 



職務分掌
会員拡大窓口
まんじ札事業の企画・運営
卒業式の企画・運営
その他

委員会メンバー紹介

ま
ち
を
輝
か
せ

ま
ち
を
育
む
運
動
を

本
年
度
、
会
員
拡
大
委
員
会
委
員
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、
木
村
歩
と
申
し

ま
す
。

全
国
的
に
後
継
者
不
足
、
少
子
化
な
ど
の
社

会
情
勢
で
会
員
数
の
減
少
が
続
く
中
、
当
Ｌ

Ｏ
Ｍ
に
お
い
て
も
そ
の
傾
向
は
顕
著
で
あ
り

ま
す
。

当
Ｌ
Ｏ
Ｍ
は
今
年
４
７
名
で
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
す
。
そ
し
て
向
こ
う
５
年
間
で
約
２
０

名
の
メ
ン
バ
ー
が
卒
業
と
な
り
ま
す
。
組
織

の
運
動
・
活
動
の
発
展
の
た
め
に
は
５
年
後
、

１
０
年
後
、
さ
ら
に
そ
の
先
の
未
来
を
見
据

え
積
極
的
か
つ
効
果
的
な
会
員
拡
大
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
現
状
の
地
道
な
会
員
拡
大
と

並
行
し
て
様
々
な
手
法
を
学
び
実
践
し
、
そ

し
て
メ
ン
バ
ー
全
員
で
熱
い
想
い
を
共
有
し

て
い
く
、
そ
う
す
る
こ
と
で
今
ま
で
以
上
に

地
域
の
発
展
と
貢
献
、
そ
し
て
明
る
い
豊
か

な
社
会
の
実
現
に
繋
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

私
は
Ｊ
Ｃ
に
入
会
し
仲
間
や
機
会
等
、
様
々

な
も
の
を
得
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
も
っ
と

伝
え
た
い
、
拡
げ
て
い
き
た
い
、
我
々
と
共

に
未
来
を
作
り
ま
し
ょ
う
！

１
年
間
何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
！

委員長
木村 歩

委員会の年間スケジュール
１月 会員拡大
２月 会員拡大
３月 会員拡大
４月 会員拡大
５月 会員拡大
６月 会員拡大
７月 まんじ札
８月 まんじ札
９月 会員拡大

１０月 会員拡大
１１月 会員拡大
１２月 卒業式

副委員長
成田 陽光
（株）成田農産
一言：微力なが
ら頑張ります！

公益社団法人弘前青年会議所 ２０１９年度会員拡大委員会

本
年
度
、
会
員
拡
大
委
員
会
の
担

当
常
任
理
事
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
大

藪
と
申
し
ま
す
。
私
自
身
会
員
拡
大

は
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
事
業
で
一
番
重
要
な
活

動
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
会
に

と
っ
て
会
員
と
は
何
よ
り
も
大
切
な

財
産
で
す
。

こ
れ
か
ら
多
く
の
事
業
が
行
わ
れ
て

い
き
ま
す
。
そ
の
時
に
共
に
汗
を
流

し
、
喜
び
や
楽
し
さ
を
共
感
で
き
る

仲
間
は
多
い
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

本
年
度
の
会
員
拡
大
委
員
会
は
と
て

も
ユ
ニ
ー
ク
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富

ん
だ
メ
ン
バ
ー
が
多
く
い
ま
す
。
ま

ず
は
我
々
自
身
が
こ
の
弘
前
青
年
会

議
所
と
い
う
場
を
率
先
し
て
楽
し
み

尽
く
し
、
そ
の
経
験
を
活
か
し
て
会

員
拡
大
活
動
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

一
年
間
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

常任理事
大藪 貴雄

委員
石戸谷 春菜
ラウンジWith
一言：めっちゃ
頑張ります！

委員
葛西 晋

（株）ブレーメン
一言：まちの為に
頑張ります！

委員
齊藤 雄太
（株）樋川自動車
一言：弘前市の更
なる発展の為に頑
張ります。

委員
篠原 典孝
明治安田生命

一言：微力ながら
頑張ります！

拡
大
目
標
３
０
人
！



夢に向かって一歩踏み出す勇気を

こ
の
度
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
創
造
委

員
会
の
委
員
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
下

山
千
嘉
と
申
し
ま
す
。
私
共
の
委
員
会

は
、
ち
び
っ
子
ね
ぷ
た
の
お
通
り
だ
い

事
業
、
わ
ん
ぱ
く
相
撲
事
業
、
子
ど
も

た
ち
の
夢
創
造
事
業
を
担
当
致
し
ま
す
。

ち
び
っ
子
ね
ぷ
た
の
お
通
り
だ
い
事
業

で
は
、
保
育
園
等
の
子
ど
も
た
ち
に
、

郷
土
の
文
化
で
あ
る
ね
ぷ
た
を
通
し
て

郷
土
愛
を
育
む
機
会
を
提
供
致
し
ま
す
。

わ
ん
ぱ
く
相
撲
で
は
、
心
身
の
鍛
錬
を

通
し
て
、
礼
節
を
学
び
、
努
力
や
思
い

や
り
の
精
神
を
養
い
、
心
豊
か
に
成
長

す
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
夢
創
造
事
業
で
は
、
子
ど
も
た
ち

に
小
さ
い
頃
か
ら
明
確
な
夢
を
も
ち
、

そ
の
夢
に
向
か
っ
て
一
歩
踏
み
出
す
勇

気
と
気
付
き
を
与
え
ら
れ
る
事
業
と
な

る
よ
う
、
事
業
内
容
を
構
築
し
て
お
り

ま
す
。
私
自
身
は
、
賛
助
会
員
と
し
て

三
年
間
在
籍
し
、
正
会
員
と
し
て
二
年

目
と
な
り
ま
す
。
今
年
は
、
失
敗
を
恐

れ
ず
挑
戦
し
続
け
、
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
走
り
続
け
る
委
員
長
で
あ
り
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 委員長

下山 千嘉
弘前市役所

公益社団法人弘前青年会議所 ２０１９年度子どもたちの夢創造委員会

二
〇
一
九
年
度
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
創

造
委
員
会
の
担
当
常
任
理
事
を
仰
せ
つ

か
り
ま
し
た
山
形
昌
弘
と
申
し
ま
す
。

常
任
理
事
と
い
う
役
職
は
初
で
す
が
、

Ｊ
Ｃ
入
会
六
年
の
経
験
を
生
か
し
て
下

山
千
嘉
委
員
長
の
サ
ポ
ー
ト
役
を
精
一

杯
務
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
当

委
員
会
で
は
わ
ん
ぱ
く
相
撲
、
ち
び
っ

子
ね
ぷ
た
の
お
通
り
だ
い
事
業
は
長
年

参
加
し
て
い
る
事
業
で
す
。
青
少
年
と

し
て
子
ど
も
た
ち
の
夢
創
造
事
業
を
実

施
し
ま
す
。
ち
び
っ
子
ね
ぷ
た
の
お
通

り
だ
い
と
わ
ん
ぱ
く
相
撲
は
、
長
い
間

市
民
と
子
ど
も
た
ち
に
親
ま
れ
て
る
事

業
で
す
。
例
年
以
上
に
盛
り
上
げ
て
い

け
る
よ
う
に
行
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
夢
創
造
事
業

で
は
委
員
長
の
熱
い
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
事
業
な
の
で
力
の
限
り
支
え
て

行
き
た
い
で
す
。 

一
年
を
通
し
委
員
会
全
員
で
協
力
し
、

自
他
共
に
や
っ
て
良
か
っ
た
と
思
え
る

事
業
に
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

常任理事
山形 昌弘
有 山形商店

○青少年事業の企画・運営
○わんぱく相撲事業の企画・運営
○ちびっ子ねぷたのお通りだい
実行委員会の運営

○その他

職務分掌

委員会メンバー紹介

副委員長
工藤晋一郎
㈱工藤工務所

委員
福井 啓之

有 フクヰタクシー

委員
山内 尚美
焼酎酒家

委員
菊池 勲

青森県議会議員

委員
馬場 和平
弘前市役所

委員
成田 志穂
㈱白神焙煎舎

委員
杉本 藍

㈱ソフトキャンパス



委員会メンバー紹介

縁
の
下
の
力
持
ち

強
固
た
る
組
織
運
営

二
〇
一
九
年
度
総
務
委
員
会
委
員
長
を
務

め
ま
す
三
浦
聖
吾
と
申
し
ま
す
。
当
委
員

会
の
一
年
間
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
円

滑
な
会
議
・
理
事
会
の
運
営
を
心
掛
け
、

誤
字
脱
字
が
無
い
議
事
録
作
成
、
Ｊ
Ｃ
運

動
へ
の
参
加
率
を
数
字
と
し
て
集
計
す
る

ア
テ
ン
ダ
ン
ス
ポ
イ
ン
ト
事
業
は
少
し
で

も
会
員
の
出
席
率
向
上
に
役
立
て
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
防
災
事
業
で
す
が
、

二
〇
一
八
年
の
振
り
返
る
漢
字
“
災
”
を

表
し
て
い
た
よ
う
に
昨
年
は
特
に
自
然
災

害
が
多
く
、
様
々
な
被
害
が
起
き
ま
し
た
。

市
民
や
会
員
の
皆
様
に
日
頃
よ
り
防
災
そ

し
て
い
ざ
災
害
が
起
き
た
際
で
の
減
災
の

意
識
を
高
め
る
事
業
に
し
て
参
り
ま
す
。

入
会
し
て
三
年
目
、
初
の
理
事
で
現
在
業

務
に
圧
倒
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
真
摯
に

取
り
組
み
、
秋
元
理
事
長
の
掲
げ
る
基
本

理
念
「
利
他
の
コ
コ
ロ
輝
く

人
が
集
ま

る
ま
ち
へ
」
を
常
に
意
識
し
、
共
に
助
け

合
い
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、
そ
し
て
各
委

員
会
の
事
業
を
陰
か
ら
支
え
る
縁
の
下
の

力
持
ち
に
励
ん
で
参
り
ま
す
。

若
輩
者
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
年
間
頑

張
り
ま
す
！
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
！

委員長
三浦 聖吾

職務分掌

理事会の運営・各種会議運営

会議議事録の作成

アテンダンスポイントの集計

基本資料・メンバーズリスト・定款・名刺の作成

新年祝賀会の企画・運営

防災減災に関する事業の企画・運営

その他

委員会の年間スケジュール
１月 新年祝賀会、第101回通常総会、アテンダンスポイント集計、議事録作成

２月 アテンダンスポイント集計、理事会運営、議事録作成

３月 アテンダンスポイント集計、理事会運営、議事録作成

４月 アテンダンスポイント集計、理事会運営、議事録作成

５月 アテンダンスポイント集計、理事会運営、議事録作成

６月 アテンダンスポイント集計、理事会運営、議事録作成

７月 アテンダンスポイント集計、理事会運営、議事録作成

８月 アテンダンスポイント集計、第１０２回通常総会

９月 防災減災に関する事業、アテンダンスポイント集計、理事会運営、議事録作成

１０月 アテンダンスポイント集計、理事会運営、議事録作成

１１月 アテンダンスポイント集計、理事会運営、議事録作成

１２月 アテンダンスポイント集計、理事会運営、議事録作成

副委員長
伊藤 英里
トパーズ

公益社団法人弘前青年会議所 ２０１９年度総務委員会

二
〇
一
九
年
度
事
務
局
長
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
、
工
藤
正
貴
と
申
し
ま
す
。
専
務
理
事

補
佐
並
び
に
事
務
局
運
営
、
総
務
委
員
会
運

営
統
括
が
主
な
職
務
と
な
り
ま
す
。

入
会
し
て
か
ら
五
年
目
の
年
に
差
し
掛
か
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
経
験
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
中
で
も
特
に
重
要
な
役
職
で
あ
り
歴
々

の
経
験
者
と
比
べ
今
の
自
分
で
は
力
不
足
だ

と
い
う
こ
と
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
が
、
与

え
て
い
た
だ
い
た
機
会
を
無
駄
に
し
な
い
よ

う
、
ま
た
、
殊
に
多
忙
な
理
事
長
、
専
務
の

負
担
を
少
し
で
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
自
分
の
力
を
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
三
浦
委
員
長
が
初
の
理
事
と
い
う
こ

と
も
あ
り
今
は
ま
だ
不
安
が
大
き
い
と
思
い

ま
す
が
、
総
務
で
な
く
て
は
経
験
で
き
な
い

こ
と
、
自
分
の
力
に
で
き
る
こ
と
が
多
く
あ

る
の
で
、
任
期
終
了
時
に
一
年
間
頑
張
っ
て

よ
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
共
に

協
力
し
つ
つ
、
切
磋
琢
磨
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

一
年
間
、
し
っ
か
り
と
職
務
を
全
う
で
き
る

よ
う
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 事務局長

工藤 正貴

委員
石岡 伸
㈱KANAMORI

委員
小山内健将
㈱角長

委員
野村 太郎
弘前市議会議員




